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			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。
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			第一章　いざウルムット

			


			「もぐもぐ」

			「ガフガフ」

			『君ら、もう三日間も朝昼晩とカレーばかり食ってるが、飽きないのかね？』

			「ん？　飽きない」

			「オンオン！」

			『さいですか』

			　港湾都市バルボラを出発してから三日。

			　ダンジョンの町ウルムットを目指して進んでいた俺たちは、木立に囲まれた小さな広場で野営をしていた。ここは街道沿いに作られた、旅人のための休憩所だ。地面が平らに均ならされ、小さな井戸まで掘られている。

			　便利ではあるんだが、場所によっては盗賊や魔獣の住処すみかになってしまうこともあるらしい。水もあるうえに、定期的に獲物である旅人がやってくるからな。

			　勿論、兵士などが定期的に巡回しているし、冒険者によって討伐されることも多い。

			　ただ、全てを完璧に維持管理することも難しいのだろう。俺たちがこの休憩所にたどり着いた時も、ゴブリン数匹が広場で騒いでいるところだった。魔術を数発ぶち込んで瞬殺したけどね。

			　その後はテントなどを張って野営準備を整え、本日のディナーとしゃれ込んでいる訳だ。

			　まあ、お品書きはカレーのみだが。本日はフランが中辛ビーフカレー。ウルシが激辛フィッシュカレーとなっている。

			　俺が手を抜いている訳じゃないよ？　フランとウルシのリクエストである。

			　本当はバランスよく食べてもらいたいんだが、バルボラを出発する前に交わした一週間カレー食べ放題の約束があるからね。今週はカレーオンリーとなるだろう。

			　いくら大好物でも、普通は数日も食べ続ければ飽きると思うんだが……。

			「うまうま」

			「オフオフ」

			　フランとウルシの辞書に、カレーに飽きるという言葉はないらしい。

			　今も満面の笑みで口いっぱいにカレーをほおばっている。

			　毎日三食ごとに大鍋のカレーを食べつくしているのに、毎回始めて食べる時のようなリアクションをしてくれるので作り甲斐はあるけどな。

			　ただ、どっかでカレーを作らないと備蓄分が無くなるかもしれん。それはまずい。主にフランのメンタル的な部分で。

			　幸い、香辛料はバルボラで十分に仕入れている。調理場さえあれば何とかなるだろう。

			　一瞬、ここで調理をしてしまおうかとも思ったが、人が来る可能性があるので自重しておいた。

			　ナイス判断と言えるだろう。よく自重した、俺！

			　実際、広場の入り口に人の気配が感じられたのだ。

			「もぐもぐ……師匠」

			『ああ、分かってる。誰か来たな』

			「オン」

			　フランとウルシがカレーを食べる手を止めた。そして、いつでも動けるように身構える。

			　口の周りがカレーで黄色く汚れているので全然迫力はないが。

			『きた』

			「ん」

			　この休憩所は街道沿いにあるわけだし、俺たち以外の旅人がやってきてもおかしくはない。

			　だが、その気配の持ち主はただ者ではないと思われた。

			　何せその人物がこの広場に足を踏み入れるまで、俺たちでさえ察知できなかったのだ。少なくとも、隠密系のスキルを所有しているだろう。これだけ上手に気配を消せる相手が、こちらに気付いていないはずがない。

			　一応気配を抑えてはいるが、俺たちはたき火をしている。遠目からでもフランのことは見えるはずだった。

			　今のところ、悪意や害意は感じられないが……。

			「やあ、こんばんは」

			「こんばんは」

			「先客がいるとは思わなかったよ」

			「……ん」

			　暗闇の中から現れたのは一人の老人だった。

			　六〇歳は過ぎているだろうが非常に均整の取れた体つきをしており、戦士としての力量を感じさせた。

			　下ろせば肩程度はありそうな白髪をオールバックにし、こちらも白い顎髭をオシャレに整えた、若い頃はさぞもてたに違いない細面の伊だ達て男だ。

			　着ている黒い服はさり気なく刺繍が散りばめられ、遠目から見ると豪華なタキシードのようにも見える。だが、よく見れば布と革で作られた軽鎧だと分かった。

			　フランの横にいるウルシが見えているはずだが、怯えた様子もなくニコニコと笑いながら話しかけてきた。柔らかく張りのある声は非常に若々しく、とても老人のものとは思えない。

			　フランから多少離れた場所で足を止めたのは、こちらに不必要な警戒を抱かせないためだろう。その見極めにより、老人の力量が想像以上なのだと理解できた。

			　この老人は、腰を下ろした状態のフランの間合いを完璧に見抜き、そのギリギリ外側に立っているからだ。

			　フランがそれを感じ取り、そっと立ち上がる。

			　だが、それも当然かもしれない。

			『フラン！　絶対に敵対するな！』

			（……そんなに？）

			『ああ……。アマンダ並って言えば分かるか？』

			（……！）

			　俺は咄嗟に老人を鑑定し、その表示を見て戦慄を禁じえなかった。

			　一瞬、鑑定結果が信じられなかった程だ。

			


			


			　　名称：ディアス 　年齢：71歳

			　　種族：人間

			　　職業：幻奇術士

			　　Lv：76／99

			　　生命：２４１　魔力：６６８>　腕力：１２２　敏捷：２９１

			　　スキル：足裏感覚４、威圧：４、隠蔽７、隠密８、解体８、格闘技３、格闘術４、感知妨害７、鑑定察知８、希薄化７、奇術８、急所看破４、宮廷作法６、気配察知８、気配遮断７、幻影魔術10、幻像魔術６、混乱耐性４、弱点看破10、瞬発８、消音行動３、状態異常耐性５、短剣技７、短剣術７、土魔術３、手品10、投とう擲てき７、毒魔術４、火魔術３、魔力吸収２、魔術耐性３、魔力感知６、魅了耐性４、木工４、遊戯７、罠解除４、罠感知８、罠作成７、気力操作、痛覚鈍化、不屈、分割思考、魔力操作

			　　ユニークスキル：技能忘却７

			　　固有スキル：思考誘導８、視線誘導８

			　　称号：幻影術師、トリックスター、凡人の壁を乗り越えし者

			　　装備：竜牙の短剣、竜鱗のスーツ、速足の靴、身代りの腕輪、奇術師の指輪

			


			


			　レベルが70台に達していた。アマンダや、バルボラで共闘したフォールンドと同格の強者である。

			　ステータスはアマンダやフォールンドに及ばないものの、スキルにおいては数でもレベルでも遥かに勝っている。魔術師としては超一流。戦士としても一流と言っていい。しかも搦からめ手のスキルが大量だった。手品スキルや奇術スキルがなければ暗殺者と間違えかねないスキル構成である。しかもユニークスキル持ちだ。

			


			　　技能忘却：対象は一定の間、指定されたスキルの存在を忘れる。効果時間は指定スキルのレベル、レア度による。最大で一分間。再使用は指定スキルのレベル、レア度による。

			


			　これってメチャクチャ強くない？　戦闘中に武器技能を忘れさせたりしたら、短時間でも効果は絶大だ。

			


			　　思考誘導：対象の思考を一瞬だけ誘導し、興味の対象を特定のものへと移させる

			　　視線誘導：対象の視線を一瞬だけ誘導し、視線の向かう先を僅かに操る

			


			　この二つのスキルに、希薄化や気配遮断などの隠密系スキル。さらに幻影魔術を併用されたら戦闘中でも姿を見失いかねない。職業名からして幻奇術士だしな。奇術と幻影のスペシャリストなんだろう。単にステータスが強いだけの奴なんかよりも、よほど戦いにくそうである。

			　善人なのか悪人なのか判別するまでは敵対する愚は冒せなかった。

			『幻影の使い手だ。いいか──』

			　とりあえず距離を取れと言おうとした直前。老人──ディアスが先に口を開いた。

			　そして、その口から放たれたのは最悪の言葉である。

			「今、僕を鑑定したね？」

			　ディアスの言葉は柔らかいものだったが、その眼は笑っていなかった。

			　やはり気付かれたか！

			　スキル一覧に鑑定察知という名前が見えた時に、嫌な予感はしたのだ。

			　もしかして、機嫌を損ねたか？　いやいや、人生経験豊富そうな老人だし、子供のちょっとした悪戯いたずら、見逃してくれるよな？

			　だが、ディアスはその眼を細め、威圧感の籠もった視線をフランに向けていた。

			　考えてみれば鑑定は、相手の情報を勝手に盗み見ているようなものだ。秘密を抱える者や、脛に傷を持つ者、秘密主義の者にとっては、鑑定するという行為自体が敵対行動をとったと思われても仕方がなかった。

			　まさか鑑定されたことを察知するスキルがあるとは思わなかった。だが、俺たちは様々な察知スキルを見てきたのだ。鑑定察知スキルに関しても予想してしかるべきであった。

			　フランに敵対するなとか言っておいて、俺がミスをするとは！

			『すまん』

			（仕方ない）

			『いざとなったら転移で逃げるぞ』

			（ん）

			「……ふむ」

			　ディアスから発せられる威圧感が増した。これはまずいか？

			　俺とフランがディアスに対する警戒心を高める中、彼はその場で再び口を開く。

			「ふふふ。そう警戒しなくていいよ」

			　その顔には一転して笑顔が浮かんでいた。

			「別に怒ったりしてないから」

			　ディアスが悪戯っぽく言ってくる。直前までの威圧感が嘘だったかのように、優し気な微笑みだ。

			「こんな場所で不審な人間に出会ったんだ、当然の用心だろう？　ただ、本当に怒る人もいるから、鑑定する場合は相手を見てから使う事をオススメするよ？」

			　どうやら忠告目的で少し脅してきただけであったらしい。心臓に悪いぜ。

			　ただ自分でも意外だが、ディアスの言葉は驚くほどすんなり耳に入ってきた。普通はこんな風に脅されたうえ、上から物を言われたら反発すると思うんだけどな。

			　フランも同じであるようで、反発することもなく素直に頷いている。これが人生経験の差なのだろうか。

			「冒険者の先達としての忠告だ」

			　冒険者の先達？　その言葉に違和感を覚えた。

			　フランも同じことを感じたらしい。

			「私が冒険者だって知ってるの？」

			「ああ。バルボラの冒険者ギルドは君の噂でもちきりだったからね」

			　もしかして事件の時にバルボラにいたのか？　だとしたら噂くらいは聞いていてもよさそうだ。これだけの強さを持った老人である。少しでも戦力が欲しい時に、全く話に上らない訳はないと思うんだが……。

			「バルボラにいたの？」

			「二日前にね。もう数日、バルボラに着くのが早ければ力になれたんだけど」

			　なるほど、リンフォードたちが暴れていた時にはバルボラにいなかったのか。

			　うん？　二日前？

			　俺たちは三日前にバルボラを出発して、ずっとウルシに乗ってここまで来たんだぞ？　そりゃあ、限界まで酷使した訳でも、休まなかった訳でもない。だが、宙をかけるウルシの足は、馬に乗っている場合に比べて数倍以上の距離を稼げているはずだった。

			　ディアスはそれに追いついてきたってことか？

			　フランがチラリとウルシを見て、再びディアスを見る。それだけで、ディアスもフランが感じている疑問を理解したのだろう。

			「これでも僕は健脚でね。体力もあるし、休まず一直線で走ってきたんだよ」

			　嘘はついてないんだよな。本当に不眠不休でマラソンを続けてきたらしい。

			　確かにステータスだけみれば十分超人だからな。ディアスを外見だけで老人扱いしてはいけないってことだろう。

			「用事があってバルボラギルドに行ったんだけど。そこで散々君の話を聞いたんだ。黒い狼を連れた黒猫族の少女。不思議な香りのする黄色い食べ物を作り上げた料理人の弟子にして、強力な魔剣を背負った冒険者。これだけ特徴があってれば間違いようがないでしょ？　魔剣少女のフランさん？」

			　完全にフランの素性がばれているようだ。

			「鑑定してもう分かっているとは思うけど、改めて名乗らせてもらうね。僕はディアス。これでも冒険者だ」

			「私はランクＤ冒険者のフラン。こっちはウルシ」

			「オン！」

			「ああ、よろしく。フラン君、ウルシ君」

			　改めて挨拶はしつつも、互いに近づかない。フランはディアスを警戒して。ディアスはフランを警戒させないように。

			　失礼ともとれるフランの態度だが、ディアスはその顔に浮かぶ笑みを深めた。

			「うんうん。用心深いのは良い冒険者の条件だね」

			　孫を見る祖父のような表情だ。いや、年齢的にもそんな感じだが。

			「そんなフラン君に改めて忠告だ。君みたいに鑑定を持っている子に多いんだけど、結構お気軽に鑑定を使ってるでしょ？」

			「ん」

			　使っているのは俺だけど。

			「使う相手は気にするべきだと思うよ？　特に王族は、僕みたいな鑑定察知スキルを持った人間を侍らせていることが多いしね」

			　王族の秘密を覗き見たりしたら……。確かに色々とヤバいだろう。

			「フラン君みたいに将来有望な冒険者は、王族と謁見する機会が絶対に来る。その時に下手な真似したら、即コレなんだから気を付けて」

			　ディアスが手刀で自分の首をトントンと叩く仕草をする。だよな。王族に不敬を働いたら、無事じゃ済まないだろうし。そう思うと、誰彼構わず鑑定しまくるのは、実は恐ろしいな。ご忠告通り、気を付けるとしよう。

			「わかった」

			「ふふ。じゃあ僕は行くよ。僕がいたままじゃフラン君は安心できないだろうしね」

			「ん」

			「おやおや。そこはそんなことないって言ってくれてもいいんじゃないかい？」

			「本当のこと」

			「ははは。ひどいな。でも、その物怖じしないところも良い冒険者の条件だ。じゃあ、またね～」

			　ディアスは笑いながら、フランに背を向ける。そして手をヒラヒラと振りながら、暗闇の中へと去って行ったのだった。

			『行ったな……』

			「ん」

			「オン」

			　敵意のない穏やかな雰囲気の相手だったとしても、初対面の圧倒的強者と至近距離で向かい合うのはやはり疲れる。フランもウルシも緊張していたのだろう。体の力を抜いて、ディアスが消えた闇の向こうを見つめていた。

			『あいつ、ウルムットの方に消えていったが、もしかして目的地は同じか？』

			「もぐもぐそうかも」

			「オフオフ」

			　食事に戻るの早！

			「ん？　もぐもぐ」

			『いや、なんでもない。美味しいか？』

			「ん！　さいこう」

			　なら良かった。強敵との連戦や、強い冒険者たちと出会ったことで、格上への耐性ができているのかもしれない。

			　ただ、俺は少し反省せねば。

			　特に、鑑定を察知するスキルを持っている相手がいるという情報は忘れてはいけない。

			　今後、怒らせたら危険な存在や、貴族には注意しようと思う。

			


			


			　ディアスと不意の遭遇を果たした翌日。

			　ウルムットの町にあるというダンジョンを目指し、アレッサを旅立ってから約三週間。

			「師匠、あれ？」

			「オン！」

			『ああ、間違いない。あれがダンジョンの町だ』

			　俺たちは当初の目的地であった、ウルムットを視線の先に捉えていた。

			　広大な森林地帯の中に、外壁に囲まれた町の姿が見えている。

			　アレッサからここまで長かったな……。時間的には短かいのかもしれない。だが、その濃密さは恐ろしい程であった。

			　浮遊島でリッチと戦い、シードラン海国では王族同士の闘争に巻き込まれ、バルボラでは料理コンテストに出場した末に、なぜか強大な邪人と戦って死にかけた。

			　その間にフランは能力的にも、精神的にも大きく成長している。

			　ウルムットでは鍛冶師のガルスと再会する約束をしているが、フランの成長を見たらビックリするに違いない。もしかしたら、フランだと分からないかもな！

			「ん？」

			　俺の視線に鋭敏な感覚が反応したのだろうか？

			　フランが背中の俺を肩越しに見やる。

			　いつも通りの可愛いお顔だ。そして、いつも通りのツルーンでペターなボディ。

			『……ちょっと大げさに言い過ぎたな』

			「どうしたの？」

			『いや、なんでもない。ようやくウルムットに到着したと思ってな』

			「ん。でも、小さい。それに、なんか変？」

			「オン？」

			　ウルムットそのものは小さい町だ。バルボラには及ぶべくもないが、アレッサに比べても半分以下の規模だろう。

			　だが、想像以上にインパクトのある姿をしていた。

			　空を駆けるウルシの背から眺めると、その変わった造りがよく分かる。

			　まず目を引くのは、町全体を覆う高くて分厚い外壁だ。

			　遠目からでも分かる程、外壁に厚みがある。しかも高い。魔獣の侵入を防ぐためにはそれなりに頑丈な外壁は必要だろう。だが、少々頑丈過ぎるんじゃないか？　クランゼル王国でも指折りの大都市であったバルボラの外壁と比べても、なお分厚いだろう。

			　言っちゃ悪いが、あの程度の大きさの町には不釣り合いに思えた。この規模の町に、このレベルの外壁が必要か？

			　次に俺たちの興味を引いたのが、町の東西の端にそびえ立つ巨大な円筒形の建物だ。

			　魔術などを用いて造られたのだろうか？　建物には継ぎ目などが全く見えない。まるで地球にあったコンクリート製の建物のようであった。

			　周辺に立ち並ぶこちらの世界ではごく平均的なサイズの建物と比べると、その巨大さが良く分かった。高さは三〇メートルは超えているだろう。町の外にあればそれだけで砦として機能しそうなレベルである。

			　俺も最初見た時はシェルターか何かなのかと思った。何の施設なのだろうか？

			『行ってみりゃ分かるか』

			「ん」

			「オン」

			　まあ、そもそも町に入るのに骨が折れそうだが。

			　ウルシの背から見下ろすウルムットの入り口には、町への入場待ちと思われる一〇〇〇人規模の行列ができていたのだ。

			　これは想像しておくべきだったな。

			　武闘大会はクランゼル王国でも有名な祭りであるらしいし、冒険者や商人、観光客が一気に押し寄せているのだろう。

			　バルボラで盛大な月宴祭が行われたばかりだし、その参加者も相当数ウルムットに流れてきていると思われた。運よく事件に巻き込まれる前にバルボラを出発できた人たちが、この時期にちょうどウルムットに到着しているのだ。

			　あれに並ぶのかと思うと今からげんなりするな。

			　だが、貴族でもない俺たちには優先的に町に入るような権限はないし、ウルシの背に乗ったまま壁を越える訳にもいかない。そんなことしたら一発アウトで牢獄コースだ。

			『仕方ない。列の最後尾に向かおう』

			「ん」

			『ウルシ、あの行列から少し離れた場所に下りろ』

			「オン！」

			　いきなり近くに降り立ったら、騒ぎになるかもしれないからな。

			　ウルシは俺の指示通り、行列最後尾から二〇〇メートルほど離れた森の中に静かに降下した。

			　そのまま森林地帯を走る街道まで出て、徒歩でウルムットを目指す。

			　数分も歩くと、すぐに街道に列をなす大勢の人が見えた。

			『一応確認しとけ』

			「ん。ねえ？」

			「お？　なんだいお嬢ちゃん？」

			　フランは最後尾にいた商人風の男性に声をかける。

			　そして、いくつかの質問をしてここがウルムットであるという確証を得るのであった。

			　そのまま列に並ぶフランとウルシ。

			　商人はすぐにフランたちに興味を失ったようで、仲間たちとの雑談に戻っていった。

			　他の町だったらもっと目立ってしまうだろう。狼を連れた子供が剣など背負っているのだ。だが、ウルムットはダンジョンの町と言われるだけあって、冒険者の数が多い。しかもダンジョンの難易度が低いため、初心者冒険者も多いらしい。

			　それゆえ、フランのような子供も珍しくはないのであった。実際、列の前方には一〇代半ばに見える若い冒険者の姿もチラホラ見受けられる。テイマーもわずかだがいるようで、魔獣らしき気配も感じられた。

			　まあ、フランほど若い冒険者はいないけどね。

			『とりあえず並ぶしかないか』

			「ん」

			　ということで、ウルムットの町に入るために行列の最後尾に付いたんだが……。

			『全然進まんな』

			（おそい）

			　列の進みが死ぬほど遅かった。

			　前に並ぶ商人の雑談を聞いてみたら、ウルムットはダンジョンが二つもあるせいで冒険者以外の初入場時に少し厳しいらしい。ダンジョン産の物の中には危険な薬の原料になる物や、恐ろしい魔法儀式の触媒になる物も存在するからだ。

			　一回登録してしまえば半年間は普通に出入りができるそうだ。だが年に一度、武闘大会の日だけにやってくる観光客や商人は、この列に並ばないといけないのだという。

			　毎年来ている人間にしてみたら風物詩みたいなものらしい。

			　中にはこの行列相手に食べ物を売るのが目的の商人がいるというのだから、逞しいものだ。

			　確かに、列に並ぶのでもなくその周辺で声を上げている者たちがいた。地べたにゴザのような物を敷いて、簡易的な露店を開いている者などもいる。

			　売られている品物も多種多様で、食べ物や民芸品、酒などが並べられていた。

			　地球で言ったら、コミケの開場前の行列みたいなものだろうか？　並ぶ時点ですでにイベントが始まっている的な？

			　慣れている者たちの中には、簡易的な椅子を並べて酒盛りを始める者たちまでいた。

			『俺たちも気長に待とう』

			（ん）

			


			　列に並び始めて三〇分。

			『ゴブリン』

			（オーガ）

			『あー、ドラゴン』

			（コボルト）

			『ちょっと待てよ。えーと、デーモン』

			（キマイラ）

			『うーん』

			　俺たちは古今東西ゲームをしながら、時間を潰していた。

			　どうやら俺が教えてやったこの遊びが気に入ったらしく、さっきからずっと続けている。今は魔獣の名前で古今東西中だ。

			　この分なら、俺たちの番が来るまで飽きずに待っていられそうだな。

			　だが、中には我慢ができない者たちもいた。初めてここを訪れた冒険者や平民たちだ。

			　特に荒くれ者の冒険者たちは遅々として進まないこの行列に苛立ち、所々で小競り合いが起きている。

			　喧嘩に発展しているところは見当たらないが、そのうち乱闘騒ぎでも起きそうだな。

			　全く、ああいう奴らのせいで余計に列の進みが遅くなっているって分からんのかね？　俺たちはそういう奴らを冷ややかに観察しながら、大人しく列に並んでいた。

			　だが、俺たちの長閑のどかな時間は唐突に終わりを告げた。

			　列が終わって俺たちの申請の番になった訳じゃないぞ？

			「おいガキィ。ちょっとこっちこいやぁ！」

			　髭面の冒険者が、偉そうな態度で声をかけてきたのだ。

			「……」

			「おい！　ガキ！」

			「……」

			「この！　無視とはいい度胸じゃねーか！」

			「……うーん」

			　まあ、フランは次の答えを考えていて完全に無視だが。冒険者は顔を赤くして怒っている。いや、酒を飲んでるみたいだし、顔が赤いのは最初からか。相当酔いが回っているのか、顔は熟れたリンゴのように真っ赤だった。

			　鑑定するまでもなく雑ざ魚こだった。足運びも悪いし、装備している武具も粗悪。そもそもこれだけ酔っていたら、どんな強者でもまともに戦えないだろうが。

			（うーん）

			『おい、フラン』

			（師匠降参？）

			『いや、そうじゃなくて、お客さんだぞ』

			「ん？」

			　ようやくフランが顔をあげる。ただ、冒険者の男はもうブチギレてるけどね。額に青筋を立てて怒鳴っている。

			　ちょっと無視されたくらいで短気な野郎だ。

			「向こうで酒の酌でもさせようと思ったが、もう許さねーぞ！　このガキィ！」

			　冒険者の恫喝するようながなり声に、フランは迷惑そうに顔をしかめている。

			「むー、うるさい」

			　フランが猫耳をペタンと押さえて呟くと、男の怒りは限界に達したらしい。

			「てめえ、ごらぁ！　俺を馬鹿にしやがって！」

			　一方的に声をかけてきたくせに迷惑なことだ。しかも、フランに絡んできたのはこの酔っ払い男だけではなかった。

			「……ふむ」

			　俺たちの横を通り過ぎようとしていた冒険者たちが不意に足を止め、リーダーらしき男がフランをじっと見つめてきたのだ。

			　金髪の貴公子。そう言っても差し支えない、超絶イケメンだ。

			「君」

			　うわっ。声を聴いただけで好感度がマイナスに傾いた！　演劇めいた仕草と表情が超スカシてる！

			　にしても、この状態で声をかけてくるとは……。

			　このスカシイケメンの辞書に空気を読むという言葉はないらしいな。

			　酔っ払い男ががなりたてる横で、それを無視してフランに声をかけてきやがった。

			「君、こっちを向きたまえ」

			「……」

			　先程酔っ払いを無視した時のように、今度はこのイケメンを無視だ。別に悪気があるわけじゃなく、取り込み中に声をかけてきたこいつが悪いだろう。

			　しかしこいつらは、フランのその態度が気に食わないらしい。

			「僕に声をかけられていながら無視するとは」

			　なんか偉そうな野郎だな。いや、物腰を見るに、実際に貴族だったりするのかもしれん。

			「セルディオ様にお声をかけられながら無視するとは！　なんて無礼な！」

			「セルディオ様、この小娘がどうかいたしましたか？」

			　パーティメンバーに様付きで呼ばれていた。これは本当に貴族なのだろう。

			　仲間は魔術師風の女と、斥候職らしき男。重鎧を纏った大男の三人である。

			　魔術師と斥候職は、そこそこやりそうだが、俺の目を引いたのは大男だ。

			　いきり立つ仲間二人と違って、まるで感情を感じさせない立ち居振る舞いで突っ立っている。兜で顔は見えないが、その顔に何らかの表情が浮かんでいることは想像できなかった。しかもこの中で最も腕が立ちそうなのだ。かなり不気味である。

			「君」

			　おっと、今はイケメン野郎だな。なんかこのイケメンの声を聞いただけで背筋がぞわぞわする。あれだ、生理的嫌悪感的な？　このスカシイケメンを見ているだけでムカムカしてきたぞ。

			　俺がフランに新たなお客さんの登場を教えようとすると、その前にセルディオがフランに手を伸ばした。

			　無視されたことで多少の敵意はあるものの、悪意も戦意も感じられない。速度も遅いし攻撃ではないだろうが、とりあえずいつでも念動と転移を発動できる準備をしつつ、俺はセルディオの行動を観察した。

			　何をしようとしているんだ？

			　フランの肩でも掴んで自分の方を向かせるつもりかと思ったが、その手は微妙に肩から外れている。

			　あれ？　この軌道、俺の柄に伸びてないか？　いや、確実にそうだ。

			　そして、その手が俺の柄にかかろうとした、その瞬間だった。

			「む？」

			　フランが直前に察知し、その手を裏拳の要領で払いのける。そしてセルディオの顔を睨みつけた。

			　それにしても何のつもりだこの男。冒険者の剣を奪おうとしたら、それだけで殺し合いになってもおかしくないはずだ。

			　ハッキリとした敵意を持ってセルディオを睨みつけるフランと、フランが怒っている意味が分からないとでも言うように首を傾げるセルディオ。しかもセルディオの取り巻きが何やら騒いでいるな。

			「セルディオ様のお手を払いのけるなんて！」

			「不遜な！」

			　自分勝手な非難の声を上げるセルディオたち。フランは敵意を隠そうともせず、セルディオに問い質ただした。

			「何か用？」

			「その魔剣を僕に渡すんだ」

			　は？　いや、急だな。こんな公衆の面前で前置きもなくいきなりカツアゲか？

			「？　嫌だけど？」

			「僕は高ランク冒険者で、貴族だ」

			「だから？」

			「そんな素晴らしい剣、僕が使った方が世の為になる。それは分かるね？」

			「分からない」

			「そんなわがままを言わないで、僕に剣を渡しなさい」

			「？」

			　突然、世間話のような気軽さで意味不明な言葉を投げかけられ、フランがフリーズしかけているな。セルディオへの激しい敵意を浮かべていた顔に、キョトンとした表情を浮かべていた。

			　これが邪念満々で強奪してやろうっていう相手だったら、もう斬り掛かっているだろう。だが、この男はいたって真面目な顔をしている。そこからは悪意や邪心が感じられなかった。

			「次はあの子が被害者か。かわいそうに」

			「じゃあ、止めてこいよ」

			「馬鹿言うな。キチ○イ野郎だが、腕は本物だぞ。でも、どうしてウルムットにいるんだろうな」

			　どうも、セルディオによるこういったカツアゲ行為は良くあることらしい。冒険者たちがフランに同情の視線を向けているのが分かった。

			「いくらかの金は払う。それで君は冒険者を辞めることもできる。幼い少女が、やっていていい稼業じゃないからね？　魔剣は、責任をもって僕が人の役に立てよう」

			　そう言ってセルディオは自分の胸をドンと叩く。まるで、後は自分に任せろとでも言わんばかりに。

			「剣も僕に使われることを望んでいるはずだ」

			「それはない」

			『ああ、それはない』

			「僕には分かるんだよ。剣の気持ちが。その剣は、君のような少女には相応ふさわしくない。君も、冒険者から普通の少女に戻れるんだ。何をためらっているのだい？」

			「大きなお世話」

			『そうだそうだ！』

			　フランが拒絶しても、セルディオの言葉は止まらない。

			「まったく、分からない娘だな。そんなに魔剣を手放したくないのか？　確かにその剣は価値のある物だろうけど……。自分の利益しか考えられないなんて、悲しいことだ。これは更生させるために少しお仕置きが必要かな。安心しなさい。これは愛の鞭だからね」

			　何よりも厄介なのが、こいつが一切の嘘をついていないということだった。最初から最後まで、全部の言葉に虚言の理を使ってみたが、全て本気で言っている。

			　俺がこいつに使われたがっているという世迷言も、その方が世の為だとか言う超独善も、少女に対する暴力を愛の鞭と言い換える自己陶酔っぷりも、全部本気だ。

			　気持ち悪い。

			　胃がないのに、吐き気がする。なんだろうこいつ。本気のキチガ○ってこんなに気味悪いものなのか？　狂気を感じる訳でも、偏執性がある訳でもない。一見まともに見える。なのに、異常。こいつに使われることを考えたら、ゴブリンにでも使われた方がマシだ。それくらい、俺はこいつを受け付けない。あれだ、生理的に無理ってやつだ。

			『今ならマジで鳥肌立つかも』

			　セルディオが喋る度に、フランの中で殺意が膨らんでいくのが分かる。段々とこの男が自分から俺を奪おうとしていると理解してきたんだろう。

			（どう殺す？）

			『まあ、ちょっと待て』

			　正直、こいつらを切り捨てるのは難しくない。高ランクとか宣のたまっていたが、大した強さじゃない。だが、鑑定すると子爵の称号を持ってるんだよな。切り捨てたとしても、後々厄介そうなのだ。

			　じゃあ、逃げるか？　逃走するのも難しくはないだろう。だが、ここで逃走したとしても、諦めるとは思えんし……。どうしよう。

			「さて、剣を渡す決心はついたかな？　もし、お金が不足だというのであれば、もう少しは渡してあげよう。庶民が数年は暮らせる額だよ」

			　提示された額は五〇万ゴルド。安くね？　一応魔剣だよ？　五〇万？　舐めてんのかこいつ。

			「……」

			　フランは怒りと呆れのあまり黙りこくってしまうが、その沈黙を値段のつり上げとでも思ったようだ。セルディオは吐き捨てるように言い返してくる。

			「これでも不足とは……。金銭への執着は、人生をつまらないものにすると思うよ？」

			　いいこと言っている風で、結局自分の都合の良い理屈を捏ねているに過ぎない。

			「では、僕の妾にしてあげようか？」　

			『はぁ？　い、今、何て言ったこのクソスカシ野郎』

			「うん、それがいいかな？　顔はまあまあだし、育てばそれなりにはなるだろう。光栄に思うといい。僕の実家は侯爵家だ。妾とは言え、それなりの暮らしは約束するよ。君みたいな獣人に対する報酬としては破格だよ？」

			『……………………』

			「お金には不自由しないし、僕の妾になれるんだ。不足はないだろう？」

			　まさか自分の意見が通らないとは想像もしていないのだろう。むしろフランが大喜びして感謝するはずだと、疑いもしていないようだ。

			　はっはっは、フランを妾にするだって。俺を無理やり奪おうとするだけじゃ飽き足らず、フランを妾にする？　そう言ったのか、このクソスカシロリコン野郎は？

			　フランはあまり意味が分かっていない様でキョトンとしている。良かった、意味が分かってたら気色悪さのあまり傷ついていたかもしれないしね。

			『いいぜこの野郎。今すぐテメーの股の粗末なモンを──』

			　俺がこのロリコン貴族にこの世の地獄を見せてやろうと決心した、その時だ。

			「おいぃぃ！　俺様を無視するんじゃねぇ！」

			　酔っ払いが怒鳴り声を上げていた。

			　あー、すっかり忘れてたよ。雑魚よりも、セルディオの方が厄介そうだったし。

			　しかし、男は完全にブチギレ状態だった。

			「てめぇら！　ちっとばかし痛い目見させてやるよ！」

			　冒険者が短絡的に拳を振り上げる。

			　これだけ人目がある中で、子供相手に暴力を振るう気か？　まじで馬鹿だな。

			　それともフランや目撃者を脅すなり何なりすれば、口を封じられるという算段なのだろうか？　もしくは町の権力者の息子とか？

			「おるぁぁ！」

			　いや単に酔っているせいでまともな判断力が残っていないだけだな。

			「ん」

			　どっちにしろフランのやることに変わりはない。

			　殴りかかって来た男の腕をスルリと躱かわしたフランは、その小さい拳を男の鳩尾みぞおちに突き立てる。はたから見たらそれ程力を込めたようには見えないだろう。男にダメージがあるかさえ疑問に違いない。

			　だが、見物人たちは自分たちの目を疑うこととなる。

			「ぐぇぁっ！」

			　フランのフックによって男が水平に五メートル程吹き飛び、地面をゴロゴロと転がったのだ。

			『お、手加減してやったのか？』

			（師匠を抜く程の相手じゃない）

			『ただ……ちょっと失敗したな』

			（ん。スキルの制御難しい）

			　リッチ戦の最中、アナウンスさんによって統合されたスキルだが、未だに完璧に使いこなせているとは言い難かった。

			　強敵相手に、全力でぶっ放すのは意外と簡単だ。魔力の効率は凄まじく悪いが、俺を魔力タンクとして使えるフランならそこは無視できるからな。

			　だが、手加減をするとなると、繊細な制御が求められる。フランはその辺がまだ苦手であった。

			　車の運転に少し似ているかもしれない。アクセルを全開にするのは単純に踏み込めばいいが、低速で思った通りの速度を完璧に維持するのは難しいのだ。

			　今も身体能力を少しだけ強化するつもりだったのだろうが、セルディたちを警戒しながらであったため、加減を間違えてしまった。その場で悶絶させる程度で済ませるはずが、男を吹き飛ばしてしまったのだ。

			「ぐええぇ……」

			　冒険者はビクビクと痙攣しながら、血とか色々なものをリバースしている。

			　だが、自業自得だよね？　こんな年端もいかない少女を殴ろうとしたんだし、斬られないだけましだろ？

			　だが、そうも思わない奴らもいる。

			「おい、ブルラス！　大丈夫か！」

			「何しやがったこのガキ！」

			「おい、やりすぎじゃねーか！」

			　未だに地面に蹲うずくまり呻き声をあげている男の仲間たちだ。

			　あいつがやろうとしたことも棚に上げ、口々にフランに怒鳴り声をぶつけてくる。

			　そして、全員が腰の剣を抜いた。

			　どうやら全員がブルラスと同じように酔っているらしい。顔が真っ赤だし、息も酒臭かった。酒のせいで短気になっているのだろう。まあ、酒に酔っているからと言っても許さんが。　

			　千鳥足でフラフラと歩きながらフランに斬り掛かった男たちは、次の瞬間には吹き飛ばされ、ブルラスと同じように地面に転がされる。

			「うげぇぇ」

			「おえぇぇ」

			　自分たちでやっておいて何だが、四人の男たちがゲーゲーしている図は非常に汚い。列に並んでいる人たちも四人から距離をとり、嫌そうな目で見ている。

			　その視線は確実にフランにも向いていた。明らかにどうにかしろという雰囲気である。

			　最初に喧嘩騒ぎを起こしたのは俺たちだからな～。

			　どっかに片づけた方がいいか？

			　悩んでいたら、門の方から兵士が駆けてくるのが見えた。

			「おい、そこの子供！」

			　かなりの剣幕だ。どうやら正当防衛ですという言い訳だけでは済みそうもないな。周りの人たちが証言してくれたらいいんだけど……。

			　フランが前後に並んでいる商人たちに視線を向けると、フイと目を逸らされてしまう。

			　当たり前だが厄介事には関わりたくないらしい。

			　セルディオのせいにできないかと思ったが、奴も既にこの場を去った後だった。

			『ちっ！　逃げられた！』

			　セルディオは空気が読めなくても、仲間は空気が読めたらしい。

			　結果として、血と酒の混じった胃液をまき散らす男たちと、一人の少女が残されたという訳だ。

			「全く。面倒起こしやがって。ただでさえ忙しいのによ」

			「とりあえず詰め所で話を聞くか」

			「おら、ついてこい」

			　兵士たちは事情を聞こうともせず、フランを連行するつもりのようだった。

			　一時間も並んでたのに。これでまた並び直しになったりしたら最悪だぞ。

			　それにしてもこの兵士たち態度悪いな。フランを見る目も冷ややかだし、このまま話も聞かずに牢屋にぶち込まれてもおかしくなさそうな感じがする。

			　それよりも、未だに寝転がったままの男たちは？　この兵士たち、四人を放置したままフランだけを連れていこうとしている。なんでだ？

			「あいつらは？」

			「うるせぇ！　黙れ！」

			「俺たちに面倒なことさせるつもりかよ？」

			「それ以上無駄口叩くと、このまま牢屋にぶち込むぞ？」

			　フランが未だに苦しみにのたうち回っている男たちを指差すが、逆に怒鳴り返された。まるでチンピラだ。

			　だが、捕まえる云うん々ぬんはともかく、治療もしなくていいのだろうか。

			　どうもこの兵士たち信用できないな。やる気もないし、横暴だ。

			　でも、逃げる訳にもいかない。

			『フラン、ここはいうこと聞いておこう。悪いのは馬鹿どもだが、やりすぎたことは確かだし』

			（ん。しかたない）

			　大人しく後に付いていこうとしたフランだったが、そこに声をかけてくる存在がいた。

			「ちょっと待って」

			『え？』

			　見覚えがある。何せ昨晩出会った相手だからな。俺が驚いたのは、また全く気配を感じ取れなかったからだ。相変わらず心臓に悪い爺さんだ。

			「彼女は悪くないよ」

			　そう言ってフランを庇ってくれたのは、冒険者の老人、ディアスだった。

			　昨晩と変わらない柔和な笑みを浮かべている。

			「ううん？　誰だお前は？」

			　最初にフランに声をかけてきた兵士が、心底面倒そうにディアスを睨みつけた。これはまた一悶着あるかな？

			　そう思ったんだが──。

			「ば、馬鹿！　この方を誰だと思ってる！」

			「すい、すいません。こいつ、最近この町に来たばかりでして！」

			「お許しを！　ディアス様！」

			　同僚の兵士たちがディアスを睨みつけていた兵士を殴りつけ、無理やり頭を下げさせた。

			　そして、へりくだった様子で自分たちも謝罪の言葉を口にしている。その顔には阿あ諛ゆ追つい従しょうの笑みが浮かんでいた。

			　フランに対する態度とは全く違うな。

			　この老人、結構な権力者だったらしい。鑑定時に特に家名は表示されなかったので貴族ではないと思うが。

			　いや、ランクＡ冒険者には達していないとはいえあれだけの強さを誇る冒険者だ。下手な貴族より権力を持っていてもおかしくはないだろう。

			「こ、このような場所でどうされました？」

			「偶然ここを通りかかってね」

			　そう言って獰猛な笑みを浮かべるディアス。だが、その目は笑っていなかった。威圧感の籠もった瞳で射すくめられた兵士たちが、顔を青ざめさせて後ずさる。

			「そ、そうでありましたか」

			「もう一度言うけど、彼女は悪くないよ。全面的にそこに転がっている男たちが悪い。連れていくならそいつらだね。汚れてしまうのは申し訳ないけど、彼らを連行してよ。ね？」

			「は、はは！」

			「了解いたしました！」

			　うわー。そういうことか。この兵士たち、汚物で汚れた成人男性四人を運ぶのが面倒で、フランだけを連行しようとしていたらしい。このままだと本当にフランが悪いことにされていたかも。ディアスには感謝だな。

			　兵士たちは大慌てで男たちを立たせて、引っ立てていった。

			「ありがとう」

			　フランが頭を下げると、ディアスは兵士たちに向けていたものとは全く違う、優し気な微笑みを浮かべる。

			「どういたしまして。君みたいに有望な冒険者が、下らないことに巻き込まれるのを防ぎたかっただけだからね」

			「なんで？」

			「ふふふ。そろそろ僕は行くよ。じゃあ、また後でね？」

			　ディアスは意味深な言葉を残して颯爽と去っていった。一体何なんだ？　でも、昨晩も「またね～」と言われて、実際に再会したんだよな。

			　もしかしてストーキングされている？　いや、単純に別れ際の挨拶かね。

			　そして後には、周囲の人たちから畏怖の目を向けられるフランだけが残されたのだった。

			　元いた場所に再度入れてくれてよかったぜ。いや、単純に関わり合いになりたくないだけかな？　近寄ったら、引きつった顔で後ずさりされてしまった。

			　どうも、少し気に入らないだけで相手を瀕死状態に追い込む、危険な暴力少女と思われたようだ。

			　根掘り葉掘り聞かれるよりはいいけど。

			「暇」

			（そうだな）

			　あとどれくらいで町に入れるだろうかね？

			　とりあえず次の古今東西のお題を考えるか。

			


			　ディアスに助けられてから一時間後。

			　俺たちはようやくウルムットに入ることができていた。列には長時間並んだものの、門での審査自体は非常に簡単なものだった。罪歴のない冒険者であるからだろう。商人や観光客は、俺たちの何倍も時間がかかっていた。

			「おー。砦が見える！」

			『町の外から見た時も大きいと思ったが、町中から見るともっとデカく見えるな』

			「オン！」

			　アレッサやバルボラの下町と同じような、石造りの背の低い建物が並ぶ住宅街の向こう。遠近感がおかしい巨大建造物がそびえ立っていた。比較対象があるおかげで、よりその大きさが理解できる。

			『まずは冒険者ギルドに顔を出そうぜ』

			「ん」

			　ギルドでバルボラからの道中手に入れた僅かな素材を売りつつ、ダンジョンの情報を得るつもりだ。

			　ダンジョンに行けば誰でも入れてもらえるって訳じゃないらしいしな。

			　まあ、俺たちの場合はアレッサの冒険者ギルドマスター、クリムトから許可証は貰っているから、すぐに許可は下りるはずだが。

			『フラン、紹介状を用意しておこう』

			「ん」

			　フランが次元収納から紹介状を取り出す。

			「これ」

			『いや、それじゃない。クリムトに貰った方だ』

			　フランが取り出した紹介状は、バルボラの冒険者ギルドマスター、ガムドに貰った紹介状だった。

			　六月に王都で開かれるという、オークションへ参加するための紹介状だ。

			　実は俺たちがバルボラで魔石をあまり入手できなかったことを知ったガムドが、オークションへの紹介状を書いてくれたのである。魔石専門のオークションなどもあるらしく、そこへ行けば色々な魔石が買えるということだった。

			「こっち？」

			『そうそう』

			　そんな風に準備を整えつつ、町の人に道を聞きながら歩くこと一〇分。

			　町の中心にある大広場の中でも、中央の好立地の場所にデーンと鎮座する冒険者ギルドの建物が見えてきた。

			　ダンジョンが二つもある町のギルドだけあって、その規模は相当大きい。

			　三階建てなうえに、敷地面積も五、六百坪くらいはあるだろう。

			　研究機関や事務員の仕事場なども備えていたバルボラのギルドには及ばないものの、アレッサの冒険者ギルドの数倍規模の大きさだ。

			『入り口も広いな』

			「ん。バルボラと同じくらい」

			「オン」

			　建物の高さはバルボラのギルドの方が倍以上高い。でも、敷地面積はウルムットギルドの方が広いのだろう。受付カウンターなどはウルムットの方が広かった。

			　中に入ると、やはり広い。二〇以上のカウンターが並び、それぞれに冒険者たちが列を作っている。

			『凄い活気だな』

			「ん。人がすごいいっぱい」

			「オフ」

			　さすがダンジョンの町。冒険者の数が凄まじい。武闘大会の時期というのもあるんだろうが、冒険者の数と密度は確実にバルボラを上回っている。

			　俺たちは取りあえず一番人が少ない列に並んでみた。

			　すると、前にいた男がこっちを振り向く。禿頭の、山賊なのか冒険者なのか分からない外見の戦士だ。

			　なんだ？　早速絡んでくるか？

			　いきなり殴られることはないと思うが、俺はいつでも念動を発動できるように身構える。

			「おい。ここはランクＥ用の列だぞ」

			　注意してくれただけでした。

			「決まってるの？」

			「おう。いいか──」

			　多少ぶっきらぼうだが、男が列について軽く教えてくれる。

			　なるほど。向こうからＧ、Ｆ、Ｅ、Ｄ、Ｃ以上用と、ランクごとに列が分かれてるのか。それぞれに四つずつカウンターが割り振られているようだ。

			　フランは男の説明に従い、隣のランクＤの列に移動する。

			「おい、ガキ。話を聞けよ。そっちはランクＤの列だ」

			「ん？」

			「いや、だから、そこはランクＤしか並んじゃいけないんだよ。下級はそっち」

			　この男、強こわ面もてだけど結構優しいかも。フランを侮る様子はあるけど、悪意みたいなものは感じられない。無知な子供を根気強く諭してくれている感じだ。

			　これはウルムットの土地柄があるんだろうな。フラン以外にも、少年や少女の姿があるのだ。

			　フランがこの場の最年少なのは変わりないが、町の外でも思ったように一五歳くらいの子達はそこそこいる。

			　それゆえ、面倒見のいい冒険者も多いのだろう。

			「だからここに並んでる」

			「は？」

			「わたし、ランクＤ冒険者」

			「はぁ？」

			　驚いたのは男だけではなかった。周辺の冒険者が全員振り返っている。

			　やっぱりフランがランクＤと言っても簡単には信じてくれないか。

			「えー？　ほんとなの？」

			　フランの目の前に並んでいた冒険者パーティの一人が、驚いた顔で話しかけてくる。二十歳そこそこだろう。

			　おや？　というか、この女性、もしかして黒猫族か？

			『フラン、同族か？』

			（ん）

			　フランが頷く。

			　黒猫族の冒険者なんて、フラン以外は初めて見たな。

			　黒猫族は進化できない弱小種族と言われているし、他の獣人からも見下されることが多い。冒険者を続けるのは厳しいはずだ。それでも冒険者を続けていて、しかもランクＤの列に並んでいるとは、素直に凄いと思う。

			「あれ？　お仲間じゃない！」

			「ん」

			　フランが黒猫族であることに気付いた女性も、驚きの表情だ。やはり自分以外で中級以上のランクに達している黒猫族を見たことがないのだろう。

			　すぐに嬉し気な表情を浮かべた。

			　フランも顔には出ていないだけで、女性を見て喜んでいるのが分かる。

			「ねえねえ、本当にランクＤなの？」

			「これ」

			　フランがギルドカードを見せてやると、女性は驚愕に目を見開く。

			「本当にランクＤだ……。すごいね！」

			　その声は多少悔しげだが、それ以上に喜びの色の方が強いようだ。

			「あなたも進化を目指してるの？」

			「もちろん」

			「私以外に頑張ってる同族がいて嬉しいよ！」

			　彼女の目的も進化なのだろう。フランの答えに満足そうに頷く。

			「私はイニーニャ」

			「ランクＤ冒険者のフラン」

			「は～。私よりも年下なのに私よりランクが上だなんて……。私はランクＥ冒険者なんだ」

			「？　ここはランクＤの列じゃないの？」

			「あー、私個人のランクはＥだけど、所属してるパーティがランクＤなんだ。紹介するね。私の仲間たち」

			　イニーニャが自分の前に並んでいた男性たちを順番に紹介してくれる。

			「リーダーのレストに、盾士のチャナム。魔術師のガリャンと、斥候のソラス。剣士のカルーよ」

			「よう。よろしくな。ランクＤパーティ『雛鳥の止まり木』のリーダー、レストだ」

			　レスト、チャナム、ガリャンがランクＤ。ソラス、イニーニャがランクＥ。カルーがランクＦだそうだ。

			　レストらランクＤの面々が三〇代。他のメンバーが二〇代前半かな。ソラスとカルーの青年コンビは一〇代の可能性もある。

			　雛鳥の止まり木は後輩冒険者育成を主な目的にしたパーティであり、ランクＤの三人以外は入れ替わりが多いという。多くの下級冒険者たちとパーティを組み、依頼の達成などを支援しているそうだ。

			　現在ランクＤになった冒険者にもこのパーティに助けられたという者も多く、ランクＤでありながら一目置かれているんだとか。

			　雛鳥の止まり木以外にも、冒険者の育成を目的にしたパーティは結構多いそうだ。これもダンジョン都市ならではだろうな。

			「偉い」

			「いやいや、ギルマスから頼まれているからやってるだけだ。そんな大層なもんじゃねーよ」

			「そんなことないですって！　私はとても感謝してるんです！　黒猫族だっていうだけで、どこのパーティにも入れてもらえなかった私を、レストさんたちは差別しなかったじゃないですか」

			「やる気があったからだよ。大事なのは種族じゃないからな」

			　ほほー。このレストという男。強面だが、男気がある人物らしい。

			「フランはソロなの？」

			「ん」

			「は～！　本当に凄いね！　年下だけど尊敬しちゃうよ！」

			「ん」

			　尊敬するとか言いつつ、イニーニャはフランの頭をグリグリと撫でている。

			　完全に子供扱いじゃね？　まあ、フランは同族のお姉さんに褒められてかなり喜んでいるから、別にいいんだけどさ。

			「困ったことがあったら言ってね？　黒猫族同士、助け合わなきゃ！」

			「ありがと」

			「私の方がお姉さんだからね！　それに種族の悲願を達成するためにも、協力は絶対に必要だから」

			「種族の悲願？」

			　カルー少年の疑問に、イニーニャが待ってましたとばかりに答える。

			「進化だよ。黒猫族は進化できないって馬鹿にされる。でも、絶対に進化するための方法があるはずなんだ」

			「ん。絶対に見つける」

			「私だって！　そして、いつか黒猫族が馬鹿にされないようにするんだ！」

			「ん！」

			　フランも度々口にすることだが、イニーニャも自分だけが進化したいわけではないらしい。勿論、自分の進化が優先なのだろうが、最終的な目的は黒猫族全員が進化できるように、その条件を解明することなのだろう。

			「頑張ろうね？　フラン！　えいえいおー！」

			「おー」

			　イニーニャとフランが揃って拳を突き上げる。出会ってすぐ仲良くなったな。

			　そうやって雛鳥の止まり木の面々と話をしていたら、いきなり後ろから怒鳴りつけられた。

			「おい！　お前！　嘘ついてるんじゃねーよ！」

			　レストたちはフランがランクＤであると信じてくれたが、認められない者もいるんだろう。

			「嘘じゃない」

			　イニーニャとのスキンシップを邪魔されて、フランが微妙に不機嫌そうに言い返す。

			「お前みたいな子供がランクＤなわけないだろ！」

			「そっちも子供」

			　いつもと違うのは、絡んできたのが子供だってことだろう。

			「お、俺はもう一五歳だ！」

			　顔を真っ赤にした少年が、フランを睨みつけている。

			　赤毛の可愛い系の顔立ちの少年だ。

			「どうせそのカードだって贋物だろ！」

			「本物」

			「う、嘘だ！」

			「本物」

			　フランが少年の眼前にギルドカードをかざすが、やはり信じられないらしい。

			「贋物に決まってる！　俺だってまだＧなんだぞ！」

			　少年は完全に嘘だと決めつけているな。信じたくないのは分かるが。

			　でもどうしようか。さすがにこの子供に手荒な真似は可哀想だ。

			（師匠、ブッ飛ばす？）

			『待て待て』

			（？　なんで？）

			　フランにとってはオッサンだろうが少年だろうが、自分に絡んでくるウザい相手だった。

			　というかフランにしてみたら自分よりも年上の男っていう扱いなのか？　あと、イニーニャとの会話を遮られたせいで、敵認定になっているのかもしれん。

			『相手は前途ある少年なんだし、あまり酷いことはしないでおいてやろう』

			（じゃあどうする？）

			『うーん』

			　そうだ、風魔術で声消しちゃうか？　まだうるさいだけだしな。それで実力行使に出てきたら、改めてお灸をすえてやればいいんだ。

			　しかし俺たちが魔術を使うことはなかった。

			「ちょっと、何のさわぎ？」

			　新たにギルドの奥から現れた人物が、その場の空気を一瞬で変えたのだ。

			　その口から発せられる男らしいバリトンボイスを聞いた冒険者たちが、居住まいを正して一斉に口をつぐむ。

			「あ、エルザさん」

			　イニーニャの呟きが耳に入る。エルザ？　あれが？

			「また喧嘩？　全く、やんちゃな子が多くて困っちゃうわぁ」

			　エルザの空気に中あてられたのは俺たちも同じだ。俺もフランも、ギルドの奥から現れた人物を見て固まってしまっていた。

			「──？」

			『──！』

			　フランが目を見開いて驚いている姿なんて初めて見たかもしれない。

			　まあ、気持ちは分かるけど。現れたのはそれくらいインパクトのある存在だった。

			「エ、エルザさん」

			「あらユーリ。あなたが騒ぎの原因なの？」

			「いえ、その……。子供がギルドの中で遊んでいたので、注意をしていただけです」

			　絡んできた少年、ユーリが急に大人しくなった。直立不動で、エルザと呼ばれた相手に答えている。

			「子供ぉ？　あらん？　かわいい！」

			「……」

			『フラン』

			「……」

			　やばい、完全にフリーズ状態だ。声をかけても反応がない。

			『フラン！』

			「はっ。ちょっとビックリし過ぎた」

			『大丈夫か？』

			「アレ、何？」

			　フランにとっては生まれて初めて出会う人種だったか。いや、俺だってここまでガチな感じの人は初めて見るが。

			「初めまして。私はエルザよ」

			「……フラン」

			「フランちゃんね？　よろしく」

			「ん。一つ質問がある」

			「何かしら？」

			「男？　女？」

			　エルザと名乗った男性は、ムキムキの筋肉を見せつける様にポージングすると、指を軽く唇に当てる。そしてバチンとウィンクして、フランに向かって投げキッスをした。

			　ひぃ！　と、鳥肌が立ちそう！　剣なのに！

			「うふん。それはヒ・ミ・ツよ」

			　秘密も何も男だろうが！　完璧に！

			　だが、それを言ってはいけないような雰囲気がこの場にはあった。

			　近寄ってくる時のクネクネした動きが様になり過ぎだろ！

			　いろいろとツッコミどころがあり過ぎるが、やはり外見のインパクトが凄まじかった。

			　ボリュームのある赤毛のアフロ。濃い目のアイシャドウとチークに、赤紫の口紅。真紅の革鎧の下には、ムキムキの肉体を際立たせるようなピッチピチのタイツみたいなピンクの肌着。

			　やばい。真性のガチムチさんや！

			　この外見で背中に巨大なメイスを背負っているのだから、その迫力たるや恐ろしいものがある。

			


			


			　　名称：バルディッシュ 　年齢：47歳

			　　種族：人間

			　　職業：金剛闘士

			　　Lv：50／99

			　　生命：５８０　魔力：１２９　腕力：３５５　敏捷：１４８

			　　スキル：運搬３、環境耐性５、恐慌４、警戒５、化粧６、拳闘技５、拳闘術５、硬気功５、再生５、裁縫３、杖聖技１、杖聖術４、状態異常耐性６、精神異常耐性３、戦杖技10、戦杖術10、挑発５、直感６、美容５、魔術耐性４、料理３、錬金３、気力操作、筋肉鋼体、痛覚鈍化、痛覚変換、暴走

			　　固有スキル：耐性熟練度上昇

			　　称号：痛みを乗越えし者、ウルムットの守護者

			　　装備：守護者のメイス、真紅豹の全身革鎧、桃絹の衣、美神のサンダル、魅力のイヤリング

			


			


			　色々とツッコミたい。エルザじゃなくてバルディッシュじゃねーか！　とか。三〇代に見えるぞ！　とか。でも最もツッコミどころがあるのはこれだろう。

			


			　　痛覚変換：痛みを得た際、一部を快感に変換する

			


			　マゾにとって最高のスキルだ。もしかして、サド系のスキルも存在するのか？　相手が虐め甲斐がある程ステータスがアップするとか。にしても、オネエさんでマゾ？　こっちの世界で出会った人々の中でもトップクラスに濃い人物だった。

			　鑑定でこれだけ疲れたのは初めてだ。あ、思わず鑑定しちゃったよ。だって、仕方ないじゃん。これは鑑定せずにはいられないのだ。

			「黒猫族の少女剣士……。あなた、町の外で喧嘩騒ぎを起こした子かしらん？」

			「ん」

			　エルザの目がフランを捉える。

			　何か用か？　だが、それだけにしては妙に視線が熱い気がする。

			「はぁん。かわいい」

			「ん？」

			　やめろ！　妙に濡れた目でフランを見るんじゃない！　フランが穢けがれる！

			「あっと、思わず目的を忘れちゃうところだったわ。実はギルマスに言われてあなたを探しに出るところだったのよ」

			　ギルマスに言われて？　つまり、ここのギルドマスターが俺たちのことをすでに知っているのか？

			　外での騒ぎもバレているようだし、もしかして何かお咎めがあるのか？

			「一緒に来てくれない？」

			「ギルマス？」

			「ええ。あなたに用事があるみたいで。いいかしらん？」

			　あの騒ぎ、ギルマスが直接関知するようなレベルの事件じゃないと思うんだが……。でも、ギルド内でギルマスからの出頭要請を断れるわけがないので、付いていくしかないか。

			「わかった」

			「ありがとん。じゃあ、この子は借りていくわよ」

			「あ、はい」

			　フランに絡んでいた少年が、エルザの言葉にビシィと気を付けをする。

			　ただ、恐れているって感じでもないんだよな。勿論恐れの色もあるが、それ以上に尊敬的な意味合いが強いように思える。え？　これに？

			　だが、周囲の冒険者たちも同様だった。

			　信じ難いことだが、エルザは本当に尊敬されているらしい。

			　大丈夫なのかウルムット冒険者ギルド。

			「それにしてもユーリ。あなたはもうちょっと精進しなさい？　相手の力量も見極められないんじゃ、ダンジョンで死ぬわよ？」

			「え？　え？」

			「こっちよフランちゃん」

			「ん」

			「フラン。またね？　次はゆっくりお話ししましょう？」

			「ばいばい」

			　イニーニャが手を振ってくれたので、フランも軽く手を振り返す。

			　落ち着いたら、色々と話を聞きたいな。進化のヒントを持っているかもしれないし、黒猫族の冒険者の先達としての話も聞いてみたいのだ。

			　フランはバルディッシュの後に──。

			「゛あ゛あ？」

			　エルザが凄まじい怒気を発して振り返った。

			「なんか今不愉快な名前で呼ばれた気がするんだけど？」

			　その視線が確実にこちらに向いている。さすがに俺には気づいていないと思うが……。

			「気のせいかしら？　私の乙女の勘がエルザじゃない名前で私を呼んだ奴がいるって、囁いているのよね」

			　乙女の勘というか、直感スキル仕事し過ぎだろ！

			　やばい、今後は絶対にエルザって呼ぼう。

			「まあ、いいわ。行きましょう？」

			「ん」

			　周囲の冒険者たちが直前の殺気で顔を盛大に引きつらせて硬直しているのに、フランは全く気にしていなかった。その後に付いて再び歩き出す。うちの子は大物だぜ。

			「ふんふふんふーん」

			　ええい、ケツを振って歩くな！

			　突っ込みたい衝動を押さえつけて、フランの背中でジッと我慢する。

			「さ。こっちよ」

			　そのままエルザ（男）に連れられて俺達は階段を上ると、奥の部屋へと案内された。

			　ギルドマスターの執務室であるようで、扉からして豪華だ。

			　エルザはノックもせずに、その扉を開ける。

			「ギルドマスター。フランちゃんを連れてきたわよぉ」

			「エルザ君、ありがとう。そしてまた会ったね、フラン君」

			　そこにいたのは驚きの相手だった。

			　フランが驚きの表情を浮かべ、相手の名前を呟く。

			「ディアス」

			「覚えてくれていて嬉しいよ」

			「忘れるはずがない」

			　そう、にこやかな笑みでフランを出迎えたのはディアスであった。

			「ディアスがギルマス？」

			「そうだね。改めて、僕がウルムット冒険者ギルドのマスター、ディアスだよ」

			　貴族じゃなくて、ギルドマスターだったのか。冒険者が多いこの町のギルドマスターだったら、兵士から様付けされるのも分かるな。

			　でも、おかしくないか？　今まで出会ったことのあるギルドマスターたちは、称号にギルドマスターの名があった。クリムトも、ガムドもだ。

			　だが、ディアスにはその称号はなかったはずである。人によって、称号を得る場合と得ない場合があるのか？

			　そんなことを考えていたら、不意に部屋の隅が気になった。

			　何かの影が見えるとか、気配があるとか、そんなことではないんだが……。なぜか入り口のすぐ右にある観葉植物が気になり、見てしまった。

			『何もないよな……』

			（ん）

			　フランも俺と同じだったらしく、同じように観葉植物を見つめている。

			　次の瞬間だ。

			「よろしく」

			「！」

			　ほんの一瞬。本当に視線をディアスから一瞬だけ離した隙だ。

			　気付くとディアスがフランの目の前に立っており、勝手にフランの右手を取って握手をしていた。

			　フランも気付かなかったらしく、驚いている。

			「ふん！」

			「おっと」

			　フランが開いている左手でディアスを突き離そうとするが、その前にディアスは手を離して下がっていた。

			「驚かせちゃったかな？」

			「……何をした？」

			「そう睨まないでよ？　普通に近づいて握手をしただけじゃないか」

			　こいつ、町の外じゃ紳士っぽかったけど、猫被ってやがったのか。手を合わせて頭を下げる姿は、完全に悪戯少年そのものだ。

			　フランもイラッとしたようだが、直接の被害があった訳じゃないし、助けてもらった恩もある。ここは我慢することにしたらしい。

			「……次やったら怒る」

			「まあまあ、この町にいる間は色々と便宜を図るからさ」

			　多分、固有スキルの視線誘導と思考誘導を使われたんだと思うが……。想像以上に危険なスキルであった。相手がディアスでなければ確実に攻撃をもらっていたということだからな。

			　硬い表情でディアスを睨むフランと、悪戯っぽく笑うディアスを見て何かを悟ったのだろう。エルザも深い溜息を吐く。

			「はぁ～。ギルマスまた悪戯して！　この人ってば、有能な新人に悪戯しかけるのが趣味みたいなものなのよねぇ」

			　常習犯だったらしい。これがギルドマスターでいいのか？

			「フランちゃんも、イラッとしたらガツンとやっちゃっていいからね？」

			「わかった」

			「応援してるわ。ギルマスはいつか痛い目見ればいいのよ」

			「エルザ君酷いな～」

			「自業自得でしょ？　だいたい、免職されないからって、好き勝手やり過ぎなの！」

			　免職されない？　随分とハッキリ言い切るな。

			「なんで免職されない？」

			　ギルドマスターだから権力者なのは間違いないだろうけど、それだけで免職されないと言い切るのはちょっと弱い気がする。

			「色々あるのよねー。まず、強いこと。クランゼル王国で五指に入るわ。あたしもランクＢ冒険者だけど、手も足も出ないから」

			　そこまで強いのか？　ステータスでは言うほどの差はなさそうなんだが。

			　やはりスキルの使い方が上手いのだろう。エルザはパワー系だし、搦め手とかに弱そうだ。

			「ダンジョンのある町のマスターとして、それだけでも相応ふさわしいと言えるわ」

			　まあ、冒険者なんて強くてなんぼってところあるしな。

			「あと、ダンジョンマスターと交渉できるのもギルマスしかいないし」

			　ダンジョンマスターと交渉？　一体どういうことだ？

			「交渉？」

			「そっか。フランちゃんは来たばかりだったわね」

			　フランの呟きを聞いたエルザが、きっちり説明してくれる。

			「ウルムットが有名なのは、未攻略の生きたダンジョンが町の中に存在するからなのよ」

			「危ない」

			「そうね。普通なら危ないわね。でも、ウルムットの場合は大丈夫なの」

			「なんで？」

			「一言で言えば、ダンジョンマスターと契約を結んでいるからよ。ダンジョンマスターは必要以上にダンジョンを強化せず、魔獣をダンジョン外に出すことをしない。そして、冒険者がダンジョンで活動するのを黙認する。その代り、こちらはダンジョンマスターとコアには手出しをしない。外界の物資で必要な物があれば調達する。そんな感じね」

			　なるほど。ダンジョンマスターが知能がある種族だった場合、そういう交渉も有りなのか。まあ、ダンジョンマスターだって高位冒険者に滅ぼされるよりは、共存する方が遥かにましだろう。

			「その交渉をまとめたのが、若き日のギルマスって訳」

			「いやー、困難の連続だったねぇ」

			「何をもってこのジジイを信頼しているか分からないけど、ダンジョンマスターは窓口としてうちのギルマスを指名しているわ。ここでギルマスが辞めたりしたら、ダンジョンとの関係がどうなるかも分かったもんじゃないのよね。ウルムットはダンジョンで成り立っている町だから、何があってもギルマスをクビにはできないの」

			「ふふん。そのおかげで僕は、権力を笠に着てやりたい放題って訳だ」

			「偉そうに言わないの！」　

			　ジジイとガチムチオカマなのに、悪戯小僧とそれを叱るおかんの図に見えてきたな。あれ？　俺の目大丈夫か？

			「ふぅ。あたしはそろそろ行かないと」

			「お疲れさま」

			「誰のせいで疲れたと思ってるの！」

			　これはこれで仲がいいのかもね。

			「フランちゃんまたね。私、あなたのこと気に入っちゃったわ。何かあったら声かけて。力になるから。うふっ」

			　体をくねらせるエルザに俺は戦慄を禁じえなかったが、フランは特に何も感じないようだ。

			「ん」

			　普通に手を振り返している。最初に驚いたのも、純粋に性別が不明だったかららしい。

			「ばははーい。チュッ」

			　最後に投げキッスしていきやがった！　思わず避けそうになってしまったぜ。

			（師匠、どうしたの？　ビクッてした）

			『だ、大丈夫だ。何でもない』

			　フランには伝わってしまったようだ。

			　エルザが去った室内。ギルマスが軽くため息を吐く。

			「ふー、彼も悪い人間じゃないんだけどね。大丈夫？」

			「なにが？」

			「フラン君は平気かい？　エルザ君とは合う合わないがあるから」

			　ディアスが言う通り、合わないっていう奴はいるだろう。

			「彼は、何というか少し濃いだろう？」

			「男なのに、女？」

			「それもあるね」

			　それも？　それもって言ったか？

			「他にもあるの？」

			「まあ、君はエルザ君と関わることも多そうだし、教えておいた方がいいかもね。フラン君がエルザ君の毒牙にかかったりしたら、僕の身が危ない。いや誰が相手でも彼女は騒ぐだろうけど」

			　ディアスが真面目な顔で何やらブツブツと呟いて、思案しているな。

			「エルザ君はね、男だが女性の心を持っている。でも、男性と女性、どちらも愛せるんだ。しかも愛せる年齢の幅が広い。それこそ、フラン君から、僕までと言えるくらいね。あと、ちょっと虐められるのが好きっていう変わった趣味の持ち主なんだ」

			『…………』

			（？　？　？）

			「フラン君、大丈夫かい？」

			『はっ！　やばい、一瞬とんでた』

			　オネエでバイでストライクゾーン超広めで、しかもマゾ？　生物としての本能に全力で逆らい過ぎだろ！　なんかもう色々盛り過ぎでお腹パンパンです。俺の精神の均衡のためにも、エルザにはできるだけ近寄らないようにしよう。

			「？　？　？」

			　フランの頭上に？　マークが大量に見える気がする。

			（師匠？　分かる？）

			『ま、まあな。でも、フランは分からなくてもいいぞ』

			（なんで？）

			『お、大人の事情だ。子供の内は知らなくていい。というか、知らない方が幸せだ』

			（う？）

			　むしろずっと知らないままでいてほしい。

			『と、とにかく、エルザはちょっと変わった奴なんだ。それだけ分かってればいいから』

			（ん。わかった）

			　ふう、良かった。フランにエルザの性癖を詳しく説明する羽目になってたら、俺の精神がもたないところだったぜ。

			「エルザ君は子供は見て愛でるだけで手を出すような真似しないし、自分から迫るようなこともしないんだけど……。あれでもウルムットのエースだからねぇ。彼に憧れて、ちょっと変わった趣味に走っちゃう子がいてね」

			　ああ、それが毒牙にかかるっていうこと？　むしろ毒されるって言った方がいいな。

			「実は君のことをある人物からお願いされていてね。これでフラン君がエルザ君の影響を受けるようなことになったら……。僕が彼女に殺されちゃうかもしれない」

			「ある人物？」

			「うん。鬼き子し母も神じんのアマンダ。知り合いなんだろう？」

			「ん」

			「バルボラで別れ際に頼まれてさ」

			　ディアスが苦笑しながらその時のことを語る。

			　アマンダはフランの名前や特徴を伝え、いかに可愛くて良い子なのかという話を延々と聞かせたのだという。

			「フランちゃんは可愛いくて目立つから、きっと他の冒険者が意地悪するわ！　あなたが何とかしなさい！　いいわね！　あと、エルザは絶対にフランちゃんを気に入るから、監視しなさい！　分かったわね！　だってさ。彼女とエルザ君は仲がいいんだけど、アマンダ君は子供に関しては一切妥協しないからねぇ」

			　ディアスがクネクネとアマンダの真似をして、その時の台詞を再現する。いかにもアマンダが言いそうな言葉だった。それにしても、爺の女性のモノマネ、キツイな。

			「エルザ君は、本当に悪い人間じゃないんだけど……。子供の教育にいいとはいいがたいから」

			　ありがとうアマンダ。ギルマスとの縁とかそれ以前に、エルザに関してギルマスの協力が得られそうなのが一番嬉しい。いや、俺だって悪い奴じゃないっていうのは分かるんだが……。

			　もしエルザに気に入られて、四六時中纏わりつかれるようなことになったら俺がもたないのだ。

			「それと、もう一人気を付けた方がいい相手がいるね」

			「だれ？」

			「セルディオ・レセップス子爵。町の外で君に絡んでいた男だよ」

			　本当に貴族だったのか。しかも、ディアスが知っているということは有名人？

			「侯爵家の血を引く貴族にして、ランクＡ冒険者でもある」

			　まじか。でも、そんなに強かったか？　鑑定はしていないが、その所作からは強さを感じ取ることはできなかった。

			　いや、強いは強いだろう。だが、アマンダやフォールンドといった、かつて出会ったことのあるランクＡ冒険者のような、目の前にいるだけで圧倒されるような存在感は全くなかった。

			　フランも同じ疑問を抱いたらしい。

			「あれが？」

			「ふふ。そう。嘆かわしいことに、あれがランクＡなのさ」

			「どういうこと？」

			「まあ、ぶっちゃけて言えば、金やコネでランクを買ったのさ。実力的にはギリギリＢ。順当に考えたらランクＣの上位ってところだろうね」

			　ディアスが苦々し気にそう言い放つ。大分セルディオのことが嫌いらしい。

			「それだけじゃなくて、色々と黒い噂の付きまとう人物だ。できるだけ近づかないことをおすすめするよ」

			「わかった」

			　フランとしても、俺を奪おうとしたセルディオには好意の欠片かけらも抱いていない。頼まれなくったって自分からは近づかないだろう。

			「最悪、無視して逃げていいよ。問題になりそうだったら、僕が間に入ってあげる。アマンダ君はセルディオを毛嫌いしているからね。君と彼らが揉めたと知れたら、僕まで怒られかねない」

			　アマンダは確かに、セルディオみたいな権力を笠に着たタイプを嫌悪しそうだ。

			　俺たちだけでは不安だが、ディアスが協力してくれるのは有り難い。俺がそんなことを考えていると、ディアスが急に真剣な顔になった。

			「さて……。ちょっと真面目な話があるんだが、いいかな？」

			　両肘を執務机につき、顔の前で軽く手を組む。

			　セルディオの厄介さよりも、もっと重要な話があるってことか？

			「その剣──普通の剣じゃないね？」

			　そして、いきなり爆弾発言を投下してくれやがった。

			『なっ！』

			「！」

			　ディアスの視線は確実に俺を捉えている。その剣というのが、俺を指しているのは間違いないだろう。

			　だが、どういう意味だ？　普通じゃない？

			「ん。この剣は魔剣」

			『よし、いい回答だぞ』

			　魔剣というのはそれなりに希少な存在だ。普通じゃない枠に入るはずだ。

			　だが、ディアスが首を振る。

			「魔剣なのは確かかもしれないけど、もっともっと、普通じゃない部分があるんじゃない？」

			「む……」

			　これは、本当に俺の正体がばれてるのか？　警戒するように口をつぐんだフランに対して、ディアスがさらに言葉を発する。

			「ふふ。なぜバレたのか、疑問のようだね？　もう一度僕を鑑定してみてくれるかい？」

			「？」

			「ほらほら、騙されたと思って」

			　うーん。ここはディアスの言葉に乗っておくか。自分で鑑定しろと言っているわけだから、それで怒ることもないだろう。それに、どうして俺の正体がバレたのか、その秘密は知っておきたい。

			　俺はディアスを再度鑑定してみた。

			（師匠？）

			『うーん？　あ、スキルが増えてるか？』

			　ステータスの数値などに変化はない。スキルのレベルなども。ただ、スキルが二つだけ増えていた。鑑定偽装と、読心。共にレベル８だ。あと、称号にギルドマスター、ランクＡ冒険者が追加されていた。

			　俺は鑑定内容をフランに伝える。

			「見えたかい？」

			「ん。鑑定偽装と読心。あと称号」

			「正解！　鑑定偽装スキルの存在は知っているかい？」

			「ん」

			「この鑑定偽装スキルは全体的にステータスを誤魔化すことにも使えるけど、僕みたいに隠したいスキルや称号だけに効果を集中させて、完全に隠蔽するのにも使えるんだ。称号を隠してたのは、身元がばれるのを防ぐためだね。これでも結構有名人なんだよ？」

			　確かにギルドマスターでランクＡ冒険者ともなれば、注目を浴びてしまうだろう。お忍びで行動するなら、この二つの称号を隠したがるのは分かる。

			「それに、読心スキルは僕の切り札だしね」

			　鬼に金棒、ディアスに読心。搦め手の戦いが得意そうな奴には相性が良さそうなスキルだ。

			　それに鑑定偽装の怖さも良く分かった。鑑定して相手を理解した気になっていたら、無いはずのスキルを使われる。戦闘では切り札になりうる可能性があった。

			「読心は相手の裏をかくのにも使えるし、技能忘却とも組み合わせられる。鑑定があれば簡単なんだけど、僕には適性が無くてね。どれだけ修練を積んでも覚えられなかったんだ。まあ、武器スキルや魔術は見れば分かるし、スキルだって使う時にそのことを全く考えない人間はほとんどいないからね。読心でも対応は可能なのさ」

			　それは分かるけど、俺はもっとヤバイことに気が付いた。

			


			　　読心：対象の思念を僅かに読み取る

			


			　読心スキルはその名の通り、相手の心を読むスキルだ。

			　これを応用したら、俺の思考が読めるんじゃないか？　つまり、剣なのに精神があって、思考をしているってことがばれるんじゃ？

			「ふふふ。焦ってるね。気づいたかな？　そう。読心で君たちの思念を読み取った結果、フラン君の背負う剣に意思があると気づいたわけだ」

			「！」

			『やばい、思考をまた読まれてる！』

			「まあ、切っ掛けは偶然だけどね」

			　昨晩、フランが自分に攻撃を仕掛けてくるようだったらとっとと退散するつもりで、読心を使ってフランの戦意を見極めていたらしい。そこで、フランが誰かと思念でやり取りをしていることに気付いたそうだ。

			「ウルシ君かとも思ってたんだが、喧嘩を近くで見ていて確信したんだ。背中の剣からも思念が発せられているってね」

			　ちっ。これはもう誤魔化しようがない。確実にばれている。

			　フランを呼び出したのも、この話をするためか？

			「さて、その剣の正体、教えてくれないかな？」

			（どうする？）

			『うーん。ここまでばれちゃってるんなら、隠そうとしてもディアスの不興を買うだけだろうし……』

			　とは言え、証拠がある話じゃない。知りませんと突っぱねてもいい気がする。

			　ディアスの目的も分からないしな。最悪、俺を取り上げて自分の物にしようとしている可能性だってあるんだ。

			「はっはっは。すごく不審がっているね。大丈夫、悪いようにはしないよ。アマンダに誓って。僕は彼女に大きな借りがあるから、彼女に頭があがらないんだよ。ほらほら、僕の切り札も教えたんだし、そのお返しってことで一つお願い。ね？」

			　ディアスはそう言って邪気の無い笑顔でお願いしてくる。その言葉にも嘘はないが……。

			　はぁ。しょうがないか。この町に滞在するのにギルドマスターを敵には回したくない。それに、どう言い繕ってもこの老獪な男相手じゃすぐにボロが出そうだ。

			『いいか？』

			（ん。しょうがない）

			　バレた相手が悪すぎた。

			『仕方ないな』

			「おお？　も、もしかして今の声は……」

			『おう。フランの剣だ』

			　俺がそう告げると、ディアスが椅子を蹴立てて立ち上がった。その顔には驚きの表情が浮かんでいる。

			「はははは！　凄い、まさか意思があるだけじゃなくて、会話までできるとは！　しかも人間と変わらないじゃないか！」

			「ん。師匠は凄い」

			「師匠？」

			　ここで毎度のやり取りである。俺の名前が付けられた経緯を説明し、無理やり俺の名前を褒めさせる。ディアスは空気が読めるようで、いい名前だとフランを褒めまくりだった。まあ、ちょっと褒め過ぎなくらいだったが。

			『それで、俺に何か用があるのか？　それとも単なる好奇心か？』

			「ああ、ごめんごめん。インテリジェンスウェポンなんて初めて見た。興奮しすぎて目的を忘れていたよ。いや、好奇心があることは認めるが、君たちに忠告をしておこうと思って」

			「忠告？」

			　昨晩、鑑定についての忠告は受けたぞ？

			　だが、ディアスの忠告は鑑定スキルのことではなかった。

			「君たち、察知系のスキルのレベルが低いでしょ？　もしくはあまり使い慣れてないかな？」

			『なんでそう思う？』

			「だって、僕がスキルを使ったことに、全く気付いてなかったじゃないか。読心に思考誘導、視線誘導も。そりゃあ、僕はそういった気配を隠すのが上手い方だよ？　でも、いくら何でも無防備すぎる。君たちは何というか、戦闘力の高さや、隠さなければいけない秘密の凄さに比べて脇が甘すぎるんだ。ちぐはぐと言っても良い。戦闘力と同じくらい察知系のスキルを鍛えていれば、僕に対してわずかな違和感くらいは覚えたはずだ」

			　確かに、察知系スキルは戦闘系スキル程には練習をしていなかった。無論、大きな戦いを経て、スキルの扱い方が上手くなっていることは間違いない。だが戦闘スキルと比べてはやはり熟練度に大きな差があるだろう。

			「エルザ君みたいに隠すことなど何もない！　っていうのなら気にしなくていいんだけどね。フラン君に師匠君は、そうもいかないだろう？」

			『まあ、そうだな。他ならぬ俺の存在が一番の秘密だし』

			「ということで、ここからは提案だ。いい修行場を紹介するから、そこに潜ってみないかい？」

			『修行場？　潜るってことは、ダンジョンか？』

			「ご名答。ウルムットにダンジョンが二つあるのは知ってるよね？」

			「ん」

			「素人向けの西のダンジョン、玄人向けの東のダンジョンと言われてる。西は罠が少なく、正面から戦うような魔獣が多い。初心者のレベリングに適していると言えるね。逆に東は罠が多く、奇襲をかけてくるような魔獣が多い。特に下層はその傾向が強くて、ランクＤ冒険者でも命を落とすことがある」

			『話の流れからすると、東のダンジョンで修行しろってことか？』

			「その通り。あそこなら感知系スキルを鍛えるのにもってこいだ。どうだい？　いきなり高レベルにはなれないだろうけど、無駄にはならないと思うし。東に潜るには、普通なら西のダンジョンの踏破実績が必要だけど、それは特別に免除してあげるよ？」

			『ダンジョンには潜るつもりだったから、構わないんだが……』

			　スキルレベルが上がるかはともかくとして、スキルをもっと上手く使うための修練にはなるだろう。効率良く鍛えるのが難しい察知系を練習できるのであれば、こちらとしても有り難い。

			　だが、どうしても気になることがあった。

			『どうしてそこまでしてくれるんだ？』

			　単なる善意だけでここまでしてくれるとも思えないのだ。

			「ははは。別に騙してるわけじゃないよ？　でも、これは冒険者ギルドにも益のある話なのさ」

			「？　私が東のダンジョンに潜るのが？」

			「その通り。だって、君が西のダンジョンに潜ったら、町の外みたいなことが繰り返されるよ？　西のダンジョンは下級の冒険者たちばかりだからね。君を見て実力を推し量るなんて真似、彼らには無理だ。絶対に君に絡む。確実に」

			　これから武闘大会に向けて冒険者の数はますます増えるだろう。その手の馬鹿はいくらでも湧くはずだ。フランが騒ぎを起こさないってだけでも、冒険者ギルド的には有り難いんだろう。

			「東のダンジョンはそれなりに腕の立つ奴らが多いし、冒険者の数自体が少ない。ギルドから告知しておけばそうそう君に絡むような真似はしないだろう」

			『だから西には潜らず、東に潜れと』

			「互いに益のある話だ。どうだい？」

			『フランどうする？』

			「私は構わない」

			「うんうん。やる気があって結構なことだね」

			　俺たちが頷くのを予想していたのだろうか。ディアスは机の引き出しから東ダンジョンへの通行許可証を取り出すと、執務机の上をフランの方へ滑らせる。

			　手に取ってみると、ご丁寧にフランの名前入りだ。準備が良すぎるぞ。

			　ディアスってどこか憎めないんだけど、信用はしきれないんだよな。

			『何か細工がないか、チェックしとけ』

			「ん」

			　フランがディアスに渡された通行許可証を、ひっくり返したり、光にかざしたりして調べる。

			「どうかしたかい？」

			「ん。何か仕掛けられてるかもしれない」

			「はは。本人の前で酷いな。大丈夫だよ」

			「……」

			　ディアスが笑って否定するが、フランの疑惑の眼差しは消えない。

			　どうやらディアスも、自分の信用度が想像以上に低いということにようやく気付いたらしい。ちょっと焦った顔をしている。

			「し、信用してよ。フラン君にはもう悪戯しないさ」

			「……」

			「ほ、本当だって！　そもそも、僕が冒険者たちに悪戯をするのはね、彼らのためなんだよ？」

			「どういうこと？」

			「常日頃から緊張感を忘れないようにという、僕からの親心さ。決して、自分が楽しいからじゃないんだよ」

			「じーっ」

			　いい顔で格好つけているディアスを、フランが真っすぐな眼差しで見つめる。

			「……まあ、半分趣味が入ってることは認めよう」

			「ん」

			「あ、ああそうだ！　東のダンジョンに潜ってもらうのとは別に、違う手も打たせてもらうから！」

			　あからさまに話題を変えやがった。まあ、気になるからあえて乗ってやるが。

			『違う手？』

			「そうそう。三つ考えてるんだ」

			　三つも？　多いな。

			「一つは、冒険者に対して若年冒険者保護の布告を出すこと。フラン君は、この町に子供の冒険者が多いことは気づいているかい？」

			「ん」

			「この町にはダンジョンが二つあるけど、片方のランクはＥ級とされている。上層階層に関しては冒険者ランクがＧ、Ｆの冒険者でも、Ｅ以上の人間とパーティを組んでいれば探索が許されているんだ。なので、経験を積みたい下級冒険者が多く集まる。そして、他のダンジョンでは探索が許されていないランクＧ冒険者にとっては、国内で唯一探索できるダンジョンだ」

			「だからＧ級の子供が多い？」

			「そういうことだね。でも、そういった子供たちが悪知恵の働く人間に食いものにされたり、ダンジョンで囮おとりにされたりすることも多いんだ」

			「酷い」

			「ああ。いくら冒険者が自己責任の職業とは言え、若い冒険者が不幸な目に遭う事態はできるだけ減らしたいからね。元々、何か罰則でも設けようかと考えていたんだよ」

			『フランのことがいい切っ掛けになったってことか』

			「師匠君の言う通りさ」

			「あと二つは？」

			「一つは君がエルザ君のお気に入りだっていう噂を流す。ウルムットの冒険者で彼に逆らう人間はいないから」

			　それはよく分かる。エルザが登場しただけで冒険者たちが急激に大人しくなったのだ。

			　まあ、あれには逆らえんだろう。

			「最後は？」

			「フラン君のランクを早急に上げる」

			「？」

			『どういうことだ？』

			「フラン君。君はギルドへの貢献がかなり評価されてるんだ。あとは依頼数さえ規定以上こなせば、ランクがＣに上がる状態なんだよ」

			「それは驚き」

			　俺もだ。バルボラでの行動が評価されたのか？

			「何せ、友好国の王族の護衛を最高評価でこなしている。君のことをベタ褒めしていたそうだよ」

			　フルト王子とサティア王女の護衛依頼が決め手となったようだった。フランに対する評価のようなものを、最高で報告してくれたみたいだ。

			　まあ、友人になった訳だしちょっとズルな気もするが、ありがたくその評価は受け取っておこう。

			　もう少しでランクアップできると聞き、フランがその変わらぬ表情の下で静かに闘志を燃やしているのが分かる。

			「とてもがんばる」

			　胸の前で両拳をグッと握り込み、俺とウルシにだけ分かるキリッとした表情で宣言した。

			「頑張って。ウルムットのギルドでは、ランクＣ以上に昇格した場合、その人物の名前を大々的に発表するんだ。君がランクＣに上がれば、ウルムット中の冒険者に君の名が知れ渡るし、絡んでくる者も減るだろう」

			　まあ、ゼロにはならないだろう。子供が高ランクというだけで気に食わないという者も多いだろうし、難癖をつけてくる者もいるはずだ。それでも、かなり減るだけでも有り難いんだけどね。

			「東のダンジョン内でこなせる依頼を複数紹介しよう。それをこなしてくれればいい。修行しながら、ランクもアップできるって訳だね」

			　そう言ってディアスが三〇枚ほどの依頼書を見せてきた。

			　東ダンジョンへの通行証もそうだが、これも予め準備してあったらしい。本当に用意周到だった。

			　本来なら仕事のできる頼もしいギルドマスターという印象に繋がってもいいんだけどな……。どうしても信用ならない、裏で何かを企んでいる老人に見えてしまうのだった。

			　色々悪戯されたせいだろうな。

			「フラン君がランクを上げるには、ランクＤ以上の依頼をあと二三個こなさねばならない。これは全て渡しておくから、達成できそうな物から潰していってくれ」

			「わかった」

			『有り難くもらっておくぜ』

			　そう言えば普通にダンジョンに入れることになってるけど、その前に審査が必要って話じゃなかったっけ？

			　クリムトからの紹介状は無駄になっちまったな。

			　いや、ギルドマスターから預かった紹介状な訳だし、一応渡しておくか？

			「これ」

			「これは……アレッサギルドの紋章だね」

			「クリムトからの紹介状」

			「え？　クリムト殿の？」

			「ん」

			　フランが頷いた瞬間だった。ディアスの顔色がサッと変わる。心配になるくらい真っ青だ。

			　え？　おじいちゃん大丈夫？

			「と、ところでフラン君？」

			「ん？」

			「そのー、僕が驚かせようとしたこととか、クリムト殿に報告したりしないよね？」

			　何だいきなり。すげー猫なで声だ。

			「どうして？」

			「うん。君たちには素直にお願いした方が良さそうだから白状するけど、クリムト殿は僕にとっては冒険者としての先輩にあたる人でね。駆け出しの頃に、お世話になったのさ。正直頭が上がらないんだよ。と言うか、ぶっちゃけ怖い」

			　ここは気づかれるの覚悟で虚言の理で確認したが、嘘じゃないな。本当にクリムトが恐ろしいらしい。紹介状がゴミにならなくてよかった。むしろ最強の手札だったんじゃないか？

			「次、変なことしてきたら、アマンダとクリムトに言いつける」

			「ごめんなさい。もう二度としません」

			　ギルドマスターの土下座って、レアなんじゃなかろうか。カメラがないのが悔しいぜ。

			　まあ、これでディアスが変な悪戯を仕掛けてくることもないだろう。

			「ん」

			「へへー」

			　仁王立ちでクリムトの紹介状を掲げるフランと、その前にひれ伏すディアス。一件落着！　とか言いたくなる光景だった。

			　ギルマスの執務室を出る前に、察知系、感知系スキルを上昇させれば、相手にスキルを使われた際に感じ取れるのかと聞いてみた。

			「うーん、そうだね。例えば、鑑定は隠密性が高いスキルだ。僕には鑑定察知があるから見抜けたけど、無ければ難しい。目利きとか、看破系のスキルもそうだね」

			　だからこそ、後ろめたい奴らは神経質になるんだろう。気づかない内に自分の秘密を暴かれているかもしれないんだし。

			「だけど、思考誘導や技能忘却は気配を隠すことは難しいね。僕レベルだったら、何かこちらに干渉するスキルを使ったなっていうことくらいはすぐに察知できる」

			　鑑定とか目利きなんかは、言ってしまえばただ見るだけのスキルだ。視るでも観るでもいいが、相手の情報を読み取っているだけ。

			　だが思考誘導などは相手に干渉するスキル。感付かれる可能性が段違いなんだろう。

			　俺の手持ちスキルで言えば、鑑定や、虚言の理の嘘感知は見抜かれづらい。だが、スキルテイカーなんかは気づかれやすいってことか。

			「鑑定察知スキルを用いずに鑑定を察知できるようになるには、相当な修練が必要だ。でも、干渉系スキルを察知するのはある程度鍛えれば可能になると思うよ」

			『分かった。助言、感謝する』

			「うんうん。是非、東のダンジョンで鍛えてよ」

			「ん。じゃあ、行く」

			「またね。クリムト殿のことはくれぐれもよろしくね？」

			　拝むようなディアスの言葉を背に受け、俺たちは執務室を後にした。

			『資料室でダンジョンの情報を集めていこう』

			「ん」

			『時間もあまりないし、ちゃっちゃと下調べを済ませるぞ』

			　夜までに宿を探さなくてはならないし、何よりもある人物を探したい。

			『ガルス爺さんはまだこの町にいるかね？』

			


			　二時間後、俺たちはガルス爺さんを探しながら、ウルムットの町をぶらぶらと歩いていた。

			　アレッサで別れたガルスは、俺たちよりも大分早くウルムットに到着しているはずだ。と言うか俺たちが遅過ぎたんだが。

			　ガルス爺さんがこの町にたどり着いたのは間違いないと思う。アレッサと同じで、ガルス爺さんが作ったと思われる上質の鉄鋼の剣を所持している冒険者がチラホラといたのだ。

			　声をかけて確認したら、やはりガルス作の武器だった。どこで買ったのか聞いたのだが、みな違う店の名をあげる。どうやらいくつかの店舗を間借りして、日によって販売場所を変えているらしい。

			　いくつかの武器屋を回って情報を収集し、道行く冒険者たちの話に耳を澄ませる。

			　ほとんどがダンジョンか武闘大会の話ばかりで、ガルスの話は聞けない。だが、ある三人組の冒険者たちの雑談から、一つ気になる話を耳にすることができた。

			「一晩で邪神信奉者どもの砦が落ちたの？　ミレニア砦って言ったら奴らの世界最大の拠点じゃない？」

			「というか、信奉者どもがあれだけ大量に集まってるのはあそこだけじゃないか。噂じゃ、邪神の力を与えられたやつまでいるらしいぞ？」

			「え？　邪神ってそんなことまでできるの？　単に犯罪者やイカレた奴らが邪神を崇めてるだけだと思ってた」

			「わしも会ったことないのう。じゃが、イビル・ゴブリンとかイビル・コボルトみたいに、邪神の力でパワーアップするらしいぞい？」

			「そんな奴らがいるんじゃ、かなり厄介ね。どこかの国が本腰入れて討伐に乗り出したのかしら？」

			「ミレニア砦はレイドス王国にあるんだぜ？　あの国がそんな真似するわけないだろ。利用しようってんならともかく」

			「じゃあ、誰がやったのよ？」

			「さあのう？　じゃが、どうも仲間割れのようじゃったな。偶然近くに居合わせたわしの知人が、逃げ出してきた下っ端に聞いたらしいんじゃ。何でも、外部に出ていた最高幹部が戻ってきて、その日の内に騒ぎが起きたらしいぞい。その幹部が魔獣のような姿に変わり、残りの幹部を一人残らず叩き切ったんじゃとか。変わり果てた姿で哄笑をあげながら「お前の力を食わせろ！」と叫ぶその姿は、まさに化け物のようじゃったそうな」

			「うげー、何その話」

			「怪談かよ！」

			「いやいや、事実じゃ。噂話じゃから、誇張は入っておるかもしれんが」

			　邪神信奉者の砦なんてものがあったというのも驚きだが、その砦が陥落したらしい。しかも、仲間割れで。

			（今の話って、ゼロスリード？）

			『フランもそう思うか？』

			　どう考えても、ゼロスリードが共喰いのために仲間を斬りまくったっていう話だろう。もしかしてゼロスリードを放っておけば、あいつ以外の邪神信奉者を全滅させてくれるんじゃ？　で、最後にゼロスリードを倒せば完璧だ。まあ、それまでにゼロスリードがどれくらい強くなっているか分からんけど。

			（グルル）

			　ウルシはやる気だな。まあ、ゼロスリードとは直接やり合っているし、思うところがあるんだろう。

			（いつか倒す）

			　フランもか。バルボラでは逃したし、ゼライセ共々いつか殺すリストに入っているようだ。

			『おう。そのためにはもっと強くならないとな』

			（ん）

			（オン！）

			　その後も俺たちは噂を拾いつつ、ウルムットの町を歩く。そして三軒目の鍛冶屋で、遂にガルス爺さんを知っているという人物を発見していた。ガルス爺さんと同じ、ドワーフの鍛冶師だ。

			「じゃあ、もうこの町にいないの？」

			「ああ、バルボラの騒ぎを聞いてな。自分にも何かできるかもしれんからと、数日前に旅立ってしまった」

			　なんと入れ違いだったか。

			「武闘大会までには戻ってくると言うとったから、待ってりゃ会えると思うぞ」

			「わかった」

			「お前さんのことはガルスから聞いておる。それがネームド装備か……。素晴らしい」

			　鍛冶師の男が黒猫シリーズをキラキラした目で見ているな。装備を見ているのは分かるけど、傍から見たら幼女を恍惚の表情で眺める変態に見えるぞ。

			　実際、前を通る人が微妙な目で男を見ているし、中には厳しい表情で睨んでいる人もいる。通報とかされてないよな。

			　男は他人の目など全く気にならないようで、時折外套の生地を触っている。フランも自分の装備が褒められるのは悪い気がしないようで、じっと待っていた。

			　五分ほどフランの装備を観察して、ようやっと満足したらしい。男はいい笑顔で礼を言ってくる。

			「いやはや、眼福だわい。久しぶりにいいもの見せてもらった礼に、この町にいる間はワシのところにくりゃ、装備の修復なんかは格安で請け負ってやるぞ。あとはダンジョンに必要な道具の調達なんかもな」

			『そうだ。ついでに宿も紹介してもらえないかな？』

			「ん。いい宿知ってる？」

			「まだ決めてないのか？　なら大通りにある穴倉の剣亭がいいぞ。なにせ酒が美味い」

			　さすがドワーフ。そこか。でも、酒飲みが集まる宿ってうるさくないのか？

			「酒場は地下にあるからうるさくないぞ」

			「分かった。行ってみる」

			「おう。また来いよ」

			「ん」

			　その後、紹介してもらった宿に向かったのだが、重厚な外観をした落ち着いた雰囲気の宿だった。

			　地下の酒場も覗いてみたが、バーのような作りで、飲んで騒ぐような雰囲気ではない。料理を食べるための食堂は別にあり、そちらは普通の大衆食堂風だった。酒が提供されない分、騒ぐ輩やからは少ないようで、これなら騒音も気にならないだろう。

			　部屋も清潔で、ベッドもフカフカだ。しかも、小型化している状態のウルシだったら、別料金を支払えば部屋に入れることもできた。

			　いい宿を紹介してもらったぜ。

			「ん。わるくない」

			「オン」

			　フランたちも気に入ったようでよかった。早速ベッドに飛び乗ってご満悦な表情である。

			


			

			


			『さて、これからどうする？』

			「もちろんダンジョン」

			「オンオン！」

			　やる気があるのはいいことだ。まあ、依頼をこなさなくちゃいけないしな。ダンジョンの情報はすでにギルドで調べ済みである。

			『じゃあ、行く前に依頼書の確認だけはしておこうか』

			「そうだった」

			　とりあえずベッドの上に依頼書を並べていく。

			　しかし、こんなに沢山もらってきちゃって良かったのだろうか？　他の冒険者に知られたら依え怙こ贔ひい屓きと言われそうだ。

			『フラン、この依頼書のことは、他の冒険者に黙ってた方がよさそうだ』

			「ん」

			　とは言え、半分は討伐依頼。しかもゴブリン討伐なんかと同じ、上限なし期限なしの常時依頼だった。

			　あと半分は素材の納品だな。

			「ハイ・オーガの角に、人食いモグラの爪」

			『聞いたことのない魔獣ばかりだな』

			「オン」

			『えーと、資料室で写してきた魔獣情報によると、東のダンジョンの一〇階層以降に出現か』

			「楽しみ」

			　ランクＤ冒険者用の依頼なだけあって、下級冒険者にはたどり着くのが難しい場所だな。東のダンジョンでは、ランクＦ以下の冒険者は九階までしか入っちゃいけないことになっているらしい。

			『ファントム・ドッグに、ダーク・ストーカー。やはり隠形からの不意打ちがメインの敵が多いか』

			　ディアスが言っていた通りだ。これは確かに察知スキルの修練にちょうどいいだろう。

			　その後、依頼書を確認してたら、かなり時間が経っていた。

			　フランとウルシは完全に飽きてきている。いくら俺が覚えているとは言え、情報収集は冒険者としての基本だよ？　フランももう少しその辺の集中力が続いてくれたらなー。

			　まあ、勉強嫌いのフランが一時間も依頼書とにらめっこしてたんだから、むしろ成長したのかな？　今までだったら五分で舟をこぎ始めてたんだし。

			『じゃあ、行くか』

			「待った。まだ行かない」

			　お？　もしかして情報をもっと頭に入れてから、とか？

			「ご飯を食べてから行く」

			「オン！」

			『ああ、そうだねー』

		

	
		
			第二章　ダンジョン攻略

			


			　食堂で食事を済ませた俺たちは、早速ダンジョンに向かうことにした。

			　ちなみに、食事はまあまあの出来だったらしい。少なくともフランとウルシは五人前をあっさりと平らげ、満足げな表情だ。

			　ダンジョンの場所を宿の女将さんに聞いてみたが、その説明は簡潔である。

			「西のダンジョンに行くなら西の砦へ。東のダンジョンに向かうなら東の砦に向かってひたすら歩いてりゃ、たどり着くよ」

			　町の外からでも見えたあの円筒形の巨大建造物の中にダンジョンがあるらしい。正確には、ダンジョンを囲うようにあの砦が建造されたんだとか。

			「どういうこと？」

			「今じゃ皆ダンジョンに慣れたが、昔は誰もダンジョンマスターとの契約なんざ信用できなかったのさ」

			　まあ、当然だな。

			　冒険者でもない一般の人々にとって、ダンジョンマスターというのは不倶戴天の敵でしかないのだ。

			　ディアスがダンジョンマスターと契約を交わした当初は、大多数の人々はダンジョンに対して懐疑的で存在を不安視する声が圧倒的に多かったらしい。

			　そのため、クランゼル王国は民の不安を抑えるために、対策を取っているということを見せつける必要があったのだ。たとえダンジョンマスターが裏切っても、ああやって分厚い壁で囲っておけば、魔獣の氾濫を水際で防ぐこともできる。

			　町を囲う壁も同様の意味だ。ダンジョンを囲む砦が突破されたとしても、町を囲う壁が第二の檻となるのである。

			　これだけ対策をしていれば、多くの国民も安心だろう。

			　だが、肝心のウルムットの町の住民はどうなのだろうか？　最悪、町が戦場となるのだし。

			　女将さんに聞いてみたが、ウルムットの住民はむしろダンジョンを歓迎しているようだった。大多数の住民はここにダンジョンがあると知って移住してきた、冒険者や商人の関係者なのだ。

			「元々この辺はダンジョン攻略者で賑わう前線基地だったのさ。それが安全に攻略できるようになって、町へと変わったんだ。今更騒ぎゃしないよ」

			　どうやらダンジョンについては覚悟の上らしい。むしろダンジョンは飯の種なので、保護しなければならないと考えているようだ。町を囲う城壁などにしても、国のお金で作ってくれたからラッキー程度の認識だという。

			　さすが荒くれ冒険者と、抜け目ない商人が集まる街の住人たちだ。強したたかである。

			「楽しみ」

			『俺もだ』

			　どんな砦なんだろうな。

			　俺たちは女将さんに言われた通り、常に東の砦を視界に入れつつ歩き続ける。

			　だが、中々一筋縄ではいかなかった。

			　ウルムットの町並みは、都市計画などどこかに置き忘れてきてしまったかのような、迷路みたいな造りをしていたのだ。

			　しかも砦に近づくにつれ、その複雑さを増していく。

			　砦周辺は町並みも古く、町でも特に歴史がある地区らしい。初期に建てられたがゆえに、建築法や外観なども全く気にせず、乱雑に発展してきたのだろう。

			　時に長い坂を上り、時に行き止まりで引き返し、時に宙に架けられた歩道橋を渡り、歩き続けること一時間。

			　俺たちはようやく東のダンジョンの目前へとたどり着いていた。

			「ここがダンジョン？」

			「オン？」

			『おう。あそこの小さい門から中に入れば、ダンジョンの入り口が見えるはずだ』

			　砦を近くで見るとかなり大きいな。しかも一見しただけで普通の砦ではないと分かる。

			　堀もなければ、門も小さい。窓だってない。まあ砦と呼ばれていてもその目的はダンジョンの封印だし、当然なんだが。

			　上層階は実際に兵士が常駐し、有事に備えているらしい。

			　門の前に建てられた受付小屋の前には、一〇人の冒険者が並んでいる。二パーティが入場手続きの順番待ちをしているようだ。

			『とりあえず並ぼうぜ』

			「ん」

			　俺たちも列に並ぶ。

			　だが、かなり注目されていた。俺たちの前に並んでいる冒険者たちが、値踏みをするような目でフランを見てくる。

			　しかし、ちょっかいを出してくる奴らはいない。

			　東のダンジョンはランクＤ以上の冒険者が多いらしいし、フランが只者ではないと感じ取っているんだろう。

			　あと、ウルシの存在も大きい。今は虫除けとして元の大きさに戻ってもらっているので、その威圧感が凄まじかった。

			　多少やんちゃな冒険者でも、巨大な狼相手に突っかかってくるような真似は躊躇するようだ。

			　町中や、通路が狭いダンジョン内部では使えない手だけどね。

			「次の人──ってデカ！　狼デカ！」

			「お、おい！　急にどうした！」

			　入場審査をしている兵士が、ウルシを見て叫ぶ。

			　受付は雨風をしのぐために屋根と壁が付いている。駅なんかにある宝くじ売り場にちょっと似ているかな？

			　彼らからは壁が邪魔して、ウルシが見えていなかったらしい。

			　そして、突然目の前に現れたウルシに驚いてしまったようだ。

			「あ。す、すいません！　ちょっと驚いてしまって」

			「この馬鹿が申し訳ありません。お嬢さん」

			　慌てて頭を下げ、謝罪の言葉を口にする。町の外で出会った兵士たちに比べてずいぶんと感じがいいな。ガラも悪くないし。頭を下げる姿からは誠意も感じられる。

			　何より、フランに対する侮りや邪心も感じられなかった。フランも驚いている。

			　そして、兵士たちに不審の目を向けた。何か裏があるのではないかという疑惑を覚えたらしい。

			「ジー……」

			「ど、どうかされましたか？」

			　フランに上目遣いで見つめられた兵士が、たじろいだ様子で目を泳がせる。

			「何を企んでる？」

			　ああ、普通に問い質しちゃったよ。突然そんなことを言われた兵士は、一転していぶかしげな表情だ。

			「た、企む、ですか？」

			「俺たちが？」

			「ん。町の外にいた兵士と全然違う」

			　フランがそう言った直後、彼らはある程度理解したらしい。

			「ああ。もしかして何かありましたか？」

			「真面目な奴らはバルボラに派遣されちまったからな」

			「もし不愉快な思いをされたのであれば、謝ります」

			　兵士たちが口々に謝り、フランが提出したギルドカードを確認しつつ事情を説明してくれる。

			　ウルムットでは冒険者を取り締まるため、またダンジョンへの備えとして、兵士には腕っぷしの強さが求められるらしい。そのため、多少素行が悪くても、強ければ取り立てられるのだとか。無論、素行不良者は少数で、大半の兵士は真面目な者たちであるという。

			　だが、バルボラへの支援としてウルムットから兵士が派遣される際、逆に騒ぎを起こすような奴らを送る訳にもいかず、普段は仕事の中核を担う真面目な兵士たちを多く送ることになってしまった。

			　そのせいで普段は町の外で魔獣を狩ったり、犯罪者を力ずくで取り押さえるような仕事をしている荒っぽい奴らが市中警備に駆り出され、治安が悪くなっているらしい。兵士自身が騒ぎを起こすような場面も多いんだとか。

			　特に町の外の見回りは腕っぷし優先で性格は考慮されておらず、どうしても性質の悪い兵士が多くなってしまうらしかった。

			「まあ、派遣された奴らもじきに戻ってくるだろうし、ギルドマスターや高位の冒険者たちが見回りをしてくれるから、すぐに混乱も治まると思うけどな」

			「君も気を付けた方がいい。どう見ても冒険者には見えないからな。ギルドカードを見せられなければ、俺たちも信じられない」

			「多分、東のダンジョンに挑戦する最年少記録だぜ？」

			「よし、登録完了だ。これで、ギルドカードにダンジョンの攻略情報などが記録される」

			　ギルドカードを丸い水晶玉にかざしていたんだが、それが特殊な魔道具であったらしい。

			「記録？」

			「ああ、倒した魔獣の数や、踏破した階層の情報だな。依頼が達成されたかどうかなんかも、すぐに分かる」

			　討伐依頼の報告が簡単に済むし、便利だな。

			　逆に言えば不正ができないってことでもあるが、そんなことする気のない俺たちにとっては関係ないのだ。

			「注意しなきゃいけないのは、ダンジョンごとに登録が必要な点だ。他の町にあるダンジョンに行った場合は、その町で新たに登録が必要となる」

			「わかった」

			「はい、これは返すよ」

			　ギルドカードを返却してもらう。よし、これでダンジョンに潜れるってことか。

			（いこう）

			（オン！）

			『最初はゆっくりだぞ？　罠が多いらしいからな』

			（ん。わかった）

			　考えてみたら、俺たちだけで難易度の高いダンジョンに入るのは初めてだからな。慣れるまでは慎重くらいがちょうどいい。いきなり罠で死にかけましたとか、絶対に避けたいのだ。

			『俺たちの修練にならないから、ウルシは危険な時以外は罠を教えなくていいぞ』

			（オン）

			　受付から進み、門の前に立つ。

			　魔獣を防ぐための門であるため、頑丈な鉄製である。大きさは二メートル程度だな。

			　大きすぎると大型魔獣が容易に通り抜けてしまうからだろう。

			　門の横にいた兵士が壁のレバーを操作すると、砦の扉が自動で開いていく。微妙に魔力の流れが見えるので、魔道具で開閉してるらしい。

			「無茶すんなよ」

			「ん。ありがとう」

			　兵士と軽く言葉を交わして砦の中に入ると、中は石壁のドームになっていた。

			　その壁には小さい穴が無数に開いている。ダンジョンから溢れ出た魔獣を攻撃するための矢間だろう。

			　他にも馬防柵のような物や、堀がドームの内側に向かって造られている。これも対魔獣用の設備だろう。

			　そんなドームの中心に、小さな祠ほこらのような物があった。

			『あれがダンジョンの入り口か？』

			「ちっちゃい」

			「オン？」

			　柵や堀を迂回しながら近寄ってみると、祠の中には下へ降りる階段がある。

			　有名なダンジョンの入り口にしては小さいな。

			　だが、油断はできない。何せ相手はダンジョンなのだから。

			『よし、行くぞ』

			「ん！」

			「オン！」

			　俺たちは気合を入れ直し、階段を下る。

			　螺旋状の階段を慎重に下っていると、フランが思い出したように口を開いた。

			「そう言えば、師匠は止めると思った」

			『何がだ？』

			「ランクＣに上がること。目立つから」

			『まあ、そうなんだけどさ。今更じゃないか？　だって、フランは武闘大会に出たいんだろ？』

			「ん」

			『だったら、どうせすぐに目立つことになる』

			「確かに。優勝したら目立つ」

			『はは。そういうことだ』

			「ん」

			　確かにこれまではあまり目立つことを避けてきた。

			　いや、フランのような美少女が目立たない訳ないんだが、それでも自分たちから存在を喧伝するような真似はしていない。俺の存在を秘密にするという意味もあるし、貴族や権力者に目を付けられるのを防ぐという意味もあった。

			　だが、フランは武道大会への出場に前向きだし、ウルムットではむしろ目立ってしまう方が面倒ごとが少ないと判断したのだ。

			　そんな話をしていると、すぐにダンジョンの一階層の入り口に到着した。

			　狭い石造りの通路が続いているな。

			　高さも幅も足りず、ウルシは元の大きさには戻れない。

			「ウルシはその大きさで戦う訓練」

			「オン」

			　明かりは必要ない。ヒカリゴケのようなものが天井に生え、薄明かりが通路を照らしているのだ。隅々まで見通せる訳ではないが、松明たいまつが必要な程ではなかった。

			　俺たちは感知系、察知系スキルを使いながら、ゆっくりと通路を進む。

			『いきなり三方向に分かれてるな』

			「どっちいく？」

			『うーん。セオリー通りなら、左かね？』

			　いわゆる左手の法則だな。壁に左手を当てて進んでいけば、いつかはゴールにたどり着けるっていう。まあ、右手でも構わないらしいが。

			　でも、この法則にはいくつかの欠陥がある。ゴールが隠し部屋の向こうだったり、同じ階層でも階段や梯子を使った立体構造であった場合。あと、ゴールが部屋の中央とか、壁に接していない場所だった場合には役立たないのだ。

			　ちなみに、依頼達成のために魔獣の情報は仕入れたが、罠や地図に関しての情報は調べていない。地図を見ながら進んだって修行にならんからね。

			　歩き回り、自分たちで罠や魔獣を潜り抜けないと意味がないのだ。

			「じゃあ、左で」

			　フランがさっさと進む道を決定する。

			　まあ、最初はどっちでもいいよな。

			『じゃあ、行こうぜ』

			「ん」

			　今のところ魔獣や罠の気配は感じ取れない。そのまま数分ほど歩いただろうか。

			「む」

			『お』

			　俺たちは同時にある気配を感じ取っていた。

			　フランが通路の一角を指差す。

			「あそこ。何かいる」

			『フランも気づいたか。シャドウ・スネークだ』

			　ヒカリゴケの光が照らしきれない通路の隅。薄闇に紛れるように、一匹の黒蛇がいた。

			　シャドウスネークなんて名前がついているが、闇魔術などは使えない。影や闇に紛れて忍び寄り、音もなく噛み付くことから名付けられた名前だった。

			「雑魚」

			「オフ」

			『まあまあ、このダンジョン初の獲物なんだから』

			　大きさはシマヘビくらいで、攻撃力は皆無。夜陰紛れと気配察知スキルを持つ以外、毒すら持たない普通の蛇だ。正直、ブーツを履いてるだけでこいつからの攻撃を防げてしまうだろう。難易度が高いと言っても、序盤はそこまで強力な魔獣は出ないらしい。

			　普通の冒険者なら無視する相手だ。

			　食べても不味く、魔石はクズ。経験値も極小。魔石を取り出す手間の方が惜しい。だが魔石を欲する俺にとっては見逃せない相手なのだ。

			　ということで、フランが一瞬で蛇を倒す。得られた魔石値は一だし、全然満足感も得られない。だが、強くなるためには地道に魔石値を稼がなくてはならないのだ。

			『よし、この調子で進もう』

			「あ、またいた」

			『よっしゃ』

			　フランに発見されたことを悟ったのか、黒蛇が二匹、舌を出してこちらを威嚇している。この階はシャドウスネークばかりなのか？　まあ、とりあえずサクッと倒しておこう。

			　そうやって可愛そうな蛇さんたちを虐殺しながら進んでいると、フランが不意に足を止めた。

			『どうした？』

			「……罠」

			『へえ。どこだ？』

			「そこの床」

			　フランが指差した床を、全存在感知スキルで観察してみる。

			　確かに違和感があるな。罠の感知は今までほとんど試したことがないので、慣れるまでは少し時間がかかりそうだった。それでも時間をかけてスキルで情報を拾うと、重さを感知して矢を放つ罠があるのが分かる。

			『なるほど』

			　俺よりもフランの方が先に気づいたのは、足裏感覚スキルのおかげだろう。微かな違和感や振動を、足裏で感じ取るスキルである。歩くときに発生する振動の返りを、何となく感じているのだ。

			　まあ、俺には意味ない能力だな。いや、地面や壁にくっついていたら多少の効果はあるかもしれんけど、地面を引きずられながら移動なんて絶対嫌だし、ガラガラうるさくて仕方ないだろう。

			『じゃあ、解除しよう。フランやってみるか？』

			「ん」

			　解除に関しては、念動が使える俺の方が得意だ。攻撃系の罠のほとんどをナチュラルに無効化できるから、最終手段として発動させちゃえばいいしね。

			　だが、フランも解除を経験しておいて損はないだろう。

			『じゃ、ほれ』

			「ん」

			　一応、冒険者ギルドで入手できる、罠解除ツールも買ってきてある。ピンセットや細い刃物、接着剤等が入った、斥候系職業御用達の工具らしい。

			　罠の解除方法はいくつもあるが、今フランが試しているのは罠の無力化だ。その機構を解き明かし、仕掛け自体を解除、もしくは破壊して作動しなくさせる方法である。

			　俺が見たところ、重みで床が下がるとワイヤーが引かれ、左の壁に空いた穴から矢が放たれる仕組みだ。解除するにはストッパーのような物を噛ませて床自体が動かないようにするか、ワイヤーを慎重に切るか、どちらかだろう。

			　フランはワイヤーの切断を選んだようだな。

			　床のブロックの隙間に刃物を突っ込んで動かしている。

			　まだ一階なので罠の難易度自体も低く、解除は難しくない。矢もしゃがんでいれば問題ない射線だし、最悪しゃがんだ状態で手を伸ばして床を押せば、それだけで解除ができるだろう。

			　というか、あの床を避けて通れば解除する必要さえないのだが。

			　まあ、訓練のためである。

			「オフ」

			『お、蛇を仕留めたか』

			「オン！」

			　フランが罠解除に夢中になっている間、近寄ってきたシャドウスネークをウルシが瞬殺していた。罠解除に専念している冒険者にとっては、雑魚でも厄介だ。作業中に攻撃されたら最悪、手元が狂って罠が作動してしまう可能性もある。

			　そう考えると、シャドウスネークは十分に危険な魔獣なのかもしれなかった。

			「……できた」

			『うん、問題ないみたいだな』

			「オン！」

			　ダンジョンは自己修復機能があり、この罠も数時間で復活する。それは他の奴らが解除した罠も、俺たちが通る頃には復活しているということでもあった。

			「次の罠探す」

			　どうやら罠解除が楽しかったらしい。楽しげな表情で罠を探し出した。

			『嫌々やるよりは上達が早そうだし、いいんだけどね』

			「罠……あった」

			　見つけた罠に、嬉しそうに駆け寄っていくフラン。

			　このまま剣士じゃなくて斥候職になるとか言い出したらどうしよう。

			「私が解除する。いい？」

			　目を輝かせて、罠解除ツールを取り出す。どうやらパズルなどのゲーム感覚であるらしい。

			『罠解除、そんなに面白いか？』

			「ん！」

			　フランは腕を組んだまま仁王立ちで、壁に設置された罠を見つめる。まるで職人のような真剣さだった。

			　そしてある程度解除の道筋を立てたのか、鼻歌交じりに作業を始める。

			「ふふーん」

			『俺たちは周囲の警戒だな』

			「オン」

			　そんな風に、罠を発見しては解除しつつ、俺たちは順調にダンジョンを進む。

			　まだ一階なので魔獣は弱いし、罠も簡単。道もそこまで複雑ではない。

			　地下二階へ降りる階段を発見したとき、俺たちは一切ダメージを負っていない状態だった。

			『どうする？』

			「はやく二階いこう」

			「オン！」

			　フランとウルシはやる気満々だな。それに一階じゃ大した訓練にもなりそうにないし、ここはさっさと階を下ってしまうが吉か。

			『一階はお試しゾーンって感じだったな』

			「ん」

			『もう少し歯ごたえのある階層まで進もう』

			「罠ももっといっぱいある階がいい」

			『すっかり罠解除に夢中だな』

			　とりあえずは二階で様子見をするか。

			　もし一階と大して変わらない難易度なら、さっさと先へ進む方がいい。

			　ギルドで渡された依頼書も、ほとんどが一〇階以降まで進まないとこなせないものばかりだったしね。

			『とは言え、油断はできないぞ？』

			「わかってる」

			　低層とはいえダンジョンなのだ。俺たちは周囲を警戒しつつ、階段を下る。

			　すると、そこには一階の入り口とほとんど変わらない光景が広がっていた。床や天井の材質も、明るさもほぼ同じだろう。

			　小部屋から三本の通路が延びている。これも一階と同じだな。

			　部屋の中央にご丁寧に『２』という表記がなければ、一階に転移させられたのかとでも思ったかもしれない。

			「また左？」

			『いいんじゃないか？』

			　他に情報がある訳でもないからな。

			『さて、二階はどんな敵が出るか』

			「歯ごたえのある罠があるといい」

			『そうだな』

			　とか言っていたんだが──。

			　地下四階まではトントン拍子に進めてしまった。だって魔獣も罠も全然大したことなかったのだ。

			　他の冒険者の姿もない。皆、全く稼げないこの辺の階は最短ルートで突っ切って行ってしまうんだろう。

			　実際、俺たちの後にダンジョンに入ってきたと思われるパーティが、足早に通り過ぎていく気配を途中で感じた。その時、フランは行き止まりにある落とし穴を無駄に解除していたので、向こうはこっちに気付かなかったが、見られていたら何やってるんだって思われただろう。地図も見ず、いちいち罠を解除しながら進む物好きは俺たちくらいだ。しかも解除しても全く意味のない、行き止まりの罠だしな。

			「……」

			　そんな罠解除に目覚めたフランだったのだが、少し前からややご機嫌斜めである。

			　簡単な罠ばかりで、飽きてきてしまったのだろう。黒い尻尾がユラユラと揺れている。

			　このままじゃ罠解除自体に飽きてしまうかもしれん。

			　冒険者としてはあるまじき願いだが、頼むから難しい罠よ、出てきてくれ！

			　そんな願いが通じたんだろうか。

			　地下五階の入り口脇でフランの足がぴたりと止まっていた。

			　そして、無言で地面を睨んでいる。

			「……」

			　罠の難易度が明らかに上がっていた。

			　今までの罠が冒険者に罠解除の修練を積ませるためのチュートリアルだったのかと思うほど、五階の罠は複雑な造りをしている。

			「むぅ……」

			　よかった。フランはその複雑さに唸り声を上げつつも、非常に楽しげだ。色々な方向から罠を確認しながら、頭の中で解除プランを練っているのだろう。

			　そうやってフランが罠を解除していると、こちらに近づいてくる気配があった。

			　四階からの階段を下りてくることを考えると、ダンジョン攻略を進めているパーティだろう。

			　気配は六人かな？　ある程度気配は消せるようだが、完全に隠蔽はできていない。フランも罠をいじりつつ、そちらを警戒しているのが分かる。

			　今の俺たちは、入り口から三又に分かれている通路のうち、左側の通路の入り口で罠を解除しているところだった。

			　ウルシに先を見てこさせたところ行き止まりであるようなので、後から来たパーティの邪魔にはならないはずだ。

			　無駄な罠解除をしているところを見られてしまうだろうが、それは仕方ない。

			　からかう程度だったら見逃してやってもいいが、絡んできたら──その時に考えよう。

			「あれー、フランじゃない！」

			「イニーニャ？」

			　俺の心配は必要なかったらしい。

			　階段を下りてきたのは、見覚えのある六人組だったのだ。つい昨日、冒険者ギルドで出会ったランクＤパーティ「雛鳥の止まり木」である。

			　フランが警戒を緩めたのが分かった。彼らからは悪意や害意は感じられないし、イニーニャはフランにとっては同族だ。そこは仕方ない。

			　とは言え、俺もフランも完全には警戒を解かないけどな。

			　ダンジョンという非日常の空間で、昨日出会ったばかりの冒険者相手に完全に気を許すのは素人のすることだ。フランも、イニーニャ以外には未だに警戒を向けている。

			　だが、イニーニャはあまり空気を読むタイプではないのか、笑顔でフランに駆け寄ってきた。

			「こんなところでどうしたの？」

			　イニーニャにとってもフランは同族の仲間という意識があるらしい。完全に無警戒でフランの後ろに立つ。

			　この辺の危機管理の甘さが、冒険者としてはまだまだの部分なのだろう。

			　それを見たレスト、チャナム、ガリャンのランクＤ冒険者たちは呆れ顔をしている。彼らはさすがで、フランへの最低限の警戒を解いていないし、フランが警戒しているのも分かっているのだ。

			「済まんな」

			「ん」

			　リーダーであるレストの言葉は、色々な意味が込められているようだった。

			　作業の邪魔をして済まない。警戒しているところにズカズカと近づいて済まない。教育が行き届いていなくて済まない。そんなところだ。

			　そんなやり取りの意味が分からないのか、イニーニャは首をひねっている。だが、分からないことは考えないことにしたらしい。

			　後ろからフランの手元を覗きながら、質問してくる。

			「ねえねえ、フランは何してるの？」

			「罠を解除してる」

			「ええ？　でも、ここって先は行き止まりだから、罠を解除する意味ないよ？」

			「罠解除の練習中」

			「なるほど、ソロの冒険者はそういったところも一人でこなす必要があるからな。必要な訓練だろう」

			「へー！　偉いね！」

			　レストの言葉を聞いたイニーニャが感心した顔でフランの頭を撫でようとして、慌てて手を引っ込めた。さすがに罠の解除中に触れるのはまずいと気付いたらしい。

			「ほれ、それ以上は邪魔をするな。俺たちは行くぞイニーニャ」

			「はーい」

			　レストが正解であるらしい右の通路へ進みながら、イニーニャに声をかける。

			　彼女も自分が邪魔をしている自覚が多少はあったようだ。

			　残念そうな顔で立ち上がる。

			「じゃあ、気を付けてねフラン」

			「イニーニャも」

			「次に会った時こそは、いーっぱいお話しするよ！」

			「ん」

			　手を振りながら離れていくイニーニャに、フランはハニカみながら小さく手を振っている。驚いたな。いや、はたから見ると軽く微笑んでいるだけに見えるかもしれんが、俺やウルシから見たら最上級の笑顔である。

			　イニーニャと約束を交わしたことが嬉しいらしい。つまり、また絶対に会えるってことだからな。

			『よかったじゃないか』

			「ん！」

			　イニーニャとの再会で機嫌を良くしたフランは、さらなる集中力を発揮していた。

			　発見した罠を全て解除しながら、意気揚々とダンジョンを進む。とは言え、難度が高いせいでその進撃速度は速いものではなかったが。

			　六階への階段へと到着した時には、一階から五階に到達するまでの時間を全て合わせたよりも長い時間が経過していた。それだけ罠解除にかける時間が増えてきているということだろう。やる気で解除スピードが倍化する訳でもないのだ。

			　そして六階からは、さらに罠の難易度が増していた。

			「師匠」

			『おう。しっかし下り階段の最後の一段に罠とは、配置も嫌らしくなってきたな』

			「オン」

			『しかも難易度が高そうだ』

			「ん」

			　最初の罠の複雑さからして、五階で一番複雑だった罠を超える。反響定位で内部を調べてみると、その構造が大分複雑なのが分かった。もはや床の中にピタゴラスイッチが埋め込まれているのではないかというレベルだ。

			　これを解除とか、どれだけ時間がかかることか。俺だったら遠目から何か投げつけて、発動させてしまうね。実際、先に行ったはずのイニーニャたちはそうやって解除しているだろう。

			「がんばる」

			　だが、フランはむしろやる気だ。

			　ここで解除せずに適当に発動させようなどと言ったら、絶対に拗ねる。

			　これも修練ということで、気長に待ちますか。

			　ということでフランが、真剣な表情で罠をいじり始める。解除中も無言で、額に汗したフランが罠をいじるカチャカチャという金属音と、小さな呼吸音だけが周囲に響いていた。

			　俺は黙って見守るだけだ。

			「ワフー」

			　ウルシは欠伸あくびを噛みしめながら、一応周囲を警戒しているが……。完全に集中力が切れている。まあ、魔獣も雑魚ばかりだし、仕方ないけど。

			　それから五分ほど経過したところで、フランと俺が声をあげた。

			「あ」

			『あ』

			　そして、天井からウルシに向かって撃ち出される三本の矢。

			「キャイン！」

			『ウルシ、大丈夫か？』

			「オウン……」

			　なんとか躱したようだが、矢が掠った尻をしきりに気にしている。

			「クゥン……」

			「ごめん、失敗」

			　切ってはいけないワイヤーを切断してしまったようだ。

			『やっぱ難易度も上がってきて、専門職じゃないと完璧な解除は難しくなってきたな』

			「次は解除してみせる」

			『もうちょっと頑張ってみるか？』

			「ん！」

			　フランのやる気は失われていないようだ。

			　罠解除スキルの訓練をするなら、難しい罠に挑戦する方がいいだろうし、この先でもう少し訓練を積んでもいいだろう。

			『ウルシも気合入れ直せよ』

			「オン！」

			　ウルシにもいい薬になったようだ。キリッとした表情をしている。

			『六階も他の階と入り口の構造は変わらんか』

			「道が三つ。また左でいい？」

			　相変わらず、最初に道が三又に分かれている。

			　だが、同じなのは最初だけだった。

			　まず罠の難度が跳ね上がった。フランが五回に一回は解除に失敗している。しかも、ただ解除が難しいだけではないのだ。

			　飛び出す矢には毒が塗られ、吹き出す煙はより広範囲に。落とし穴の底には剣山が設置され、槍の飛び出す速さは倍になった。即死とまではいかなくとも、大怪我は確実だろう。

			　また、魔獣の強さも一段上がっていた。まだ俺たちの敵ではないが、確実に脅威度は上昇しているはずだ。

			『ファイヤ・ジャベリン！』

			「グルル！」

			「はぁ！」

			　俺とウルシの魔術で足止めされたオーガの首を、フランが一撃で斬り飛ばす。

			「ん！」

			『お見事！』

			　フランは戦闘時に積極的に抜刀術を使っていた。

			　バルボラでのリンフォード戦で編み出したフランのオリジナル技だ。腰の鞘を利用する通常の抜刀術と違い、空気を圧縮して作った鞘を空中に自在に生み出すことができるので、あらゆる角度から繰り出すことができる。

			　しかも空気の勢いを使って斬撃を加速することが可能だ。

			　フランはこれを瞬時に繰り出せるように練習を繰り返しているようだった。

			　確かに、現状だと攻撃までにまだ多少のラグがある。操風スキルで鞘を作り出すまでのラグだ。あまり急ぐと風が纏まらず形にならなかったり、逆に空気の鞘が硬すぎて俺が抜けなくなったりしてしまう。上手く鞘を作り上げるには未だに一、二秒程度の時間が必要だった。

			　一、二秒と言うと短そうだが、今相手にしているような雑魚ではなく、ギリギリの戦闘で使うにはもっともっと早くなくてはいけないのだ。

			　結局、スキルの練習を繰り返すしかないのだろう。

			　また、修練を積めるのは攻撃スキルばかりではない。このダンジョンに来た最大の目的である、察知系、感知系スキルの訓練にも十分なっていた。

			『上から来るぞ！』

			「ん！」

			　壁の隙間から這い出て来るアサシン・スライムに、壁に擬態して襲ってくるカメレオン・リザード。どいつもこいつも気配を感じさせずに近寄ってくる嫌らしい魔獣ばかりなのだ。

			　なるほど、ここで戦っていれば感知系、察知系スキルの熟練度がガンガン上がるだろうな。

			　とは言え、戦闘力で言えばまだまだ俺たちの相手ではない。

			　脅威度で言えば精々がＥってところだし、奇襲にさえ気を付けていればダメージを受けることもなかった。むしろ罠の方が数段厄介な程だ。

			『もう少し下の階層に行けば、魔獣も強くなるだろうが……』

			　まだダンジョン初日だ。数日はこの辺でスキルの練習をしていてもいいかもしれない。下の階層の魔獣になれば、そう簡単に察知できないような魔獣も出てくるはずだ。その前にこの辺の階層でスキルの練習をしておけば、そいつらにも対応できるだろう。

			『とりあえず出現する魔獣の格が上がるまでは進んでみるか』

			「それがいい」

			　それ以上進むか戻るかはその時決めるってことで。

			　そして六階を攻略し、七階に降り立った時、フランはレストたちと再会していた。

			「師匠！　あれ！」

			『ああ、レストだ！』

			　まあ、死体とのご対面を再会と言ってしまって良いのか分からないが。

			　二人の冒険者が自らの流した血の海に突っ伏し、同じように血まみれの青年が壁に寄りかかるように蹲うずくまっていた。

			　倒れている二人は──レストとイニーニャはすでに事切れている。

			　青年の傷はそこまで深くはないが、意識を失ってしまっているようだった。短く刈り込んだ茶髪に中肉中背の、地味な青年である。確か、ソラスという名前だったはずだ。

			『フラン、回復だ！』

			「……」

			『フラン！』

			「……ぁ……」

			　この光景はやはりフランには衝撃が強すぎたか。命を失ったイニーニャの亡なき骸がらを見て、フランは呆然自失状態だ。

			『──グレーターヒール！』

			　フランの代わりに俺が回復魔術を使う。

			「……え……ぁ……僕は……？」

			「……っ！　なにが、あった？」

			　青年が発した声で、フランも正気を取り戻したらしい。ソラスに詰め寄り、質問をぶつける。

			「なにがあったっ！」

			　怒りを隠しきれず、無意識に威圧感を発してしまっていた。その剣幕に、ソラスが悲鳴を上げる。

			「ひぃっ？」

			『フラン。この男もまだ混乱してる。少し待て』

			　イニーニャが死んだという事実が、フランの判断力を完全に奪っているな。ソラスへの気遣いもできぬほど余裕を失ってしまっている。

			「……っ」

			「あ、き、君が、助けて、くれたのか？」

			「……ん」

			「そうか、ありがとう。そ、そうだ！　仲間は！　僕以外に誰かいなかったか？」

			「レストと、イニーニャは、間に合わなかった……」

			「ああ、リ、リーダー！　イニーニャ！　なんでこんなことに……」

			　ソラスはレストの亡骸に縋り付き、悲鳴を上げる。

			「うううう……」

			「……何があった？」

			　かわいそうだが、事情を聴かないといけない。仲間の遺体に縋りつき、人目もはばからず涙を流すソラスにフランが再度質問を投げかける。

			　フランの疑問に、青年はポツポツと事情を話し始めた。

			「パーティが突然何者かに襲われたんだ」

			「魔獣？」

			「ううん。この階層の魔獣に奇襲を受けたって、六人が全滅ってことはありえない」

			「じゃあ、何？」

			「人間だよ……。ダンジョン内で盗賊行為を行っている、悪質な冒険者に襲われたんだ」

			　なるほどね。そういうことをしている奴らはやっぱりいるんだな。

			　元々盗賊行為をしている冒険者がいるという噂はあったらしい。だが、そういう奴らをギルドに突き出すと賞金が貰えるため、むしろ捕まえてやろうと勢い込んでいたんだとか。

			　だが、襲撃者たちの方が一枚も二枚も上手だったということだろう。

			「冒険者っ……！」

			　フランが歯を噛みしめる音が聞こえてくる。まだ見ぬ殺人犯に、憎悪を募らせているようだ。その体からは殺気さえ発せられている。

			「最初は罠を利用され、カルーとチャナムさんが倒された」

			　敵は槍やり衾ぶすまの罠をあえて発動させることで、前衛の二人を先に始末したらしい。

			「残った僕らだけじゃどうしようもなかったんだ」

			「ランクＤパーティでも？」

			「二人が殺されて動揺している間に、後ろから奇襲されたんだ……。魔術師のガリャンさんが倒され、僕らは回復役を失ってしまった」

			　盾役と魔術師、パーティの要の二人が最初に倒されてしまったのか。それは厳しいな。

			「激しい戦闘になって、僕やイニーニャも傷を負って、でもリーダーが最後の力を振り絞って、転移の羽を使ったんだ。生きていれば、全員が転移されたはずなんだけど……」

			「三人だけ……」

			「そうか……」

			　転移した時点ではレストとイニーニャは生きていたんだろう。しかし、回復をする前に意識を失い、そのまま命を失ってしまったようだ。

			「襲撃者は、どんな奴らだった？」

			「覆面で顔を隠していたし、装備も特徴のない装備だったから……。男が五人ということしか分からない」

			　さて、どうしよう。このままソラスだけでダンジョン外に出ろと言っても、ソロでは無理そうだ。せっかく助けたのに、道中で死なれたら寝覚めが悪い。

			　結局、俺たちはソラスと一緒に地上に戻ることにした。

			　初日にしてはそこそこ潜ったし、戻るには良いタイミングだったのだ。

			「済まない、手間をかけさせる」

			「いい」

			「ありがとう。その、リーダーたちを連れていきたいんだが……」

			　一見すると当たり前の発言に思えるが、これは冒険者としては珍しい。

			　俺たちが聞いた話だと、ダンジョン内で死んだ仲間はそのまま置き去りにするのが普通であるらしい。連れて帰るということは、遺体を運ぶということだ。確実に動きは鈍るし、言い方は悪いが荷物になる。生き残ったメンバーを危険にさらすことにもなるのだ。

			　ただでさえパーティのメンバーが減った状態で遺体を運ぶほどの余裕は普通はないし、そのまま捨て置くことを責める冒険者などいなかった。むしろ、誰もが自分がそうなることも覚悟しているはずだ。

			「このままダンジョンに吸収させるは忍びない」

			　人間や魔獣の死体は、時間が経過するとダンジョンに吸収されてしまう。人の遺体は吸収されるまでに一日ほどかかるので、イニーニャたちの遺体をダンジョン外に持ち出す猶予はあるだろう。ちなみに魔獣なら、解体して素材にしてしまえば吸収されないらしい。

			「……わかった」

			　フランも、イニーニャの遺体を放置できないというソラスの言葉に、同意するように頷いていた。

			「ただ、僕だけでは……」

			　ソラスの細腕ではレストを背負えばそれでギリギリだろう。冒険者として鍛えているので見た目以上に腕力があるはずだが、それでも二人分の遺体を運ぶのは無理に思える。いや、運べたとしても、その足はかなり鈍ることは間違いない。

			　ソラスもそれは分かっているのか、申し訳なさそうにフランを見た。

			「その……恥を承知で頼む。イニーニャを背負ってもらえないか？」

			　かなり図々しいお願いであるが、仲間のためにはなりふり構っていられないのだろう。ソラスは必死な顔で頭を下げてくる。

			（師匠、いい？）

			『ソラスの他の仲間を探す時間はさすがにないが、この二人は連れて帰ってやるか』

			「ん。連れて帰る」

			「ほ、本当かい？　ありがとう！　じゃあ、イニーニャを頼む」

			「背負わなくても平気」

			　フランはソラスにそう告げて、イニーニャとレストの遺体を収納した。

			「ええ？　一体何を？」

			「次元収納」

			「あ、ああ、なるほど！　凄いな、初めて見たよ」

			「ん。行く」

			「あ、待って！」

			　突如消えた二人の死体に驚くソラスを尻目に、フランは階段を上り始めた。

			　そのままソラスを連れて、進んできた道を戻り始める。

			　怪我が癒えたとはいえ、ソラスはかなりの血を失っているはずだ。だが、その歩みは思ったよりもしっかりしている。元々斥候職なので、歩くことが得意なのだろう。

			「フランさんは何か感知系スキルを持っているのか？　僕は気配察知くらいなんだ」

			「ん」

			　ソラスは黙れない性格なのか、色々と喋っているな。いや、仲間の死を振り切るために、あえてお喋りをしているのかもしれない。

			　まあ、フランは頷くだけだが。

			　俺たちが解除しまくった罠はまだ修復されていないようで、サクサクと戻ることができた。このまま罠の難度が高い五、六階を抜けられたら有り難いんだが……。

			　すると、フランの歩みが不意に止まった。

			「ど、どうしたんだ？」

			「人の気配」

			「え……？」

			　ソラスには感じ取れていないようだが、俺にもフランにも前方から向かってくる複数の気配を察知していた。

			　歩調を緩め、警戒しながら進む俺たちの前方から男が三人歩いてくる。

			「やあ、こんにちは」

			「ん。こんにちは」

			「ええ？　もしかしてきみたち二人だけなのかい？」

			「まさか！　こんな所にこんな子供たちが二人な訳あるまい！」

			「だ、だよな？　仲間はどこにいるんだ？」

			　ソラスも高ランクには思えない年齢だし、フランに至っては子供だ。彼らから見たら十分子供たちと言えるだろう。

			　三人の男たちは驚愕の表情でフランを見ている。だが、すぐに平静を取り戻すと、色々と聞いてきた。

			「本当に二人だけなのか？」

			「冒険者なの？」

			「そっちの狼は従魔なのかい？」

			「もし仲間とはぐれたんなら、しばらく俺たちと一緒に行くか？」

			「おお、それがいい！」

			「そうしなよ！」

			　気持ちのいい奴らだね。フランとソラスを心配してくれているようだ──なんて言うと思ったか！

			　タイミングが良すぎると思って鑑定してみたら、こいつら真っ黒だ。

			　窃盗、拷問、恐喝、欺瞞、詐欺スキルを持っているし、男たちの称号に殺人者がある。

			　他の冒険者に友好的に近づいて、油断させてからバッサリってことなんだろう。

			　ダンジョンで登録をしたギルドカードには倒した魔獣の情報しか記されないし、罪を犯してもダンジョン内であれば露見しにくい。

			　ソラスのパーティを襲ったのはこいつらなのか？　それとも別口か？　そう思って気配を探ってみると、俺たちの背後からゆっくりと近づいてくる気配があった。殺気を殺しきれていないな。これで四人か……。まあ、どちらにせよ敵に変わりはない。

			『フラン、こいつら追い剥ぎだ』

			（ん）

			（オン？）

			『どうしたウルシ？』

			（オンオン？）

			　ウルシが首を傾げている。どうやら俺が鑑定を使ったことが疑問らしい。ディアスに鑑定を使う相手は選べって言われたしな。

			　だが、あれは公式の場で王族なんかに鑑定を使うと、マナー違反だって怒る奴もいるよ。場合によっては変な陰謀なんかに巻き込まれるかもよ。という注意だ。

			　ダンジョンなどではこういう馬鹿どももいるし、鑑定を使わざるを得ない。それはむしろ当然の措置だろう。出会ったばかりの武器を持った相手を無条件で信頼するなんて、どんだけ平和ボケしてるんだって話だ。

			　それでも鑑定するのはマナー違反だと怒るんであれば、むしろ怪しい。鑑定されて不味いことがあるってことだからな。まあ、凄い珍しいスキルでも持っている可能性もあるが……。だとしても、鑑定はするけどね。

			　逆に相手がこっちを疑って鑑定してきたとしても、それは仕方ないことだと思うし。

			『ということだ』

			　俺がウルシに説明してやっている間に、全然進まないフランとの会話に男たちが焦れてきたようだった。

			「だから、俺たちが地上まで送っていってやると言っているんだ」

			　素が出始めたのか、口調が少し荒っぽくなってきたな。

			『フラン、一人は生かせ。リーダーっぽい戦士がいいな』

			（あとは？）

			『どうせ俺たちだけで生かしたまま地上に連れていくのは大変だし、斬っちまっていい』

			（ん。分かった）

			『ステータスはそこそこだ。油断するなよ。ウルシはソラスを護衛』

			（グルル！）

			　とは言え、実はソラスたちを襲った相手とは別で、昔悪かったけど今は更生して真人間になっている可能性も僅かだが捨てきれない。

			　できれば奴らから手を出してきてほしいところなんだが。

			　そんな俺の願いが通じたのか、焦れた男がついに動いた。

			「ふぅ。もういいや」

			　リーダー格の男の言葉が合図だったんだろう。

			　フランの背後から近付いてきていた男が短剣を取り出すと、凄まじい速さで突進してきた。

			　殺すためではなく、怪我を負わせて動きを封じるための攻撃だ。クズだが、腕と判断能力は悪くないな。なにせ、明らかに少女のフランに対しても、まったく油断せずに罠に嵌めに来ている。

			『まあ、甘いけど』

			「なっ──？」

			　気配を消して隠れているつもりだったのだろうが、俺たちには丸わかりだ。

			　俺の念動によって、短剣があっさりと受け止められる。空中で急に動かなくなった自分の腕に驚いている男は、次の瞬間には俺の風魔術によって首を切断されていた。

			　フランは振り返ってもいない。

			「え？　え？」

			　驚いて目を白黒させるソラスを置き去りに、事態はあっと言う間に進行する。

			「ダズ！　おまえなにを──」

			「このガ──」

			「ぐあ！」

			　一人がフランによって首を刎ね飛ばされ、一人は頭を輪切りにされ、一人は剣の腹でぶっ叩かれて吹き飛んでいた。不意打ちは得意でも、戦闘力は大したことがなかったな。

			「がはっ！」

			　フランに弾き飛ばされた男が、ヒビが入る程の勢いで石壁に激突する。

			　多分、攻撃が直撃した腕と肋骨は粉々だろう。壁にぶつかった背中もやばいかもね。

			　男は激痛に呻きながら、震えた声で呟く。

			「ぎぁ……なぜ……」

			「バレバレ」

			「ぐぞ……ぐ…………」

			　フランの言葉に男は悔し気に呻くと、大量の血を吐き出して意識を失った。

			（師匠、こいつどうするの？）

			『ギルドに突き出す。他に仲間がいれば、その情報も吐き出させた方がいいだろ』

			　俺たちが念話で相談している間に、ソラスがふらりと前に出る。

			　そして何の躊躇もなく、手にしていた剣を振り下ろした。

			　ギィン。

			　フランがとっさに俺で止めていなければ、せっかく生かして捕縛した男の命はなかっただろう。

			「なにを？」

			「ご、ごめん。こいつらを目の前にしたら、つい……」

			　やはりソラスのパーティを襲った奴らだったらしい。ソラスは青い顔で、剣をおさめる。

			　だが、輝きを失った瞳と昏い表情で、倒れる男を睨んでいた。

			「気持ちは分かる。でも……」

			　フランが殺意の籠もった視線で盗賊を見つめている。イニーニャの敵だ。俺が殺すなと言っていなければ、即座に殺していただろう。

			「こいつはギルドに連れてく」

			「そ、そうだね」

			　その後、ソラスは自分が先頭を歩くと提案してきたので、今は彼に先導されて地上を目指していた。

			　まあ、仇である男の側にいたらまた殺意が湧くかもしれないし、それがいいだろう。

			　捕まえた男はある程度傷を癒し、ウルシの背に括りつけてある。全身を縛ってあるので、意識を取り戻しても何もできないはずだ。

			　五階の途中からは罠が復活してしまっていたが、ソラスは無難に罠を発見し、解除したり避けたりしている。斥候としての腕はそれなりであるようだ。

			　だが、二〇分ほど進んだところで、突如ウルシの悲鳴が響いた。

			「オゥン！」

			『え？』

			「ウルシ？」

			「オフ」

			　ウルシの口には太い槍が咥えられている。どうやら罠が発動し、上から槍が降ってきたらしい。それをとっさに咥えて受け止めたのだろう。さすがの反射神経だ。

			「だいじょぶ？」

			「オフフ！」

			「ご、ごめんよ」

			　ソラスが罠を見逃してしまったらしい。

			　急いでるし、注意力が下がるのは仕方ないだろう。俺たちだって罠を完璧に探せる訳じゃないからな。

			　チリッ……。

			　うん？　今何か違和感があったな？　何だ？　こう、脳に静電気が──的な？　いや、脳はないけどさ。

			『うーむ？』

			（師匠どうした？）

			『いや、今なんか変な違和感が無かったか？　上手く説明できないんだけど……』

			（ん？）

			　フランは首をひねっている。

			『フランは分からないか？』

			（うーん？）

			『ウルシは感じたか？』

			（オウン？）

			　ウルシも分からないようだ。

			　感覚的に優れた二人が感じなかったということは、俺の気のせいだろうか？

			「すまない。罠を踏んじゃって……」

			　チリッ……。

			　あ、まただ！　また変な感じが！

			『今のはどうだ？』

			（ん？）

			（オン？）

			　やはりフランたちには分からないらしい。

			　二人して再度首をひねっている。

			　何なんだ？　魔獣や罠の気配をスキルで無意識に感じとったとか？　うーん、分からないな。

			『仕方ない。今は先に進もう』

			「ん」

			「あの、大丈夫？」

			　ソラスが心配そうな顔でフランたちを見ている。ソラスからはフランとウルシが急に首を傾げて、なにやら唸っているように見えたのだろう。心配も当然か。

			「問題ない」

			「オン」

			「ならいいけど……」

			「それよりも急ぐ」

			「あ、ああ」

			　フランが不安そうなソラスを促して先を急ぐ。

			　そうして進むと、ソラスが急に足を止めた。

			「あそこに、何かある」

			「？　どこ？」

			「あそこ」

			　ソラスが指差す方を見るが、全く分からん。

			　何があるんだ？　少し先の壁に罠があるのは分かるんだが、ソラスが言っているのはそのことじゃないだろう。

			　それに、また何かチリッとしたか？

			「ほら、あそこだよ。ちょっと行ってみよう！」

			　チリッ！

			　やっぱりまたチリッとした、不快な感覚があったぞ。今度は間違いない。

			　だが、その違和感の正体を確かめる間もなく、ソラスがフランの返答を待たずに駆け出した。

			　もしかして罠に気付いていないのか？

			『あ、フラン！　ソラスを──』

			　フランに警告させる間もなく、ソラスは罠を作動させてしまう。

			　いきなり四方の壁に小さい穴が開き、霧状の物が噴き出した。

			　毒ガスだ！

			　俺たちには状態異常耐性に毒吸収もあるから全く意味はないんだが……。

			　いや、せっかく捕まえてきた盗賊が猛毒に侵された！　生命力がどんどん減っていくのが分かった。解毒魔術で毒を解除しなければ命がヤバかっただろう。

			「ああ！　ごめん！」

			　おいおい、いくら何でもミスし過ぎじゃないか？

			「だ、大丈夫か？」

			　ソラスの姿は通路中から噴き出す毒ガスに遮られて、声だけしか聞こえない。

			　そして、またチリッとした感覚。

			　どうやらソラスが喋る時に感じるらしいな。

			　もしかして、スキルを使われた時に感じる違和感って、これのことか？　じゃあ、ソラスが何かスキルを使っている？

			　ソラスが俺たちに対してスキルを──？

			　そう思った瞬間、一気にソラスへの疑念が噴き出した。まるでダムが決壊したかのように、瞬時に様々な疑惑の想いが俺の心を埋め尽くす。

			　先程襲ってきた男たちのリーダーを、ソラスは敵だと言って殺そうとしたが、どうして分かったんだ。パーティを全滅させられた時、相手は覆面を被っていたと言っていたよな？

			　いや、そもそも覆面を被っていた相手を、なんで男だと断定できた？

			　冒険者の鉄則を無視して、レストとイニーニャの死体を担いで運ぼうとしたのもおかしい。わざとフランに重しを背負わせて、動きを鈍らせようとしたんじゃないか？

			　その後の道中、フランに色々と質問をしていたが、あれって明らかにスキルを探っていたよな？　どうしてその行為をもっと怪しく感じなかった？　能天気に、仲間の死を振り切るためにお喋りをしているなどと考えてしまった。

			　捕えた男を短絡的に殺そうとしたこともそうだし、罠を何度も発動させたこともそうだ。

			　普段ならもっと怪しく思うんじゃないか？

			　いや、怪しくは思ったんだ。その時は。だから、何度か嘘感知を使った。でも、ソラスは嘘をついていなかった。だからこそ、ここまで信じてしまったのだ。出会って間もない、良く知らない相手を仲間のようにさえ感じていた。

			　その事実に俺は言い知れない不安感を覚えた。それと同時に凄まじい不快感が襲ってくる。

			　分からん……。俺たちはソラスに何かされているのか？　でも、何をされている？　それとも、勘違いなのか？

			　ソラスが凄まじく怪しいのは確か。だが、確たる証拠がない……。

			『フラン、ウルシ、喋るな』

			（？）

			（オン？）

			『俺の言う通りにしろ。いいか──』

			　そして、ウルシは地面に倒れ伏し、フランは片膝をついて息を荒らげた。

			　まあ、演技だが。

			　俺の疑念の通りソラスが怪しければ、何かしら行動を起こすだろう。

			　とりあえず念動は瞬時に発動可能だし、フランとウルシには次元魔術を得たことで習得したクロノス・クロックという術をかけてある。二人にはソラスの動きがスローモーションに見えているはずだ。もし攻撃されたとしても、躱すことができるだろう。

			　欠点としては、ソラスの喋っていることもスローで聞こえてしまっている為、フランたちには何を言っているのか分からないことだろうか。だからこそ、俺だけには次元魔術をかけていなかった。

			「……何か魔術を使ったのかい？」

			「……」

			「フラン？　大丈夫なのか？」

			　魔術の発動を感知されてしまったらしい。クロノス・クロックは使わない方が良かったか？　でも、不意打ちを受ける可能性がある以上、危険はできるだけ減らしておきたいしな。

			　いや、そもそもおかしくないか？　ソラスが所持している感知系スキルは気配察知と罠感知だけだ。魔力感知も魔術察知も持っていない。それでどうやって魔術の発動を見破った？　勿論、気配察知でもレベルが上がれば感じ取れるようになるかもしれないが、ソラスのスキルレベルは５。そこまで高くはない。

			　どうやった？

			　そして、俺はある可能性に思い至る。

			『鑑定偽装か？』

			　ディアスにも鑑定偽装スキルを上手く使われて、してやられたばかりじゃないか！

			　ユニークスキルが非常に珍しいとはいえ、同じ町に所持している人間が複数いないということにはならない。

			　むしろウルムットのような特殊な町には集まってくる可能性が高かった。

			　俺がソラスへの疑いをより強くしていると、ソラスがこちらに戻ってくる。

			「フラン？」

			「あ……」

			「ふむ。何か魔術を使ったけど、防ぎきれなかったのか？」

			「うぅ」

			　とりあえず苦し気に呻くフラン。いい演技だぞフラン！

			「本当に毒に侵されたみたいだね……。大丈夫、いま楽にしてあげるよ？」

			　虚言の理で判別するが、ソラスは嘘をついていない。

			　だが、ソラスの行動はその言葉とは真逆だった。腰の剣を抜くと、一気にフランに向かって振り下ろしたのだ。

			　いや、嘘じゃないのか。死ねば楽になる。ある意味テンプレの台詞だよな。

			　しかし、ソラスの斬撃はあっさりとフランに躱されていた。

			「ん」

			「なっ！　馬鹿な！」

			　フランは瞬時に身を起こすと、驚くソラスに対して俺を抜き打つ。

			「ふっ！」

			「ぐぁぁ！」

			　剣を持っていたソラスの右の手首が斬り飛ばされる。そして、返す刀で斬り上げられた俺によって右足もサヨナラだ。

			「な、何が……」

			　ドッと地面に倒れたソラスは、唖然とした顔で呻いていた。

			　俺はフランのクロノス・クロックを解く。このままだと尋問もできないからだ。

			「──ヒール」

			　とりあえずソラスにヒールをかける。

			　腕と足を失う大怪我だ。ヒール一発で治るはずもないが、止血しておかないとあっと言う間に死んでしまう。それでは話も聞けないからな。

			　とりあえず軽い疑問から解消していこう。

			「さっき、どうやって魔術の発動を感知した？」

			「そりゃあ、スキルだよ」

			　嘘じゃない。本当にスキルで察知したらしい。

			「……気配察知？」

			「……さて、どうだろう？　他に何かあるかもよ？」

			　これも嘘じゃない。ただ、考えてみると今の答えはどっちともとれるというか、嘘でも本当でもない返しだった。尋問され慣れているのだろうか？

			　交渉をするつもりだったのか、単なる意地か。ソラスは痛みを堪え、強気な表情でフランを見上げている。

			　だが、フランにはソラスとまともに交渉をするつもりはなかった。

			「ふむ」

			「ぎがぁぁ！」

			　何のためらいもなく、うつ伏せに倒れるソラスの背に俺を突き立てる。

			　当然だ。フランにとってソラスは、イニーニャの仇である可能性が高いのだから。ソラスを見下ろす瞳はひたすらに冷たい。

			「があぁぁ！」

			　ソラスは突然の激痛に、背を反らせて悲鳴を上げた。

			「──ヒール。もう一度聞く。なんで魔術の発動を感知できた？」

			「……知らない、と言ったら？」

			「答えたくなるまでじわじわ嬲なぶる。殺さない。回復魔術があるから、自殺もさせない」

			「……っ」

			　こういう時、フランの無表情が役に立つよね。どう考えても本気に聞こえる。まあ、本気なんだが。

			　ソラスもフランの本気を感じ取ったのか、その瞳には明らかに怯えの色が混じる。

			「……命は、助けてもらえるんだよな？」

			　ソラスが探るような声色でそう言った瞬間だった。さっきまではチリッという変な違和感としか思えなかったのだが、今度は確実にソラスから何かされたと感じ取ることができた。　

			　刀身を撫でられたかのような、無視することができない感覚。

			　明らかにソラスに何かのスキルや魔術を使われている。

			『フラン、今の感じたか？』

			「？」

			『ウルシは？』

			（オウ？）

			　やっぱりフランとウルシは感じ取れないか。だが、何で俺だけが？　いや、俺には魔力の流れを感じ取る魔法使いスキルがある。物理的な感覚では五感をフルに使えるフランに負けるが、魔術やスキルを感じ取る面では俺の方が上なのかもしれない。

			（何かされた？）

			『多分な』

			「ん」

			　フランはコクリと頷くと、ソラスの背に再び俺を思い切り突き立てた。

			　先程よりも大分強めだ。

			「ぎいぃぃぃぃっ……！」

			　完璧に肺を貫いている。一般人なら即死かもしれないが、ある程度のレベルの冒険者だったことが災いしたな。生命力が高いせいで気絶さえできず、ソラスは口から泡と血を吹き出し、激痛に身をよじっている。

			「ひぎぎぃぃぃぃぃ！」

			「──ミドル・ヒール」

			「はうぁぁ……っ」

			　フランが傷を癒してやるが、ソラスの表情はむしろ絶望に染まっている。フランの言葉が本気だと分かってしまったからだ。

			「余計なことは何一つ許さない」

			「グルル」

			「……はっ……はっ」

			　恐怖のせいなのか、肺を貫かれた後遺症か、急に息が荒くなってきた。もはや恐怖を隠そうともせず、涙さえ浮かべてフランとウルシを見上げる。

			「わ、分かった！　なんでも言う！」

			「さっきの質問の答えは？」

			「ま、魔力感知だ！」

			　やはりそうだったのか。

			「どうやってスキルを隠している？」

			「か、鑑定持ちだったのか……」

			　ソラスの余計な呟きに反応したフランが再び動く。

			「ふむ」

			「ぎゃぁ！」

			　三度背中に剣を突き立てられ、ソラスが悲鳴を上げた。

			　学習しないな。いや、こうやって無駄な会話をして、相手を自分のペースに巻き込むのがこいつの手なのだろう。今のフランには通用しないが。

			「──ヒール。余計なことは許さないと言った。ただ質問に答えろ」

			「わ、分かっ……分かったよ！　鑑定偽装というスキルだ！」

			　これも俺の想像通りだったな。

			「解除しろ」

			「分かった！　解除する！　ほら！」

			　チリッ！

			　またこの感覚だ。

			　魔力感知は確かに見えるようになった。ステータスにも変化が見られるが……。謎の違和感の正体が分からんな。

			（どう？）

			『他に隠している部分があるかもしれん。完全に解除させよう』

			「ん。他に偽装している部分はない？」

			「な、なぜそんなことを──わ、分かった！　ない！　ないから！」

			　懲りずにこちらの質問を聞き返したソラスは、剣を振り上げたフランを見て慌てて叫んだ。

			　だが、この言葉が虚言の理に反応する。

			『嘘だ。他に偽装してやがるぞ』

			　よほどステータスを見られたら困るらしいな。

			「ん」

			「ぎゃぁ！　な、何で……」

			「鑑定偽装を完全に解除しろ」

			「何でバレ……わ、分かった！　解除する！　だが、こっちは装備品の効果なんだ！　い、今外すから、ちょっと待ってくれ！」

			　ソラスはそう叫ぶと、残った左手を顔の前に持っていった。そして、中指に嵌めた指輪に噛み付く。ああそうか。右手を斬り飛ばされてしまったので、口を使って指輪を外す気なのか。

			　だが、指輪は全然外れない。

			　指輪ってそうなんだよね。ちょっと太ったり、むくんでたりするだけで全然外れなくなるんだ。

			　ソラスは必死に指輪を外そうと試みるが、指輪は全く動かなかった。

			「はっ……ぐむ……」

			　一向に外れない指輪に、フランは痺れを切らしたんだろう。

			「もういい」

			「え──ぎゃぁ！」

			　ソラスが間抜け面で指から口を離した瞬間、その指を切断した。手っ取り早いのだ。ソラスは激痛で悲鳴を上げているが、俺は中指以外を一切傷つけていないその技に感心してしまった。

			「──ヒール」

			「ひぃひぃ」

			　ちょっと残念だったのは、指輪が砕けてしまったことだ。フランのせいじゃなくて、使用者が外したら壊れる、使い捨てタイプの道具だったらしい。壊れたことで偽装の効果がキレたのか、指輪にもちゃんと鑑定が利くようになっている。毒耐性の指輪という名前だった指輪が、鑑定偽装の指輪という名前に変化していた。

			　そして、ソラスのステータスも完全に視ることができるようになっている。

			


			　　名称：ソラス 　年齢：30歳

			　　種族：半魔族

			　　職業：迷宮斥候

			　　Lv：34

			　　生命：２０８　魔力：１８７　腕力：１４１　敏捷：２３７

			　　スキル：暗殺３、嘘看破４、演技６、隠密６、解体６、欺瞞５、気配察知５、気配遮断３、消音行動４、剣技５、剣術７、投擲４、毒耐性６、毒知識５、魔力感知６、罠感知６、罠解除６、気力操作

			　　ユニークスキル：鑑定偽装２、強制親和

			　　称号：裏切り者、殺人者

			


			　見えていたステータスもスキルも、軒並み数値が上昇した。かなり強い。ランクＣ並である。いや、以前アレッサで出会ったランクＣ冒険者よりも強いかもしれなかった。

			　しかも見過ごせないスキルがいくつか見えている。

			『ユニークスキルを二つも持っているな。一つは鑑定偽装か』

			　自分の鑑定偽装と、指輪の鑑定偽装を重ねがけしてたってことか。面白いことを考える。

			　俺たちのように鑑定持ちに突っ込まれたら、自分の鑑定偽装をオンオフにし、本当に見られたくない情報は指輪の力で隠すという訳だ。

			　それほどまでに見られたくなかった能力がこのユニークスキルだろう。

			『強制親和ね』

			「強制親和？　どんなスキルなの？」

			「それは……。ああ、分かった。分かったよ！　答える！　だから剣を下ろして、狼ももっと離してくれ！」

			「グル」

			　そうそう、無駄口叩かずにとっとと話せ。

			「このスキルは、使うと周囲の親近感を得られるっていう地味なスキルだ。相手は俺のことをまるで仲間や友人のように感じて、多少の疑問や違和感は無視してくれるようになる。恋人や親友じゃないところがミソだな」

			　だからか。俺たちがこいつの言葉や行動に違和感を覚えず──いや、覚えた違和感を自分の気のせいだと無視してしまったのは。

			「ちょっとの切っ掛けで強い疑問を持たれたら簡単に解除されてしまうスキルだよ」

			「このスキルで冒険者のパーティに潜り込んで、仲間に襲わせてた？」

			「ああ」

			　やはりそういうことか。罠をわざと発動させたりした手際からも、この迷宮内でかなり長い期間活動しているんだろう。

			　それに、強制親和スキルをフランから隠したがっていた理由も分かった。このスキルさえばれていなければ、同情を引いたり上手く口車に乗せて、フランの警戒を緩めることができるかもしれない。つまりソラスはまだ逃亡を諦めていないということだろう。

			「イニーニャたちを襲ったのは、さっき斬ったやつら？」

			「そうだ」

			「お前の仲間？」

			「ああ」

			　ソラスが頷くと、フランの放つ殺気が増した。無意識に王威スキルも発動したらしい。目に見えない凄まじい圧力が、ソラスに襲い掛かる。

			　相手にしているのがまともな冒険者ではないと理解したのか、ソラスの顔から一気に血の気が引いた。

			「他の仲間は？　あと一人いるはず」

			　雛鳥の止まり木を襲ったのは五人と言っていたが、俺たちが始末したのは四人。あと一人どこかに隠れていると思っていたんだが……。

			「あれは、僕を含めてっていうことだ」

			　虚言の理は反応しない。本当のことを言っているらしい。

			　しかし、こいつは凄まじく慎重だった。

			　襲撃者の数なんて適当に言ってもいいのに、きっちり本当の数をフランに告げていたのだ。多分、嘘を見抜くスキルを警戒しているんだろう。鑑定偽装と強制親和があるんだ。あとは嘘看破にさえ気を付けていれば、正体に感付かれる確率は格段に下がる。

			　考えてみれば、ソラスの発言は曖昧でどっちともとれる発言が多かった。こっちの勘違いを誘いつつ、嘘ではない。そんな感じの受け答えだ。強制親和があれば、相手は勝手に納得してくれるのだろう。

			　さっきまでの俺たちみたいに。

			　虚言の理は有用だけど、それだけには頼れないってことか。質問の仕方を注意しないと、今後も同じようなことがあるかもしれない。それが分かったのは大きな収穫だ。

			「ダンジョンの外にも仲間がいる？」

			「いない。お前に殺された奴らで全員だ」

			『嘘だな』

			「嘘。仲間は何人いる？」

			　フランが俺をソラスの眼前に突き付ける。

			「やっぱり嘘看破スキルを……」

			　こっちが嘘を見抜いていることに気付かれたか。やはり抜け目がない。

			「素直に喋るか、拷問の後に喋るか──」

			「部下があと四人いる！」

			「ん」

			　素直でよろしい。しかしこいつがリーダーだったか。

			「どこにいる？」

			「……今日は、冒険者ギルドにいるはずだ」

			　ソラスが潜入して情報を集めてから、仕事に及ぶのが毎回の流れであるという。そこそこ稼いでいるパーティを狙うことが多いらしいが、そういうパーティはイケイケで、迷宮で消えたとしても周りは「やっぱりな」と納得してしまうことも多いらしい。

			　しかも事に及ぶのは月に一回程度なうえ、何もせずに見逃すことも多いんだとか。ソラスが入ったパーティが毎回全滅するという噂が出るのを防ぐためだ。周到だな。

			　雛鳥の止まり木を狙ったのは、特殊なポーションを所持していたからだそうだ。このダンジョンに出現する魔獣の中でも特に希少な、パンデミック・リーチという魔獣を仕留めるのに必要なポーションである。このポーション自体も非常に希少で、手に入れようと思っても手に入る代物ではないらしい。

			　レストがその伝つ手てを使ってその特殊なポーションを入手したという情報を得て、ソラスはイニーニャたちのパーティに潜入したのだ。結果、そのポーションを奪うために彼らは殺されてしまった。

			　ソラスに仲間の所に案内させたいところだ。ゴミは掃除しないとね。

			『とりあえずこいつを縛っちまおう』

			「ん」

			『油断ならないからな。がっつり縛れよ』

			「ん。ふん」

			「い、痛い！　糸が食い込んで──げぼおぁぁぁ！」

			「──ミドルヒール。うるさい。私がいいと言うまで声を出すな」

			　悲鳴を上げるソラスの腹に、フランが思い切り拳を振り下ろした。内臓破裂でも起こしたのか、口からゴパッと血を吐き出す。

			　イニーニャを殺したソラスに対して、一片の慈悲もない。フランの怒りの深さを理解したのか、ソラスは涙を流しながら無言でコクコクと頷くのだった。

			「ウルシ」

			「オン！」

			　すでに背には盗賊が一人縛りつけてあるが、ウルシのパワーならもう一人くらいはどうということはない。フランはサッと伏せたウルシの背中にソラスを括りつけた。

			『じゃあ、戻ろう』

			「ん」

			　道中は当然魔獣も出現する。だが、フランの怒りと苛立ちをぶつけられ、悲惨な末路を辿っていた。

			　別に残虐な殺され方をしているという訳ではないんだが……。オーバーキルの攻撃や魔術で瞬殺されていく様は、憐れみさえ抱いてしまう程だった。

			　また、ダンジョンの障害は魔獣と罠だけではなかった。

			『前方からまた冒険者が来るぞ』

			「ん」

			　途中ですれ違う冒険者たちが、ウルシの背のソラスたちの姿を見て声をかけてくるのだ。

			　単に凝視してくるだけであったり、ソラスたちの行状を説明して納得してくれるのであれば問題はない。

			　だが、中にはソラスのことを知っている冒険者もいる。しかも、善良で優良な冒険者として。

			「おい！　何をしているんだ！」

			「ソラス！　平気か？」

			　四階ですれ違ったパーティは、まさにそんな冒険者たちであった。

			　何も知らない冒険者から見たら、知人が無残な姿で捕らえられたように見えるのだろう。

			　戦士風の男性三名が、武器を構えてフランを取り囲む。

			「おい、ソラスを解放しろ！」

			　ソラスが外でどれだけ猫を被っているの分からないが、完全にフランを悪者扱いだ。威圧スキルを使いながら、剣を突き付けて命令してくる。もう一人の盗賊の方も冒険者をしているはずなのだが、全く声をかけられないので普段の態度は推して知るべしだな。

			「やだ」

			「何？」

			「ふざけるなよ！　だいたい、何でこんな真似をしている！」

			「こいつらに襲われたから捕まえただけ」

			「馬鹿な！　ソラスがそんな事をする訳ないだろう！　ふざけるな！」

			「ふざけてるのはそっち。それともこいつの盗賊仲間なの？　知り合いのフリをして助けようとしている？」

			「俺たちが盗賊？　侮辱するのか！」

			「とにかく早くソラスを解放しろ。力ずくでソラスを助けたっていいんだぞ？」

			「……」

			　まずいな。

			　さっさと地上に戻りたいのに邪魔をされるせいで、フランの機嫌が加速度的に悪くなっていく。

			　威圧スキルを使われているし、完全にこの冒険者たちを敵として認識したようだ。

			　だが、こいつらは騙されているだけのようだし、殺すのはまずい。多少の小競り合いなら、喧嘩の範疇で済むとは思うが……。

			　さて、ソラスはどうするつもりか。

			　ここで騒がれると面倒なのだ。場合によってはフランが完全に悪者扱いされてしまうかもしれない。

			「……」

			　だが、ソラスは事態を静観するつもりであるようだった。明らかに起きているのに、気を失ったふりをして動かない。

			　まあ、目の前の冒険者ではフランに到底敵わないし、下手にフランを嵌めようとして怒りをかったら今度こそ残虐拷問コースだからな。賢い選択だろう。

			　仕方ない。ここは強行突破といこう。

			　気絶させて放置しようかとも思ったが、ダンジョンでは危険すぎる。

			　俺としてはこいつらを殺したくなかった。

			　フランだって、普段であれば殺気を向けるような相手ではないはずだった。

			　今はイニーニャの死によって、怒りと憎悪に心が支配されている。そのせいで凄まじく好戦的になってしまっているのだろう。

			『ウルシ、フラン、一気に振り切るぞ。相手にしている時間が無駄だ』

			（……わかった）

			（オン！）

			　まず俺が念動を使って、ジリジリとウルシに近寄っていた背後の二人を突き飛ばした。

			　ほぼ同時にフランが前の男を蹴り倒す。顎にハイキックが綺麗に入ったことで脳震盪を起こしたのだろう。男はその場で崩れ落ちた。

			　済まんね。仲間二人は軽く悶絶しているだけだからすぐに起き上がってくる。そいつらに助けてもらってくれ。

			『ほら、行くぞ！』

			「ん」

			「オンオン！」

			　冒険者たちが何やら叫んでいるが、まだ立ち上がることができていない。もう俺たちに追いつくことはないだろう。

			『このまま地上まで一気に走るぞ』

			「わかった」

			　この先には大した罠もないし、魔獣も無視できる。また冒険者に声をかけられても面倒だし、駆け抜けてしまうのが安全なのだ。

			　その作戦が功を奏し、その後は大きな問題も発生せず、フランとウルシは地上にたどり着いていた。

			　ただ、ダンジョン砦の門を出たところで周囲の注目をガッツリ浴びてしまう。

			　今のウルシはインパクトのある姿をしているから仕方ないけど。顔に布を被せられ、鎧を剥ぎ取られて半裸状態の男が二人、糸でグルグル巻きにされて背に括りつけてあるのだ。俺だって何も知らなければ二度見していてもおかしくはない。

			　ちなみに顔の布は、冒険者たちを振り切った後に被せておいた。顔さえ見えなければソラスだと分からないと気付いたのだ。もっと早く気付けばよかったぜ。

			　ともかく、フランとウルシが目立ちまくっていることは確かだった。

			　何せ怪しすぎる。案の定、兵士たちがすぐに駆け寄ってきた。

			「お、おいおい。どうしたんだ？」

			「何があった？」

			「な、何だ？」

			「大怪我してるぞ」

			　門の開閉を担当している兵士が仲間を呼んだらしい。

			　さすがに下手な言い訳じゃ通してくれないよな。本当のことを言うしかないようだ。ここで騒ぎが大きくなって、ソラスの仲間に逃げられるのは避けたいんだが、そうも言ってられないようだった。

			　兵士に事情を訊かれ、フランは端的に事実を語る。

			「ダンジョンで襲われたから返り討ちにした」

			　フランが兵士にそう告げた瞬間、遠巻きにしていた群衆がざわめいた。

			「逆らった相手を──」

			「容赦ない──」

			　必要以上に怖がられてる？　いや、この状態じゃ仕方ないか？

			　腕と足を切断された人間が糸で拘束されたうえ、顔に布を被されて厳つい狼の背に荷物扱いで担がれている図だ。今気づいたけど、猟奇的でさえある。そりゃあ、一般の人は怖がるな。

			「何？　こいつらは盗賊か？」

			「ん」

			「良くやったお嬢ちゃん！　ワン公！」

			　ただ、冒険者や門番の兵士たちは好意的な反応だった。彼らにとってみても、ダンジョン内での盗賊行為は許し難いもののようだ。最悪の裏切りだしな。

			　疑われるかとも思ったが、ここではフランの外見がいい方に作用したらしい。こんな小さな子供が、嘘をついてまで大人の冒険者を拘束したりしないだろうと、そう考えてくれたようだ。

			　また、ギルドに連れていけば真偽がはっきりするだろうとも思ったらしい。

			　兵士たちが同行を申し出てくる。

			「ギルドまで行くのだろう？」

			「ん」

			「だったら、俺たちが一緒に行こう」

			　監視兼露払いってとこだろう。俺たちにとっても有り難い。兵士に出くわす度に説明をしていたら時間がかかりすぎるからな。

			「わかった」

			　フランが素直に頷いたことで、完全に信用されたらしい。

			　兵士三人が先導してくれることになった。

			　だが、ギルドに向かっている途中で異変が訪れる。

			　凄まじい怒気を身に纏い、大きな存在感を放つ気配が異様な速度で近寄ってくるのを察知したのだ。最初はソラスの仲間かと思ったが、すぐにそうではないと分かる。

			「フランちゃん！　大丈夫なのっ！」

			　エルザであった。軽く身構えていたフランが、相手がエルザだと知って安堵の息を漏らす。

			　いや、遠くからピンクのマッチョが高速で走り寄ってくる姿は全然安心できないけどね！

			　むしろ俺はちょっとだけ強く念動をチャージしてしまったのだ。

			　エルザはフランが連行されていると思ったらしく、最初は凄まじい闘気を兵士にぶつけてビビらせていた。

			　その後事情を聞いて、フランに心配そうな表情を向けている。

			「フランちゃん、怪我はなぁい？」

			「ん」

			「良かったわ～。怖くなかった？」

			「大丈夫」

			「ふふふ。強いわね。それで、こいつが盗賊野郎ね？」

			「そう」

			　エルザがソラスたちに怒気を向ける。その表情はまさに仁王だ。顔に被された布のせいで見えていなくても、エルザの恐ろしさを感じ取ることはできるらしい。ソラスと盗賊の全身が恐怖でブルブルと震えていた。

			　エルザがソラスの耳元で囁くように呟く。

			「良かったわね」

			「ひぃ……」

			　耳に吐息がかかる程の距離で発せられたオカマボイスに、ソラスが別の意味で悲鳴を上げている。

			「フランちゃんにかすり傷でも付けてたら、握りつぶしたうえで、すり潰してやるところだったわよ？」

			　傷はつけられてないけど、毒ガスは吸わされたな。言わんけど。言ったらエルザが暴走しそうだし。ここでソラスを殺される訳にはいかないのだ。

			　いや、大丈夫だと思うんだけどね？　絶対平気とは言い切れない迫力があった。

			『なあ、フラン。ソラスの仲間の捕縛、エルザに頼んじゃわないか？』

			（どうして？）

			『エルザならそいつらの顔を知ってる可能性も高いし、戦闘力も問題ない。俺たちがソラスを連れ回してそいつらを捕まえにいくよりも、捕まえられる可能性は高いと思うんだ』

			　俺たちが考えてたよりも注目を浴びてしまっている。このままギルドに向かって平気かと少々心配になっていたのだ。

			　ここでエルザに出会えたのは幸運だったかもしれない。

			「エルザ」

			「は～い。何かしらん？」

			「お願いがある」

			「任せて！」

			「まだ何も言ってない」

			「でも任せて！　何でもするから！　何をすればいいの？　ムカつくギルマスのアレをもいでくる？　それともフランちゃんに絡んだっていう馬鹿兵士たちにお仕置き？　探し出して潰す？」

			　もぐ？　潰す？　何を？　冗談だよね？　冗談だと言ってほしい。目がマジなんだけど？　いやいや、小粋なオネエさんジョークだよな？

			　なぜか寒気がする。剣の体なのに！

			　だがフランは全く意に介していないようで、いつもの様子で淡々とエルザに頼みを告げた。

			「この男の仲間を捕まえてほしい」

			「あらん？　仲間がいるのね？」

			「ん。冒険者ギルドにいる」

			「ほほう？」

			　その後、フランから男たちの名前や特徴を聞いたエルザの目が、ギラリと光った気がした。獲物を見つけたドラゴンの目だ。

			「そう。そんな馬鹿どもが他にもいるの」

			「捕まえ方は任せる」

			「うふふ。腕がなるわ～。生きてればいいのよね？」

			「ん。情報を聞ければいい」

			「分かったわ。もし殺しちゃって賞金が貰えなかったら、その分は私が補填するから！」

			　そういう話じゃないんだ。賞金なんかどうでもいい！　生きて捕えて、話を聞きたいんだよ。他の仲間の場所とか、過去の犯行についてとか。

			「じゃあ、行ってくるわ！」

			「ん。頑張って」

			　だめだフラン。こいつを頑張らせちゃだめ！

			「うふふふふふ！　滾たぎるわ～！　フランちゃんに応援してもらえたら勇気も元気も百倍よん！　もちろん愛もね！　待ってて！　すぐにふん捕まえてくるから！」

			　だが、フランから自重するように伝えさせる前に、風のような速さでエルザは去っていったのだった。

			『あーあ……』

			（師匠？）

			『いや、何でもない。なあウルシ』

			「オフ」

			　せめて原形が残っていることを祈ろう。

			


			　エルザが風のように去ってから三〇分。

			　俺たちはできるだけ急いでギルドへ向かっていた。

			　道順も覚えたし、俺たちだけだったら五分くらいなんだが、今は兵士も一緒である。彼らに合わせていたら、これくらいかかってしまっていた。

			「よ、ようやく、ついたな」

			「オン」

			「ん」

			　兵士がゼーゼーと肩で息をしている。ちょっと速く走り過ぎたかもしれない。だが俺もフランも、エルザがソラスの仲間を上手く捕まえてくれたか、気になって仕方なかったのだ。

			「ぎゃぁぁ！」

			「た、助けてぇ！」

			　冒険者ギルドの中に入らずとも、エルザが派手に暴れているんだろうっていうのは理解できたぞ。

			　フランがギルドの入り口をくぐると、エルザの前に四人の男たちが並べられているところだった。

			「あら、フランちゃんお帰り～」

			「そいつら？」

			「そうよん。もう裏はとってあるから、お仕置きの最中だったの」

			「何でも話す！」

			「罪も認めるから、助けてくれ！」

			「こ、これ以上は！」

			　涙を流した三人の男が内股で蹲り、一人はなぜかお尻を押さえて仰向けに倒れている。

			「じゃあ、あんたたちがダンジョンで他の冒険者を襲ってたのね？」

			「そ、そうです！」

			「首謀者は誰？　最初にやろうって言い出したやつ。リーダーとして指示を出してた奴がいたはずでしょ？」

			「い、います」

			「誰？」

			「そ、それは……」

			「喋ったら俺たち……」

			　口ごもる男たちをエルザが威圧する。

			「あらん？　私よりもそいつの方が怖いのかしら？　お仕置きが足りなかったみたいね？」

			　お仕置きというのが余程恐ろしかったのか、男たちの顔から一瞬で血の気が引いて真っ青になる。その視線は未だに尻を抑えて号泣している男に向いていた。

			「ひぃぃぃぃ！　ソ、ソラスです！　ランクＥ冒険者のソラスがリーダーです！」

			「あの人実力を隠してるんだ！　本当はランクＤ相手でも正面から勝てるくらい強いんだ！」

			「俺たちなんかあっと言う間に殺されちまう！」

			　心底ソラスを恐れているらしい。

			　何せ実力も上で、汚い真似も平気でやる相手だ。しかも、俺たちに出会う前はそれなりに周到に悪事を働いてきたようだし、大きさを測り知ることのできない巨悪のように思えていても不思議じゃないだろう。

			　実際その戦闘力はかなり高かった。

			「大丈夫よ。ソラスならもう捕まってるから。ね？　フランちゃん？」

			　話が振られた瞬間、ギルド中の視線がフランに向いた。

			「おい、あれって魔剣少女──」

			「噂のランクＤ──」

			「黒猫族がなんで──」

			「か、かわいい──」

			　好意的な視線は多くないようだ。悪意とまではいかないが、好奇と疑惑、あと好色がほんの少しってところだろう。

			「ん。これ」

			　フランがウルシの背からソラスを取り外し、エルザの前に放り投げる。

			「ぐぇ」

			「ありがとん」

			　エルザが未だに糸で拘束された状態のソラスから顔の布をはぎ取ると、仲間の男たちが悲鳴を上げる。恐怖で自分たちを縛りつけていた男が、情けない姿で運ばれてきたのだ。その衝撃は計り知れないようだった。

			「そ、それがソラスさん？」

			「まじか……」

			　フランはソラスの横に、もう一人の盗賊も放り出した。

			「こいつはどこに引き渡せばいい？」

			「ちょっと待っててね。事が事だし、ギルマスが来るはずだから」

			「ん。わかった」

			「待ってる間どうする？　お茶でもしてる？」

			「ん」

			「こいつらは──あんたたち、見張ってなさい」

			「はい！」

			　そこらにいた冒険者たちにソラスとその仲間を預けると、エルザはフランを先導してギルドの酒場に向かう。

			　放っておいて平気かと思ったら、エルザに命令された冒険者たちは思いのほか真面目に見張っている。これで逃がしたらエルザのお仕置きが凄いだろうし、そりゃあ真剣に見張るか。

			　それに、ここは冒険者ギルドだ。何十という冒険者に囲まれて、逃げ出すことなど不可能だろう。

			　エルザとフランがお茶を始めてから三〇分。

			　二人の前にはケーキの皿が二〇枚は重ねられている。エルザが一方的に話してフランは相槌を打つだけだが、どちらも楽しそうだ。エルザは話題も豊富だし、話も上手だった。これで外見さえまともならモテモテだろうに。男からか、女からかは分からんが。

			　ちなみにウルシはデカイ牛骨を貰って、それをガジガジ噛んで楽しんでいる。

			「やあ、なにか騒ぎがあったって？」

			　ようやくディアスがギルドに戻ってきた。

			「おっそいわよ。何してたの？」

			「見回りだよ。君こそ楽しそうだね？」

			「ええ、とーっても楽しかったわよ？」

			「はぁ、そうかい。それで、件くだんの裏切り者っていうのは──君たちかな？」

			「ひぃ！」

			「ひ……！」

			　おお、凄い殺気だ。お気楽そうに見えてもさすがはランクＡ冒険者兼ギルドマスター。冒険者ギルドに仇なす相手には容赦しないってことだろう。周囲の冒険者たちも、自分たちに向けられた訳でもないディアスの殺気に反応し、顔色を悪くしていた。

			「ふーん。なるほどなるほど。色々と悪事を働いていそうだね？」

			　読心を使っているのか？　多分使っていると思うんだが、さすがに感じ取れない。自分に向けられているわけじゃないうえに、隠密性の高い読み取る系のスキルだ。これを感じ取れるようになるには、察知や感知のスキルをもっと上手く使えるようにならなきゃダメなんだろう。

			「そしてこっちが首謀者？」

			「ええ、そうよ。名前はソラス。上手く実力を隠していたみたいね」

			「そうだね。僕にさえ顔を覚えられてないっていうのは、かなり凄いことだと思うよ」

			　そこまで徹底して、目立たないようにしてたってことなんだろう。実力者には極力近づかず、地味で無害な男を装って、弱者を食いものにしてきたのだ。

			『ディアス』

			（師匠君かい？　なるほど、こうやって個別に念話を飛ばすこともできるんだね）

			『ああ。そいつは、鑑定偽装と強制親和っていうスキルを持ってる。特に強制親和は厄介だ。所持者を友達みたいに錯覚させるスキルらしい。気を付けろ』

			「ふーん……。君、面白いスキルを色々持っているんじゃない？」

			「さ、さあ？　どうだろう？」

			「まあいいさ。すぐに自分から喋りたくなる」

			　ディアスの冷徹な声を聴いたソラスが顔を引きつらせて身震いした。

			「こいつはどうなる？」

			「そうだね。暫く取り調べをして、極刑、もしくは奴隷にして強制労働かな。でも、奴隷にしても、悪さしそうだからね。厄介なスキルがあるようだし、野放しは危険かな？　多分極刑になりそうだ。処刑の方法が安楽死か拷問死かは分からないけど」

			　拷問死とかあるのか。改めて物騒な世界だ。でも、こいつを野放しにできないのは賛成である。奴隷としてどこかに買われていったとしても、どうにかして解放されたりしそうだった。

			　いつの間にか冒険者たちに猿さる轡ぐつわを噛まされていた盗賊冒険者どもが、ムームーと何か訴えかけているが、周囲は完全に無視だ。

			　ただ、一つ問題がある。問題というか、残念なことというか。

			　ソラスのユニークスキルだ。

			　強制親和は相当強いスキルだと思う。ソラスのように多用していたらいつかばれるかもしれないが、要所要所で使えば露見する確率も少ないだろう。ソラスの場合はすぐに殺す相手だと思って、調子に乗って使いすぎたのだ。

			　だが、スキルテイカーの再使用にはあと二ヶ月近くかかる。さすがにそれまで生かしておいてくれと言っても、了承されないだろう。

			　諦めるしかなかった。

			「ん。それで構わない」

			「ありがとう。助かるよ」

			「それと、お願いがある」

			「なんだい？」

			「この二人の埋葬を頼みたい」

			　フランが次元収納からレストとイニーニャの遺体を取り出した。

			　その姿を見てディアスとエルザが顔をしかめる。

			「まさか襲われたのは雛鳥の止まり木かい？」

			「そんな、いい子たちだったのに」

			　彼らのことは二人も知っていたらしい。ディアスはしっかりと埋葬すると請け合ってくれた。

			　フランはイニーニャの顔の血を拭き、その体の上に布をかぶせる。

			　その眼には深い悲しみがあった。久々に出会った同族の死を、まだまだ飲み込み切れていないのだろう。

			「冒険者の為の共同墓地に埋葬するよ」

			「お願い」

			「ああそれと、この男たちの所持品はフラン君とエルザ君に権利があるが、どうする？」

			「あたしはフランちゃんのお手伝いをしただけだから、いらないわ。フランちゃんが好きにして？」

			（師匠？）

			『装備品は俺たちもいらないだろう。マジックアイテムならちょっと興味あったが。ポーション類なら興味がある』

			「ポーションはある？」

			「少しね。この辺がライフポーション。ほとんど低級だけど、一本だけマシなのがあるね。で、これは結構珍しいかな。マイナス作用軽減薬だ」

			「どんな薬？」

			「珍しすぎて僕も初めて見たけど、スキルなどのマイナス効果や代償を軽減してくれる薬らしいよ」

			『へぇ！　これって、俺にも効果あるかな？』

			　それに、ディアスでさえ初めて見たってことは相当貴重な薬なんだろう。

			「無機物には使える？　例えば連続使用ができないマジックアイテムにかけて、連続で使えるようにできる？」

			「面白いことを考えるね……。うーん、使えると思うよ。魔法薬だし」

			　よし、この魔法薬は確保しておこう。スキルテイカーの再使用を早めることができるかもしれん。

			「じゃあ、その高いライフポーションと、魔法薬だけもらう。後はいらない」

			「だよねー。じゃあ、こっちで処分して、君たちに支払われる報奨金に上乗せしておくよ」

			「私は報奨金もいらないわ。フランちゃんの手助けをしただけだもの」

			　エルザが報奨金などを辞退すると言い出した。ソラスたちはともかく、冒険者ギルドの酒場にいた奴らを捕らえたのはエルザなんだが。

			（どうする？）

			『うーん。くれるって言うなら貰っておこう。エルザには飯を奢るとか言っておけ。さすがに貰いっぱなしは怖い』

			　タダほど高い物はないのだ。

			「分かった、貰う。代わりに、エルザにはご飯奢る」

			「ということは、一緒に食事ってことよね？」

			「ん」

			「きゃー！　本当？　とーっても嬉しいわ！」

			　正解だったらしい。巨体をクネクネさせながら喜びの悲鳴を上げている。まあ食事そのものではなく、フランと一緒にという部分に喜んでいるようだが。

			『あとはギルドに任せておけばいいだろう』

			「ん」

			『強制親和はちょっと興味があったけどな』

			「む」

			　俺が呟くと、フランが難しい顔で唸った。

			『どうした？』

			（強制親和、奪えなくていい）

			『どうしてだ？　あれば色々と便利だぞ』

			（でも、いい。師匠、虚言の理の時も、怖いからあまり使わないって言ってた。でも、今は結構使ってる）

			『う……』

			（嘘を見抜く能力だけだし、私を守るためだって分かってる。私はまだ弱いから、仕方ない）

			『フラン……』

			（強制親和も、いざと言う時にしか使わないって言ってても、きっと色々な時に使うようになる）

			『それは……』

			　フランの言葉に俺は反論できなかった。実際、虚言の理をかなり便利遣いしてしまっている。

			（でも、人の心に踏み込むスキルは、怖い。虚言の理を持ってた……えーと、デブ貴族？）

			『オーギュスト・アルサンドな』

			　完璧に名前を忘れてたな。

			（オーギュストも、ソラスも、心が歪いびつだった。きっとスキルのせい。人を信用できなくなったんだと思う。だから、師匠にはあまり使ってほしくない）

			　フランにこうやって教えられるのは何度目だ？　俺って本当に情けない。保護者のつもりで、逆に諭されて、ようやく目が覚めるのだ。

			『そうだな……。フランの言う通りだ』

			　俺は強くない。便利なものがあれば、きっと誘惑に負ける。何かと言い訳をして、使うようになってしまうだろう。人の心を操るような、恐ろしいスキルを。

			　だったら、最初から持ってない方がいいか。

			『よし！　強制親和のことは忘れよう！』

			（ん。それがいい。あんなものいらない）

			　そう言えるフランを、俺は心底尊敬するよ。

			


			Side　？？？？

			


			「ソラスが捕まったというのは本当なの？」

			「ああ……。冒険者ギルドに引き渡され、その部下も捕らえられた」

			「なんてこと……。魔薬は？」

			「当然、差し押さえられた」

			「そんな！　わざわざ直接受け取るためにウルムットまで出向いたというのに！」

			「魔薬の残量はどうだ？」

			「かなり減っているわ……。バルボラで入手できないとは思っていなかったから」

			「トルマイオ商会が潰されたんだ、仕方ないだろう。ゼライセとも連絡が取れないし……」

			「あの商会は、領主の息子が出資しているから、何があっても大丈夫じゃなかったの？」

			「単なる禁制品の密売程度だったらな！　何を血迷ったのか、反逆罪だとよ！」

			「まずいわね。手持ちの魔薬じゃ絶対に足りない」

			「それ程か……王都への帰還を早めたとしても、間に合わないか？」

			「無理！　数日分しかないわ。最悪、暴走するかもしれない」

			「ちっ……」

			「このままじゃ、私達まであの方の不興を買ってしまう！　どうするの？」

			「そのことで、一つ使えるかもしれない情報がある」

			「どういうことよ？　魔薬の新しい入手先でも見つけたの？」

			「いや、違う。ソラスを捕まえた冒険者なんだが、まだ年端もいかない少女。しかも黒猫族らしい」

			「はぁ？　ありえないでしょう？　ソラスはダンジョンの中でなら私達よりも強いのよ？」

			「だが、本当の話だ。その娘は、魔剣少女という名で呼ばれているらしい」

			「魔剣少女？」

			「ああ。黒猫族の小娘が、ソラスを捕まえるほど強いわけがない。ならば、その魔剣に秘密があるはずだ。余程高位の魔剣なんだろう」

			「そう言えば、町の外でセルディオが反応した小娘……。黒猫族だったわね」

			「多分、その娘だ。考えてみれば、セルディオが反応するほどの魔剣だ」

			「強力な力を秘めているのは間違いないということね……」

			「その魔剣さえあれば、あの方もお許し下さるんじゃないか？」

			「そうね……。いえ、むしろ魔剣を手に入れた方がお喜びになるかもしれない」

			「だろ？　こうなったら一か八か、その魔剣に賭けるしかない。ソラスに加えて、セルディオとダールムも使う」

			「セルディオまで投入するの？　下手をしたら私たちの行動が露見するのではない？」

			「失敗すれば、どちらにせよ俺たちは追い詰められるんだ。だったら、ここは必勝を期すべきだ」

			「……わかったわ。セルディオとダールムへの調整は私がやる。ソラスの方は任せていいわね？」

			「ああ。いざという時のために『剣』を持ってきておいてよかったぜ」

		

	
		
			第三章　新たな依頼と、新たな目的

			


			　ウルムットのダンジョンに初めて潜った次の日。

			「フランちゃん！　ちょっと待って」

			「ん？」

			　迷宮に向かって歩いていたフランを呼び止める声があった。まあ、見なくとも誰だか分かるが。

			「フランちゃん、おはよう！」

			　エルザだ。筋肉の鎧に包まれた巨体を揺らしながら、内股で走ってくる。うーん、迫力満点だぜ。

			　ウルシも同感らしく、尻尾を股の間に挟んで伏せをしている。最初から戦意喪失だ。

			　平気なのはフランだけだな。凄いぞフラン。

			「エルザ、どうした？」

			「実はね、フランちゃんに会いたいっていう人がいてね。その人に頼まれてフランちゃんにお願いに来たの」

			「会いたい人？　私に？」

			「そう！　冒険者から話を聞いて興味を持ったんですって！　噂の魔剣少女にぜひ会ってみたいって！　どう？」

			　エルザの言い方からすると、その人は冒険者じゃないみたいだ。それに、エルザにお願いをできるって時点で、権力者なのか？　貴族とか？

			「どんな人？」

			「うーん、悪い人じゃないわよ？　昔は冒険者をやってた人だから堅苦しくもないし。この町の獣人の取りまとめ役みたいな人だから、知り合っておいて損はないと思うし」

			　やはり権力者か。しかも名ばかりの貴族などではなく、大きな影響力を持っているようだ。仲良くなれれば色々と役立ちそうな繋がりだった。

			　ただ、仲良くなれるとも限らないのが俺たちなんだよな。場合によっては生意気と思われて嫌われる可能性もある。それに、その人は獣人なんだろ？　黒猫族のフランに会いたいっていうのが胡散臭いんだが。

			（でも、エルザの紹介）

			　フランの言葉にも一理ある。

			『確かに、エルザが変な奴をフランに紹介するとは思えないか』

			（ん）

			『それにしても、フランは短い間でエルザを信用してるな』

			（そう？）

			　エルザはフランが首を傾げているのを見て、不安を感じていると思ったらしい。

			「分かるわ。不安なのよね？」

			　まあ、色々な意味でな。

			「大丈夫！　私も一緒よ！　もしその人がフランちゃんに馬鹿な真似しようとしたら、私が責任をもって潰すから！」

			　何を？

			「キャィン……」

			　あー、ウルシが涙目だよ。ほれ、怖くないぞー。

			　ただ、ここまで言ってくれているんだし、会うくらいは構わないだろう。最悪、ディアスに仲立ちを頼むことになるかもしれんが。

			「……分かった。会う」

			「ありがとん！　じゃあ、案内するわね」

			「ん」

			「近道してもいいかしらん？　フランちゃんたちならついてこれると思うし」

			　そう言ってエルザが跳んだ。

			　どうやら屋根の上を走って、目的地までショートカットする気らしい。この迷路のような町だったら、それもありなのだろう。怒られないかが心配だけど。

			　いや、エルザに面と向かって文句を言う奴はいないか。まあ、時間短縮になるならいいや。

			　ただ、エルザが軽やかに飛び跳ねている光景は違和感が凄いな。しかも屋根の上を跳んでいるんだが、いつ屋根を踏み抜くか心配でならない。ああ！　今ちょっと変な音しなかったか！　ていうか、窓からエルザを見た子供がギャン泣きだぞ！

			　やばい、いつの間にかエルザから目が離せん！

			「こっちよん！」

			「ん」

			　フラン、よく平静な顔でいられるな！

			


			　一〇分後。俺たちは大きな屋敷の前にたどり着いていた。

			　貴族の屋敷と言われても納得できる豪華さだ。入り口にはかなり強そうな獣人の門番が二人立っている。

			「ここ？」

			「ええ。オーレル翁のお住まいよ。こんにちは」

			「エルザ様！　お久しぶりです。どうぞお通り下さい」

			　エルザが軽く手を挙げながら挨拶すると、門番たちが気を付けをしながら声を張り上げる。

			　冒険者たちだけではなく、ここでもこの扱いか。

			　たちの悪いことに、エルザに向けられる視線には多分に尊敬の念が込められているのだ。

			　改めて思う。ウルムット、大丈夫か？

			「お邪魔しまーす。あ、こっちの子たちは私の連れだから気にしないでねん」

			「はっ」

			　フランやウルシまで顔パスか。エルザの影響力が凄まじかった。

			　エルザはフランを引き連れて、門から屋敷への石畳を進んでいく。

			「ここの主であるオーレル翁の依頼を色々とこなしてたら気に入られちゃって。今じゃ出入り自由なの」

			「すごい広い」

			「オン」

			「元ランクＢ冒険者だし、交易にも成功してるしね。それに国王様の御側に仕えていたこともあったんですって」

			　絵にかいたような成功者ってことか。だとすると、よりフランとは合わなそうなんだよな。もしマズそうな雰囲気になりそうだったら、目を付けられる前に適当な理由を付けて退散しよう。

			　まあ、呼び出されている時点で目は付けられてるけどさ。

			　それにしても庭も広い。まだ屋敷に到着しないぞ。

			　庭には色取り取りの花が咲き誇り、噴水や彫像が配置され、非常に美しい光景が広がっていた。屋敷の主はかなりの趣味人なようだ。

			　エルザが花の名前なんかを教えてくれる。あれは香水に使えるとか、どれの精油が保湿能力が高いとか、フランは全然興味が無い情報だけど。

			　エルザは庭を抜けて屋敷の入り口にたどり着くと、ノックもせずに扉を開けて中に入っていく。本当に勝手知ったるという感じであるらしい。

			「おじいちゃん！　来たわよー」

			「エルザ様。ようこそおいで下さいました」

			「あらシャラ。お久しぶり。こないだあげた保湿クリームはどうだった？」

			「肌馴染みもよく、大変助かっております」

			「ならよかったわ」

			　出迎えてくれたメイドさんにフレンドリーに話しかけるエルザ。

			「シャラ、オーレル翁はどこかしらん？」

			「今はテラスで寛いでおられます」

			「ありがと。フランちゃんこっちよ」

			「ん」

			　メイドさんの案内を断ったエルザは、迷いのない足取りでフランを連れて進んでいく。

			　屋敷の中も豪華だ。美術的価値が高いと思われる絵画が飾られ、高そうな壺には美しい花が活けられている。

			　エルザが向かったのは二階の奥にあるテラスだった。

			　ここも広い。しかもこの屋敷自体が高台にあるおかげで、ウルムットの町が一望できた。この眺めにはさすがのフランとウルシも感動したみたいだ。

			「おー」

			「オフー」

			　小走りに手すりまで駆け寄ると、目を輝かせてテラスから町を見ている。

			　屋敷の主人であろう、白髪の老人そっちのけで。

			「はははは。気に入ったかね？」

			　良かった、度量が広い人のようだ。完全に無視されたのに、フランたちを微笑ましいものを見る顔で見つめている。

			「ん！　凄い」

			「オン」

			　フランたちの感動も分からなくもない。空から見下ろすのと、テラスから眺めるのではまた違う雰囲気なのだ。風景に深い奥行があるというか、より人の息づかい感じることができる気がした。

			「そりゃ良かった。俺は白犬族のウィジャット・オーレル。お嬢ちゃんの名前を聞かせてくれるかい？」

			「ん。黒猫族のフラン。こっちはウルシ」

			「オン！」

			「今日は俺の招待を受けてくれてありがとうよ。まあ、座ってくんな」

			　なんだろう、エルザとはまた違った迫力があるな。あれだ、マフィアのドン的な？　そんな感じの迫力だ。声にもドスが利いていた。

			　多分、かなり高齢だと思われるが、背筋もピンとしていて、歩く姿もかくしゃくとしている。

			「おじいちゃんはね、なんと七〇歳越えてるのよ？　どうやったらそんなに元気なのか、教えて欲しいわよね～」

			「簡単なことだ。いつでも目的をもって、そのために努力するのさ。そうすりゃ、老けてる暇なんざなくなる」

			　そう言ってニヒルに微笑むオーレル。か、かっこいい。同じ男としてちょっと憧れちゃうぜ。こんな年の取り方をしたいもんだ。それに、想像していたような面倒そうな相手じゃなくてよかった。

			「これが美味いんだ。ぜひ食ってみてくれ。俺の好物なんだ」

			「ん」

			　オーレルが、メイドさんが用意したお茶やお菓子を勧めてくれる。

			　老人の言う通り相当美味いのだろう。フランはクッキーをボリボリと噛み砕きながら、早速お茶をお代わりしている。

			「この茶も、クローム大陸産の茶葉だぜ？　年取ってから覚えた趣味だ。この屋敷の中にあるもんの中じゃ、唯一こだわってる物だ」

			　唯一？　美しい庭や、屋敷の美術品はこだわってないのか？

			「絵とか花は？」

			「庭は庭師に適当に頼んでるだけだからな。俺の趣味通りにやらせたら、あっと言う間にジャングルだ。絵も、持ち込みの美術商から適当に買い上げただけだよ。権力なんてものを持っちまうと、外面も気にしなきゃならんのさ。下らんことにな」

			　自嘲気味に笑うオーレル。

			　元冒険者だというし、本当はもっと質素な暮らしをしたいのかもしれない。

			「わたしを何で呼んだ？」

			「ははは。せっかちだな。別に特に理由はねーんだ。ただ、最近噂になっているっていう魔剣少女が獣人だって聞いてな。会っておきてーと思ったんだ」

			「さっきも言ったけど、おじいちゃんはこの町の獣人の顔役みたいなものだから。フランちゃんが気になったみたい」

			「顔役なんて大層なもんじゃねーよ。ただ、離れていた時期もあるが、このウルムットで五〇年以上冒険者をやってるからな。多少顔は広いのよ」

			　本当にそれだけなのか？　特に裏もなく？　ここは虚言の理を使っておこう。フランに使い過ぎだって言われたばかりだけど、ここは仕方ない……よね？

			「恐ろしく強い獣人の少女だっていう話を聞いたからよ。興味が湧いたのさ」

			「どう、おじいちゃん？　フランちゃんは可愛いでしょう！　しかもとっても強いの！」

			「お前さんが気に入りそうな娘ではあるな。まあ、俺に対して物怖じしねー子供も久しぶりだ。気に入ったぜ」

			　気に入ったっていうのは本当だ。

			「どうやら噂の内容は本当か？　エルザの太鼓判もあるしな」

			　噂というのはどんな話なんだ？　疑問に思っていると、オーレルが笑いながら噂の内容を教えてくれる。曰く、ランクＤでありながら凄まじい戦闘力を誇る。曰く、敵対者に容赦しない。曰く、エルザのお気に入りである。曰く、強力な魔剣を手足の如く操る凄腕の剣士である。曰く、その強さはランクＢ冒険者にも匹敵する。

			　各地での活躍が、商人や冒険者の口づてに伝わったらしい。

			　意外と本当のことが多くて驚きだ。しかし、フランはどこか不審げな表情だった。

			「私は黒猫族。それでも信じるの？」

			　フランは黒猫族を馬鹿にする者を許さない。しかし、だからこそ自分たちの種族が獣人の間でどれだけ低く見られているかも分かっている。その風潮を痛い程分かっているからこそ、より苛烈な反応となるのだ。舐められないように。

			　しかし、オーレルはその言葉を鼻で笑う。

			「ああ？　黒猫族だからって絶対弱い訳でもねーだろう？　実際、俺は若い頃に恐ろしく強い黒猫族に会ったことがあるぜ？　ここのダンジョンでな」

			　そう言うオーレルは、どこか懐かし気な顔だ。

			「へえ？　あたしその話初めて聞いたわ」

			「言ったことねーからな」

			「その人は今どうしてるっ？」

			　フランが珍しく強い口調で尋ねた。まあ、自分以外の強い黒猫族の話なんて初めて聞いたからな。

			　イニーニャも黒猫族の中では強い方だったかもしれないが、フランにくらべたら強者とは言えなかった。

			　だが、元ランクＢ冒険者のオーレルが恐ろしく強いと言うのであれば、本当に強かったのだろう。

			　フランが興味を持たない訳がなかった。

			「……今はどうしてるのか……。俺も分からないな」

			「じゃあ、どんな人だった？」

			「さてな、五三年も前の話だ。もう忘れちまったよ」

			　嘘だな。でも、どうして誤魔化したんだ？　ダンジョンで死んじゃったとかなのか？　実際、オーレルの表情は暗い。あまり詳しくは話したくないのかもしれなかった。

			「そう……」

			「まあ、獣人相手なら多少の顔は利く。困ったことがあったら何でも言ってきな。できることはしてやるからよ」

			　フランのために何かをしてくれるっていうのは本当みたいだ。ただ、過去にいた黒猫族のことには突っ込まないでおこう。話したくないことに突っ込んだら、せっかく友好的な相手を怒らせてしまうかもしれなかった。

			「ああ、そう言えばイニーニャ嬢ちゃんの埋葬は俺が請け負った。今朝、墓地に葬ったところだ」

			「ありがとう」

			　随分と早い。葬式とかもなしなのか？　いや、冒険者の埋葬なんてそんなものなのかね？

			　だが、ベテラン冒険者であるエルザも、早いと感じたらしい。

			「え？　もう埋葬を終えちゃったの？　フランちゃんだって最後に挨拶したかったでしょうに」

			「ん？　もう見送ったからいい」

			「本当にいいの？」

			「ああ、エルザはこの国の出身だったな。じゃあ、知らないのも無理はねーか」

			　オーレルがエルザに説明する。獣人にとっては死した直後、魂が抜けて天に昇る瞬間に見送り、悼いたむことが最重要であるらしい。魂が抜けた後の肉体はそれほど重要視されず、葬式も簡素なんだとか。葬式は死者への敬意を表すものではなく、親類知人が故人の死を認識して、受け入れるためのものであるという意識が強いそうだ。

			「獣人が神代の頃より、戦闘種族として戦場で死ぬことが多かった名残なのだと思う。戦場で死ねば葬式などする余裕はないし、死んだ直後に仲間に見送ってもらえればそれでいいという考えだな。その後、自分の死体がどうなろうと気にしないどころか、仲間が土塁の代わりにでも使ってくれれば本望という訳だ」

			　ある意味合理主義と言うか、戦闘に身を置く者が多い獣人らしい考え方なのだろう。

			　フランも、イニーニャの遺体を前にその死を悼んだことで、見送りはすでに終えたと考えているようだった。

			「あとよ、実は嬢ちゃんに一つ依頼を出してぇ。いいか？」

			　依頼？　唐突だな。会ったばかりのフランに何を頼むのだろうか。

			「どんな？」

			　フランが聞き返すと、オーレルは何かを取り出してテラスのテーブルの上に置いた。

			　ペンダントのようだな。

			「配達依頼だ。場所はすぐそばだな。エルザだったら今日中に終わらせるだろう」

			「だったらエルザに頼めば？」

			「いや、俺は嬢ちゃんに頼みたい。どうだ？」

			　オーレルがフランをじっと見つめる。

			「わかった」

			　フランはオーレルに対して即座に首を縦に振った。俺に相談もなしで即答というのは珍しいな。

			　オーレルの意図が読めないのは少し不安だが、フランが受けていいと思うんなら俺に文句はない。

			「そうか。ありがとうよ」

			「ん」

			　オーレルはホッとしたような顔で微笑む。どうしてもフランに受けてもらいたかったらしい。

			「じゃあ、依頼だ。こいつをある人物に届けてほしい」

			　やはりこのペンダント自体が依頼に関係のある品か。あらかじめ用意していたとしか思えない。つまり、フランがお眼鏡に適えばすぐに配達を依頼するつもりだったのだろう。

			　フランがペンダントを手に取る。黒い石のはめ込まれた、地味なペンダントだ。ロケットみたいに裏側が開くようだ。依頼品を勝手に開かないけどね。

			　ただ、魔力なども一切感じないし、どう見ても普通の安物のペンダントだった。冒険者に依頼を出して配達する程の品には思えない。

			　しかし、次にオーレルの口から出たのはとんでもない言葉だった。

			「おう。これを、東のダンジョンのダンジョンマスターに届けてくれ」

			『はあ？』

			「ダンジョンマスターに？」

			　あぶねー！　思わずオーレルに対して聞き返しそうになってしまった。

			　だってダンジョンマスターだぞ？

			　しかし、聞き返すフランに対して、当然といった表情でオーレルは頷いている。

			「おう。いいか、絶対に嬢ちゃん自身が手渡してくれよ」

			「どうやって？」

			「それを考えるのも依頼の内だ」

			　そもそもダンジョンマスターにこんな物を渡してどうなるっていうんだ？

			　ディアスと契約を結んでいるという話だった。つまりそれだけの知性があるっていうことなんだろう。行く前にディアスから話を聞く方がいいかもしれない。

			「まあ、とりあえずダンジョンの最深部に行ってみたらどうだ？　嬢ちゃんなら不可能じゃないだろ？」

			　言ってくれるね。挑発する意図はないだろうが、フランは完全に乗せられてしまった。やる気満々の顔で頷いている。

			「ん！　もちろん！」

			　さて、この依頼で何が起きるのか、全く予想もできん。

			　この後どうするか……。オーレルの屋敷を辞去してエルザとともに冒険者ギルドに向かっている最中、フランがなぜか謝ってきた。耳がへにょっと垂れ、本当に申し訳なさそうな顔をしている。

			（ごめん）

			『うん？　何がだ？』

			（勝手に依頼受けた）

			　ああ、そういうことか。

			『ちょっと不用心だったとは思うが、お前が受けたいと思ったんだったらいいんだよ』

			（ありがと）

			『でも、ずいぶんとあの爺さんを気に入ったな？』

			　気きっ風ぷも良いし、大らかで話もしやすい。確かにフランが気に入りそうな相手だが、それにしてもあっさり依頼を受けたと思う。

			　イニーニャの死によって落ち込んでいたフランの気持ちが少しは上向いたように思えるので、俺としては嬉しいんだが、少し気になった。

			　だが、フランも気分だけで判断した訳ではないようだった。

			（あのおじいちゃん、進化してた）

			『え？　まじ？』

			（白犬族の進化した種族。白狼だった）

			『でも、白犬族って名乗ってなかったか？』

			　自分で、白犬族のウィジャット・オーレルと言っていたはずだ。

			（進化しても、白犬族は白犬族。白犬族の白狼になるだけ）

			『ああ、そういう感じなのか。じゃあ、フランが進化しても黒猫族のままなのか？』

			（ん。黒猫族の何々）

			『でも、あの爺さんが進化してるなんて、よく分かったな』

			（獣人同士なら何となく分かる）

			『へぇ、そういうもんか？』

			（ん。そういうもの）

			　そこら辺は野性の勘？　もしくは種族特性なのか。

			（進化するために話を聞く。その代わりに、まずは依頼を引き受けた）

			『そういうことか』

			「ん」

			　しっかりとした考えがあって依頼を受けていたらしい。

			「あら？　何か言ったかしら？」

			「なんでもない」

			「そーお？」

			　ギルドへエルザお得意のショートカット移動で向かいながら、ダンジョンマスターについての話を聞いてみた。　

			　たまに屋根の上で洗濯物を干している人に出くわしてメチャクチャ驚かせたりしながら、エルザが色々と教えてくれる。

			「依頼については一度ギルマスに報告した方がいいわ。ギルドを通しての正式な依頼にしてもらえば、フランちゃんのランクアップに役立つはずだもの」

			　それに、ダンジョンマスターに会うというのは俺たちの想像以上に難しいことのようだった。なにせ、エルザでさえダンジョンマスターと対面したことはないのだという。

			「そうなの？」

			「最深部に行ったからって、引きこもってるダンジョンマスターに会えるってもんじゃないし。確実に会ってもらえるのなんてギルマスくらいじゃないかしらね？」

			　おいおい。まじでこの依頼、達成できるのか？

			「むー」

			『まあ、受けちゃったんだし、依頼をどうやって達成するか考えよう』

			　オーレルがわざわざフランに頼んできた真意も分からないままだが、失敗時の罰則や違約金もないし、最悪は依頼不達成でも許される。だからって失敗するつもりはないが。

			　ギルドに到着した俺たちは、早速ディアスに会いにいった。

			　普通ならこんな簡単にギルドマスターに合えないんだろうが、俺たちにはエルザがいる。

			　エルザがギルマスに用があると言えば誰にも止められなかった。

			　執務室に入ると、珍しく書類仕事をしている。俺たちがウルムットに来てからまだ短い期間しか経っていないが、ディアスがまともに仕事をしている姿なんて想像もできない。外を出歩いているイメージしかなかった。

			　それはエルザも同じだったようで、軽く驚いている。

			「あらん？　珍しくいるわね」

			「そりゃあ、僕だっていつも出歩いている訳じゃないからね。何か用かい？」

			「ええ、フランちゃんがね」

			「ほほう？」

			　ディアスの視線を受けたフランは、オーレルに受けた依頼について語った。

			　オーレルに呼び出されたところから話し始め、美味しいお茶をご馳走になった辺りを一番熱く。そして最後に依頼を受けた辺りはパパッと。

			「そう、オーレルに会ったんだね……」

			「知り合い？」

			「まあね。狭い町だから。しかし、彼からの依頼ね」

			「おじいちゃんの意図が分からないのよね。ギルマスは分からない？」

			「ふむ……。オーレルも……」

			　ディアスが軽く考え込む。

			「ん？」

			「いや、何でもないよ。この依頼、受理しよう。ただし、いくつか注意があるよ？　まず、当たり前だがダンジョンマスターへ危害を加えることは禁止だ。破ると軽くて死罪だからね？」

			「分かってる」

			　散々聞かされたし、きっちり理解している。下手したらダンジョンマスターによってウルムットが壊滅するかもしれないし、俺たちから攻撃するつもりはなかった。

			「あと、ダンジョンマスターに会えるかどうかは分からないよ？」

			　エルザでさえ会ったことがない訳だし、仕方ないだろう。

			「それも分かってる」

			「ならいい」

			「ん」

			「まあ、彼女はかなり気難しい。たとえ会えたとしても、怒らせないことをお勧めするよ」

			「彼女？」

			　ダンジョンマスターって女性なのか？

			「おっと。それも自分で確かめるといい。僕が軽々しく言いふらしていい事じゃないからね」

			「わかった」

			　その後、俺たちは東のダンジョンマスターの情報を調べたのだが、有益なものはほとんど得ることができなかった。意図的に隠されているようで、女性である、会話ができる、ということ以外は何も分からなかったのだ。

			　何かヒントがあるかもしれないと調べた西のダンジョンマスターに関しても、同様だった。そもそも、西のダンジョンは東のダンジョンの付属物扱いらしく、ボスはいてもマスターはいないらしい。いや、東のマスターが西のマスターでもあると言った方がいいかもしれない。

			　そもそも最深部に到達できる者が少なく、そこからダンジョンマスターに会うことができた者はほとんどいないという。

			『とにかく行ってみるしかないか』

			「ん」

			　どちらにせよ東のダンジョンの下層を目指すつもりだったのだ。

			


			


			『フラン、行けそうか？』

			「ん」

			　ウルムットに到着してから五日目。

			　俺たちは東のダンジョンの一四階にいた。今はこの辺の階層で魔獣を狩りつつ、罠に関するスキルの腕を磨いている。

			　オーレルからの依頼も達成しなくてはならないが、急いで怪我をしては元も子もない。焦らずゆっくりと攻略を進めているのだ。

			　目下、フランは罠と格闘中であった。すでにダンジョンの下層まで来ているだけあり、この辺の罠はその難解さも嫌らしさも上層階とは段違いだ。

			　例えば、ダミーのワイヤーが無数に用意されているかと思ったら、実は何もしなければ発動しなかったり。飛び出た矢が違う罠を起動させ、その罠がさらに違う罠を起動させたり。

			　内容も、猛毒系や転移系の危険度の高い罠が増えてきた。

			　また転移封印や気配察知封印などの、特殊空間も姿を見せ始めている。まあ、封印無効を持っている俺には意味ないが。

			　ギルマスがダンジョンマスターと交渉をしたとは言え、そこはやはりダンジョン。単なる修行場ではないようだった。

			「……ん。できた」

			『お？　どれ』

			　うん。綺麗に解除できているな。

			　このダンジョンは、下層に行くと罠の量が凄まじいこともあり、魔獣には察知系、感知系、罠系のスキルを持つものが多い。戦闘力はそれ程高くはないものの、罠や暗闇を利用した嫌らしい闘いを仕掛けてくるのだ。

			　だが、その魔石を吸収しまくったおかげで、俺のスキルレベルは相当上がっていた。全方位察知４、全存在感知４、罠解除４である。

			　しかも練習用の罠にも事欠かない。おかげで、フランの罠解除の腕前は、ダンジョンに入った頃に比べて飛躍的に向上していた。

			　それに、先日バルボラで購入した魔石から手に入れた新魔術、氷雪魔術、溶鉄魔術が罠の解除に中々役立ってくれるのだ。

			　まあ、もう一つの月光魔術は全然使い所が無いけどね。夜間にステータスが上昇するムーン・フェイズと、一定時間暗視能力を得るナイト・ビジョン。正直微妙だ。しばらくは使わないかな。レベルを上げて、反射系の魔術を早く手に入れたいところだ。

			　ただ、他の二つは絶賛使用中である。

			　氷雪魔術で罠の内部を凍らせて固めてしまえば、罠の発動を阻害できるし、爆破系の罠ならそれだけで阻止できてしまう。

			　溶鉄魔術はさらに応用ができた。その名の通り鉄を溶かして罠自体を無効化したり、ギミックを溶接して動かなくしたりできるのだ。

			　とは言え、さすがは罠メインダンジョン。フランの腕前が上がってきたといっても、まだまだ解除が確実とは言い難かった。

			　今も、フランが短く声を上げている。

			「あ」

			『ショート・ジャンプ！』

			「キャイン！」

			　今まで俺たちがいた場所に、超高速で放たれた水の弾丸が降り注いでいた。直撃していたら大怪我だっただろう。頭部などに当たっていれば命も危うい威力だ。しかも水なので見え辛かった。

			「ごめん」

			『まだ完璧とはいかないか』

			「ん」

			　とは言え、今の罠は解除しないと先に進めないタイプだったし、仕方ない。

			　今の俺たちの目標は、オーレルからの依頼以外に四つある。

			　一つは俺たちのレベル上げ。一つがランクアップのクエスト達成。一つは各種スキルの習熟。そして、最後の一つが思考操作系スキルを防ぐためのスキルを手に入れること。

			　具体的には強制親和や思考誘導のような、こちらの思考や精神に僅かに働きかけてくる嫌らしいスキルを防ぐためのスキルだ。

			　これらのスキルは状態異常などとも違い、ほんの僅かな操作や、簡単な誘導だ。

			　だからこそ気づき難く、上手く使われると非常に厄介である。

			　ウルムットに来てから二度もその類のスキルに裏をかかれた俺たちは、それら思考操作系スキルを防ぐための方法を探すことにした。

			　手っ取り早く防御系の魔道具はないかと思ったが、そう都合よく売っている訳もない。エルザに教えてもらった魔道具屋を巡ってはみたが、発見することはできなかった。しかも高位のスキルを完全に防ぐような魔道具は特に高いらしく、売っていたとしても到底俺たちの所持金では購入できない額である。

			　となると、やはりスキルだ。

			　それっぽいスキルを持った魔獣の情報はないかと、冒険者ギルドの図書室で調べること三〇分。そこで想像以上に詳しい情報を得ることができたのだ。

			　ダンジョンマスターと契約を結び、出現魔獣が長年固定されていることでそれらに関する情報が蓄積されているらしい。出現階層や弱点だけではなく、各種素材の利用方法や、鑑定持ちの冒険者が調べた魔獣の所持スキルの情報なども事細かに纏められていた。

			　結果、このダンジョンの深層に面白いスキルを持った魔獣がいると分かったのだ。

			　そのスキルの名前は思考遮断。

			　戦闘の記録もいくつか記載されており、そこにはディアスが若い頃にその魔獣と戦った時の記録が残っていた。

			　その際、思考誘導スキルに数回に渡って失敗したと書かれている。その魔獣が思考遮断を高レベルで所持していたことから、このスキルがあれば思考操作系スキルを防ぐことができると考えられた。

			　なので今の俺たちはスキルの練習をしつつも、思考遮断スキルを持つ魔獣の生息しているダンジョンの深層──つまり一八階以降を目指して進んでいた。

			　オーレルの依頼の件もあるし、一石二鳥だね。

			　本格的に攻略を目指してダンジョンに突入してから二日。

			　すでに一四階への階段の目前だ。

			　悪くないペースだと思う。いや、他の冒険者と比べたら異常な速度だろう。

			　それもこれも頼れる便利スキル、次元収納のおかげである。

			　他の冒険者と違って大量の食糧なども担がずに済むし、そのお陰で荷物が探索の邪魔にならない。ゲットした魔獣素材なども同様に仕舞っておける。それだけでもダンジョン探索においては非常に大きなアドバンテージなのだ。

			　普通の冒険者だと倒した魔獣をその場で解体して、できるだけ貴重な素材や納品用素材だけを持ち帰るらしい。

			　解体というのは地味に時間がかかるし、持ち物が重くなればその分進む足も遅くなる。しかもダンジョンを進めば進むほど、出現する魔獣が強くなるうえに、罠は難易度が上昇して設置数も増える。結果として、ダンジョンを進めば進むほど攻略速度は低下していくのだった。さらに、魔獣の素材には腐敗しやすい物も多いし、積載量にも限りがある。

			　ダンジョン深部の攻略を目的としていない限り、何日間もダンジョンに潜り続ける冒険者はそう多くないようだ。

			　また、問題は重さなどの物理的なものに限らない。いつ魔獣に襲われるか分からない暗い穴ぐらの中で、不味い携帯食を食べながら這いずり回る生活だ。精神的に参ってしまう冒険者も多い。モチベーションが長く続かないというのも、長期間のダンジョン探索を阻む壁となっているらしかった。

			　その点、フランとウルシは全くへこたれた様子がない。何せ食事も美味しいし、寝床はベッドを持ち運んでいるのでフッカフカである。他の冒険者とは生活水準が違っているのだ。しかもバトルジャンキーの才能が開花しつつあるフランたちは、魔獣が強くなることを喜んでさえいた。モチベーションは低下するどころか、テンションが上がり続けている状況だ。

			　今も、戦い甲斐がありそうな魔獣を前にして目を輝かせている。

			「今度こそ一撃で仕留める」

			「グル！」

			　一四階に下りて最初の部屋に、大きな影が複数佇んでいた。

			『ハイ・オーガか』

			　オーガの上位種だ。体長は四メートル近く、鉄剣さえ弾く硬い皮膚と、発達した筋肉の鎧を備えている。その膂りょ力りょくの凄まじさは、扱う武器からも想像ができる。鉄製の巨大棍棒や、ドラム缶サイズの鉄球に持ち手を付けた巨大メイスを軽々と振り回しているのだ。また、このダンジョンでは珍しい、特殊能力を持たない脳筋タイプの魔獣でもある。

			　一つ上の一三階から出現するようになったのだが、こいつが想像以上にタフな相手だった。それこそ、内臓がはみ出るような傷を負わせても、高い再生力のおかげで復活してくるのである。

			　殺したつもりのハイ・オーガに反撃されて驚かされたのが余程悔しかったらしく、フランはこいつらを一撃で葬ることにこだわっていた。

			『じゃあ、この部屋は罠なしだな』

			　また、このダンジョンにいる魔獣で唯一罠に対応できないのがこいつらだ。それゆえハイ・オーガがいる部屋にはまったく罠が仕掛けられていなかった。

			　絶対に自爆するからだろう。

			　その分パワーがあり、ランクＤ冒険者でも手こずる強さを誇っているが。

			　正面からの戦いで普通に勝てる俺たちにとっては、罠を気にせずに戦える安心安全な場所であった。

			　フランが剣で倒すことにムキにならず魔術を使っていれば、発見直後に瞬殺できているだろう。

			『行くぞ！』

			「ん」

			「ガルルルル！」

			　奇襲で一気に殲滅する。あまり時間がかかってしまうと、他の魔獣が集まってくることがあるからだ。

			　ウルシが右端のハイ・オーガに一気に飛びかかり、牙を突き立てようとする。

			「ガルルァ！」

			　そして、俺たちに矢が降り注いだ。

			『うぉ！　エア・シールド！』

			「ガウゥン？」

			　俺は咄嗟に魔術で防ぎ、ウルシは慌てて影に潜る。

			　どうやらこの部屋には罠があったらしい。ハイ・オーガを見ると、矢が全て硬い皮膚に弾かれている。

			　なるほど。ハイ・オーガにとっては全く問題ない罠ってことか。だが、俺たちにとっては十分脅威になる。

			　一四階になって、ダンジョンの嫌らしさがさらに増したね！

			『とりあえずこいつらを片づけちまおう！』

			「ん！」

			　一瞬、魔術で全て片づけた方が早いかとも思ったが、止めておいた。それをやったら、剣を構えて意気軒高なフランが絶対に拗ねるからな。少しは見せ場を残してやらないと。

			『半分は俺とウルシがやる。残り二匹はフランがやれ！』

			「ん」

			『インフェルノ・バースト！』

			「ガルルルッ！」

			　俺の放った火炎魔術が一匹のハイ・オーガを貫き、その身を瞬時に炭化させる。さらに、影から飛び出したウルシが闇の槍を降らせて一匹を串刺しにした。

			　これでハイ・オーガに罠を起動させられる可能性は半減した訳だ。

			「グオオオォォ！」

			「おそい！　はぁぁ！」

			　フランはハイ・オーガの棍棒をヒラリと躱すと、空中跳躍で一気に飛び上がった。すでに空気抜刀術の構えは完成している。そして、一気に振り抜かれた俺が、丸太のように太いハイ・オーガの首を切り落とすのだった。

			　ポーンと頭部が刎ね飛ばされ、切断面から血が噴き出す。

			　遅れて、首を失った巨体が地響きを立ててダンジョンの床に倒れ込んだ。

			　さすがのハイ・オーガも、首を切断されては即死であるらしい。

			　次いで、フランはもう一匹にも襲い掛かる。

			　今度の殺し方は至極あっさりとしたものだった。

			　先程のように攻撃を躱して近づき、俺を心臓付近にある魔石へと突き立てたのだ。こだわりがないのであれば、これが一番簡単な殺し方だろう。

			『もうハイ・オーガがいても安全圏じゃなくなったか……』

			「のぞむところ」

			　ダンジョンの難易度が上がれば上がる程、燃えるらしい。フランはやる気の漲った表情をしている。

			『この後、罠もさらに難度が上がるだろうからな。気を付けろよ』

			「ん」

			『ウルシも、気を付けろ。今みたいなことが無いようにな』

			「クゥン……」

			　その後、気を引き締め直して進む俺たちは初見の罠を発見していた。

			「ここ、変な線がある」

			『良く気づいたな……。俺には薄らとしか見えん』

			「これも罠？」

			　映画とかでよく見る、赤外線センサーにそっくりだった。肉眼でも見えるってことは、赤外線ではないんだろうが……。見ただけだと、どんな罠が起動するのか分からなかった。

			「一回起動させてみる？」

			『そうだな……。今後の為にも、情報は欲しいし』

			　俺たちは罠からできるだけ遠ざかり、あえて罠を起動させてみることにした。

			　俺が分体を創り出し、センサーに触れさせる。

			『何も起きない？』

			　矢も降らないし、穴も開かない。槍が飛び出すことも、ガスが噴き出すこともない。

			「なんか音がする」

			『音？』

			　ゴウンゴウンゴウン……。

			　確かにフランが言う通り、ダンジョンの中に不気味な重低音が響いている。ちょっと古めのエレベーターに乗るとこんな音がするかもしれない。

			　だが、何が起きているのか分からなかった。

			　俺が周辺を警戒していると、フランが部屋から先に延びている通路の壁を指差す。

			「師匠、壁が動いてる」

			『え？』

			　フランの言う通りだ。通路の奥の壁がスライドするように動いている。そのまま見守っていると、一直線に延びていた通路が、右曲がりの構造に変化していた。

			　なるほど、こういう罠もあるのか。迷宮の構造を変化させて、迷わせることが目的なんだろう。大がかりな罠だ。

			　でもまあ肉眼で見えるし、気を付けていれば回避できるだろう。

			　あとは解除の方法を調べれば完璧だ。

			　そう思っていたんだが──。

			　ゴウンゴウンゴウン。

			　再び例の振動音が響いてくる。

			「師匠？」

			『いや、もう分体は消したぞ！　ウルシ？』

			「オウンオウン！」

			　ウルシも必死に首を振って、自分じゃないアピールだ。だが、現に壁が動いている。

			　そして、今度は左側の壁が消え去り、新たな通路が出現していた。その向こうには一匹のハイ・オーガだ。

			『そうか、ハイ・オーガが起動させたんだ！』

			　つまり、そういう罠なんだろう。自分たちがどれだけ気を付けていても、ダンジョン内を歩き回るハイ・オーガによって各種罠が起動されてしまうのだ。他の冒険者たちが作動させてしまうパターンもあるかもしれない。

			「ゴルルルアァァ！」

			　向こうもこっちに気づいたか。

			『まずは奴を片づけるぞ！』

			「ん！」

			『まったく、厄介なダンジョンだな！』

			　だが、この程度の厄介さはまだまだ序の口であった。

			　一五階以降になると、罠をあえて起動させてくる嫌らしい魔獣の数が圧倒的に増えたのだ。

			　特にミストという霧状の魔獣が面倒だった。霧のように実体の薄い魔獣なのだが、拡散している時は気配もなく物理攻撃も効かない。だが霧の体を一か所に集めると罠を起動させる程度の物理力を発揮するのだ。

			　気づくとミストによって罠を作動させられていることが何度もあった。　

			　一八階にたどり着くまでに罠が起動すること三〇回以上。さすがのフランも疲労の色が隠せない。

			　途中でミストへの対処法を思い付くまでは本当に大変だった。いや、まじで。

			　対処するだけなら簡単だった。新しい通路や部屋に突入する前に、広範囲魔術で全体を攻撃してやればよかったのだ。どんなに上手く隠れていても逃げる場所がないくらいに広範囲に魔術を放てば、あっさりと殲せん滅めつできた。ミストの戦闘力は低いからね。二、三発魔術を使ってやれば、掃除完了である。

			　場合によっては罠も事前に起動できて、一石二鳥だった。

			　ただ、これだと全く修行にならないが。まあ、もう目的の魔獣が生息している階層だし、そろそろ安全優先でいこうと思う。ダーティ・ウィスプという黒い光の球のような魔物である。

			　そう。件の思考操作を防ぐスキルを持った魔獣は、一八、一九階での目撃情報が最も多かった。

			　とは言え、その目撃件数は他の魔獣に比べると極端に少ない。生息数が少ないうえ、隠密性能が高いのだろう。

			　実際、一八階を歩きまわっていても未だに出会うことができなかった。

			　経験値と魔石値ばかりが溜まっていく。現在、フランのレベルは43に達し、俺もランクアップ間近だ。

			　特にフランのレベルが限界値に達した時に何が起きるのか……。最早、経験値稼ぎが一番重要になってきていた。

			『いないものは仕方ない。とりあえず先に進もう』

			「ん」

			　そうしてさらにダンジョンを探索し続けること数十分。俺はある重大な事実に気づいてしまっていた。

			『今気づいたんだが……』

			「ん？」

			『対ミスト用の飽和攻撃で、ダーティ・ウィスプも殺やっちまってるかもしれん』

			「あ」

			『すまん。俺が気づくべきだった』

			　多分、魔術で魔石ごと消滅させてしまっていると思われた。そりゃあ見つからないはずだ。

			『仕方ない。魔術による掃除戦法は止めて、地道に探すぞ』

			「わかった」

			　となると、途端に進む速度が下がってしまう。ミスト以外の厄介な魔獣とも戦闘する必要が出てくるからだ。

			「グル！」

			『どうしたウルシ？』

			「ガルル！」

			　ウルシが突如唸り声を上げたかと思うと、壁に向かって闇魔術を放った。漆黒の槍が壁を叩く。

			　その場所をよく見ると、確かに違和感があった。

			「ピギィィィ！」

			『うわ、キモ！』

			　姿を現したのは、紫と橙色をした毒々しい芋虫だった。

			　壁に張り付いた状態で、口から黒っぽい液体を吐きながらウゾウゾと蠢いている。ウルシの魔術によって開けられた腹の穴からは、臭い液体が漏れ出していた。

			『っていうか、こんなに接近されるまで気づかなかったのか？　フラン？』

			「わたしも気づかなかった」

			「ガル！」

			　ミミック・ヴェノムクロウラーか。

			　擬態と気配遮断、消音行動でひたすら隠れ続ける、待ちタイプの魔獣らしい。スキルに王毒牙、毒魔術、毒噴射と揃っており、全身毒まみれだ。

			　ウルシは匂いで気づくことができたらしかった。さすが狼。

			　こいつは、ダンジョンに入る前の情報収集で、最も気を付けるように言われていた魔獣である。なんと直接的な被害者はハイ・オーガ以上に多いんだとか。

			　そりゃそうだよな。高性能の隠密能力に、一撃必殺の毒能力だ。

			　中級冒険者でも、探索に秀でた者じゃないと対処は難しいだろう。

			　しかしこいつの素材は中々有用らしく、ミミック・ヴェノムクロウラーの素材納品系だけで四つも依頼が出ていた。皮、毒袋、毒牙、肉だ。

			　こいつの肉を食うとか俺には正直想像できんが、高級食材として人気なんだとか。毒抜きに失敗すると酷いことになるらしいけど。フグみたいなものなのかね。

			　魔石値はあまり高くないが、気配遮断、毒魔術の熟練度稼ぎもできるし、これは芋虫狩りだな！

			『頑張れウルシ！』

			「がんばれウルシ」

			「オン？」

			　ウルシの鼻だけが頼りだ！

			


			　二時間後。

			　芋虫キラーと化したウルシに先導された俺たちは、順調に一八階を進んでいた。

			　すでに一〇匹近い芋虫を仕留め、ウハウハである。

			　だが、もっとウハウハの物を発見してしまった。

			『宝箱だ！』

			「ん」

			　本日初めての宝箱だ。

			　ウルムットのダンジョンは比較的宝箱が多いことで有名であるらしい。ダンジョンマスターと契約を結んでいるし、冒険者を利するようなことになっても問題ないってことなのだろう。

			　上層階ではポーション類が多く、下層階では魔道具が多いそうだ。

			　実際俺たちもいくつかポーションを入手している。

			『一八階の宝箱だからな。これは期待できる』

			　ただ、いきなり開けたりはしないよ？　ガッツリ罠が設置されているのだ。

			　多分、酸系の罠だろう。起動してしまうと、酸によってパーティが攻撃される仕様だ。しかもそれだけではなく、宝箱そのものが溶けて中の宝物が台無しになるパターンである。

			　嫌らしい仕掛けだ。

			「解除する」

			『任せる。気を付けろよ』

			「だいじょぶ！」

			　本日最高難易度の罠解除に、フランはテンションマックスで取りかかった。

			　フランは唸りながら宝箱の周囲を観察し、時おり壁や床をコンコンと叩いて音の反響を聞いたりしている。その後、解除ツールや魔術を使いながら、冷静に罠を無効化していった。この集中力が苦手なことをやっている最中でも発揮できたら凄いんだけどな。具体的には勉強や調べ物の最中に発揮してもらいたい。

			「できた！」

			『お、早かったな』

			「頑張った！」

			　フランがそのままワクワクした顔で宝箱を開く。すると、中には面白いものが入っていた。

			　どうやら格闘家用の武器であるらしい。腕に装着する鉤爪タイプの武器だ。

			　手の甲から上腕までを覆う黒い金属製のプレートを、革のベルトで腕に固定する作りをしている。そして手の甲からは動物の爪のように軽く湾曲した、長さ二〇センチほどの鋭利な鉤爪が三本伸びていた。

			


			　　名称：捕縛の爪

			　　攻撃力：２３０　保有魔力：１００　耐久値：７００

			　　魔力伝導率・D+

			　　スキル：麻痺撃

			


			　魔力を流すことで爪を出し入れすることができるらしく、普段は邪魔にならないのもポイントが高い。さらに相手を麻痺させるスキルも備わっており、実用性も高いだろう。

			　俺たちには使えないが。性能も悪くないし、売ったら結構高そうだ。

			　だが、フランは別のことを考えていたらしい。

			「師匠、これウルシが使える？」

			『なに？　いや、言われてみたら装備できるのか……？』

			　装備者に合わせて大きさが伸縮するサイズ調整機能が付いているようだし、手首の稼働に合わせて甲の部分が大きく反り返る構造にもなっている。

			　確かにウルシの前足に装着可能かもしれなかった。

			『フラン、ウルシに装備してやってくれ』

			「ん。ウルシ、足出して」

			「オン！」

			「じゃあ、まず右足」

			「オン」

			　クイッと上げられたウルシの右前足に、鉄の篭こ手てのようにも見える捕縛の爪を装着するフラン。

			　どうやら装着感に問題はないらしい。サイズ調整機能が発動し、ウルシの足にジャストフィットしている。

			　両足に新装備を装着したウルシは、誇らしげに仁王立ちだ。微風が起きるくらいの勢いで尻尾を振り、喜んでいるのが分かる。

			


			

			


			『似合うぞウルシ』

			「かっこいい」

			「オンオン！」

			『変な感じはしないか？　歩きづらいとか、金具が当たるとか』

			「オウン？　オンオン！」

			　どうやら問題ないらしい。

			　魔力を流して無駄に爪を出し入れして遊んでいる。

			　この爪の攻撃力はそこまで高くはないが、ウルシの素足？　よりはましだろう。それにヒット＆アウェイの戦いもできるウルシなら、相手の動きを鈍らすことができる麻痺とは相性が良い。これは思わぬ拾い物だったな。

			　その後、ウルシは張り切った。

			　手に入れたばかりのオモチャ──もとい武器を使いたくて仕方がないのだろう。

			　魔獣を積極的に発見しては、喜び勇んで襲い掛かっていた。

			　芋虫キラーから魔獣殺戮ウルフへとランクアップしたウルシは、凄まじい勢いでダンジョンを進んでいった。

			　ハイ・オーガ戦以外では俺の出番が全くない程だ。

			　そして、いつの間にか一九階への階段までたどり着いていた。いやー、ここはウルシの為のダンジョンなのかもしれん。

			「師匠、どうする？」

			『ここまで来たんだ。次の階へ行こう。ダーティ・ウィスプは一九階でも出現するって話だし、芋虫も必要数は狩ったからな。わざわざ一八階を巡回する理由もない』

			「ん。わかった」

			　そうして階段を降り始めたんだが……。

			「オン？」

			『どうしたウルシ？』

			「オンオン！」

			　ウルシが階段の途中で段差に向かって何やら吠え始めた。

			　何も無い石畳みに向かって吠えているように見える。だが、感知系スキルを全開にすると、そこに何かがいるのが分かった。

			「ガウ！」

			　ウルシが漆黒の槍を床に放つ。あれ？　さっきもこの展開見たな。

			「アアアアー！」

			　ウルシの攻撃によって炙り出されたのか、甲高い叫び声とともに何かが床から染み出すように出現する。

			　ボーリング球サイズの漆黒の光球がフワフワと浮いているような姿。その輪郭は揺らめいて一定せず、しっかりと凝視していないと姿を見失いそうになってしまう。

			　調べた特徴と完全に一致している。

			『ダーティ・ウィスプだ！』

			　そう、これが俺たちが探し求めていたダーティ・ウィスプであった。

			　鑑定してみると、生命力や腕力はゴブリン以下、魔力と敏捷力は脅威度Ｄクラスだ。

			　スキルも豊富である。風魔術、気配遮断、思考遮断、精神異常耐性、魔力吸収、闇魔術、闇耐性と強力なスキルが並んでいた。

			　闇魔術で階段の影の中に隠れていたようだ。同じ闇魔術の使い手であるウルシだからこそ、気づくことができたのだろう。

			　危うく奇襲されるところであった。

			　ウルシがいなかったらと思うと恐ろしいぜ。多分、無傷ではいられなかっただろう。

			『ウルシ、良くやった！　あとでご褒美だ』

			「オン？　オンオン！」

			『激辛カレーを出してやる！』

			「オオオン！」

			「む。私も頑張る」

			　ウルシのご褒美に触発されたのか、フランが気合を入れて俺を構えた。

			『絶対に魔石をゲットするぞ！』

			「ん！」

			　奴の持つスキル、思考遮断。これが俺たちの求めるスキルだ。絶対に手に入れてやる。

			『ウルシ、転移で逃げられないように気を付けてくれ』

			「オン！」

			「はぁぁ！」

			　足場の狭い階段であることも物ともせず、フランがダーティ・ウィスプに斬りかかる。

			「アアアア！」

			「むっ」

			　だが、その攻撃はその体をすり抜けてしまう。

			　闇魔術か？　どうやら一瞬だけ実体を失い、物理攻撃をすり抜けているらしい。

			「ファイア・アロー！」

			「アア！」

			『ちっ！　速いな』

			　動きもそうだが、魔術の発動が速い。フランが放った火魔術も、ダーク・シールドに似た闇の盾で防がれてしまった。

			『ファイア・アロー』

			「ファイア・アロー」

			『ファイア・アロー』

			　今度は盾で防ぎきれない数の魔術を叩き込む！

			　三〇を超える火の矢が間断なくダーティ・ウィスプに降り注いだ。

			　これならば防ぎきれまい！　そう思ったんだが……。

			「アー！」

			『消えた……！　いや、転移か！』

			　その姿が消えたと思ったら、三メートル程離れた場所にダーティ・ウィスプの姿はあった。

			　短距離しか移動できないようだが、面倒だな。

			　倒すだけなら範囲魔術を連打すればいいが……。

			　最重要は魔石である。高威力の魔術で魔石を破壊する訳にはいかなかった。

			　高ランク高レベルの相手なら魔石もデカくて硬いのでそこまで心配しなくてもいい。だがこいつは厄介なだけで強さはそれ程でもないし、魔石に強度は期待できそうもないのだ。

			　ならば──。

			『逃げられない速さで、叩き斬る！』

			「ん」

			　まずは牽制だ。

			「ガルァ！」

			『ファイア・アロー』

			「アアー」

			　俺とたちの放った攻撃を躱すため、ダーティ・ウィスプが影転移を行う。だが、これで良い。

			　ダーティ・ウィスプは詠唱短縮スキルも持っていないし、どれだけ魔術の発動が速かろうが転移を連続では行えないはずだ。ならば、転移直後の一瞬を狙えばいい。

			　フランは感知スキルを全開にして転移場所を予測する。

			　このダンジョンで散々苦労してきた成果か、俺たちはダーティ・ウィスプの転移先をはっきりと感じ取ることができていた。

			　フランが転移地点めがけて跳躍する。

			「はぁ！」

			　そしてフランの右手が閃き、火属性を纏った俺がダーティ・ウィスプを斬り裂いたのだった。魔石から魔力が流れ込んでくる。

			「アアアアアア！」

			　耳障りな絶叫を上げて消滅する黒球。なるほど、素材が残らず魔石だけっていうのも、目撃談が少ない理由かもしれない。

			『よし、思考遮断を手に入れたぞ！』

			「ん！」

			『スキルレベルを上げるためにも、この調子でウィスプ狩りだ！』

			「オオン！」

			


			　ダーティ・ウィスプとの初遭遇から三時間後。

			『フラン、ウルシ、夕飯ができたぞ』

			「ん！」

			「オン！」

			　俺たちは一九階の片隅で、野営をしていた。

			　罠のない小部屋の片隅にベッドを置き、俺とウルシの張った五重の結界で守っている。俺は睡眠が不要なので不寝番ができるし、フランもウルシも気配に敏感だ。初見で隠密性の高い魔獣か、余程格上の冒険者にでも襲われない限り問題はないだろう。

			「むぐむぐむぐ！」

			「ガウガウガウ！」

			　フランはベッドに腰かけてカレーをかき込んでいる。唐揚げ、チーズｉｎハンバーグ、トンカツという、ぽっちゃりさん大好きトリオのトッピング付きだ。

			　その足元ではウルシが約束の激辛カレーを貪っていた。口回りがベタベタだ。あとで浄化しないとな。

			　フランは足をパタパタさせながら鼻歌を口ずさみ、時おり足元のウルシの背中を素足でワシャワシャと撫でる。

			　今日はダーティ・ウィスプを無事に倒し、思考遮断も手に入れた。フランのレベルも44に上がり、探索は順調だったと言えるだろう。明日はいよいよ二〇階に到達するはずだ。フランのレベルも45、つまりカンストに達する可能性が高かった。

			　だが、その前にフランに言っておかなくてはいけないことがある。

			　ご機嫌のフランに水を差すような話で申し訳ないが……。

			『フラン、ちょっといいか？』

			「ん？」

			『もうすぐレベル45だな』

			「ん」

			『俺が鑑定する限り、フランのレベルは45が上限だ』

			　そう、レベルについての話だ。あと一つレベルが上がると、黒猫族の上限である45に達する。カウンターストップ。いわゆるレベルカンストというやつである。

			「分かってる」

			『ただな、その……』

			　俺は自らの推測をフランに告げるつもりだった。

			　言いにくいことだが、ここはいざという時に落胆しないよう、先に言っておくべきだ。

			　俺は心を鬼にして、言葉を発する。

			『45レベルに達したとしても、進化できる可能性は低いと思う』

			　いくら黒猫族が弱いと言われていても、全員が全く戦えない訳ではないだろう。過去に、Lv45に達した黒猫族が全くいないというのは考えづらい。

			　ということは、黒猫族が進化するにはLvカンスト以外に何か条件が必要なのではなかろうか。それが俺の考えだった。

			　ショックを受けるかと思ったが、フランは以外にも冷静だ。

			　どうやらフランも同じことを考えていたらしい。

			「ん」

			　特に動揺を見せることもなく、コクリと頷いている。

			「他にも、進化に条件が必要な種族はいる。例えば狐系の獣人とか有名」

			　フランが獣人の中でとくに有名な狐獣人の話を教えてくれた。

			　銀狐族という種族は、特別な者だけが覚えられる固有スキル『狐火』を持っている個体だけが高レベルで進化できるらしい。

			　なるほど、黒猫族も何か特殊なスキルが進化のトリガーということも考えられるな。

			「詳しくは知らないけど、白狼も普通の進化じゃないって聞いたことがある」

			『そうなのか？』

			「だから、おじいちゃんに話を聞けば、何かヒントが手に入るかもしれない」

			『だからオーレル爺さんの依頼を受けたのか』

			「ん」

			　進化を目標にしているフランが、その事を考えない訳がなかったか。

			　むしろ俺なんかより余程考えていたようだ。

			『じゃあ、条件になるスキルを探そう』

			「ん！」

			　良かった。フランのモチベーションは下がっていない。

			　むしろ条件の一つと思われるレベルカンストを目前にし、やる気に満ちているようだった。

			「必ず進化してみせる」

			『おう！　その意気だ！』

			


			Side　エルザ

			


			「た、大変です！」

			「あら？　そんなに慌ててどうしたの？」

			「ああ、エルザさん！」

			　冒険者ギルドに焦った様子で駆け込んできたのは、兵士長のワトスンだった。

			　国に仕える彼らと、冒険者の私達。

			　立場は違うけれど、このウルムットでは協調体制がきっちりでき上がっている。

			　荒くれ冒険者の多いウルムットでは、治安維持のために両者の協力が必要不可欠だからだ。

			　あとはあのギルマスが上手くやっているというのもあるけどね。あれでもう少し真面目だったら尊敬もできるんだけど。

			　今もどこかに出かけちゃって、ここにはいないのよね。私が話を聞かなきゃいけないかしら。

			「それで、何があったの？」

			「しゅ、囚人が逃げ出しました！」

			「囚人？　もしかしてソラス？」

			「はい！」

			　ソラス。フランちゃんが捕まえた裏切り者の冒険者。

			　ギルマスが尋問をした結果、色々と事実が判明している。

			　ソラスはどうやら何者かの指示を受けて活動をしていたらしい。黒幕の名前はまだ聞きだせてはいないけど、その目的は判明している。

			　一つが冒険者のパーティに潜りこんでの情報収集と、魔剣の収奪。

			　彼らは単なるお金目当てではなく、魔力を帯びた剣を所持するパーティを狙っていたらしい。ソラス自身はその目的を聞かせられていないようだけど、黒幕から命令されていたようだ。

			　もう一つの理由が、ミミック・ヴェノムクロウラーの毒袋と、パンデミック・リーチの毒袋の二種類を集めること。この二種類はダンジョン内でも希少なうえ、倒し方を失敗すると毒袋が破れて素材としては使い物にならなくなってしまう。特にパンデミック・リーチは年に数度目撃されるだけで、幻の魔獣と言われていた。それゆえにダンジョンに潜れば入手できるというものではなく、冒険者たちに伝手を作り情報を集めていたらしい。

			　パンデミック・リーチはその希少性から素材全てを合わせれば一〇〇万ゴルド以上になる。だが、脅威度がＤと高いうえ、強力な毒素と厄介な特殊能力のせいで無傷で倒すこと自体が難しい。それゆえ、多くの冒険者たちは自ら仕留めようとはせず、その目撃情報を売ってしまうことが多かった。私だって、準備無しでは挑みたくない相手だ。

			　そのため、情報自体はそれなりに集まるようだった。そして、目撃情報を元にパンデミック・リーチを狩って素材を入手し、帰りに冒険者たちを全滅させて素材を強奪していたという訳だ。

			　もしくは、パンデミック・リーチを狩るために必要な特殊ポーションを所持しているパーティを襲ってポーションを奪い、配下の者たちに狩りをさせることもあったらしい。

			　ただ、パンデミック・リーチの素材は全身が禁止薬物の素材になる物ばかりなので、入手した後も冒険者ギルド以外の業者に勝手に売りさばくことはできない。

			　ダンジョンの入り口で登録を行ったギルドカードには、パーティで倒したモンスターが記載されてしまうため、パンデミック・リーチを倒したことは簡単にばれてしまう。そして、あの魔獣の素材は勝手に持ち出すことは許されないので、ダンジョンの入り口で預けなくてはならない。勿論、倒したが素材を持っていないと言い訳することは可能だが、それをやっては兵士に目を付けられてしまうはずだ。地味に目立たず活動したいソラスたちには致命的だろう。

			　そこでソラスたちが考えた手口が、パーティを全滅させて奪った毒袋を、ダンジョン内で手下に受け渡して運び出させるという手法だ。ソラスは全滅後に一人助かった風を装いつつ、パンデミックリーチの毒袋以外の素材を提出していたそうだ。余程、毒袋を必要としていたみたいね。

			　普通だと毎回助かるソラスが怪しく思われそうだが、そこは彼の強制親和というスキルの出番である。親しい相手だと思い込まされた兵士たちは、疑うことはなかったようだ。また、兵士はずっと同じ持ち場にいる訳ではないので、ソラスだけが助かった現場に何回も居合わせる兵士がいなかったというのも、彼が疑われなかった理由だろう。いや、ソラスが狙って兵士たちに疑われないように立ち回っていたと思われた。本当にふざけた真似をしてくれた。

			　捕らえてくれたフランちゃんには本当に感謝していたんだけど……。

			「ソラスが逃げたってどういうことなの？　腕と足が片方ずつない状況だったのよ？　手引きした者でもいたのかしら？」

			「わ、分かりません！　ただ、東の詰め所の牢獄が破られており、見張りの兵士が皆殺しに……！」

			「ちっ！　捜索は？」

			「す、すでに兵士を総動員しています！」

			「分かったわ！　私も冒険者に声をかける！」

			　ソラスに賞金でも懸けて、冒険者たちをやる気にさせるしかないわね。文句言うようだったら尻を蹴り飛ばしてでも協力させればいい。

			「お願いいたします！」

			「町の門の封鎖は？」

			「そちらもすでに！」

			「じゃあ、冒険者は町の探索に向かわせましょう！」

			「そ、それと、フランという少女の行方を知っていますか？」

			「フランちゃんがどうしたの？」

			「捜索の途中、町中で瀕死状態の冒険者を救出したようなのですが、彼らがフランという冒険者の少女の行方を尋ねられたと証言しています」

			「相手はソラス？」

			「それが、分からないと……。元々知り合いではなかったようですから。ただ、その冒険者を襲った相手は五体満足だったそうです」

			「あーもう！　分からないわね！」

			　ギルマスはこんな時にどこ行っちゃったのかしら！

			　とりあえず牢獄に向かいましょう。何か手がかりがあるかもしれない！

		

	
		
			第四章　暗き道の先

			


			　進化について話し合った次の日。俺たちはついに二〇階の最奥部に到達していた。

			「ここが、最深部？」

			『ああ、この階を抜ければボス部屋だ』

			　とは言え、この階が最難関なのだが。

			　別名『罠の森』。その名の通り、凄まじい数の罠が設置された、最難関階層である。

			『罠が無数にあるらしい。気を付けろよ』

			「楽しみ」

			『頼もしい言葉だが、今までの階と同じと思うな』

			　図書室で調べた情報によると、ある罠を解除したことが他の罠の起動に繋がったりするらしい。罠同士が連動しているということだろう。

			『罠一つ一つだけではなく、全体を見るんだ』

			「わかった」

			　そして、フランの地道なダンジョン攻略が始まった。

			　入り口から罠だらけである。しかも結構簡単な罠ばかりだ。

			　だが、よく見るとそれらの罠を解除してしまうと、天井の致死性罠が発動してしまうのが分かる。

			　この致死性の罠を解除してから、床の罠を解除すればいいのかと思いきや、それも不正解だ。床に三つある罠の内、二つを先に解除して、その後に天井。最後に残った罠を解除するのが正解だった。これも数日間ひたすら罠を解除し、罠を感知する能力と危機感知能力をひたすら向上させてきたから分かることだ。初見だったら確実に解除に失敗していただろう。

			『入り口からこれか……』

			「ん！」

			　俺なんかこれを見ただけでゲッソリしてしまったが、フランは攻略しがいのある罠を前にして、楽しげな表情で早速解除に取りかかるのだった。

			『ウルシ、周辺を警戒。罠を起動させる魔獣に気を付けろ』

			「オン！」

			　本当は範囲魔術を連発して、罠と魔獣を先に潰して進む方が楽なんだけどね。

			「ふむ……むぅ……ほほう」

			　こんなに集中しているフランに『範囲魔術連発しようぜ！』とは言えなかった。

			


			　二時間後。

			「終わった！」

			『そうか。よかったな』

			　今日一番の連動罠を解除し終えて、笑顔を浮かべるフラン。

			「ん！」

			『でも、ちょっと時間がかかり過ぎかもな～』

			「そう？」

			『ああ。だってこの距離進むのに、メッチャ時間かかったし……』

			　入り口から二〇メートルも進めていない。

			　フランもそれに気づいたらしい。来た道を振り返り、驚愕の表情を浮かべている。本人的にはもっと進んだつもりだったのだろう。

			「……ちょっと集中し過ぎた」

			『だな。このままだと今日中にこの階をクリアできないかもしれん』

			「ん。頑張る」

			　魔術使って手抜きするとは言わないのな。

			　その後、確かにフランが罠を解除する速度が上がった。失敗する確率も上昇したが。五分に一度は罠を起動させているだろう。時には落とし穴に飲み込まれかけ、時には緑色の煙から必死に逃げ、時には四方から襲い来る鉄の槍を回避した。

			　よく無傷だよね。普通の冒険者だったら今頃瀕死でもおかしくはないだろう。

			　毒を無効化、回避することができる操毒、空間跳躍が可能な時空魔術、事前に危険を察知できる危機察知、最後の砦となる障壁スキルを供えたフランだからこそ、「失敗しちゃった」で済んでいるのだ。

			「あ、失敗」

			「キャイン！」

			　一番割を食っているのはウルシだろう。もう何度回復魔術を使ってやったか分からない。

			　それでも、健気にフランの真横で周囲を警戒するウルシは後で気が済むまで撫でてやろう。

			「あ」

			「キャイィン！」

			


			　それからさらに数時間。

			　フランが罠を解除する手つきも本職さながらとなり、かなり慣れてきたようだった。

			　今も、それなりに複雑な罠を危なげなく解除したばかりだ。だが、問題もあった。

			「ん……」

			　グッと背伸びをして、こった体をほぐすフラン。その瞳には先程までのような爛々とした輝きはない。

			　というか、フランは罠解除に完全に飽きていた。本人がやりたいと言ったから続けさせたが、やはり途中で休憩なり息抜きなりを挟むべきだったのだ。

			　生前、レースゲームを二〇時間程ぶっ続けでプレイして、上達する頃には飽きてプレイしなくなってしまった時のことを思い出したぜ。

			「師匠」

			『どうした？』

			「……あとは魔術で吹き飛ばす」

			『うん。いいんじゃないか？』

			「ん」

			　これ以上時間をかけたら、今日中にこのエリアを通り抜けられないかもしれないからね。フランがそれでいいなら、俺は大歓迎だ。

			『じゃあ、やるぞ』

			「ん」

			　俺とフランは後退して罠地帯から距離を取ると、広範囲に魔術を撃ちこみ始めた。

			　衝撃と振動によって各所で罠が起動し、ガスが噴き出したり、それが引火して大爆発を起こしたりしている。

			　二人合わせて二〇発ほどの魔術を放つと、通路から感じられていた罠の気配が半減していた。

			　軽い衝撃や、熱源を感知して発動するタイプの罠はほぼ発動しただろう。

			　残った罠に関しては面ではなく点。つまり火炎魔術や土魔術によって狙撃することで、一つ一つ遠距離から起動させていく。こちらは、特定のタイルを踏んだり、一定のエリアにある程度の大きさの物体が侵入することで起動するタイプの罠が多かった。

			『よし、先に進もう』

			「ん」

			　これでもわずかに罠は残っているが、これらは魔術では起動できないタイプの罠だ。生命力を感知して発動する罠が多いだろう。

			　ただし、その数は少なかった。

			『本気で行くぞ』

			「わかった」

			　空中跳躍と空間転移、この二つを駆使して残った罠を無視して進む。

			　時おり、背後で罠が起動している音が聞こえるが、その時にはすでに俺たちは先へ進んでしまっていた。

			　わずか一〇〇メートルちょっとを進むのに半日かけたとは思えない程のスムーズさだ。

			　結局、残りの二〇〇メートルほどの道のりを、一〇分程で踏破してしまった。

			　この場所で長時間足止めされたおかげで、フランや俺のスキルは大いに鍛えられ、使い方が上達している。だから無駄だった訳じゃないんだが……。

			　釈然としないのは仕方ないだろう。

			『さて、この通路の先がダンジョンボスの間だ』

			「いよいよ」

			　罠の森を突破し、最後の通路を抜けた先には、高さ一〇メートル近い扉が姿を見せていた。

			　鬼面の彫りこまれた巨大な鉄扉が、来るものを威圧的に出迎える。

			　魔力を遮断する効果があるのか、扉の向こうの情報を拾うことが難しかった。

			「ダンジョンマスターはその奥？」

			『多分な。情報が無かったから、推測でしかないが』

			「そう」

			『ボスについては情報がありすぎて、扉の向こうに何がいるか予想もできんし』

			　俺たちが潜っている東のダンジョンは、固定のボスがいないダンジョンだった。正確には到達したパーティによって、出現するボスが違ってくるのだ。

			　どうやら一五種類ほどのボスから、そのパーティに相応しい相手が選ばれるらしい。

			　弱ければ脅威度Ｅ程度。途中に出るハイ・オーガよりも弱かったという話もあれば、脅威度Ｃ相当の、ダンジョンランクを超えるボスが出現したという話もあった。

			　ダンジョンを研究しているという魔術師の研究資料に記されていたが、そのパーティがダンジョン内でどのような行動をしたかによって、ボスが変化するらしい。

			　とりあえず、過去に出現したと言われるボスの中でも、特に強い魔獣数種に関しては情報を頭に入れてきた。

			　脅威度Ｃクラスの魔獣は三種類が確認されている。

			　俺も以前闘った巨虎の魔獣、タイラント・サーベルタイガー。

			　各種状態異常をもたらす煙を吐く、六つ首の大蛇スモッグ・ヒュドラ。

			　死霊を召喚してけしかけてくるスペクター・ロード。

			　前者二種に関してはエルザが戦い、スペクター・ロードに関してはランクＣだったときのアマンダたちが倒したらしい。

			　他のパーティがボスに挑んだ記録も当然残っているが、脅威度Ｃの魔獣は出現しなかったそうだ。

			　そのことからも、強者には強者を、弱者には弱者をぶつけてくる可能性が高かった。

			　ディアスは顔パスらしいので、戦闘はしないんだとか。

			　さて、俺たちにはどんなボスが現れるかね？　弱いのが出たら楽できるが、ちょっと舐められたような気がするだろう。強過ぎるやつが出たらそれはそれで困るが。

			　一番いいのは脅威度Ｄ上位程度の魔獣が出てくれることだ。

			　修行になりつつ、お金にもなるのである。

			　まあ、強すぎる奴が出たら逃げればいい。このダンジョンの大きな特徴の一つとしては、ボス部屋に入った後でも扉に鍵がかからないという点がある。

			　ボスに瞬殺されない限り、逃げる選択肢が残るのだ。ディアスとダンジョンマスターの交わした契約ゆえらしい。

			『比較的安全とは言え、ボスはボス。気を抜くなよ？』

			「当然」

			　フランには言うまでもないか。

			『じゃあ、行こう』

			「ん！」

			「オン！」

			　フランが期待に満ちた表情で、扉を押し開く。

			　扉がメチャクチャ重いらしく、全力のフランでもゆっくりとしか開かない。

			　ズズズズ──。

			　そして、重い扉が観音開きにされた向こうに、巨大な黒い何かが鎮座していた。

			「玉？」

			『玉だな』

			「オン？」

			　それは、フランの言うように玉だった。球と言うにはやや歪である。

			　何と言えばいいだろう。

			　巨大な亀の甲羅をいくつも繋ぎ合わせた玉？　黒くて丸型の巨大パイナップル？　固くてゴツゴツした表面をした、直径一〇メートルほどの二〇面体？

			　意味不明の存在だが、相当強い。ビンビンと伝わってくる強い存在感から、それだけは理解できた。

			


			　　名称：ディザスター・ボールバグ

			　　種族：魔ま蟲ちゅう

			　　Lv：45

			　　生命：１０２３　魔力：５２１　腕力：５３５　敏捷：４１２

			　　スキル：空中跳躍５、硬化８、気配察知５、再生８、衝撃耐性８、振動衝７、精神異常耐性８、状態異常耐性８、突進９、熱源感知３、魔術耐性７、魔力感知５、魔力放出７、甲殻強化、甲殻軽量化、甲殻硬化、再生強化、自動魔力回復、重量増加

			　　説明：異常進化した甲殻を身に纏ったボールバグ。蟲むし型魔獣だが、羽で空を跳ぶことはない。その球形の体を利用した突進攻撃が主な攻撃手段。その一撃は砦の壁を崩す程。魔力放出を利用した急激な方向転換も可能である。ダメージを与えること自体が非常に困難。脅威度Ｃだが、戦闘力だけで言えば脅威度Ｂに近い。

			　　魔石位置：体の中央。心臓部分。

			


			　脅威度Ｃの上位。文句なく強敵だった。

			　そもそも、こいつにまともなダメージを与えられるか？　耐性系のスキルが異常に充実している上、硬くて再生持ち。魔術が使えないのが弱点と言えるのかもしれないが……。この巨体による突進攻撃の前には、その程度の弱点は霞んでしまう。

			　様子見とか言ってられん！

			『フラン、ウルシ、最初から全力だ！』

			　まずは先制攻撃をかます！

			　俺たちは部屋の中央に佇むボールバグに対して、三人で一斉に魔術を放った。

			『インフェルノ・バースト！』

			「トルネード・ランス！」

			「ガルルゥ！」

			　だが、俺たちが放った魔術はあっさりと躱されてしまう。

			　なんと、ボールバグが信じられないような加速を見せ、一瞬でその場から転がって魔術を回避したのだ。

			　見ていて気持ち悪い挙動だった。勢いを付けたりする様子もなく、静止状態から急に高速で転がって移動しやがったのだ。多分、魔力放出の反動を使って加速したのだろう。

			　巨大で重い＝鈍重と言うイメージは捨てねばなるまい。

			「来るっ」

			『回避しろ！』

			　魔獣が回避の勢いを活かして、そのまま大きくカーブを描きながらこちらに突進してくる。石に追いかけられるインディー博士はこんな気分だったのだろうか。轟音を上げながら迫ってくる巨大な黒い玉は、凄まじい迫力だった。

			　床を蹴って回避しようとしたフランに対して、ボールバグは直角に曲がって追撃してくる。魔力放出を使っての移動が、ここまで鋭い軌道を可能にするものだったとは！

			　そこからさらに火炎魔術の反動を利用して飛び退き、直撃を免れはしたものの、掠っただけでフランは大きく吹き飛ばされていた。

			「ぐぅ！」

			『フラン！　大丈夫か？』

			「ん……。掠った、だけ」

			『掠っただけでこんなにダメージを受けてるのが問題なんだよ！』

			　加速による凄まじい攻撃力もさることながら、振動衝が厄介だ。少し接触しただけでも、振動による浸透ダメージを与えてきやがる。

			　接近戦は危険が大きすぎるだろう。

			　だが、奴は魔術耐性持ちだ。魔術による遠距離攻撃だけで倒せるとも思えなかった。

			『厄介な！』

			「でも、久々の強敵」

			『だから？』

			「また一つ強くなるチャンス」

			　全く、これだから戦闘狂は！　頼もし過ぎるぜ！

			　不敵に笑うフランに、再び黒玉が迫る。

			「はぁ！」

			　今度は魔力放出で追われぬよう、直前まで引き付けて躱した。掠るのも危険なため、ほんとうにギリギリの距離である。

			　しかし、その程度の行動で裏をかけるほど、簡単な相手ではなかった。

			　移動に使っていた魔力放出を、こちらへ向けて攻撃として放ってきたのだ。むしろ、これが本来の使い方であり、警戒するべきだったのだろう。

			「うぐっ！」

			　あの巨体を急加速させるほどのパワーを持っている攻撃だ。その威力は俺たちが咄嗟に張った障壁を破壊し、フランを吹き飛ばす程だった。

			　外傷は負っていないものの、強い衝撃をくらったフランは動きを鈍らせてしまう。

			　そこにボールバグが突っ込んできた。

			『くそ！』

			「師匠、助かった」

			　咄嗟に短距離転移で躱さなければ、今頃ペチャンコだったろう。

			　それに、奴の攻撃は終わっていない。なんと、壁にぶつかった反動を利用して、跳ね返るようにこちらに向かってきたのだ。昆虫型ではあるが、その知能は高いらしい。

			「ならこっち！」

			　左右に逃げても曲がってくるのであれば、上だ。

			　フランは大きく跳躍してその上を跳び越そうとする。

			　この巨体であれば、魔力放出を使ってもそう大きくは跳び上がれない。そう思ってたんだが──。

			「ギイイィィ！」

			「！」

			　俺たちの予想はあっさりと覆され、ボールバグは地面を転がるのとほぼ変わらないスピードで、空中にいるフランに追いすがってきたのだった。

			　魔力放出だけではなく、空中跳躍も併用したのだろう。

			『だぁぁ！』

			　俺は念動と障壁を使って、何とかボールバグを受け流した。だが、再び振動衝を食らったフランは上に向かって打ち上げられ、天井に背を強かに打ち付ける。

			「げほっ！」

			　そのまま落下するフランは、口の端から血を流していた。どうやらボールバグの攻撃と、背を打った衝撃で内臓を損傷したらしい。

			『フラン、一旦距離を取るぞ！』

			「ん……」

			　俺は転移で一気にボールバグから離れると、フランのダメージを癒す。直撃していないのに生命力を半減させられるとは……。

			『近接戦だけじゃ危険だ。魔術も織り交ぜていくぞ。耐性があっても、無効化されるわけじゃない。防御力以上の威力の魔術を叩き込んでやる』

			「わかった」

			『魔術で牽制して、隙を作って攻撃。それがベストだな』

			「ん」

			『まずはこいつだ！　インフェルノ・バーストォ！』

			　俺の放った二条の火線は、ボールバグを囲むように左右に別れる。

			　この攻撃の直後、フランがさらにインフェルノ・バーストをボールバグめがけて打ち込んだ。

			　これで、逃げても逃げなくても火炎に身を晒すことになる。

			「ギギィ！」

			　いや、上があったか。

			　ボールバグが飛び上がり、自らを焼こうと迫る火炎の舌を、その巨体からは想像もできない身軽さで飛び超えて回避する。

			　だが、その動きは一度見た。もう慌てることはない。

			『魔力放出は連発できないだろう！』

			　空中跳躍だけで今まで程の俊敏な動きはできないはずだ。絶対に魔力放出を併用している。そして、あれ程の威力の魔力放出を連発できるはずがない。

			　つまり、今なら魔力放出を使った回避行動はできないのだ！

			『フラン！　ウルシ！』

			「ん！」

			「アオオォン！」

			　俺たちがそれぞれ放った魔術がその黒い巨体を捉え、直撃する。

			「ギイイ！」

			　ボールバグは耳障りな甲高い声を上げながら、十メートル以上吹き飛んでいった。

			　その外殻の一部が赤熱し、黒い煙を上げている。

			　この戦いで初めて、目立ったダメージを与えていた。

			　フランはこの機を逃さない。魔術を放った直後にはすでに走り出しており、床に叩きつけられた黒玉に攻撃を仕掛けていた。

			「たぁぁ！」

			　フランが剣技を放ち、赤熱した外殻に追撃を試みる。

			　ギャリリィィ──ガン！

			　熱せられていても、その硬さは異常だった。俺の刀身とボールバグの外殻がぶつかり合い、甲高い音を響かせる。

			　さらに、互いの放つ振動系の攻撃がぶつかり合い──フランが苦々しい顔で後退させられていた。俺の刀身に纏っている振動よりも、ボールバグが撃ちこんでくる振動の方が威力が大きいのだろう。振動に振動をぶつけて相そう殺さいするどころか、こちらの振動だけがかき消されたらしい。

			　それでもボールバグの外殻に浅めの傷を穿うがったのだが……。

			『ちっ。もう再生しやがった』

			「ん……」

			　生半可な攻撃では表面を削るだけの浅い傷しか付かず、すぐに再生してしまうらしい。防御力だけで言えばリンフォード並だろう。

			　しかも、こちらが攻撃した瞬間にカウンターを合わせるように、振動衝を使ってくるのだ。どうやら察知系のスキルでこちらの動きを正確に把握しているらしい。

			　攻撃を避けながらの散発的な攻撃では、ディザスター・ボールバグを倒すことはできそうもなかった。むしろダメージを受ける始末である。

			『生半可な攻撃は無駄だな……』

			「あいつ硬い」

			『フラン、属性剣を色々試して、一番有効そうな属性を探ってくれ。俺も色々な術を使って、弱点を探す』

			「がんばる」

			『しばらくは我慢の時間が続くが、頑張ってくれよ』

			「ん！　勝つため」

			『よし、行くぞ！』

			　そして、俺たちとボールバグの削り合いが開始された。

			　ボールバグの突進を必死で躱しながら、何とか打開策を見出そうと様々な攻撃を繰り出す。

			　威力よりも多彩さを優先し、当たった時のボールバグの反応を観察し続けた。

			　何を嫌い、どんな時にどんな動きを取るのか。

			　フランの傷と引き換えに、様々な情報を得ていく。

			　そして、数度の大きなミスと数えきれない小さなミスを積み重ね、俺たちは多少の手応えを掴んでいた。幾度目かの回復魔術で傷を塞いだフランが、どれだけ痛めつけられようとも衰えない闘志を滾らせ、ボールバグと向かい合う。

			『これで勝ち筋が見えたな』

			「次こそは、斬る」

			『よし！　ここまでやられっぱなしだからな！　あの蟲野郎に目にもの見せてやろうぜ！』

			「ん！」

			『まずはこいつを食らえ！』

			　俺が放ったのは、広範囲に微弱な火をまき散らす火魔術、バースト・フレイムだ。しかも魔力を過剰に注ぎ込むことで、範囲をより広めている。

			　ダメージを期待しているのではなく、ボールバグの知覚を奪うことが目的だ。

			　火炎で視覚を。爆音で聴覚を。高熱で熱源感知を。過剰魔力で魔力感知を。それぞれ鈍らせる。

			　この火炎の波に紛れて、俺たちは気配を絶った。

			　その代わりにボールバグに躍りかかったのはウルシだ。

			「ガルルッ！」

			　ウルシの攻撃力ではボールバグに決定打を与えることはできないが、挑発して注意を引くことはできる。

			「ガッルルァァ！」

			　ウルシの放つ闇魔術に反応したボールバグは、軌道を変えてウルシに向かっていった。

			　ウルシは巨狼の姿なのだが、ボールバグに比べるとちっさいな。今にも踏みつぶされそうだ。

			　だが敏捷力ならウルシはフラン以上だし、影渡りもある。

			　危なげなくボールバグの突進を躱していた。

			　途中途中でわざと動きを止めてみたり、闇魔術を放ったりしてボールバグの注意を引き付けてくれている。

			　ボールバグが怒りを覚えるかどうかは分からないが、その目が完全にウルシに向いていることは確かだった。

			　ウルシが稼いでくれた時間を利用して、俺たちの準備も完了だ。

			　このダンジョンで何百回と繰り返してきたおかげか、俺は形態変形をかなり使いこなせるようになっていた。特に使うことが多い刀形態には、もう一瞬で変形できる。しかも、このまま長時間無理なく維持することができるだろう。

			　フランが空気の鞘に包まれた俺を腰だめに構えている。

			　リンフォードにさえ大ダメージを与えた必殺技、空気抜刀術だ。ダンジョンで散々練習したが、これから繰り出すのは完全版。本気の一撃である。

			　リンフォードと戦った時ほどの広さが無いので、あの時の攻撃を完全再現することは難しいだろう。上空からの落下による運動エネルギーは見込めない。この後何があるか分からないから、全魔力を注ぎ込むこともできない。

			　だがやり様はあるのだ。俺たちだってただ漫然と逃げ続けていた訳ではないのである。

			『ウルシ！　こっちだ！』

			「オン！」

			　俺の指示に従い、ウルシがボールバグをこちらへ誘導してくる。そして、逃げるウルシを深追いし過ぎたボールバグが、俺たちのすぐそばの壁に突っ込んでいた。

			　これが、俺たちが狙っていた隙だ。

			　さすがのボールバグも、壁にぶつかってしまえば短時間なりとも動きを止めざるを得ないのだ。反動を利用して跳ね返るには空中跳躍を利用しているようだが、ウルシは空中を駆けて逃げることでボールバグに空中跳躍をぬかりなく使わせている。あと数秒は使用できないだろう。

			　そこにフランが突進した。

			　空間に張り巡らせた糸の反動を利用して飛び出し、風魔術、火炎魔術で加速する。神速といっても差し支えない踏み込みから放たれるのは、重量増加、振動牙、属性剣などの威力が上乗せされた、必殺の空気抜刀術だ。

			　空気圧縮で作られた鞘の内を奔り、かつてない速さで撃ち出された俺の切っ先には、全ての破壊力が集中していた。刀身が軋む。

			「はぁぁ！」

			『貰った！』

			　間違いなくこの一撃はボールバグを切り裂く。

			　どれほど硬い外殻を持っていようが、関係ない。俺たちの勝ちだ。

			　そう確信する程の一撃ではあった。

			　だが、俺たちは相手を侮りすぎていたらしい。単に攻撃力が強いだけの単細胞が、脅威度Ｃにランクされる訳がなかったのだ。

			　ギュリリリリ──。

			　なんとボールバグの野郎、魔力放出を利用して斬撃と同じ方向に独楽こまのように回転して、威力を受け流しやがった。

			　外殻を相当深く斬り裂いてはいるが、中の本体まで傷は届いていないようだった。

			『くっそぉ！　これでもダメなのか！』

			「さすが強い」

			『これで笑えるお前は凄いよ』

			「ん？」

			　自分の放った渾身の攻撃をいなされてなお、フランは獰猛に笑っている。

			『だが、最低限目標は達したぞ』

			　この攻撃で倒せれば最高だったが、決めきれなかった時のこともちゃんと考えてあるのだ。

			　本当は倒す気満々だったんだけどね！

			『やっぱり思った通りだ』

			「ん。凍ったら再生できない」

			　俺たちは今穿ったばかりの傷口を観察する。

			　フランがボールバグを攻撃するときに使った属性剣は、よく使う火炎や雷鳴ではなく、氷雪属性のものだった。

			　ここまでの攻防で色々と弱点を探っていると、氷雪属性で付けられた傷は再生が非常に遅いということに気づいたのだ。

			　狙いはバッチリだったな。

			　先の空気抜刀術によって付けられた裂傷は、一向に再生する気配がない。氷雪属性剣によって傷が凍り付いているからだろう。

			　後はあの亀裂にもう一度攻撃を叩き込んでやればいい。今度こそ内部まで到達するだろう。

			「もう一度！」

			『ああ、今度こそ仕留めるぞ！』

			「オン！」

			　さっきは魔力放出を使って回転することでダメージを軽減されてしまった。それに、ああも高速で回転されてしまうと、亀裂を正確に狙うことも難しいだろう。

			『まずは奴に魔力放出を使わせる。その直後に攻撃だ。あの巨体を動かす程の威力の魔力放出、連続では使えないはずだ』

			「ん。ウルシまたお願い」

			「オン！」

			　俺たちは奴を倒すべく、再び行動を開始した。

			　やることは同じだ。ウルシは奴の注意を引くように攻撃を繰り返し、俺たちはヒッソリとチャンスを待つ。

			　そして、その機会はすぐにやって来た。

			　ボールバグが再びウルシに誘導される形で、壁にめり込んだのだ。しかも、その直前に魔力放出で軌道を変えている。

			　俺たちは間髪を容れずに飛び出した。

			　さっき俺たちが穿った傷口は、綺麗にこちらを向いている。

			　魔力放出も使えず、弱所が露わ。これ程絶好のチャンス、ふいにするわけにはいかない。

			『あそこにもう一発攻撃をぶち込めば俺たちの勝ちだ』

			「ん！」

			『いくぞ！』

			「はぁぁ！」

			　再びフランが全速力で踏み込む。

			『もらったぁぁ！』

			　だが、俺たちはボールバグの底力を見誤っていたようだ。先程、同じことを考えたはずなのだが、勝利を目の前にして気が逸り過ぎていたのだろう。

			　戦いはこちらが優勢。もう直ぐで勝てる。そう思っていた。

			　いや、そう思わされていた。まさか蟲に駆け引きで負けるとは。屈辱だ！

			　ボバン！

			　なんとフランの斬撃が当たる寸前、ボールバグの傷口が内側から爆ぜ飛んだのだ。魔力放出によってボールバグの甲殻が爆散し、俺たちに襲い掛かる。至近距離で放たれた超高速の散弾だ。

			　俺たちが躱せないように、至近距離まで近づくのを待っていたんだろう。奴もかなり無理をしているのか、魔力が大きく減ったのが分かった。

			「んぁぁっ！」

			『くそぉっ！』

			　圧縮された魔力の白い閃光と、砕け散って散弾のようになったボールバグの甲殻が、俺たちの視界一面を覆った。

			　まさか、これ程短い間隔で魔力放出スキルを使用できるとは思っていなかった。ここまでの戦いではそんなそぶりは全く見せていなかったのだ。ボールバグの奥の手なのだろう。

			　時空魔術で時を加速させることによって時間差があるはずの状態でも、かなりの速さで礫つぶてが飛んでくる。実際にはどれ程速いのか。一発でも直撃すれば大怪我は免れないはずだ。

			　まずい、障壁の全力展開も間に合わん！　俺が反射的に張り巡らせた障壁もあっさりと吹き飛ばされてしまう。

			　俺は念動カタパルト用に溜めていた念動を、前方に向かって一気に解き放った。だが、フランを守るように広い面で発動させた念動は、力がそれほど強くない。散弾の威力を相当減衰させたはずだが、止めるには至っていなかった。

			　フランは既に限界ギリギリまでスキル、魔術を同時発動し、自身も高速で突撃している。とっさに回避する余裕はないだろう。

			「くぅ！」

			『ショート・ジャ──』

			　フランの悲鳴と共に、俺は慌てて空間跳躍を発動しようとした。

			　一旦距離をとって逃げないと！

			（だめ！　このまま！）

			　だが、俺の魔術はフランによって止められた。

			　フランはあえて左半身を晒し、利き手である右手を守っていた。顔と心臓を同時に覆うように、左腕を折りたたむ。いくつかのスキルを中断し、とっさに障壁を張ったようだ。そして、吹き飛ばされないようにその場に踏ん張っている。

			　だが、障壁と念動で威力が下がったとはいえ、超高速の礫の雨だ。人の肉を貫く程度の威力は残っている。

			　それを証明するかのように、フランの体には無数の小さい欠片が突き刺さっていた。

			　裂傷の上に追い打ちをかけるように礫がめり込み、その左半身が一瞬でズタズタに引き裂かれていく。大人でも激痛で泣き叫ぶであろう無数の傷。

			「ぐぅ……」

			　しかし、フランは短い悲鳴を上げただけで、歯を食いしばってこらえる。歯が軋むギリッという音が俺まで聞こえてきた。そして、ボールバグの奥の手を耐えきったフランは、全ての痛みを吐き出すかのように血塗れの姿で叫んだ。

			「バァァニアァァァッ！」

			　火炎魔術によって再び加速したフランが、全力で俺を突き出す。

			　甲殻を失い、無防備にさらされたボールバグの体に、フランの攻撃が何の障害もなく吸い込まれていた。今までのような硬い甲殻ではなく、柔らかい肉を斬り裂いた感触がある。

			「ギイイイィィィィ！」

			　部屋の空気をビリビリと振るわせるほどの絶叫。ボールバグが悲鳴を上げていた。

			「……はっ……ぐぅ」

			　ボールバグの体内に半ば飲み込まれるような状態で、フランがぐったりとしている。

			『フラン、もう少しの辛抱だぞ！』

			「これで、とどめ……！」

			『おう！』

			　フランのためにも、ここで決める！

			　イメージはある。

			　俺はありったけの魔力を刀身に纏わせながら、属性剣・風、振動牙を発動させた。そして、形態変形を全開で使用する。イメージは、以前アナウンスさんが使っていた形態変形だ。鋭く細い糸でスケルトン達の魔石を貫き、吸収していたあの姿である。

			　刀身から鋭い毛が突き出すようなイメージで、自らの体を変形させていく。一〇〇本以上の鋼糸と化した俺の刀身が、内側からボールバグをズタズタに切り裂いていった。

			　俺は操糸スキルを併用して、鋼糸をさらにボールバグの体内で走らせる。

			　やはりアナウンスさんのように自由自在とはいかないな。内部をメチャクチャにするとまではいかなかった。それでも、ボールバグの体内に鋼糸をより深く抉りこませることには成功している。

			『仕上げだ！』

			「ん！」

			　さらにフランが最後の力を振り絞り、雷鳴の属性剣を発動させた。

			「ギギ……ギィィィィィ！」

			　フランの属性剣が止とどめとなったらしい。ボールバグは断末魔の叫びを上げると、ゆっくりとその動きを止めたのだった。

			〈自己進化の効果が発動しました。自己進化ポイント60獲得〉

			　久しぶりのアナウンス！　だが、今はフランだ！

			　俺は大急ぎでフランを床に横たわらせた。

			『グレーターヒール！　グレーター・ヒール！』

			「うぅぁ……！」

			　深々と刻まれた裂傷の内部から肉が盛り上がり、残った礫が体外へ押し出されていく。肉体が急速に再生されていくことで生じる痛みは、ボールバグの攻撃に耐えきったフランをして悲鳴を上げさせる程のものだった。

			『フラン、大丈夫か！』

			「師、匠……」

			　目立った外傷も残っていないし、上手く癒すことができたようだ。

			『指や足は問題なく動くか？』

			「ん？　ん。動く」

			『そうか。よかった』

			　後遺症もないようだった。

			「……勝った？」

			『おう。勝ったぞ』

			　俺がそう告げると、フランは寝っ転がったまま両手をグッと突き上げた。そして、嬉しそうに呟く。

			「久しぶりの勝利」

			『どういうことだ？』

			「強い敵に、正面から戦って勝ったの久しぶり」

			　フランの言葉に、俺は過去の戦いを思い返す。

			　悪魔はダンジョンマスターに足を引っ張られたせいで力を発揮しきれず、半ば自滅のような形での棚ボタ勝利だった。

			　アマンダには模擬戦で手も足も出ずに、ボコボコにされた。

			　リッチには完全に負けていた。アナウンスさんがいなければ死んでいただろう。

			　ミドガルズオルムは仕留めきることができなかったし、フランは直接戦っていない。

			　ヴァルーザ戦では俺の暴走によって水を差された。フランにとっては気持ちの良い勝利ではなかったはずだ。

			　リンフォードには、アマンダ達の助力が無ければ負けていただろう。

			　そう考えると、大都市を単体で滅ぼしかねないような強敵に俺たちだけで正面から打ち勝ったのは、レジェンダリースケルトン以来かもしれないな。

			〈フランのレベルが45に上がりました〉

			「ん！」

			『おお！　ついに来たか！』

			


			　　名称：フラン 　年齢：12歳

			　　種族：獣人・黒猫族

			　　職業：魔導戦士

			　　状態：契約（剣の使い手）

			　　Lv：45／45

			　　生命：５５１　魔力：４３２　腕力：２８６　敏捷：２７５

			　　スキル：隠密４、風魔術２、宮廷作法４、気配察知５、剣技７、剣術７、邪気耐性１、瞬発６、火魔術４、料理２、アンデッドキラー、イビルキラー、インセクトキラー、気力操作、ゴブリンキラー、精神安定、デーモンキラー、剥ぎ取り上手、不退転、方向感覚、魔力操作、夜目

			　　固有スキル：魔力収束

			　　特殊スキル：黒猫の加護

			　　称号：アンデッドキラー、一騎当千、イビルキラー、インセクトキラー、解体王、回復術師、ゴブリンキラー、殺戮者、スキルコレクター、スキルマニア、ダンジョン攻略者、超大物喰い、デーモンキラー、火術師、風術師、料理王

			　　装備：黒猫シリーズ（名称：黒猫の闘衣、黒猫の手袋、黒猫の軽靴、黒猫の天耳輪、黒猫の外套、黒猫の革帯）力の腕輪＋一、身代りの腕輪

			


			　Lv45。ついにフランの種族レベルが上限に到達した。

			『──』

			「オン……」

			　俺とウルシは息を呑んでフランを見守る。

			　一体何が起きるのか。

			「──」

			　フランも掌を閉じたり開いたりして、何か変化が無いか確認しているようだが……。

			『何もないな』

			「ん」

			「オウン……」

			　特に変化は起きない。フランが進化するような気配もなかった。予想通りとは言え、やはり落ち込むな。

			『フラン、あまり気落ちするなよ？』

			「大丈夫。分かってる」

			『そうか？』

			「ん。それよりも、師匠もランクアップ？」

			『あ、そうだった。戦闘に夢中だったからな。どれどれ』

			　自分のステータスも見てみよう。

			　　名称：師匠

			　　装備者：フラン

			　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　攻撃力：６２２　保有魔力：４１５０／４１５０　耐久値：３９５０／３９５０

			　　魔力伝導率：A+

			　　自己進化〈ランク12・魔石値６６８９／７８００・メモリ・１１２・ポイント６２〉

			　　スキル：鑑定10、鑑定遮断、形態変形、高速自己修復、念動、念動小上昇（小）、念話、攻撃力上昇（小）、時空魔術10、スキル共有、装備者ステータス上昇（中）、装備者回復上昇（小）、天眼、封印無効、保有魔力上昇（小）、魔獣知識、魔法使い、メモリ増加（中）

			　　ユニークスキル：虚言の理５、次元魔術１

			　　スペリオルスキル：スキルテイカーＳＰ、複数分体創造ＳＰ

			


			『自己進化ポイントが62も溜まったぞ。これでまた強化が進むな』

			　それと、地味に嬉しいのが攻撃力が６００を超えたことだろう。過去に見た剣の中でも、６００超えの攻撃力を持つ剣は少なかった。これで俺もスキルなどなくても十分名剣と言える領域に踏み込んだということだ。ふっふっふ、ガルス爺さんの打った剣を見て、凹んでいた頃の俺とは違うのだ！

			「おめでとう師匠」

			『ありがとうな。次こそは、フランの進化だ！』

			　そのためにも、フランが進化するためのヒントを手に入れなくては。オーレルが知っているかどうかは分からないが、自身も進化している長老だ。全く情報が無いということはないだろう。

			『よし、オーレルに話を聞くためにも、ダンジョンマスターに会わないとな』

			「ん！」

			　気炎を吐く俺とフランだったが、ウルシがフランの足にまとわりつき、何かを訴えている。

			「オウン！」

			『おっと、そう言えばウルシもレベルが上がったか。見てやらないとな』

			


			　　名称：ウルシ

			　　種族名：ダークネスウルフ：魔狼：魔獣

			　　Lv：30／50

			　　生命：７５４　魔力：８６５　腕力：４０１　敏捷：５０７

			　　スキル：暗黒耐性８、暗黒魔術４、鋭敏嗅覚10、隠密７、牙闘技６、牙闘術６、影潜み10、影渡り６、空中跳躍８、恐怖４、警戒７、気配遮断６、再生５、死毒魔術２、邪気感知１、邪気耐性１、瞬発５、消音行動６、死霊魔術５、生命探知８、精神耐性６、爪闘術１、毒魔術10、反響定位８、咆哮８、夜陰紛れ10、闇魔術10、暗視、王毒牙、自動生命回復、自動魔力回復、毒無効、身体変化、魔力操作

			　　ユニークスキル：捕食吸収

			　　称号：剣の眷属、神狼の眷属

			　　装備：捕縛の爪

			


			　ボールバグ戦でもレベルが上がり、ついに30台に乗ったか。ただ、フランに比べるとレベルの上りは遅いらしい。元々が強力な魔獣だからだろう。でも、着実に伸びてきている。

			「ウルシ、強いね」

			『しかも、爪闘術？　新しいスキルを覚えてるな』

			　元々前足で相手を叩いたりはしていたが、きちんと爪を使って戦い始めたのは捕縛の爪を装備してからだ。その成果だろう。

			　ウルシが足元に落ちていた石の欠片を咥えると、器用に空中に放った。数メートルまで上がり、落下してくる石。ウルシは軽く後ろ立ちになりながら、落ちてくる石めがけて左右の前足を振った。

			「オン！」

			　その瞬間に手甲から爪が飛び出し、シュババッと空を切り裂く。中々の速さだった。それに、綺麗に四分割された石を見るに、威力も中々のようだ。これに麻痺効果が付くんだから、十分戦力になるだろう。

			「ん。ウルシかっこいい」

			「オン！」

			　褒められてウルシはご満悦だ。

			　ステータスもかなり上がってきて、既に他のランクＣ魔獣とくらべても遜色がない上、スキルはボールバグなどと比べても圧倒的に多彩だ。

			　劣るステータスをスキルで十分カバーできるだろうし、脅威度Ｃの格付けに恥じない力を付けてきている。

			　足りないのは戦闘経験と、落ち着きかね。あとは野性とか？

			　俺だって普段はウルシを甘やかしている自覚はあるが……。意思疎通ができて、躾をしなくても言うことを聞く、甘え好きのおねだり上手とか、犬飼いとしての夢である。どうしても可愛いがってしまうのだ。

			　ウルシはフランに頭を撫でられ、目を細めて尻尾を振っている。腹を見せていないだけましかもしれんが……。うん、やっぱりもうちょっと厳しく躾けようかな。

			「師匠。この後どうする？」

			『おっと、そうだった』

			　いつもまでもここでじゃれ合っている訳にもいかない。俺たちの目的はボスではなく、ダンジョンマスターに会うことなのだ。

			　俺は倒したディザスター・ボールバグをとりあえず収納し、ボス部屋を観察した。

			　ここが最深部のはずなんだが、先に進むような通路や扉は見当たらない。ボスを倒したら道が現れるかとも思ったんだがな。

			　だが、少し待っていると部屋の中央が光り輝き、光の柱のようなものが現れた。

			「師匠、なんか出た」

			『聞いてた通りか』

			　これは帰還用の転送装置だ。光の中に入ると、ダンジョンの入り口に転送されるらしい。

			　ボス戦で消耗した踏破者への救済措置なのだろう。だが、これに入ったら強制的に帰還することになってしまう。

			『ちょっと、この部屋を調べてみるか。その光の柱には触れるなよ？』

			「ん」

			「オン」

			


			　一〇分後。

			　ボス部屋をくまなく調べた俺たちであったが、隠し部屋や隠し通路の類は発見できなかった。

			　一応、部屋の壁の向こう側に微妙な空間を発見したのだが、その先に進む方法が分からない。壁をたたき壊して進むか？

			　だが、ダンジョンマスターによって開放されているダンジョン区画と違って、この先は立ち入りを禁じられた隠された空間だ。下手に強引な真似をしてダンジョンマスターの怒りを買ったら、依頼未達成どころかフランの命が危ないだろう。

			『うーん、どうするか……』

			「うーん？」

			　いや、待てよ。こっちから行けないんだったら、向こうから来てもらえばいいのだ。

			『フラン、オーレルから預かったペンダントを出してみてくれ』

			「ん？　これ？」

			　フランが次元収納をゴソゴソと漁り、ペンダントを取り出した。

			『あとはダンジョンマスターに呼びかけてみてくれ』

			「分かった。ダンジョンマスターさん。お届け物」

			　そう言って、ペンダントを頭上にかざす。俺たちはボスを倒したんだし、ダンジョンマスターが監視してる可能性が高いよな？

			　だったら、こうやって呼びかければ効果があるかもしれない。ダメだったら他の手を考えよう。

			「お届け物─」

			「オンオン！」

			　そうやって呼びかけること数回。

			〈お主ら、ディアスかオーレルの使いか？　〉

			　突如部屋に女性の声が鳴り響いた。かなり若く聞こえるが、これがダンジョンマスターの声なのか？

			「ん。オーレル」

			〈そうか……。良かろう。少々待っておれ〉

			　声の直後、部屋の壁にいきなり、フランがようやっと通れるサイズの穴が出現していた。覗いてみると先に道が続いている。

			　俺たちが調べていた謎の空間に繋がっているようだ。

			〈そこに入るがいい〉

			　通路に罠の類はなさそうだった。ただ、行き先が魔獣部屋だったり、何かの罠である可能性もゼロじゃない。俺たちは慎重に通路に足を踏み入れた。

			　俺はいつでも対応できるように、念動と転移魔術の準備をしておこう。

			　だが俺たちの心配を余所に、通路はただ長い道が延びているだけで魔獣さえ出現しなかった。

			　薄暗い通路の先に、淡い光が漏れ出ている。

			　そして、出口に到達した俺たちが目にしたものは、まるでどこぞの貴族の屋敷かと思うような、豪華な調度品の数々が配置された広い部屋の姿であった。

			　その部屋の中央に一人の女性が立っている。

			　薄衣を重ねたようなゆったりとした白い衣装に身を包んだ、膝裏まである長い黒髪を背の後ろで編んで纏めた美しい女性だ。

			　年のころは三〇程だろうか。メリハリの利いた体つきに、蠱惑的とも思える妖艶な表情。それでいてピンと伸びた背筋と、醸し出される戦士としての雰囲気。女性の中に美しさと力強さが同居していた。

			　強い。見た瞬間に分かった。

			　その上限は見当もつかないが、少なくとも俺たちよりも強い。アマンダと比べても遜色ないのではなかろうか。それほどの武の気配を女性から感じ取ることができた。

			　殺気や闘気、悪意の類は感じ取れないので身構えずに済んだが、なんの心構えもなく出くわしていたら俺は間違いなく戦闘態勢に移行していただろう。ダンジョン内ってことで多少精神が昂っているしな。

			　実は咄嗟に鑑定もしてしまったんだが、鑑定遮断を持っているらしい。名前とダンジョンマスターであるということとスキルの一部しか読み取ることはできなかった。

			　さらに俺の目を引いたことがもう一点。

			　その頭から飛び出す黒い猫耳と、ユラユラと揺れ動く黒い尻尾。俺にとっては見慣れたパーツである。何せ、フランの猫耳猫尻尾とそっくりなのだ。

			


			

			


			『黒猫族……？』

			「よく来たな。黒猫族の同胞よ」

			　女性がそう言った瞬間だった。

			「ん！」

			　フランが素早く左膝をつき、左拳を床につける。右手は後ろに回し、腰に添えられていた。

			「お初にお目にかかります。黒猫族のフランです」

			　宮廷作法が遺憾なく発揮されたようだ。今まで見たこともない程流麗な動作で、フランが女性に頭を下げる。臣下の礼とは違い、目上の者に対する敬意を表した礼のようだった。獣人式の挨拶だろうか。

			　フランが自ら最大限の礼を取る姿など、初めて見たぞ。

			「うむ。我が名はルミナ。黒猫族の戦士にして、このダンジョンのマスターである」

			　やっぱり黒猫族だったか。でも、フランが急にかしこまってしまったのは何でだ？

			　だが、次の瞬間、その疑問は氷解した。

			「黒虎のルミナ様？」

			「ふははは。その通り。改めて名乗ろう。我が名はルミナ。黒猫族、黒虎のルミナじゃ」

			　フランが敬意を払う理由が分かった。フランが求める先が、そこにあったのだ。

			「よく来たな。我はお主を歓迎しよう」

			　進化を果たした黒猫族の先達が、フランの前に立っている。

			　オーレルに話を聞くどころではない。

			　答えがそこに転がっていたのだ。

			『それにしてもよく分かったな』

			（何が？）

			『いや、黒猫族から進化した人間はいないんだろ？　でも、初対面で黒虎だって分かってたじゃないか。なんでだ？』

			（同族同士なら当たり前。見れば分かる）

			　そういえばちょっと前にも言ってたな。獣人なら見ただけで相手が進化しているか分かるって。同じ黒猫族同士だったら、もっと正確に分かるんだろう。

			「こちらへお座り」

			「はい」

			　ルミナと名乗ったダンジョンマスターは、自ら椅子を引いてフランに勧めてくれた。かなり威圧感のある相手だが、悪い相手ではなさそうだ

			　フランはルミナに言われるままに立ち上がり、椅子に腰かけた。

			　それにしても、フランが俺以外にこんなに素直に従うのも初めて見たな。でも、長年憧れ続けてきた超スーパースターとか、大英雄みたいな存在に出会ったみたいなものだし、仕方ないか。

			　ルミナを見つめる目には光るものさえ浮かんでいる。そして、その耳と尻尾はソワソワと落ち着きなく動いていた。

			「その狼は……。まあその辺にでも寝ておれ」

			「オン」

			　ルミナに言われたウルシは、大人しく絨毯の上に寝そべる。

			　懐いた訳ではないようだが、格上であると理解しているんだろう。敵対しないうちは、素直に言う事を聞くことにしたらしい。さすがイヌ科。格上を見抜く嗅覚は鋭いものがあった。

			「さて、オーレルの使いとな？」

			「これ」

			「ほほう……。なるほどの」

			　ルミナはフランが差し出したペンダントを手に取ると、ひっくり返したりしながら、フンフンと頷いている。

			「本物のようだな」

			　ルミナがそう言ってペンダントの中央を何やらいじると、ペンダントトップがカパッと開いた。中には小さい紙片が入っている。ペンダントというよりは、中の紙が重要だったらしい。

			　ルミナは小さく折りたたまれた紙を広げると、難しい顔で見つめている。

			　どうやら手紙だったようだ。

			「ふむふむ……何だと！」

			「ん！」

			「グルゥ！」

			　手紙を読むルミナから、一瞬だけ凄まじい殺気が放たれた。それこそ、フランは椅子から飛び退き、ウルシが元の姿に戻って唸り声を上げる程の殺気だ。

			「おや、済まないのう。ちっとばかし嫌なことを思い出しちまったものでな」

			　だが、当のルミナは涼しい顔で笑っている。殺気もすぐに収まったし、こちらに対してどうこうという訳ではないらしい。

			　ふう、マジで焦ったぜ。フランは額の汗を軽く拭うと、ぺこりと頭を下げて椅子に戻った。

			「オーレルの坊やには解ったと伝えてくおくれ」

			　そう言って、ペンダントをフランに返してくるルミナ。

			「それはもう良い。オーレルに渡せばよいわ」

			　やはりペンダント自体はどうでも良かったらしい。

			「わかった」

			　にしても、オーレルを坊やと言ったか？　七〇歳超えのオーレルに対して、ルミナは三〇歳程にしか見えんが。一体何歳なんだ？

			「ルミナ様は、若い？」

			「ははは。我に面と向かって年齢のことを聞くとは、中々度胸があるな！　ダンジョンマスターになってから初めてのことじゃ」

			　そう言いながら、ルミナに怒る様子はない。むしろ、孫娘を見るような優しささえうかがわせる目でフランを見ている。やはり同じ黒猫族ということで気を許してくれているらしい。

			　フランも柄にもなく様付けで呼んでいた。イニーニャに対してもそうだったが、フランにとって同族というのはそれだけ特別な存在なんだろう。

			「ダンジョンマスターになってからは数えるのを止めてしまったが、まあ五〇〇歳は超えておるな」

			　ダンジョンマスターは加齢が止まってしまうそうだ。ルミナ曰く、ダンジョンコアの破壊か、直接殺害されない限り、マスターは不老であるんだとか。

			「魔力を使えば外見もいじれるぞ？　まあ、我はダンジョンマスターになった当時のままじゃがな」

			　そう言って笑うルミナ。

			　だが、彼女が相当長い時間生きてきたことは確からしい。しかも、進化している。

			　そう。黒猫族でありながら進化しているのだ。

			「ルミナ様」

			「なんじゃ？」

			　フランが居住まいを正し、ルミナを見つめた。

			　ルミナもその真剣さが伝わったのか、ジッとフランを見つめ返す。

			「黒猫族は……進化できるの？」

			　いきなり核心を突く質問だ。だが、これこそがフランが最も聞きたい質問だったのだろう。

			　ルミナという先達が目の前にいようとも、はっきりとした解を得るまでは不安で仕方がないのだ。

			「…………」

			　まるで彫像にでもなってしまったかのように、フランは息を殺してじっとルミナの答えを待った。一切動かず、テーブルの上に置かれた拳はギュッと握りしめられ、見開かれた瞳がルミナをまっすぐに見つめる。

			「……」

			「うむ、無論じゃ」

			「……そう」

			　息をすることさえ忘れてルミナの言葉を待っていたフランの口から、押し出されるように短い呟きが漏れる。

			　それは、万感の思いの籠もった「そう」だった。

			　単なる喜びだけではない。

			　様々な辛い出来事や、苦しかった想い。今後への希望と、自らの道が間違っていなかったことへの安堵。

			　吐き出されるように呟かれたその一言には、フランの全ての想いが込められていた。

			「私は、進化したい」

			「うむ」

			「進化の仕方を知っていたら、教えてください」

			　フランはそう言って深々と頭を下げた。両手と額をテーブルにつけ、ジッとルミナの言葉を待つ。ここが床だったら、躊躇いなく土下座をしていただろう。

			　ルミナは何と答えるか。俺も全てを忘れて、ルミナの解答に集中する。

			「我も……我も教えてやりたいと思うておる」

			「じゃあ！」

			　ルミナの返答を聞き、フランは顔を跳ね上げて身を乗り出した。

			　その頬は紅潮し、口は半開きだ。はっきりと興奮しているのが分かるな。

			　だが、ルミナの口から出たのは、フランが望む言葉ではなかった。

			「じゃが……それはならぬのじゃ。我が、お主に直接全てを伝えることはできん……」

			「……なぜ？」

			　その思わぬ言葉に、フランがすがるような表情でルミナを見つめる。

			「……済まぬ」

			　しかし、ルミナは沈鬱な表情で謝罪をするだけだった。

			「……」

			　糸が切れた人形のように、椅子にすとんと崩れ落ちるフラン。

			　背もたれが無かったらそのまま倒れ込んでいたかもしれない。

			　フランの眼には深い失望の色が浮かんでいる。やっと進化の答えを得ることができると思った矢先、その期待を裏切られたのだ。

			　この程度で済んでいるのは、むしろ僥倖と言えるかもしれない。

			　ルミナは一気に暗くなってしまったフランの表情を見て、同じように暗い表情をしている。

			　フランを見つめるその眼には、痛ましげな光が浮かんでいるようにも見えた。

			「本当に済まぬ。この身がダンジョンマスターでなければ、いくらでも語ってやれるものを」

			「……どういうこと？」

			「ダンジョンマスターという存在はな、混沌の女神様より様々な加護を授かっている。ダンジョンを操る力然り、不老然り。だが、同時に呪いも与えられておるのだ」

			　ルミナが語るには、ダンジョンマスターにはダンジョンに関する情報など、いくつかの事柄に関して他者に伝えることができないという制約が課せられているらしい。

			　語ることを禁止された事柄に関しては、言葉だけではなく文字にさえできないという。

			　だが、黒猫族の進化について、どうして語ることができないんだ？　ダンジョンと何も関係ないと思うが……。

			「黒猫族の進化について、混沌の女神が何かをしている？」

			「そうじゃ。神の御心により、五〇〇年前より黒猫族の進化には重い枷が嵌められておる」

			　そうか、ダンジョンというよりは、ダンジョンを支配する混沌の女神に関しての事柄を喋ることができないってことか。

			「ゆえに、我こそが最後の黒虎なのじゃ」

			「……一つ聞きたい」

			「良いぞ。我が答えられることであれば、何でも答えようぞ。答えられることであれば、だがな」

			　ルミナが自嘲気味な表情で返す。彼女も、同胞の希望に応えられない自身に対して失望を覚えているのだろう。

			「黒猫族は、もう進化ができない？」

			「それは違う。難しいだけなのじゃ」

			　その回答に、フランは安堵したようだ。無理でないと分かれば、希望が持てる。

			「そう。じゃあ、どうして神様はそんなことをした？」

			「……済まぬ、それは明かせぬ。自分で調べるんじゃ」

			「じゃあ、昔の黒猫族は、どうやって進化していた？」

			「……くっ！　それも、語れぬっ！　済まん！」

			　ルミナは歯を食いしばって頭を下げた。その顔は本当に済まなそうだ。

			　しばし無言のフランとルミナ。

			　だが、ルミナが不意に口を開いた。

			「もしも……もしもの話じゃが」

			「ん？」

			「我を殺せば、進化できると言ったら、どうする？」

			　ルミナが、とんでもない言葉を口にする。

			「ルミナ様を──殺す？」

			「もしもの話じゃよ。どうするかの？」

			　フランがいぶかし気に聞き返すと、ルミナが一転して笑顔で言葉を返してきた。

			　戯れに聞いてみた。そんな感じだ。

			「殺さない」

			　だが、フランが悩む素振りすらなく即答する。

			　たとえ冗談であっても、殺すなどとは口にできない。言外にそう告げているような声だった。

			「進化できるんじゃぞ？」

			「いい。だったら、いい」

			　確かに進化はフランの目標だが、それは黒猫族という種族の誇りを取り戻すためでもある。先達の命を奪ってまで、進化をしたいと言うはずが無かった。

			　フルフルと首を振るフラン。

			　それに、ディアスからはダンジョンマスターを殺すなと釘も刺されている。まあ、俺たちが殺せるような相手とは思えんが。

			　もし殺せたとしても、ギルドから反逆者認定されるだろう。そういう意味でも、俺たちにルミナは殺せなかった。

			「そうか……そうじゃな。そう言うじゃろうな。ほんによう似ておる」

			「ん？」

			「いや、こちらの話じゃよ。済まなかったな、変な質問をして。だが、我が伝えることができるのはここまでじゃ……」

			　今の質問は一体何だったのか。もしかして、本当にルミナを殺せば進化できるとか？　いや、まさかな。だったらそのこと自体を言葉にすることができないはずだ。だが、意味のない質問をするだろうか？　今の質問に進化のヒントがあるとか？

			　同胞である黒猫族の命を奪うのが進化の条件とか？　もしくは、ダンジョンマスター？　いや、以前に俺たちはゴブリンのダンジョンマスターを倒している。ダンジョンマスターを倒すというのは違うか。

			　うーん、分からんな。

			「ほれ、茶じゃ」

			「ん……」

			　気落ちしたフランを慰めるためか、ルミナが手ずからお茶を注いでくれる。そして、黒猫族の集落の話や、自分が若かった頃の話をしてくれた。進化に関することでなければ、話すことができるようだ。

			　ルミナがまだダンジョンマスターになる前。五〇〇年前の話だが、その頃は黒猫族は当たり前に進化ができて、他の種族とも対等に付き合っていたらしい。

			「じゃあ、黒猫族は馬鹿にされてなかった？」

			「うむ。むしろその武威は鳴り響き、他の種族に頼みにされておった」

			「ほんと？」

			「本当じゃ。特に王族は圧倒的な力で、各種族の長に畏怖されておった」

			　王族？　他の獣人族のトップを長と言ったということは、それよりも上位ってことか？

			「黒猫族の王族？」

			「うむ……これ以上は喋れんようだ」

			「残念」

			　混沌の女神の誓約の範囲がいまいち分からないな。さらに話を聞いてみると、進化に関する事柄、そして神がなぜ黒猫族の進化に枷を嵌めたか、その辺については話すことができないようだった。王族についての話がなんでダメなのかは不明だが、王族が何かをしたということなのだろうか？

			　それ以外にも疑問がある。それは、五〇〇年でここまで黒猫族の情報が忘却されてしまうものかということだ。

			　何百年も生きるエルフなどもいる訳だし、地球よりも昔の話が残っていても良さそうなものだが、進化していたという事実さえ忘れられてしまっている。これも神の仕業なんだろうか。エルフなどに話を聞いてみたいな。

			　その後、結局進化の条件は分からなかったものの、二人ともに久々に出会った同族だ。話は弾み、最後には互いに笑顔が浮かんでいた。

			「さて……お主に一つ頼みたいことがある。良いかの？」

			「ん。何でも」

			「ははは。なに、難しい事ではない。ディアスに伝言を頼みたいのじゃ」

			「ディアス？　オーレルじゃなくて？」

			「うむ。ディアスにじゃ。一言、約定を果たせと伝えてくれるか？」

			「分かった」

			「逆に、お主から何か願いはないのか？　できる事ならば何でもしよう」

			「願い？」

			「うむ」

			　ルミナにそう言われ、フランがじっと考え込んだ。色々と浮かんでは消えているんだろう。

			（師匠？）

			『フランがしたいようにすればいい。何でもいいって言ってるんだし、思い浮かんだことを言ってみればいいさ』

			「わかった」

			「決まったかの？」

			「ん」

			　ルミナの問いに、フランがコクリと頷く。そして、闘志の籠もった目で、静かに告げた。

			「私と戦って」

			「ほほう」

			「黒虎の力を、見せて」

			　強い相手との模擬戦とは、フランらしい願いだった。

			　それに、自分が目指す先にいるルミナの、その強さを肌で感じてみたいのだろう。

			　そんなフランに対して、ルミナは心底楽し気に笑っていた。

			「良いだろう。我が力、見せてやろうではないか！　ちょっと待っておれよ。準備をしてくるでな」

			「ん」

			「それまではこいつが相手をしよう。なんなりと言いつけるがいい」

			　ルミナの言葉と共に現れたのは、執事のような服を着こんだ人形であった。デッサンなんかで使う木人形にそっくりだ。

			　その人形は人間と変わらない滑らかな動作で一礼すると、フランのカップに紅茶を注いだ。

			「ありがと」

			　フランの言葉にも、人形は静かに頷く。さらに人形は部屋の隅にあった棚から、クッキーとチョコレートを取り出してきてくれた。そして、どうぞとでも言うかのように、フランの前に取り分けて置いてくれるのだった。

			　喋ることはできないようだが、ルミナの使い魔とかそういう存在なんだろう。

			「ん。おいしい」

			　フランがお茶と甘味に舌鼓を打つこと一〇分。

			「待たせたな。準備ができたぞ」

			「ん？」

			　ルミナが戻って来た。だが、フランは小首を傾げる。

			　準備ができたと言いながら、ルミナの格好は何も変わっていなかったのだ。

			　白く薄い服に、要所を彩る数々の装飾品。鎧のような物さえ身に着けておらず、貴族の部屋着といった感じの出で立ちだ。唯一の変化は、腰に下げた一振りの剣だろう。

			　ただ、その剣も特に魔力は感じられない。業物ではあるのだろうが、魔剣ではないようだった。

			「こちらについてまいれ」

			　そう言ってルミナがさっさと歩き出す。

			　慌てて後を追った俺たちが見たのは、直径が一〇〇メートル程はありそうなドーム状の部屋であった。

			「戦うのにちょうど良い部屋が無くてな。作ったばかりで殺風景じゃが、手合わせをするには問題あるまい？」

			　準備というのはルミナの装備などのことではなく、部屋を用意したという意味だったらしい。さすがダンジョンマスター。スケールがでかい話だ。

			（師匠は見てて）

			『分かってるよ。これはお前の戦いだからな』

			　フランが求め続けた、進化を遂げた先達との模擬戦である。

			　無粋な真似はしないさ。

			「さてと、やろうかの？」

			「装備は？」

			　防具を身に着けないルミナに対して、フランが尋ねる。

			　その中に心配の色を感じ取ったのだろう。ルミナが面白そうにニヤリと笑った。

			「ほう？　我に一撃を入れる自信があると？」

			「勿論」

			「ははは。その意気じゃ！　心配しなくともよい。この服は魔力で強化されておる。そこらの金属鎧などよりも余程丈夫じゃ。それに、身代りの腕輪も装備しておるでな。遠慮せずに本気で来い」

			「わかった」

			　フランがやる気に満ちた表情でコクリと頷く。ルミナはそれを見て、好戦的な笑みを浮かべた。

			　この二人、種族以外でも似た者同士なのかもしれない。

			「では──いくぞ？」

			「ん！」

			　そして、闘いが始まった。

			　ルミナは剣士らしい。フランと普通に打ち合っていることからも高レベルなのは確実だろう。

			　鑑定遮断のせいで確認できるスキルは、気配察知などの感覚系スキルばかりだが、魔力操作スキルを所持しているところを見ると魔術も使うようだ。

			　始まりは互いの技量を確かめ合うように静かに。だが次第にその剣筋は鋭く、激しく変化していく。

			「いいぞ！　その年でこれほどの腕とは！」

			「ん！」

			「そらそら！　どうした！」

			「はぁ！」

			「甘いわ！　今のはもう一歩踏み込めたじゃろう！」

			　やはりルミナの方が一枚上手だ。フランがほぼ全力なのに対して、ルミナにはフランのミスを指摘したり、指導するように叱咤する余裕が残っている。

			「これだけではないだろう！　もっと本気で来るがいい！」

			「ん。ファイア・ジャベリン！」

			　フランが炎の槍を投げつけると同時に、斬りつける。魔術も解禁か。

			　だがルミナは炎の目くらましに引っかかることもなく、あっさりとその二段攻撃を躱していた。

			「甘い！　その程度では攪乱にもならん！」

			「ん！」

			　そこからは魔術を絡めた激闘だ。ルミナはやはり魔術を使えたようで、火と風の魔術を要所要所で使ってくる。

			「火魔術はこう使うのだ！　ファイヤ・アロー！」

			「む？」

			「ほれ！　魔術に気を取られ過ぎじゃ！」

			　しかも、その使い方が上手かった。自らの背後に生み出した魔術を、体をブラインドにして放ったり、風魔術を使ってフランの外套を巻き上げて動きを阻害したりと、攻防の中に上手く紛れ込ませてくるのだ。

			　また、魔術の制御力も目を見張るものがある。例えばファイヤ・アロー。同時に生み出す数は俺たちの方が多いのだが、全ての炎矢を違う軌道で飛ばすほど緻密な制御は俺には難しい。少なくとも激しい戦闘中には無理だった。

			　三〇分以上戦っていただろうか。フランの息も荒くなってきた。対するルミナの表情は満足げだ。

			「ふぅ……ふぅ……」

			「進化せずにこれほどの強さを手に入れておるとは……。進化に至れば、確実に名を残す戦士となるであろうな」

			　そう言って笑う。

			　だが、唐突にその表情を引き締めた。

			「では、そろそろ終いといこう。最後にお主が目指す先の、力の一端を見せてやる。まあ、死にはせんよ」

			「望むところ」

			　フランが期待と畏怖の混ざり合った表情を浮かべながら、俺を正眼に構える。

			　その姿を確認したルミナが、なぜか剣を腰に戻してしまった。

			「ルミナ？」

			「殺すわけにはいかんからな」

			　フランの疑問の声にそう返すと、ルミナは気迫の籠もった表情で呟いた。

			「──覚醒」

			　直後、ルミナの姿が変化する。劇的とまではいかないものの、確実に違っていた。

			　背中でまとめていた柔らかな長髪が解け、一本一本の髪に芯が通ったかのように大きく広がっている。さらに黒く長い尾と耳は、天を突くようにピンと立っていた。よく見ると、耳と尻尾は虎にそっくりな縞模様になっている。ただし、色は黒と黒灰色だったが。そのせいで、よく見ないと縞模様だとは気づかないだろう。

			　ルミナの体から漏れ出す膨大な魔力が物理的な圧力を伴って大気を振動させ、俺の刀身がビリビリと震える。

			　漏れ出すだけでこの圧力。これ程濃密な魔力はリンフォード以来だ。

			『これが……進化なのか？』

			「すごい……」

			　俺とフランが溢れ出す魔力を纏うその姿に見入っていると、ルミナが悠然と拳を構える。

			　それだけで俺の危機感知が、悲鳴を上げるかのように警告を鳴らした。フランにも今のルミナの危険さが分かっているのだろう。その挙動を見逃さぬよう、その一挙手一投足を見つめている。

			「行くぞ」

			「……っ！」

			「迅雷」

			　俺たちがそれだけルミナに対して集中していたからだろうか。ハッキリと、その呟きが聞こえた。

			　そして、ルミナの姿が掻き消える。

			　だが、そのことに驚く間もなく、次の瞬間には閃光とともに凄まじい衝撃がフランを襲っていた。

			「がっ！」

			　水平に一五メートル程吹き飛び、さらに床を激しくバウンドしながら滑って部屋の壁に激突する。

			　ドゴオオオォォ！

			　総計で三〇メートル近くは跳んだだろう。固いはずの壁を破壊し、全身がめり込むほどの勢いだ。

			　ま、全く見えなかったぞ！

			　何をされたのかは分かる。近付いて、殴られたのだ。

			　そう、ルミナがやったのは本当にそれだけだった。ただし、その速度が尋常ではなかったが。

			　気づいたら今までフランがいた場所にルミナが立っており、代わりに俺たちは水平に吹き飛んでいるという状況だった。

			「ぐ……」

			　壁の残骸を押しのけながら、苦痛に顔を歪めたフランがゆっくりと上半身を起こす。

			　打撃をくらったのは胸元のようだな。その部分に焦げ跡が付いて煙を上げていた。

			　僅かに感じた電流と合わせて考えると、雷鳴属性を帯びていたのだと思われる。迅雷という言葉からも、それは確実だろう。

			　ルミナが拳を使った理由がわかった。もし剣を使われていたら、フランの上半身と下半身は気付く間もなく分かたれていたはずだ。それほどの速さである。

			『フラン！　大丈夫か？』

			「がは……ヒールッ……」

			　なんとか意識は残ったようだが、口からは血を吐き出し、かなりのダメージを負っていた。多分、胸骨が折れて肺を傷つけている。

			　殺さないと宣言はしていたが……。大怪我をさせないとは言っていなかったか。

			　ここまでの模擬戦で、フランならば死なないと確信したゆえの攻撃だったのだろう。

			「大丈夫か！　久々に楽しかったゆえ、少しばかり力が入ってしまったわ！」

			　……ちょっとしたミスだったらしい。

			「少し吹き飛ばすだけのつもりじゃったんだが」

			　慌てて駆けつけてきたルミナが、フランにポーションをかけてくれる。すでに進化状態ではないようだ。元の姿に戻っている。

			　それにしても最後の攻撃、迅雷とは何だったのか？　あまりにも瞬間的過ぎたため、スキルなのかどうかも分からなかった。

			　ただ、思い当たる言葉はある。特定の種族が持つというスキル。固有スキルだ。目指す先を見せると言っていたルミナの言葉を考えても、黒虎の固有スキルなのではないだろうか。

			　あまりにも凄すぎて全然見えなかったが……。とりあえず、ルミナがフランよりも遥か高みにいるということは理解できた。

			「どうじゃ？」

			「ん。もう、へいき」

			　激痛の余韻が残っているせいで多少顔を顰めてはいるものの、ダメージそのものは癒えている。

			　フランはルミナが差し出した手を掴んで、立ち上がった。

			「済まんかったな」

			「ん？　何で謝る？」

			「ちょっとやり過ぎてしもうた」

			「こっちからお願いしたこと。それに、黒虎が凄いって分かったから。むしろ嬉しい」

			　恐れ怖がるどころか、キラキラとした尊敬のまなざしを向けられ、ルミナはむず痒そうに笑う。その頬は分かりやすく赤かった。どうも照れているようだ。

			「そ、そうか」

			「ん」

			「疲れたであろう？　少し休め。また茶と菓子を用意するゆえ」

			「ありがとう」

			　その後、しばらく休んでダメージも完全に抜けたフラン。今はルミナと模擬戦の反省会をしながら、焼き菓子を齧っている。

			　そして、反省会が終わる頃、ルミナが残念そうな顔で口を開いた。

			「名残惜しいが、お主をいつまでも引き留めておくわけにもいかんな」

			「ん……」

			　フランも名残惜しいのだろう。寂し気に俯く。

			　だが、進化を目指すにはここから出て情報を得なくてはならない。特にオーレルだ。わざわざフランに手紙を届けさせた訳だが……。

			　これは偶然か？　手紙を届けさせたことから考えても、オーレルとルミナは知り合いのはずだ。オーレル自身も進化している訳だし、当然ルミナが進化していることを知らないはずがない。そこに、黒猫族のフランを送り込む？　いくら何でもでき過ぎな気がする。

			　もしかしなくても、フランとルミナを引き合わせるための依頼だったのではなかろうか？

			　それが当たっているとなると、彼は何かを知っている可能性もある。進化に関して知らなくても、手助けは期待できるかもしれない。

			　できるだけ早く、話を聞きたかった。

			「ボス部屋の転送陣がまだ生きているゆえ、入れば入り口に戻れる」

			「……また、会える？」

			「ははは。ここに来ればよい。いつでも歓迎しよう。ボスの出現設定は変えておく。部屋に到達すれば、自動的にここへの通路が開く」

			「ん。分かった」

			　ルミナが寂しげな表情のフランの頭を、ガシガシと乱暴に撫でる。フランは嫌がる素振りを見せず、むしろ気持ちよさげに目を細め、耳をピクピクさせていた。

			　そうやってしばらくの間別れを惜しんでいた二人だったが、いつまでもそうしてはいられない。

			　フランがルミナからそっと身を離した。

			『もういいんだな？』

			（ん）

			　俺の問いに、フランは気丈に頷く。

			「ルミナ、ばいばい」

			　俺としては久しぶりに出会った同族と一緒にいさせてやりたいが、フランは自らルミナに別れを告げると、転送装置のあったボス部屋へと歩み始めた。

			「またの」

			「ん……」

			　フランは何度も後ろを振り返りながら通路を戻り、転送陣に乗るのだった。

			　転移特有の浮遊感が俺たちを包みこむ。フランの姿がボス部屋から掻き消える直前、ルミナが叫んだ。

			「道はある！　細いが、諦めなければ必ずたどり着けよう！」

			　ルミナの激励を聞きながら、光に包まれた俺たちは一瞬で地上に戻っていた。

			　数日前に通った、ダンジョンの入り口だ。確かに見覚えがある。

			『さて、とりあえずオーレルの所に依頼完了の報告に行こう』

			「行く！」

			　俺の言葉にフランが力強く頷く。

			　大股で勢いよく歩き出すフランの姿は、寂しさを吹っ切ろうとしているように見えた。

			『何か進化の話が聞けるといいんだが』

			「ん」

			　俺たちは砦を出てオーレルの屋敷に向かおうとしたのだが、フランは砦の入り口で足を止める。いや、寄ってきた兵士や冒険者に囲まれ、止まらざるを得なかった。

			　どうやらダンジョンに入ろうとしていた冒険者が、俺たちが転移陣で戻ってきた姿を目撃し、外にいた他の冒険者たちにフランの帰還を伝えたらしい。

			「おお！　無事だったか！」

			「転移装置を使ったってことは、お嬢ちゃんボス倒したのか？」

			「前回の盗賊捕縛と言い、さすがだな！」

			「ずっとソロでやってく気なのか？　ぜひうちに入って欲しいぜ！」

			　おお、なんか凄い好意的だ。どうやらボスを倒して転移装置で戻ってくるというのは、この町の冒険者にとっては一種のステータスであるらしい。しかも難易度の高い東のダンジョンを攻略したとなれば、それはウルムットでも最上位の実力者ということになる。

			　さらにさらにフランはソロだ。ウルシがいるとはいえ、子供が一人で攻略を果たすというのは驚きの事態なのだろう。

			　一〇人以上の冒険者たちから様々な質問が飛んでくる。それにフランが答えてやると、皆が目をキラキラさせて感嘆の声を上げた。遥かに年上でゴツい大人たちが、まるで憧れの人を見るような目でフランを見ている。凄まじく滑稽な姿なのだが、フランが認められるのは素直に嬉しい。

			「ハイ・オーガの群れを一人で？」

			「あの罠を解除したのか！」

			「ボスはどんな奴だったんだ？」

			　そうやって質問攻めにあうフランを助けたのは、喜色満面で駆け寄ってくる筋肉ダルマであった。

			「はいはーい。質問はそこまでよ」

			「エルザ」

			「お久しぶりね～。とっても心配してたのよん？」

			「ん。修行してた」

			「それは知ってるけど～、心配なものは心配なの！」

			　エルザは体をクネクネさせながら、潤んだ目でフランを見つめている。

			　本気で心配してくれていたんだろう。全く可愛くも色っぽくもないが、有り難いことである。

			「それに、ここはボスが強いじゃない？　相手の能力に合わせてボスが出現するし。弱点を突いてくるようなボスもいるから、脅威度以上に苦戦することも多いのよ？　フランちゃんなら脅威度Ｃ以上のボスが出てもおかしくないし」

			「ん。でた」

			「そうなの？　怪我は？　怪我はしてないの？」

			「もう大丈夫」

			「もうってことは、やっぱり怪我したのね！　ああん！　私が付いていってれば怪我なんかさせなかったのに！」

			「それじゃ修行にならない」

			「そうだけどー。でも、そんなストイックなところも可愛いわ！　それにしても一人と一匹だけで脅威度Ｃの魔獣を倒しちゃうなんて。やっぱり強いわね～」

			　それにしても、エルザはどうしてここにいるんだ？　偶然か？

			「エルザ姐さん、話があったんじゃないんですかい？」

			「あ、そうだったわ！」

			　いや、偶然じゃなかったらしい。兵士にフランが出てきたら知らせるように頼んでいたようだ。その兵士が雑談を始めてしまったエルザに、呆れたような声をかけている。

			「ごめんなさーい。久しぶりにフランちゃんに会えたから、私テンション上がっちゃった！」

			　やめろ！　てへぺろするな！

			　エルザは悪い奴じゃない。むしろいい奴なのは分かるが、それとこれとは別なのだ。

			「話？」

			「そうなのよ！　ギルマスが呼んでるの。他にもいくつか伝えなきゃいけないことがあるわ。でも、ここで立ち話もなんだし、まずはギルドに戻りましょう？」

			「でも、オーレルに報告をしなきゃならない」

			『いや、ギルマスに伝言も頼まれてるし。先にギルドでもいいんじゃないか？』

			「ん？　じゃあ、ギルドに先に行く」

			「あら、そう？　先におじいちゃんのところでもいいのよ？」

			「大丈夫」

			　ということで、俺たちはエルザの先導でギルドに向かうのだった。

			　ただ、屋根の上を跳んで行動した先日と違い、なぜか地上を普通に歩いている。

			「エルザ、上いかないの？」

			「実はギルマスから絶対に騒ぎを起こすな。多少ゆっくりでも目立たず帰ってこいって念押しされてるのよ」

			「なんで？」

			「うーん。色々理由があるっぽいのよね。理由の一つは見当がつくんだけど、他は分からないわ。でも珍しく真剣な様子だったから、理由があるんだと思うけど」

			「エルザが知ってる理由って？」

			「それもギルドで説明するわ。とりあえず、油断しないでついてきて？」

			「わかった」

			　あのディアスが真剣に命令するってことは、本当に重要な理由があるんだろう。

			　フランも納得したのか、周囲への警戒を怠らずにエルザの後をついていった。

			　そうやってエルザとともにギルドに向かう途中、俺はある重大な事実を思い出す。

			『ギルマスに会うんなら、思考遮断のレベルを上げておいた方がいいか？』

			（ん。いいと思う。まだレベル１だから）

			　もう変なことはされないと思うけど、念のためだ。どこか信用しきれないんだよね。

			『ただ、問題もある。急に思考遮断を高レベルで手に入れて、ギルマスにどう思われるか』

			　いくら修行していたとはいえ、これだけ短期間でギルマスの読心を防げるようなスキルを入手したら、要らぬ勘繰りを受けるのではなかろうか？

			（もうインテリジェンス・ウェポンだとばれてる。いまさら）

			『そうか？』

			（ん。師匠の不思議な力で手に入れたって言えば、平気。師匠はそれぐらい凄い）

			　俺自身の認識不足だったようだ。神剣という遥か格上の存在を知ってしまったため、自分がそれほど珍しい存在だと自覚できていなかった。「ばれたら狙われるかも？」とは思っていたが……。神剣未満、魔剣以上？　インテリジェンス・ウェポンとはその程度には伝説的な存在であるらしい。

			　つまりあれだ、「だってインテリジェンス・ウェポンだし」というある意味最強の言い訳を使えるということである。多少の不自然さや、不可思議さはそれで納得されてしまうらしい。

			『まじか』

			（ん。だってインテリジェンス・ウェポンだから）

			『なるほど。聞いて納得。恐ろしい程の説得力だ』

			　まあ、大丈夫なら上げちまおう。

			　自己進化ポイントを18消費して、思考遮断を10に上げる。

			〈思考遮断がLvＭａｘに達しました。思考完全遮断へと進化します〉

			　おお！　スキルが進化したな。思考完全遮断か。これで読心だろうが思考誘導だろうが、ドンとこいだ。しかも自分の意思で遮断率をある程度いじれるようで、わざと思考を読ませるようなこともできるようだ。相手が読心を持っていることが前提だが。

			（他のスキルはどうする？）

			『うーん、残りのポイントは慎重に使いたいし。後にしとこう』

			　自己進化ポイントには限りがあるのだ。慎重に使わねば。

			（わかった）

			『まあ、何に使うか考えておけよ』

			（ん。考える）

			　多分、剣聖術などを上げたいと言うと思うが、他に上げたいスキルがあるのなら、それを優先しても良い。スキルを使うのはフランなのだ。

			　いや、俺も使うけど、俺はフランの剣。フランの希望が最優先だ。それに、フランの発想力は俺の予想の斜め上を行く。リンフォード戦ではそれを思い知った。何と言ってくるか楽しみだぜ。

			　だが、もう少しでギルドというところで、エルザの足が止まってしまった。

			「うんもう！　邪魔ね」

			『なんか急に通行人が増えたな』

			　しかも単に歩いている訳じゃなく、前方に人垣ができている。

			　その人垣のせいで人の流れが悪くなり、さらに人が溜まるという悪循環だ。

			『何か事件でもあったか？』

			「エルザ、何かあった？」

			「他国の高位貴族が町に到着したみたい。ほら、武闘大会も近いし、その観戦に来たのよ。これから貴族とか冒険者がどんどんやってくるから、人で溢れかえるわよ。ウルムットが一年で一番賑わう時期だしね」

			　なるほど。つまり貴族が道を通るために、一般人が横断できずに足止めをくらっているということか。大名行列とまではいかないが、高位貴族が通る際に庶民は通行止めされてしまうらしい。

			「仕方ないわね……。ここだけは上を行くわよ？」

			「いいの？」

			「一瞬だけだし、大丈夫でしょ？　待ってたらどれだけ時間かかるか分からないもの」

			「わかった」

			　目立つなって言われてるはずなのに、いいのか？

			　だが、エルザはすでに跳んでいってしまった。フランもその後を追って、屋根に駆け上がる。そのフランの背から、眼下の人垣を見下ろしてみた。

			『あれが貴族の馬車か』

			　こっちの世界に転生してから見た中で、一番豪華な馬車が通りを進んでいる。

			　屋根に取り付けられた金色の輝きを放つ獅子の像は、今にも動き出さんばかりに精緻な作りだ。黒光りする重厚な木材を基礎にした車体には、金や銀で煌びやかな装飾が施されている。しかもそれが下品ではなく、むしろ気品さえ感じさせた。馬車を引く馬も非常に大きく、観衆の声に動じる様子もない。高度な訓練を積んだ良馬なのだろう。一目見ただけで下級貴族の馬車ではないと分かるな。

			　ただ、どうして護衛が少ないんだ？　あれだけの馬車だったら護衛を何十人も引き連れていたっておかしくはない。と言うか、引き連れていないとおかしい。

			　しかし馬車は一台だけ。従者や同行者の乗っている車列の姿もなく、護衛の姿は馬車の左右を警戒するように配置された二人だけしか確認できない。御者をあわせても三人だけだ。

			　いくら町の中とは言え不用心過ぎないか？

			　だが、御者と二人の護衛を見てすぐに考え違いに気づいた。

			『強いな』

			　足の運びや警戒の仕方を見ただけで、凄まじく強いと直感できた。

			『鑑定察知を持っていたとしても、ここからならばれないか？』　

			　フランがあっと言う間に屋根伝いに走り出してしまったので、鑑定できたのは護衛の一人だけだったが……。

			『はぁっ？』

			（師匠どうした？）

			『いや、あの馬車の護衛なんだけどさ、メチャクチャ強い』

			　その強さは俺の想像の遥か上だった。

			


			　　名称：ゴドダルファ 　年齢：44歳

			　　種族：獣人・白犀族・黒鉄犀

			　　職業：断斧闘士

			　　Lv：７２／99

			　　生命：１２５６　魔力：４２２　腕力：６５４　敏捷：２６７

			　　スキル：威圧８、怪力８、拳闘技５、拳闘術５、気配察知３、高速再生４、剛力10、棍棒技６、棍棒術６、採掘８、再生10、状態異常耐性７、瞬発３、精神異常耐性７、属性剣８、大地耐性４、突進７、斧技10、斧術10、斧聖技６、斧聖術７、魔力感知３、気力制御、ゴブリンキラー、痛覚鈍化、ドラゴンキラー、皮膚強化

			　　固有スキル：覚醒、衝波

			　　称号：守護者、大山の如き者、ダンジョン攻略者、ドラゴンキラー、ランクＡ冒険者

			　　装備：地龍角の大斧、地竜鱗の全身鎧、炎粘精の外套、影武者の腕輪、毒感知の指輪

			


			　なんとランクＡ冒険者だ。しかも進化済みの獣人である。アマンダレベルの存在だった。他の二人もこのレベルの強さなのだろうか？　だとしたらそりゃあ護衛なんかいらないだろう。むしろ過剰戦力だ。三人だけでウルムットを落とせるかもしれん。

			　すでに地面に下りたフランに護衛の鑑定結果を教えてやると、興奮気味に振り返っている。

			（凄い！　犀は強くて有名な種族。でも数が少ない）

			『へえ。そうなのか』

			　確かに犀の獣人なんて初めて見たが、希少種族なら仕方ないかもしれない。パッと見は少し体が大きい人間にしか見えなかったが。

			　気になるスキルは怪力、気力制御。あと固有スキルの覚醒、衝波の四つだな。

			　個別に鑑定する暇はなかったが、怪力は剛力の、気力制御は気力操作の上位スキルだと思われた。固有スキルも気になる。覚醒は進化した獣人族が得るという特殊なスキルだ。これはルミナに聞いたので存在は知っている。

			　分からないのは衝波の方だろう。こっちはヒントも何もないからな、全く想像もつかない。

			　ギルドで調べてみたら分かるか？　オーレルに聞いてみようか。経験豊富な獣人なのだし、知ってるかもしれない。それどころか、あの獣人個人の情報も分かる可能性がある。

			（ん。聞く！）

			　フランも乗り気なようだった。

			　それにしても、これだけ短期間に進化した獣人たちと次々に出会うとは……。

			『何か、進化するための手がかりを得られればいいんだがな』

			


			Side　？？？？

			


			「さて、調子はどうだ？」

			「あんたか。凄いなこの剣！　力が湧き上がってくるんだ！　何だろうなこの清々しい気分は！」

			「それは何よりだ。腕と足の方も問題ないか？」

			「ああ！　あの娘に斬られた手も足も、また生えてくるとは思わなかったよ。あんな高ランクのポーション、良かったのかい？」

			「あんたにはまだ働いてもらわなくちゃならないからな」

			「いいよ！　何でも言ってくれよ！　今なら何でもできる気がするんだ！」

			「まず一つ聞きたいが、魔薬の原料はすぐには手に入らないのか？」

			「あー、そうだね。ミミック・ヴェノムクロウラーの毒袋は金さえ積めばどうとでもなると思うよ。でも、パンデミック・リーチの毒袋は無理だ」

			「どうしてもか？」

			「ああ。確保していた分はギルドに差し押さえられてしまったし、自力で狩ろうにも目撃証言もしばらくない」

			「ちっ。そうかよ。となると、セルディオはもう無理だな」

			「あの娘さえいなければ……。くそっ！　あああああああ！　くそぉっ！」

			「おいおい、急に怒鳴るなよ」

			「ひひひひ、ごめんごめん。何か急に叫びたくなっちゃってさ。何でだろうね？」

			「剣と薬の影響か……」

			「何か言ったかい？」

			「いや、何でもねーよ。それより、お前さんには一つ奪ってきてほしいもんがある」

			「奪う？　誰から？」

			「お前の言っている、あの娘とやらさ。フランとか言ったか？　その娘の持っている魔剣を早急に手に入れたい」

			「へぇ？　あの剣かい？　僕も少し気になってたんだ。随分と強い魔剣みたいだったね」

			「娘の方は好きにしろ。殺した後に、魔剣を持ってきてくれりゃあいい」

			「分かったよ。くふふふふ。楽しみだなぁ。僕に散々酷いことをしてくれたし、是非とも同じことをやり返さなきゃね！」

			「遊ぶのはいいが、娘を殺やる前に捕まるようなへまをするなよ？　ここでお前に失敗されたら、俺たちもあの方にどんな処罰を受けることか……」

			「分かってるよ。僕だってあの方は恐ろしい。他人事じゃないんだ。むしろ、大きなへまをした分、僕の方がヤバいんだし、ちゃんと仕事はこなすさ。ただ、仕事が楽しいにこしたことはないだろう？」

			「こちらからはセルディオとダールムを出す。好きに使え」

			「ええ？　いいのかい？　特にセルディオは、ここで失うには惜しいんじゃないか？」

			「仕方ない。ここで魔薬を入手できなかった以上、どうせ死ぬ。だったら最後に有効活用するだけだ。多少扱いづらいだろうが、魔薬を使ってお前への服従をするよう仕込んでおく。命令は聞くはずだ」

			「魔薬にはそんな使い方もあるのか！　単に人間を壊して、馬鹿にする薬じゃなかったんだね」

			「そりゃあ、一気に摂取した場合だけだ。量を調節すれば、色々と使える」

			「あ、もしかして僕がさっきから不思議なほど爽快なのは、魔薬を使われたからなのかい？」

			「……だったらどうする？」

			「どうもしないさ！　ただ、魔薬っていうのはこんなにハッピーになれる薬だったのかと驚いてるんだよ！　もっと前に使っておけばよかった！　あははははは！」

			「そりゃ良かった。剣を使うには、どうしても魔薬を少量摂取する必要があるからな、仕方なかったんだよ」

			「なるほどなるほど。そういうことなら仕方ない！　これだけ凄まじい力を得るのに、何の代償もなしって訳にはいかないだろうしねぇ！　ひははははは！　分かるかい？　力が溢れ出てるのが！」

			「今からはしゃぎ過ぎるな。お前は追われているんだぞ？」

			「ごめんごめん。それで、どこで襲うんだい？」

			「それなんだが、今は護衛が付いている。それはこちらで何とか引きはがすから、その後に襲え」

			「わかったよ。娘の方は任せてくれ！　絶対に！　殺して！　グッチャグチャにしてやるから！」

			「魔剣も忘れてくれるなよ。ソラス」

			「ひひひひひ！　分かってるよぉ！」

		

	
		
			第五章　折れる心

			


			　俺たちがエルザに連れられてギルドに戻ると、ディアスがどこか疲れた顔で出迎えてくれた。

			「やあ、お帰り」

			「ん。何か話があるって聞いた」

			「そうなんだ。ちょっと長くなるから、座ってくれるかい？」

			「わかった」

			　憂鬱な表情のディアスを見るに、何かトラブルが発生したのだろう。しかも、それがフランに関係しているようだ。

			『フラン、先に伝言を伝えた方がいいんじゃないか？』

			（ん）

			　フランはソファに身を沈めながら、ディアスに向かって口を開く。

			「ディアス。ルミナからの伝言。約定を果たせ」

			「あら？　誰からの伝言なの？　ルミナ？」

			　エルザはルミナの名前を知らなかったらしい。突然出た名前に首をひねっている。

			　だが、聞き返すエルザに、ディアスは首を振った。

			「おっとエルザ君。それは秘密だよ」

			　どうやらルミナのことはエルザにも秘密だったようだ。ここで伝えたのはまずかったかな？

			　人差し指を唇に当ててシーッとやるディアスに、エルザが溜息を吐く。

			「はぁー。秘密って訳ね。はいはい、分かりました」

			「済まないね」

			「うふ。いい女っていうのは、男の秘密ごと包みこむものなのよ」

			　色々と感付いてはいるようだが、エルザはあっさりと引き下がった。軽い感じでウィンクしているが、自分とギルドマスターの地位の差をきっちりと弁わきまえているってことだろう。自分では知る資格の無い機密があると理解できているのだ。

			　ここはさっさと話を進めちゃおう。

			「あと、いくつか依頼を達成してきた」

			「そうか。じゃあ先に依頼の達成状況を確認しようか。どのくらい達成できてるかな？」

			「これと、これと──」

			　フランが達成できている依頼書を取り出していく。

			　九つあった討伐依頼はすべて完了している。あとは納品依頼なんだが、目標の二三個達成には残念ながら届いてなかった。

			「ギルドカードを見せてくれるかい？」

			「ん。これ」

			「ふむふむ。凄い成果だね。確かに討伐依頼は全て完了か」

			「すごいわフランちゃん！　さすがね～」

			　ギルドカードを見れば、討伐した魔獣の種類と数が全部わかる。その記録を見ながら、ディアスとエルザが驚いていた。

			　どうも、普通の冒険者であればダンジョン内での無駄な戦いは避け、敵を回避しながら進むものらしい。俺たちの場合は出会った魔獣は全て殲滅してきたからな。その討伐数は平均を大幅に超えているだろう。

			「Ｄ級パーティでもこれほどの戦果は難しいわよ？」

			「これだけ狩ってたら、素材も相当採れたんじゃないのかな？　納品系の依頼はどうだい？　解体は済んでるかな？」

			「ん。もう終わってる」

			　そこも抜かりはないぜ。フランが寝ている間に、俺が解体済みなのだ。

			「じゃあ、そこに出してくれるかい？」

			　ディアスが指差した先には、すでにエルザがシートを敷き終わっていた。スライムなどから作られた水を弾く素材でできているらしい。

			　ビニールシートにソックリだった。色も典型的なスライムと同じ青だから、余計にビニールシート感が強く感じられるのだろう。

			「ここでいいの？」

			「そのために準備していたんだ。ああでも、とりあえず納品用の素材だけにしてくれるかい？」

			「わかった」

			　フランがそのシートの上に素材を載せていく。　

			　人間の腕程もあるハイオーガの角。赤と紫の毒々しい色をしたミミック・ヴェノムクロウラーの毒袋。その他にもダンジョンの魔獣から剥ぎ取った素材の数々だ。

			　特にミミック・ヴェノムクロウラーの毒袋は扱いを丁寧にしないとな。多少の毒でディアスたちが死ぬとは思えないけど、執務室で毒をまき散らしたら色々面倒だ。というか普通に怒られるだろう。

			「状態もいいし、品質も高いね。全部納品で構わないのかな？」

			「かまわない」

			「じゃあ、討伐と合わせると依頼一七個分だね。いや、ボス討伐も評価に含めれば、依頼をあと五つこなしてくれればランクアップさせることができるね」

			「もうちょっとね。頑張ってフランちゃん！」

			　ただ、それが結構面倒なのだ。残っている依頼で納品しなくてはならないのは、ダーティ・ウィスプなどの、エンカウント率が低い魔獣の素材ばかりなのである。こいつらの素材を集めるのは結構時間がかかるだろう。

			　何せ元々の数が少ないうえ、隠密性が高すぎて発見するまでが一苦労だ。俺たちを襲うために近づいてきた奴を発見するのと、こちらから特定の魔獣を探すのでは難易度が違っていた。

			　下手したら前回以上の日数がかかる可能性もある。

			　まあ、オーレルに会いにいって、その後どうするか考えよう。武闘大会もあるし、依頼をこなすのは大会後になるかもしれない。

			　フランがそう告げると、ディアスが何やら思案する顔になった。

			「ふむ……できれば早めにランクを上げてもらいたいんだけどね」

			　それに反論したのはエルザだ。

			「でも、もう平気じゃない？　フランちゃんの活躍は結構広まってるし。わざわざ絡むようなお馬鹿ちゃん、いないと思うわよ？」

			「今はそうだけど、これからウルムットにやってくる冒険者は分からないだろう？」

			「まあ、そうだけど」

			「だから早めに依頼を達成してくれるかい？」

			「ん」

			　別に構わないんだが、問題が一つある。

			「武闘大会の受付をしたらいく」

			　そう、武闘大会は推薦状が無い場合、直接申し込まなくてはならない。その受付が、明後日からなのだ。冒険者ギルドや、会場となる闘技場、あとは各所に設けられる受付所などで申し込みができるらしい。

			　本人が身分証を持って直接行かないと受付ができないと聞いているので、誰かに代理を頼むこともできなかった。残りの依頼達成にどれだけの時間がかかるか分からない以上、申し込みを済ませてからダンジョンに潜りたかった。

			「いやいや、それには及ばない。申し込みはこっちでしておくから」

			「でも、本人じゃなきゃダメって言ってた」

			「実はギルドの推薦枠が余っていてね。ランクＣ冒険者なら推薦するのに申し分ない。安心してくれ」

			　いいのか？　ギルドの推薦枠って、結構重要なんじゃないのか？　ギルドの代表ってことなんだし、強さ以外にも礼儀とかも必要なんじゃ？

			「いいよいいよ。ランクアップしてもらうのはギルドからお願いしたことだしね。それくらいはさせてもらうよ。だから、何の憂いもなくダンジョンに潜ってくれ」

			　なんか、怪しくないか？　どう考えても待遇が良すぎる。

			　いくらクリムトやアマンダのコネがあったとしても、たかがランクＤ冒険者に肩入れし過ぎな気がするのだ。

			　それに、どうしてもフランをダンジョンに行かせたいみたいだ。それも、なぜかダンジョンに長時間籠もっていてもらいたいと思っているフシがある。

			　エルザもディアスの態度に何かを感じたらしい。顎に手を添えて首をひねっていた。

			「ディアス。なにか変？」

			「ははは。どこが変なんだい？　僕はいつも通りだよ？」

			「やっぱり変」

			「わたしもフランちゃんに賛成よ。何ていうのかしら？　妙に焦ってる感じがするわ。もしかして、また何か企んでるんじゃないでしょうね？」

			「嫌だなエルザ君。気のせいだよ」

			　ディアスが一切表情を崩さず、笑顔で言い切る。

			「フランちゃんに悪戯しかけるつもりなんじゃないの？」

			「そうなの？」

			「違う、違うよ」

			　やっぱり怪しい。とは言え、ここで問答していても口を割るとは思えない。どうしようか悩んでいたら、エルザがディアスにズイと顔を近づけて、呟いた。

			「やっぱり何か隠しているわね」

			「は、ははは。言い切るね」

			「女の勘よ！」

			　エルザの女の勘がどこまで信用できるのかはともかくとして、長年ディアスと付き合ってきたうえに直感スキルまで持っているエルザが言い切るのだから、多分本当のことなのだろう。

			　ここは切り札を切るか。

			『フラン、あれの出番だ』

			「ん！」

			　フランがクリムトからの紹介状を、見せつけるように掲げた。別にこれ自体に特別な効果がある訳ではないが……。

			「ディアス。本当のことを言う」

			「は、はは。何のことかな？」 

			　まじでクリムトが怖いんだろう。紹介状を目にしただけで、急激に目が泳ぎ出した。

			「何か隠してるのは分かってる」

			「いやいや、気のせいじゃないかな？」

			　声が震えている。完全に黒だ。これはもっと問い詰める必要がありそうだな。

			「クリムトとアマンダに、ディアスに悪戯されたって言いつける」

			「すいませんでしたー！」

			　綺麗なジャンピング土下座だった。さすがランクＡ冒険者。デカイ執務机を飛び越して、凄い勢いで土下座を決めてくれた。

			「ごめんなさい！　まじで！」

			「ちょ、いきなりどうしたのよギルドマスター！　その紙はなに？」

			　エルザが呆気にとられた顔でフランとディアスを見ている。

			　そりゃあそうだろう。フランが何やら手紙を取り出したと思ったら、ギルドマスターがジャンピング土下座しながら頭をグリグリと絨毯に押し付けて謝り倒している訳だし。子供相手に土下座するジジイとか、情けなさ過ぎて涙が出るね。

			「エルザ、ここのギルドに伝書鷹は？」

			「いるわよ」

			「ん。まずはクリムトに──」

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　それだけはご勘弁を！」

			　まあ、小さい子に悪戯しようとしたとか広まったら、社会的に抹殺されるからな。アマンダに知られたら、物理的にも命の危険があるし。

			「じゃあ、全部話す」

			「分かったよ。はぁ、フラン君の為に色々してるのに。ひどいよ」

			　それは話を聞いてから判断するさ。

			「いいから話す」

			　フランが先を促すと、ディアスが観念した様子で語り出す。

			「今、ウルムットに多くの貴族が集まってきているのは分かるかい？」

			「ん」

			　実際、ギルドに来る途中にも見かけた。

			「その中に、ある人物がいてね」

			「ある人物？」

			「獣王だよ」

			「へえ！　今年はそんな大物が来るのねぇ」

			　エルザが心底驚いた様子で声を上げた。どうやら有名人らしい。

			「大物？」

			「あら、フランちゃんあまり獣王のこと知らないのね」

			「どこかで聞いたことがあるかも？」

			　俺は名前すら知らん。

			「獣人なら詳しく知っておいた方がいいわよ」

			　獣王というのは、その名の通り獣人の国の王のことらしい。獣王は獣人族の頂点であり、国民でなくとも獣人であれば獣王に敬意を払い、その影響力はどの国も無視できない。

			　獣人の国は他の大陸の国なのだが、クランゼル王国とは友好国で、ウルムットの武闘大会には親善目的で数年に一度やってくるらしい。

			「それがよりにもよって今年だったのさ」

			「なんか、来てほしくないような言い方ね？」

			「まあ、僕にも色々あるんだよ。それに、今年はフラン君もいるしね」

			「ん？」

			　どういう意味だ？　俺たちは獣王なんて殿上人、会ったこともないが。そもそも、名前さえ知らなかったんだぞ？

			　だが、ディアスはフランの戸惑いに構わず話を続ける。

			「黒猫族と青猫族の関係は、わざわざ説明せずともフラン君の方が詳しいだろ？」

			「青猫族は敵」

			「まあ、全員が悪人とは限らないと思うけど……。それは今はいいや。重要なのは、青猫族が黒猫族を奴隷として捕らえるようになった経緯さ。そもそも、遥か昔に最初に黒猫族を奴隷にしたのは青猫族だけど、実は当時の獣王が裏で糸を引いていたという噂があるんだ。現獣王家は赤猫族の族長筋に当たる家だけど、青猫族はその配下だったらしい」

			「へえ、それは知らなかったわ」

			「ん」

			「まあ、黒い歴史だしね。獣人国でも積極的に語ることがダブー視されている話さ」

			　フランも知らなかったようだな。真剣な顔でディアスの話を聞いている。

			「勿論、黒猫族が最初に奴隷化されたのは昔の話だし、その時の獣王はとっくに死んでいる。でも、青猫族は今でも獣王と繋がっているという話があるんだよ」

			　つまり青猫族の奴隷商人たちが黒猫族を捕らえて奴隷にするのは、獣王の意思という可能性がある訳か。

			　考えてみるとその可能性は確かにある。地球にも、立場の弱い人々を奴隷階級や下層階級に落とすことで、大多数の人々の目を上ではなく下に向けさせ、不満を解消するという政策が執られていた歴史があった。より悲惨な存在を作り出し、それを市民たちに見せることで自分たちはまだましだと勘違いさせるわけだ。戦闘力が低く、進化できないと言われている黒猫族は、生いけ贄にえにするには格好の種族だったに違いない。

			「特に当代の獣王は非常に評判が悪くてね。なにせクーデターに近い方法で、前王を倒して王位についた人物だ」

			「ああ、それは私も聞いたことあるわ。親殺しの簒さん奪だつ者。金色の獅子の獣人だっていう話よ」

			「そんな人物が黒猫族に好意的な態度を取るとは思えない。むしろ、より弾圧が強まる可能性だってある」

			　それは俺たちにとっても見過ごせない情報だ。場合によっては、他の獣人全てを警戒せねばならなくなる。

			（獣王……）

			『さっきの馬車って、もしかして獣王が乗ってたのか？』

			　凄まじく強い獣人が護衛についていた豪華な馬車を思い出す。獣王は獅子らしいが、馬車の屋根には獅子の像が掲げられていた。その可能性は高いだろう。

			　権力だけじゃなくて戦闘力的な意味でも厄介だった。敵になると決まった訳じゃないが、彼らと戦って勝てるとは思えない。獣王自身も進化した種族なようだし……。

			（だとすると……暗殺？）

			『いやいや。まだ敵とは限らないから！　物騒なこと言うな』

			　やばい、フランの中で獣王の印象が最悪だ。もし会うことがあったら気を付けないと。いきなり斬り掛かるようなことはしないと思うが……。

			　傷つけるだけでも極刑。殺したりしたら、俺たちだけの問題じゃなくなってしまうだろう。フランが原因で戦争を起こす訳にはいかない。いざとなったら俺が止めねば。

			「もし、フラン君の話がそんな人物の耳に入ったら？　興味を持つかもしれない。その結果何が起きるか……。いくらでも悪い想像ができるだろう？」

			「だからダンジョンに籠もらせて、できるだけ獣王と出会わないようにしようってこと？」

			「そうだよ。それに武闘大会までにランクＣに上がってもらえば、ギルドの指名依頼でフラン君を守れるからね」

			「指名依頼？」

			　それは俺も聞いたことがないな。エルザが詳しく説明してくれたが、要はギルドが個人を指定して請け負わせる依頼のことらしい。無論、冒険者側には断る権利がある。

			　これがなぜフランを守ることになるのかというと、ギルドの指名依頼とは非常に重要な案件であり、これを受けている冒険者にはギルドからの全面的な支援が約束されているらしい。また、この指名依頼を受けている冒険者を邪魔するということは、冒険者ギルドに喧嘩を売るということだ。

			　世界に跨がる大組織であり、今や人々の生活に欠かせない存在となった冒険者ギルドに、正面切って喧嘩を売る度胸のある国などそうはない。それゆえ、フランが指名依頼を受けていれば獣王が権力を盾に無体を働く可能性が減るらしかった。

			「でも、指名依頼なんてそうそう出せるものじゃないわよ？」

			「大丈夫だよ。ダンジョンについての依頼ってことにすれば。何せ僕しか交渉できないんだよ？　ダンジョンマスターの求める物を探すとか、いくらでも理由はあるさ。指名依頼の一つや二つ、どうとでもなる」

			「だからランクＣに上がらせたいわけね。指名依頼はＣ以上の冒険者じゃなきゃ受けられないから」

			「そういうことだよ」

			　じゃあ、本当にフランの為に色々と考えてくれていたってことか。胡散臭いから全く信じられなかったぜ。虚言の理がなかったら今でも疑っていただろう。

			「でも、最初から全部教えてあげればよかったじゃない」

			「だってフラン君に本当のこと言ったら、逆に獣王に興味を持っちゃいそうで」

			　まあ、否定はできんな。実際、少し興味を持ってる。

			「もしかして話って、獣王のことだったのかしら？」

			「まあ、遠回しには伝えようと思ってたよ。無礼を働いたら困るから、近寄るなってね」

			　帰りも静かに帰ってこいって言ってたのも、獣王に見つからないようにというディアスの気遣いだったのだろう。

			「ということで、フラン君には早急にランクを上げてもらいたい」

			「分かった」

			　今の話を聞いたら、頷かない訳にはいかない。自分たちの身を守るためにも必要なことだ。

			「できれば武闘大会までにね。君が出場すれば、目立たない訳にはいかないだろうし」

			「ん」

			　どんな人間が出場するか分からないが、出るからには優勝を目指している。当然、最弱種族と言われる黒猫族の少女が武闘大会で活躍すれば、獣王の目を引くことになるだろう。それまでに対策はしておきたかった。

			「推薦枠は残しておくからさ」

			「推薦はいらない」

			「おや？　なんでだい？　推薦枠なら本戦から出場できるよ」

			「予選に出場したい」

			「フランちゃん。予選は完全にランダムで割り振られるから、凄い強い人と当たっちゃうかもしれないよ？」

			「構わない」

			　やる気満々の顔で、大きく頷くフラン。フランにとって武闘大会は、色々な奴と戦えるイベントなのだ。　予選とは言え、誰かと戦闘できる機会を逃すはずがなかった。

			「わ、分かったよ。予選から出場できるように取り計らおう。普通枠をどうにか用意するよ」

			「フランちゃん、戦いが好きな子だったのね～。ああん、そんなフランちゃんも可愛いわ～」

			　どうやら予選から出場させてくれるらしい。

			　それにしても疑問が残る。フランが獣王に出会うのが危険だというのは分かった。だから、出会わないようにダンジョンに送り込み、最悪を想定してランクを上げようとしてくれている。

			「なんでここまでしてくれる？」

			　そこだ。冒険者を守るといっても、肩入れが過ぎるんじゃないか？

			「色々あるんだよ。まあ、ある人物との約定、と言っておこう」

			　約定ね。それで分かった。ルミナと何か話が付いているんだろう。黒猫族を極力保護するとかね。エルザがいるせいで名前は出せないようだが。

			「次に会ったらお礼を言っておくといいよ？」

			「ん。わかった」

			「あらん？　また内緒の話？　仲が良くて羨ましいわ」

			　まあ、またダンジョンに行くし、その時にお礼を言えばいいか。

			『オーレルにもお礼を言わないとな。ルミナに会うきっかけをくれたわけだし』

			（ん）

			　この後、オーレルのところに行くから、彼へのお礼はその時でいいだろう。

			　ただ、オーレルの屋敷に向かう前に、依頼納品用ではない素材を売ってしまうことにした。

			　かなり色々手に入れたのだ。

			「他にも素材を売りたい。ここでいい？」

			「あー、それはちょっと困るな～。査定室でお願いしていいかな？」

			「ん」

			「エルザ君、案内を頼むよ」

			「任せておいて！」

			　さすがにここに出すのはマズいか。

			「あと、まだ話しておかなきゃいけないことがあるから、査定が終わったら戻って来てくれるかい？」

			　あれ？　話って獣王についての忠告だけじゃなかったのか？

			「先に聞く？」

			「いや……後でいいよ。ただ、絶対に冒険者ギルドから出ずに、ここに戻ってきてね？」

			「わかった」

			　フランがエルザを見ると、彼も複雑そうな顔で頷いている。どうも、良い話という訳ではないらしい。ちょっと気になるが、ここは言われた通り先に素材の売却をしてしまおう。

			「じゃあ、こっちよ」

			「ん」

			　エルザとともに解体室へと移動する。

			　ただ、ボールバグはまだ解体をしていないのだが、売れるだろうか。前に解体料を払えば解体してもらえると聞いたことがあるから、大丈夫だと思うが……。

			　エルザに尋ねると、大きさと面倒さによって解体料が違うらしい。

			「でも、四万ゴルド以上は取られないと思うわよ？　前に百剣様がランクＢの下位竜を持ち込んできたときに、四、五万くらいだったはずだから。知ってる？　百剣のフォールンド様」

			「ん。バルボラで会った」

			「あらん。羨ましい！　彼って素敵よねー。憧れちゃうわー。フランちゃんもそう思わない？」

			「ん。凄い強い。いつかあれくらい強くなる」

			「うんもう！　そーじゃなくて！　彼って格好いいじゃない？　私の好みなのよねぇ」

			　エルザが体をクネクネさせながら、恋する乙女の表情で呟く。なんか少し慣れてきたせいか、本当に乙女チックに見えてきたぞ。

			「ん？」

			「彼の逞しい腕に抱かれつつ、愛を囁かれてみたいわー」

			　まあ多少男臭くはあったが、少し陰がある風のイケメンだったな。初めてイケメンに同情した。イケメンにはイケメンの苦労があるんだな。

			　フランはほとんど理解できていないようだが。

			『とりあえず頷いておけ』

			「ん」

			「あら、フランちゃんも分かる？」

			「ん」

			「そうよね。彼ってば格好いいわよね？」

			「ん」

			「私達趣味があうのねー」

			「ん」

			　フランはエルザの言葉に適当に頷きながら、魔獣の素材を次々と取り出していった。

			　巨漢のオネエが紅潮した顔で身悶えしている横で、無表情でせっせと素材を並べていく少女。鑑定担当のギルド職員が、何ともいえない顔で二人を見ていた。

			「ボールバグもここに出す？」

			「は、え？　あ、ああ。大丈夫です」

			「ん」

			　フランが、解体もしてないディザスター・ボールバグを解体室に出現させる。体内を雷鳴魔術で焼かれたことによる焦げた臭いと、体液などから発せられる異臭が部屋に漂い始めた。傷口からもドロッとした液体が流れ落ち、かなりエグイ姿をさらしている。しかもかなり巨大なので、大型魔獣を解体するために広く造られているはずの査定室が半分埋まってしまった。

			　解体に慣れているギルドの職員でさえ顔を顰しかめている。動物系と違って、昆虫系の魔獣はかなりグロテスクだし、仕方ないだろう。それに、昆虫系でここまで大きい魔獣も珍しいようだった。

			　それでも鑑定と査定のために近づいて行く職員はさすがである。

			　ただ、そんな勇気ある職員さんとは真逆の反応をする者がいた。

			「ギャー！」

			「エルザ？」

			「イギャァー！」

			　野太い悲鳴が解体室に響き渡った。

			「どうしたの？」

			「む、蟲ぃ！」

			「ん。ボールバグ」

			「ひ、ひぃっ！」

			　エルザが青い顔でボールバグを見ていた。両手を握りしめて胸の前で組み、足は内股で小鹿のようにプルプル震えている。

			　昆虫が苦手なようだ。ボールバグは特にデカイし、虫嫌いにはきついだろう。エルザの顔には嫌悪を通り越して恐怖すら浮かんでいた。

			　乙女か！　いや、心は乙女なのか。

			「ん？　エルザ？」

			「ああぁぁ──」

			　フランは苦手な生き物とかいないし、ボールバグを怖がるエルザの心理がいまいちわかっていないらしい。困惑気味にエルザを見つめている。

			　その間にもエルザの悲鳴が上がっているのだが、それ以上に恐怖の表情を浮かべるのがギルドの職員さんだ。真っ青な顔でエルザに縋り付くと、落ち着かせるような言葉をかけ始めた。

			「エ、エルザさん！　落ち着いて！　あれは蟲じゃないです！」

			「む、蟲よ！」

			「蟲っぽいだけですって！」

			「でもでもぉ、やっぱり蟲よぉ！」

			「あ、あんなに大きな蟲なんかいる訳ないじゃないですか！」

			「大きい蟲……？　ひぃぃ！」

			「やべっ！」

			「うぐぐぐぐ──」

			「ああ！　ヤバイ！　き、君！　その魔獣をどこかにやってくれ！　このままじゃ！」

			『フラン！　ボールバグを仕舞え！　なんかヤバそうだ！』

			「ん！」

			　事情はいまいち分からないが、エルザから発せられる闘気が高まるにつれて、何やらまずい事態が起きているということは理解できた。

			　フランにも感じられているのだろう。瞬時にボールバグを収納する。

			「ほーら、エルザさん！　もう何もいないですよ！」

			「む、蟲は……？」

			「しまった」

			「そ、そう……」

			　エルザから立ち上っていた闘気が消え去り、その場にドスンと腰を下ろす。その様子を見て、ギルドの職員はようやく肩の力を抜いたのだった。

			「た、助かったよ！」

			「エルザどうした？」

			「ああ、エルザさんは昆虫系の生物全般が苦手でね。恐怖が振り切れると暴れ出すんだ」

			　そう言えばエルザには暴走というスキルがあったが、まさか本当に見境なく暴れ出すスキルだったとは……。

			「しかも無意識なのにスキルとか完璧に使いこなしてね」

			　想像以上に厄介なスキルだった。

			「ダンジョンとか平気なの？」

			「ある意味平気じゃないね」

			　暴走状態でもスキルを使いこなすため、戦闘で後れを取ることはないらしい。だが、仲間を巻き込んだり、素材まで消滅させてしまうことがあるんだとか。

			　小さい蟲とかなら我慢できるようだが、蟲の群れに囲まれたり、急に顔面に油虫が飛びかかってきた時なんかには前触れもなく暴れ出すので、パーティを組める相手も少ないそうだ。

			「前にギルドの受付前で暴れた時は、二〇人くらいが医務室送りになったかな？」

			「それは危険」

			「本当に危険なんだよ。突発的な暴走と美容狂いが無ければ、もっと有名になっていてもおかしくないんだけどね」

			　ギルドの職員さんが疲れた顔で嘆息する。

			「エルザ大丈夫？」

			「フランちゃん……ごめんなさい。蟲だけはどうしてもダメなの！」

			　理由とかを聞いてみたいが、思い出しただけで暴れるとかありそうだった。ここはスルーしておくのが一番被害が少なそうだ。

			「エルザは外出てて」

			「そうするわ！　終わったら声かけて！　お茶してるから！」

			　ということで、ようやく静かになった解体室で素材の買取が行われたのだった。

			　ボールバグは解体に手間がかかるらしく、解体代金が三万ゴルドもかかった。素材の買取が五六万で、差し引き五三万ゴルドの儲けだ。

			　本来ならもっと高いらしいが、魔石もなく、最も高額になるはずの外殻が傷だらけだったので、満額の半分程度の価値になってしまったらしい。それでもランクＤ魔獣であるハイ・オーガの革の買い取り額が一匹平均四万ゴルドなのに比べたら一〇倍以上だ。

			　ウルムットに来る道中に入手した素材なども合わせると、八〇万ゴルドの儲けであった。ここに依頼達成料金が加わるから、手取りはもっと増えるだろう。

			　ボロ儲けと捉えるか、死にかけてこの程度と感じるかは微妙なところだ。

			　まあ、悪くはないかな？

			


			「フランちゃん、終わったの？」

			　代金の受け取りを終え酒場に向かうと、エルザが一人の老人と共に、言葉通りお茶をしていた。ギルドの酒場なのに、本当にお茶を飲んでいる。お洒落なティーポットに、花柄のティーカップ。お茶請けはジャムのたっぷり載ったスコーンだ。どこのカフェだここは。

			「終わった」

			「フランちゃんもどう？」

			「貰う」

			　フランが断るわけがない。

			「紅茶と黒茶、ウルム茶があるけど、どれにする？」

			「そんなにたくさん？」

			　ギルドの酒場にしては珍しいな。酒の種類は豊富でも、お茶なんかは安い紅茶がおまけ程度に置いてあるというのが普通なのに。それだって、酒を割るのに使うことがほとんどだろう。

			「ええ。スコーンにあうのが紅茶。クッキーなら黒茶。パイならウルム茶がお薦めね」

			「……じゃあ、全部で」

			「あらん？　そんなに食べられる？」

			「問題ない」

			「じゃあ、マスターお願い」

			「はいはい」

			　マスターもギャルソンタイプの衣装に身を包んだ、ナイスミドルのおじさまだった。荒くれ者の集うギルド酒場のマスターにはとても見えない。お洒落なバーとか喫茶店の店長だったらおかしくないんだが。フランも同じことを感じたようで、首を傾げている。

			「ここは冒険者が来る酒場？」

			「そうよ」

			「ははは、よく言われますよ」

			　フランの疑問に、マスターが苦笑する。本当によくされる質問なのだろう。

			「間違いなくギルドの酒場ですよ。まあ、エルザさんに頼まれて、お茶や菓子類を少々多めに置いてありますが」

			「うふふ。マスターのお茶は絶品なの！　だからマスターに迷惑をかける子たちにちょっとキツめのお仕置きをしてたら、皆お茶の良さを分かってくれたみたいで。今じゃ、お酒と同じくらい人気なんだから。ね？　マスター」

			「まあギルドマスターとエルザさんの二人がお酒嫌いという噂が根強いですから。エルザさんたちがいる時にはお茶を頼む冒険者は多いですね」

			　ギルドのトップ二人が酒嫌いと聞いたら、敬遠する者もいるか。にしても、ディアスだけじゃなくてエルザも結構権力乱用してるよな？　いや、乱用と言うよりは恐怖と敬意で周りを従えている感じだけど。

			「では、こちらお茶菓子の盛り合わせです。お茶は、紅茶を最初にお出ししますね」

			「ん」

			　フランは出されたスコーンを両手に持って、あっと言う間に完食してしまう。いつの間にかクリームとジャムをたっぷりと載せていた。

			　エルザはその食べっぷりを微笑ましく見つめながら、自分はお上品にティータイムだ。ピンと立てられた小指が女子力高めだね。

			　対面に座る白髪の爺さんも孫を見るような目でニコニコとフランを見ていた。装備からして冒険者のようだな。

			「ふぉふぉふぉ。いい食べっぷりじゃの」

			「誰？」

			「おっと、これは失礼した。わしはラデュル。ただのしがないランクＣ冒険者じゃよ」

			「ウルムット最年長の冒険者なのよ」

			　白髪白髭の魔術師とか、絶対に強いじゃないか。あれだ、体力のなさを経験と知恵でカバーするタイプに違いない。その割にはランクが低い気もするけど。

			「実力はあるけど、ずっと宮廷魔術師をしていたのよ。だから実力よりもランクが低いの。ランクＢの力は間違いなくあるわよ」

			「ランクＡと言われんところが悲しいがのう」

			「あのクラスはもう別格だから」

			「ま、儂わしもアレらと張り合おうとは思っておらんよ。無駄じゃし。それにしても、黒猫族の冒険者とはのう」

			　なぜか懐かしい物を見るような遠い目でフランを見ているラデュル。

			「およそ五〇年ぶりじゃな」

			「あら、フランちゃん以外に黒猫族の冒険者なんていくらでもいるでしょ？　特にこの町は新人が多いんだし」

			「単に黒猫族というだけならのう。じゃが、若い上に凄腕となると、ほとんどいないと言ってもいいじゃろう」

			「まあ、確かにそうかもね。でも、五〇年ぶりってことは、昔もフランちゃんみたいな子がいたのね」

			「うむ。お嬢ちゃんにそっくりじゃったよ。そのぶっきらぼうな喋り方といい、黒い髪といいのう。もう名前も思い出せんが、あの鋭い眼差しだけは鮮明に思い出せる」

			　さらに記憶の引き出しを開けるためなのか、ラデュルは顎髭を扱しごきながら目を瞑った。

			「確か齢は一五とか言っておったかのう。ソロだったはずじゃ。それでいて黒猫族を馬鹿にする奴には容赦がなくてな。青猫族の冒険者を叩きのめして、尻尾を切り落とすような過激な報復を普通にしておった」

			「本当にフランちゃんにそっくりね」

			　その話を聞いてフランにそっくりだと頷くあたり、エルザもフランのことを良く分かっているよね。

			「そうそう、確か黒猫という異名で呼ばれておったはずじゃ。黒猫に絡むと冒険者生命が絶たれるとかいう噂が流れていたのう」

			「その人は今は？」

			　フランが期待に満ちた瞳でラデュルを見る。しかし、ラデュルは力なく首を振った。

			「さてのう。ある日突然姿を消してしまったんじゃ。死んだのか、普通に町を出ていったのか。儂には分からん」

			「そう……」

			　それだけ強かったなら、絶対に進化を目指してたはずだ。五〇年前の人ならまだ生きている可能性も高い。ぜひ話を聞きたかったが、残念だ。

			　それに、突然姿を消したっていうのも気になる。

			「儂は黒猫とそこまで親しいわけではなかったからの。じゃが、儂が当時パーティを組んでいたオーレルなら確実に覚えておるじゃろう。知っておるかな？」

			「ん！」

			　この後会いにいくし、ちょうどいいな。

			「なんでオーレルおじいちゃんなら覚えてるの？　ラデュルおじいちゃんと同じで、もう忘れちゃってるかもしれないじゃない？」

			「獣人同士だからか、黒猫と親しく話しているのを何度か見かけたことがあるんじゃよ。それに、ソロでダンジョンアタックをしている時に黒猫に助けられたとかで、黒猫には絶対絡むなと注意もしておったし。まあ、あの外見じゃ。当時イケイケだった儂らなら、間違いなくナンパしておったじゃろうからな」

			「あらん？　その黒猫さんは可愛かったの？」

			「うむ。ここだけの話、オーレルの奴は絶対に黒猫に惚れておったと思うぞ」

			「きゃー！　でも、おじいちゃんてロリコンなの？」

			「お主には言われたくないと思うがな。あの時はオーレルも一〇代だったはずじゃ。当時はランクＤに最速で到達したオーレルが、天才だ何だと持て囃されていた時だったはずじゃからな」

			　そうだよな。ラデュルにもオーレルにも、ディアスにだって若い頃はあったんだよな。なんか想像できないぜ。まあ、これでオーレルに会う理由が増えた。早めに会いにいこう。

			　その前にギルマスの話とやらを聞かなきゃならんが。

			


			　三〇分後。

			　エルザと別れてギルマスの執務室に戻る。

			「随分と遅かったね……。口の端に食べ残しが付いてるよ？」

			「ん。おいしかった」

			「ああ、そう……」

			　甘いなディアス！　その程度の嫌味、フランに通じる訳がないだろう！

			　ディアスの言葉を普通に流して、フランが話を進める。

			「それで、話って何？」

			「実は……」

			　ディアスが一瞬言いよどむ。待たされて機嫌が悪いのかと思ったら、どうもそうでもないみたいだ。

			　やはり、何か悪い報せであるらしい。

			「実は？」

			「ソラスが脱獄した」

			「っ！　それは、本当？」

			「ああ本当だ。」

			「……そう」

			　拳をギュッと握りしめ、フランが呟く。激しくはないが、その分深い怒りを感じさせる声だ。

			　フランの中でソラスが必ず殺すリストのトップにランクインしたのだろう。

			「せっかく君が捕まえてくれたのに、済まない」

			　ディアスが申し訳なさそうに頭を下げながら、詳しい話を教えてくれた。

			　なんと、衛兵に引き渡したソラスが、牢獄にいた警備兵を皆殺しにして逃げ出したらしい。

			　ディアスは謝ってくれたが、冒険者ギルドの責任じゃないんじゃないか？　犯罪者を捕らえておくのは町の警備兵の仕事だろう。

			　ディアスの話を聞き終えたフランが、首を傾げながら疑問を口にする。

			「怪我してたのに、脱獄できたの？」

			　そこは俺も気になった。確かにソラスはそこらの兵士よりも強かったが、手足の欠けた状態で脱獄なんか可能なものだろうか？　しかも警備の兵士を皆殺しにして。

			「手引きした者がいる可能性がある」

			『なるほど』

			　確かにあの状態じゃ、手助けでもなければ脱獄は無理だろう。

			「しかも、フラン君を探している可能性があるんだよね」

			　ディアスが脱獄騒ぎの後に起きた、冒険者襲撃騒ぎについても詳しく教えてくれた。

			　ダンジョンに向かっていた冒険者が何者かに襲われ、フランの居場所を尋ねられたという。

			　ソラスかと思ったが、犯人が五体満足だったという情報もあり、ソラスの仲間ではないかということだった。

			　フランに復讐するつもりか？

			『厄介な……』

			「襲ってきたら、返り討ち。探す手間が省ける」

			「そうしてくれたら確かに有り難いんだけど……。騒ぎが大きくなると獣王に目を付けられてしまうかもしれない」

			『それは困る！』

			　あの馬車が獣王のものだとしたら、護衛は化物だった。正直、敵対した時点でアウトだろう。

			「それに、フラン君の強さは分かってるけど、相手の人数や実力が分からない。ソラスたちを捕らえるまではエルザ君と一緒に行動してもらいたいんだが、どうだい？」

			　護衛ってことか……。

			　俺たちの抱える様々な事情と身の危険を天秤にかけて、護衛を付けた方が良いと判断したらしい。

			　確かに相手の戦力が不明であることを考えると、強い護衛はありがたい。

			　しかし、一つだけ問題があった。

			『エ、エルザか……。他にいないのか？』

			「僕としても苦渋の決断だが、エルザ君以上に信頼できて、実力もしっかりしている人材なんかいないんだよ」

			　くっ……。確かにエルザなら信用はできる。

			　しかし、アレと四六時中一緒にいなきゃいけないっていうのは……。

			『フ、フランはどうなんだ？』

			　俺は一縷の望みをかけてフランに尋ねた。これでフランが嫌がれば拒否できるかもしれないと思ったのだ。

			「ん……。エルザならいい」

			　まあ、そう言うよね～。フランはエルザに含むところはないどころか、懐いているし。

			『そ、そうか……。そうだよな』

			「ん」

			「じゃあ、しばらくはエルザ君と一緒に行動ってことでいいかな？」

			『あー……そうだ！　エルザの都合はどうなんだ？』

			　もしかしたらエルザの方から断ってくるかもしれないじゃないか！

			　だが、ディアスの口から出たのは、俺の希望を粉々に砕く言葉だった。

			「それは心配ないよ師匠君。エルザ君は凄く乗り気だから」

			『そうか……』

			「うん。諦めたまえ」

			　やめろディアス！　優しい目で俺を見るな！

			「師匠、どうしたの？」

			『……いや、何でもない。エルザと一緒に、オーレルのところに行こうか？』

			「ん」

			「じゃあ、くれぐれも気を付けてね？」

			「わかってる」

			「本当にわかってるかい？」

			　ディアスの真剣な問いに、フランも真剣な表情で頷き返す。

			「ん！　ソラスは許さない」

			「いや、そっちじゃなくて！　獣王のことだよ！」

			『あー、そっちは俺が気を付けるから』

			　今のフランの頭の中は、ソラスぶっ殺す五割、進化について二割、武闘大会一割、獣王について一割。その他全部で一割ってところだ。

			　黒猫族を奴隷にしている可能性がある獣王のことも忘れはしないだろうが、やはりイニーニャを直接殺したソラスへの憎悪の方が勝っている。どうしてもそちらへ割く意識が大きくなってしまうのは仕方なかった。

			「本当だね？　フラン君に万が一があったら、僕がルミナ様に殺されるんだからね！」

			『もしかて、約定ってやつか？』

			「そうだよ。この都市内において、黒猫族を影から保護するっていう約束になっている。それに、直接会ってもらった上に伝言まで頼まれたんだ、フラン君はルミナ様のお気に入りなんだろ？　そのフラン君が獣王に酷い目にあわされたりしたら……。考えるだけで胃が痛いよ」

			　獣王と直接対面するのがフランにとって危険な以上、俺だってそこらへんは気を付けるさ。

			『任せておけ』

			「ん。任せて」

			「本当に頼むからね？」

			　拝むように手を合わせているディアスの言葉を背に、フランは執務室を出る。

			『じゃあ、とりえあえずエルザと合流しよう』

			「ん」

			「絶対頼むからね～！　あとエルザ君によろしく～」

			　ディアス、うるさい。

			


			　ギルドでの用事を済ませた俺たちは、エルザとともにオーレルの屋敷に向かう前にある場所を訪れていた。ガルス爺さんの知り合いでもある、ドワーフの鍛冶師の店だ。

			「じゃあ、私はここで見張ってるから」

			「ん。わかった」

			　エルザを店の前に残して、俺たちは中に入る。

			　ああやってこれ見よがしにエルザが見張っていれば、おいそれとソラスたちも襲ってはこないだろう。店には営業妨害だろうが……。

			「おう、ガルスの知り合いの嬢ちゃんじゃねーか。どうした？」

			「装備の修復を頼みたい」

			　これまでは黒猫シリーズの自己修復機能で何とかなってきたが、ボールバグ戦ではさすがに傷つき過ぎた。まだ破損個所が治りきっていないのだ。それに、この防具を受け取ってからメンテのようなものもしたことがない。

			　武闘大会もあるし、その前に装備を万全の状態にしておこうかと思ったのである。

			「おう！　このウルムット一の鍛冶師、ゼルドに任せとけ！　にしても、派手にやられたな」

			　ゼルドは黒猫シリーズを少しの間観察すると、魔法陣や魔晶石を準備し始める。

			　後は速い。リペアの術で一瞬で修復されるからだ。一〇万ゴルドもかかったが、安全には代えられなかった。

			「これで完了だ。次は剣を見せてみろよ」

			「ん？」

			「いや、自動修復の付いてる防具がこれだけボロボロなんだ、剣だって相当のダメージがあるはずだぜ？」

			　普通に考えたらそう思うか。俺の場合は自己修復も再生もあるから、問題ないんだけどな。

			　だが、フランは背負っていた俺を抜くと、ゼルドに手渡してしまった。

			「じゃあ、お願い」

			『お、おい。フラン！　俺は大丈夫だって』

			（でも、専門家に見てもらえるなら、その方がいい）

			　フランには俺の状態を見極めるなんて難しいから、ゼルドの言葉を聞いて不安を覚えたらしい。

			『まあ、いいか』

			　フランが言う通り、専門家に見てもらうのは悪いことじゃないだろう。自分じゃ気づかない不具合とかあるかもしれないのだ。

			「ふむ、不思議な金属だな。どれどれ」

			　ゼルドが俺を色々な角度から観察すると、台の上に置き、小さなハンマーでコンコンと叩き始めた。

			　刀身に同じ間隔で響くハンマーの振動。だが、これが嫌ではない。職人が俺の為に真剣にやってくれているからかね？　むしろ心地良いくらいだ。

			　次は水の入った箱に俺を突き入れると、軽く動かしたりしている。最後は綺麗な布でキュッキュッと磨き始めた。

			　いやー、これが気持ちいいんだ。思わず声が出かけた。だが、こらえたよ。ゼルドに俺が喋れることがばれるからとか、そんなことは些細な理由だ。だって、中身は三〇過ぎのオッサンが、筋肉ムキムキのオッサンに撫でられて喘ぎ声とか、死にたくなるだろう？

			　気持ちいいと言っても性的な意味では全くなく、マッサージ的な意味での気持ちいいだし、別に構わない気もするけどね。何となく意地になっている自分がいた。

			　だが、俺が歯を食いしばって耐えている雰囲気は、フランに伝わってしまったらしい。

			（師匠、どうした？）

			『い、いや。なんでもない』

			（でも……なんか変）

			　心配そうなフランを安心させるため、理由を話してやる。

			『──というわけだ』

			（なるほど）

			　うーん、下らない理由で心配させてしまった。

			　それにしても気持ちいい。普段だって、フランが汚れを取るために拭いたりしてくれるが、ここまで心地良いことはなかった。多分、鍛冶スキルが影響してるんだろう。フランとゼルドの差といったらそれくらいしか見当たらない。素人と鍛冶師の差なのだろう。

			「ほれ、終わったぞ。傷や歪みはなかったから、磨きしかしてないがな」

			　その磨きが凄かったのだ。こっちの世界に来てから、久々にリフレッシュできた。スーパー銭湯に半日いて、最後にマッサージを受けて帰ってきた次の日の朝的な？　とにかく爽快な気分だ。

			　元々の調子は一〇〇パーセントだったが、今は一二〇パーセントの絶好調である。気分的な問題だけどね。

			　それに、魔力の流れや、スキルの発動がほんの少しいい気がする。多分気のせいだろうけど、そう思うくらいに爽快だったのだ。

			「ん。鍛冶師凄い」

			「がははは、何だ急に」

			　フランもピカピカになった俺の刀身を見て、感嘆の声を上げている。

			　それにしても、やっぱり微妙に調子がいい気がする。これからはもっと頻繁にメンテナンスを受けよう。決して、気持ちいいからじゃないぞ。いや、少しはあるが、俺の調子がいいってことは、それだけフランの力になれるってことだからな。ほ、本当だよ？

			「おまたせ」

			「あら、綺麗に直ったわね！　可愛いわよ？」

			「？」

			　可愛いと言われても、フランは首を傾げている。何でそんなことを言われるのか、意味が分からないようだ。

			「はぁ。せっかく素材がいいのに……」

			　スキルに美容なんてものがあるし、エルザは自分だけじゃなくて他人の美にも敏感なんだろう。フランを見て、残念そうに首を振っている。

			「じゃあ、次はオーレルお爺ちゃんのところ行きましょうか？」

			「ん」

			　色々と寄り道してしまったが、ようやく報告に行けるな。道中で買い食いをしながら、丘の上の屋敷を目指す。

			『さすがにダンジョンが二つもある町だ。露店で普通に魔獣肉を扱ってるぞ』

			　バルボラでさえ魔獣肉は高級品だったのに、ここでは普通の豚串焼き感覚で魔獣肉の串焼きが売られていた。それも複数種類だ。

			「ん。おいしい」

			「オン」

			　エルザが教えてくれたが、初心者向けの西のダンジョンでは食用に適した魔獣が多いらしい。これもダンジョンマスターとの交渉の結果なんだとか。ダンジョンマスターと友好関係を築くメリットは、単に安全を確保できるだけじゃないってことらしい。

			「十本ちょうだい」

			「あいよ！　毎度あり！」

			「五杯」

			「そんなに食べれるのかい？　いや、エルザさんも一緒か。じゃあ、これじゃ足りないかもよ？」

			「平気」

			　豚や牛系の魔獣肉だけではなく、魚類や爬虫類、昆虫系魔獣の肉を売る屋台まであったが、フランはその辺全く気にしない。口の中にほおばっていた食べ物が無くなると、一番近い屋台で料理を買って再びモグモグしながら通りを進んでいた。

			　この町の料理はどれも美味しいと理解したので、もう素材や味付けを聞くこともしない。ただ、フランが食べている料理の素材が昆虫かどうかはすぐにわかった。

			『フラン、昆虫はやめておこう』

			（なんで？　美味しいよ？）

			『……エルザが使い物にならん』

			　だって、その時にだけ、エルザが明らかに距離をとるのだ。昆虫を食べている姿を見るのも嫌らしい。

			　まあ、分からなくもないが。巨大なカブトムシの足っぽいものの素揚げを、両手持ちでボリボリ食べながら歩くのはさすがにどうかと思うよ？　虫が平気な俺でさえちょっとゾワッとしたのだ。エルザが蒼白な顔で明後日の方向を向いていても仕方ないだろう。

			　多少時間をかけながら商業区画を抜けると、オーレルの屋敷は目の前だ。見覚えのある門が視界に飛び込んでくる。ただ、そのまま素直に屋敷に入れそうにはなかった。

			「人いっぱい」

			「オン」

			　俺たちの視線の先。オーレルの屋敷の門の前には大勢の人間が集まっていた。

			　門の目の前に数人が人垣を作り、その周辺に一〇数人の男たちが腰を下ろしてたむろしている。

			　冒険者風の格好をしているが、一体何をしているのだろうか。

			　どんな集団か分からないが、規律もなくダラダラとしている様子は、コンビニ前で生産性のない会話を延々と繰り返すチーマーたちにそっくりだ。

			　門を囲んでいるグループの中心には、ややマシな身なりの少女と男性が立っている。彼らがこの集団のリーダーなのだろうか？　男はともなく、少女の方は一七、八歳に見えるが。

			　少女は何をするでもなく、腕を組んでその場に立っている。何かを待っているのか？

			　後ろから少女を見て分かったが、獣人だ。しかも猫系。よく見ると、他の男たちも全員が獣人だった。

			（む）

			　それを見たフランが、ハッキリと分かるレベルで顔をしかめる。

			『どうしたフラン？』

			（全員青猫族）

			『え、まじか？　全員？』

			（ん）

			　それは確かにフランもこんな表情をするだろう。

			　何せ青猫族といったら奴隷商人を生業とし、黒猫族の不倶戴天の天敵みたいな相手だ。

			『一応警戒しておくか』

			（オン！）

			　いきなりこんな場所で襲ってくるとも思えないが、注意しておくに越したことはない。

			　一番面倒がないのは、さっさとオーレルの屋敷に入っちまうことだろう。オーレルは獣人の顔役だっていう話だし、無理に押し入るような真似はしないはずだ。

			『フラン、何か言われても無視して、とっとと屋敷に入るんだ』

			（……わかった）

			　微妙な間が不安だが、フランは一応頷いてくれた。最悪、転移で無理やり屋敷に入ってしまおう。オーレルには気に入られてたし、エルザが事情を説明してくれれば不法侵入扱いにはならないと思う。

			「一体何があったのかしら？　この町じゃ見たことがない子たちだけど」

			「青猫族」

			「あら？　そうなの？　うーん、じゃああまり関わらずにさっさと中に入っちゃいましょ？」

			　エルザも黒猫族と青猫族の確執は知っていたようだ。

			「私が先に行くから、後に付いてきて」

			「ん」

			「こっそりと近づくわよ」

			　エルザを先頭に、俺たちは門に近づいていった。

			　二人とも隠密と気配遮断を使って、極限まで存在を消している。青猫族の男たちはそれ程強くはないようで、こっちに気づくこともなかった。

			　目の前を通ればともかく、少し離れた場所をコッソリ通れば問題なさそうだ。

			　問題は中に入る時である。どうしても門番と会話しなくちゃならない。そうすると門番の前にいる少女たちにも見られてしまうのだ。何を言われても無視して屋敷に入ってしまうのがいいだろう。フランが相手を無視できれば、だけどね。

			「こんにちは」

			「え？　あ、エルザ様、フラン様。いつの間に……」

			「お爺ちゃんに用事があるの。通るわよ？」

			「は！　どうぞお通り下さい」

			　前回と同じように、エルザがいれば顔パスである。

			　よし、あとは門をくぐるだけだ。

			「ん。じゃあ入る」

			「どうぞ」

			　門番たちが開けてくれた門に入ろうとするフランたちだったが、その姿を見て青猫族の少女と男性が声を荒らげていた。

			「ちょっと待ちなさいよ！」

			「そうだ！　どういうことだ！」

			「ん？」

			　さっきまでは難しい顔で何かを待っている様子だった少女たちが、怖い顔で門番とフランに詰め寄ってくる。

			「わざわざ挨拶に来た私たちを待たせておいて、その娘たちは素通りさせるわけ？」

			「我らがどれだけ待っていると思っている！」

			「先程も説明しましたが、ご主人様は約束のない方には会わない。それでもあなた方がどうしてもと言うから、取り次いでいるのですよ？」

			「俺たちは、クローム大陸で名を馳せた傭兵団『青の誇り』だぞ！」

			　名前からすると、青猫族だけで構成された傭兵団であるらしい。絶対に関わり合いになりたくない相手だ。

			「聞いたことがありませぬな」

			「なっ……。これだから田舎者は！」

			　クローム大陸って、確か隣の大陸だったっけか？　以前見た地図を思い出す。今いるジルバード大陸の西にあったはずだ。

			　そんな遠くで活動している傭兵団が、なんでこんな場所にいるんだろう。いや、武闘大会に出場するつもりなのか。優勝すれば名が売れるしな。

			　毅然とした態度で対応する門番たちに、少女が脅迫とも取れるような言葉をぶつける。

			「私は団長の名代よ。私を待たせるということは団長を待たせるということ？　いいのかしら？」

			　なんと本当にこの少女が代表格であったらしい。

			　もしかしたらクローム大陸に行けば誰もが恐れ入る有名な傭兵団なのかもしれないな。だとすれば少女の偉そうな態度も分かる。

			　ただ、こっちの大陸ではあまり有名じゃないんだろう。

			「関係ありませぬな。そもそも、そんな傭兵団、聞いたこともない」

			　門番にあっさりと首を横に振られ、少女たちの顔に怒りが浮かぶ。

			　額に浮かび上がった血管がピクピク震え、その怒りの深さを表しているようだ。

			　しかし、自分たちは凄く有名なんだぞ！　と偉そうに宣言したのに、相手に全く知られてない挙句、そのことに対して怒り出すとか、みっともないにも程がある。ダサいとしか言いようがないな。

			「我々にこれだけの無礼を働いておいて、黒猫族如きを優先するなんて、正気なの？」

			　アポなしで押しかけて、門前で喚き散らした挙句、相手の知人に暴言を吐く方が無礼だと思うが、この青猫族の娘にとってはそうではないらしい。あくまでも自分たちの方が上で、挨拶しに来てやったとでも思っているのだろう。

			　フランだけではなく、エルザからも不機嫌なオーラが漂い始めたのが分かる。

			「この方はご主人様の大事なお客様です」

			「はぁ？　その黒猫族の小娘が？」

			「俺たちよりも、その黒猫族が大事だって言うのか？」

			「もう一度言いましょう。関係ありませぬな。種族など些細なことです」

			「逆に言わせてもらいますが、その方はご主人様の大事なお客様。その方を貶すということは、ご主人様を貶しているということですよ？」

			「だって、黒猫族だぞ！」

			　うーん、やっぱり青猫族は嫌いだ。会うやつ会うやつ、黒猫族を見下す奴ばかりだった。しかもそれが当たり前と思っているのだ。黒猫族は自分たちよりも格下で雑魚なんだから黙って奴隷やってろ的な感じである。

			『フラン、行こう』

			（……）

			　あ、やばい。不機嫌なんてレベルじゃなかった。表には出てないけど、完全に臨戦態勢だ。

			　あと二、三個悪口を言われたらキレるだろう。

			『ウルシ、フランを押せ！』

			「オン」

			「む……」

			　俺が念動で引っ張りつつ、ウルシがフランの背中をぐいぐい押した。そのまま門に押し込もうとするが、フランは少女たちにガンを付けたままだ。少女たちも睨み返している。

			『フラン行くぞ！』

			「オンオン！」

			　俺たちの必死の説得が功を奏したのか、フランは不承不承頷いた。ここで戦闘する訳にはいかないと一応は理解しているのだろう。

			　だが、フランが黒猫族を見下され、大人しく終わる訳がなかった。

			　門をくぐる直前、青猫族を振り返る。そして、王威を全力で発動させた。

			「ひっ……！」

			「くっ……！」

			　少女は青ざめた顔でペタンと尻餅をつき、男は数歩後ずさった。配下の青猫族たちも、瞬時に跳び起きてフランを睨みつける。だが、その顔には隠せない怯えの色があった。その場にいる青猫族全員が、フランの威圧感に呑まれていたのだ。

			　一応傭兵なだけあって、フランの強さを多少は感じ取ることができるようだな。そして、圧倒的な実力差を感じてしまったのだろう。

			「な、何が──」

			「ふん」

			　枯れた声で喘ぐ様に呟く少女を見下ろし、フランがドヤ顔で鼻を鳴らす。しかし、少女はビビり過ぎて馬鹿にされたことも気づいていないようだ。そんな青猫族たちを尻目に、フランは悠然とした足取りで門の中へと姿を消すのだった。

			『勝ち誇った顔しちゃって……』

			「ふふん」

			『褒めてないからな』

			「ん？」

			「もう、悪い子ね～」

			　とか言いつつ、エルザも笑顔だ。青猫族の醜態を見て溜飲が下がったのだろう。

			　さて、屋敷の中に入ったのだし、これで切り抜けたかと思ったのだが──。

			「ま、待ちなさい！」

			　少女は思ったよりもタフだったらしい。いち早く立ち直り、フランに追いすがってきた。

			「待て！　ここから先は立ち入ることまかりならん！」

			「うるさい！　どきなさい！　痛い目見たいの？」

			「お前ら！　あの小娘を逃すな！」

			　少女が威勢のいい言葉を発したことで、配下たちも復活してきた。お飾りなのかと思っていたが、多少の統率力はあったようだ。

			「く、黒猫族如きに舐められるなんて、最大の屈辱よ！」

			「そうだ！」

			「あの小娘をぶち殺せ！」

			　どうも、フランに対して怯えてしまった自分たちが許せないらしい。開き直ってフランに食って掛かることで、なかったことにしたいのだろう。

			　未だに残る怯えと、フランに対する怒りで視野が狭まってもいるようだ。

			　町の有力者であるオーレルの屋敷に力ずくで押し入るなど、普通であればやらないだろう。しかし、その判断すらできなくなっているようだった。

			　青猫族の傭兵たちは、追い詰められたような表情で武器を抜き放つ。

			　これはマズいんじゃないか？　門番はそれなりに強いとはいえ、この数に襲い掛かられて耐えられるほど強くはない。このままだとフランのせいで刃にん傷じょう沙汰になってしまう。

			　すると、青猫族の暴挙を見かねたエルザが動いた。

			「フランちゃん、ここは私にまかせなさい」

			　フランの肩をポンと叩き、自分は青猫族たちの前に立ちはだかる。さり気なく自分を壁にして、両者の視界から互いを隠しているようだ。少しでも落ち着かせようというのだろう。

			「あなたたち。そこまでにしておきなさい。面子も大事だけど、犯罪者になりたいの？」

			　エルザは別に威圧スキルなどは使っていない。むしろ、相手を落ち着かせるために優し気な声色で話しかけた。

			　だが、青猫族たちは怯えた表情で後ずさりする。王威スキルを使ったフランに対するのとはまた違った怯え方だ。圧倒的強者への恐怖ではなく、未知の存在への恐れからくる怯えだった。

			　初めて見る生物を前にして、未だ驚愕に支配されたままの少女が言葉を絞り出す。

			「な、なんなの……。この、化物は……」

			「ばけ、もの？」

			「お、男の癖に女みたいな言葉で話しやがって！」

			「ち、近寄るな！」

			　あーあ、こいつら人を怒らせる天才だな。

			「ひっ！」

			　エルザが凄まじい怒気を身に纏い、青猫族たちを睨みつけている。悪口を散々言われて、ブチギレたらしい。

			「てめぇら……。覚悟はできてんだろうなぁ？」

			　口調が男に戻っとる！　こわ！

			「歯ぁ、食いしばれ！」

			　結局大騒ぎになってしまったが、こっちはエルザに任せておけば大丈夫だろう。

			　一対二〇だが、エルザがこの程度の奴らに負けるとは思えない。

			　さっき他の大陸だと有名なのかもしれないなんて考えたが、それもないだろうな。

			　こいつらが有名になれるって、どれだけレベルが低いんだって話だ。まあ、卑怯な手段を使うとか、弱すぎて有名とかなら分かるけどさ。

			　いや、だからこっちの大陸に来たのだろうか。自分たちのことが誰にも知られていない大陸へ渡って、そこで「俺たちは凄い傭兵団だぜ？」って自称してやり直すつもりだったのかもしれない。地味な中学生が、高校進学時に急に髪を染めてキャラをチェンジするアレ的なことだろう。

			　高校デビューならぬ、大陸デビュー？　そう思うと、途端にかわいそうに思えてきてしまった。

			　せっかく新天地で気合を入れてキャンキャン咆えているのに、エルザと敵対するだなんて……。

			『ご愁傷さま』

			（師匠、どうしたの？）

			『いや、何でもない。俺たちはオーレルのところに行こう』

			「……ん」

			『奴らへのお仕置きはエルザに任せておけって』

			「……わかった」

			　そう言いながらも、フランはまだ納得できていないらしい。その視線は門の外へ向いている。

			『ウルシ！』

			「オンオン！」

			「む」

			　俺が宥めつつ、ウルシがフランの背中を頭でグイグイ押した。なんとかフランの足を屋敷の中へと向けさせる。

			「おらぁ！」

			「ひぃぃぃ！」

			「ぎゃぁぁ！」

			　そうして、青猫族の悲鳴を背に受けながら、俺たちはオーレルの下へと向かうのだった。

			


			　数分後。

			「よう。いらっしゃい」

			「ん」

			　庭を抜けて屋敷へとたどり着いた俺たちは、メイドさんに案内されて食堂に通されていた。

			　いわゆる貴族の屋敷などでイメージする長いテーブルの端に、オーレルが座っている。

			「こんな場所で悪いな。朝からお偉いさんの対応に忙しくて何も喰ってなくてよ」

			「構わない」

			「嬢ちゃんも一緒にどうだい？　昨日、うちの専属料理人がバルボラから帰ってきてな。面白いもん食わせてくれるってよ」

			　オーレル爺さんの専属料理人か。きっと凄腕の料理人なんだろう。こんな提案をフランが断るわけなかった。

			「ぜひ」

			　返答しつつ、すでにオーレルの隣の椅子に腰かける。

			「シャラ、嬢ちゃんの分も追加だ」

			「かしこまりました」

			　しかし、もう夕方も近いのに今から今日初の食事とは。武闘大会の時期は色々な人物が町に来るようだし、権力者であるオーレルにとっては一番忙しい時期なのかもな。

			「外に変なのがいた」

			「ああ、どこぞの傭兵団だとよ」

			「有名なの？」

			「全く聞かねーな。俺はクローム大陸にも伝手があるが、全く知らん。どうせ箔付けるために話を盛ってるんだろうよ」

			　やはり自称有名傭兵団だったらしい。

			「よくいる手合いだぜ？　俺はどこぞの国でこんな魔獣を狩ったことがあるとか、私はどこぞの貴族に目を掛けられていたとか、そんな奴ばかりだよ」

			　誰もが町の有力者に会うにあたって、印象を残そうと必死なのだろう。

			「本当か嘘かなんて、実力を見りゃ一発で分かるのにな？　あの程度の実力で咆えられてもなぁ？」

			「青猫族の傭兵たち、雑魚ばかりだった」

			「がははは。そういうこった。あれが本当に有名だってんなら、一人だけ強い奴がいるのか、余程アコギなのか、どっちかだろうよ」

			「ん」

			「それに挨拶に来てやったとかいう態度も気に入らねえ。しかも団長じゃなくて、名代と来たもんだ。貴族かっての。むかついたから放置だ放置。その内諦めて消えるだろうよ」

			　まあ、今頃エルザにお仕置きされているだろうし、奴らのことはもういいや。

			　オーレルの言う通り、俺たちが帰る頃にはいなくなっているだろう。

			『先に依頼達成の報告をしておこう』

			「オーレル、これ」

			　フランがペンダントをテーブルの上に置いた。

			「ふむ……中は……」

			　オーレルはペンダントの中を開いて、手紙が無いことを確認している。

			「進化についての話を聞きたい」

			「ということはペンダントをキチンとルミナ様に手渡せたのか？」

			「ん」

			　フランが頷くと、オーレルはその強面に深い笑みを浮かべて頷き返してきた。

			「よしよし、報酬を支払わんとな」

			「いらない。私とルミナを会わせてくれたんでしょ？」

			「ばれたか？」

			　やはりそうだったか。依頼という体で、フランをルミナに出会えるように誘導してくれたのだろう。

			　だが、その理由が分からん。

			「言っておくが、善意だけじゃねーぜ？　見どころのある黒猫族をルミナ様に引き合わせて機嫌を取るのは、この町に住む者にとっても利があることだからな。報酬はぜひ受け取っておけ」

			「進化の話を聞かせてくれたら、いらない」

			「報酬の代わりに渡せるような情報、もってねーんだよ」

			「そうなの？」

			「じゃなきゃ、ルミナ様に会わせたりするかよ。知ってりゃ最初から教えてるさ。俺も黒猫族の進化については長年に亘って独自に調べてはいるんだぜ？　だが結果は芳しくないな。レベル以外の何かが必要ということは分かっているが、それだけだ」

			　有力者で元ランクＢ冒険者のオーレルが長年調べても全く分からないのか……。

			　しかし、どうしてそこまでしてくれるんだ？　ルミナと協力関係にあるからなのか？　それとも、以前にこの町にいたという黒猫族の冒険者が関係しているのだろうか？

			「じゃあ、昔いたっていう黒猫族の話を聞きたい」

			　フランが聞いた直後、オーレルの白い眉がギュッと寄せられる。

			「……誰に聞いた？」

			「ラデュル」

			「あんのお喋りめ！」

			　オーレルは苦々し気な表情だ。

			「だめ？　凄く強かったって聞いた」

			「はぁ……どうしても、聞きたいか？」

			「ん」

			「そうか……」

			　フランにジッと目を見つめられると、オーレルは観念したように首を振った。

			　孫みたいな年齢の少女に懇願されては、断り切れないのだろう。もしくは、その黒猫族の少女とフランをダブらせているのかもしれない。

			「もう五三年も昔の話だ──」

			　オーレルが静かに語り出す。

			　自分が若かりし頃、一人の黒猫族の少女に出会ったということ。彼女に命を救われたこと。それが縁で仲良くなったこと。その後、その少女が進化するための方法をともに探すようになったこと。

			　最初はしかめ面だったオーレルも、話している内に段々と懐かしそうな表情に変わってきた。

			「当時は今以上に黒猫族への偏見が大きくてな。それでも進化しようと足掻いておったよ」

			「その人は進化できなかったの？」

			「ああ。ルミナ様の下にも足繁く通っていたんだがな」

			「でも、ダメだった？」

			「多分な」

			　多分？　歯切れの悪い言葉だな。フランも首を傾げている。

			「その後、色々あって町を出て行っちまってな、その後は音信不通なんだよ」

			「色々って？」

			「まあ、色々だ。もういない奴のことはいいじゃねーか。ディアスの奴も仲が良かったんだ。あいつに話を聞いてみたらどうだ？　それよりも、フラン嬢ちゃんの進化についてだ」

			　スキルを使わなくても分かるぞ。絶対に誤魔化しただろ。でも、どうしてなんだろうな。

			　もしかしたら、ダンジョンで命を落としたとか、そういうことなのか？　先達の死を知ったらフランも悲しむだろうし、オーレルにとってもつらい記憶だろう。だとしたら、話したくないのも分かる。

			　ディアスに話を聞けば詳しいことが分かるかもしれないし、オーレル爺さんの機嫌を損ねたくもない。ここは誤魔化されておこう。

			「ルミナ様に話を聞いたのなら分かると思うが、昔はもっと普通に進化できていたはずなんだ」

			「やっぱりそうなの？」

			「おう。ルミナ様は詳しい話はできないようだが、それでも言葉の端々から推測はできる。どうも、他の獣人族と同じように進化をしていたらしい。だが、それが急に進化できなくなった。なぜか？」

			　なぜって言われてもな……。それが分かれば苦労はしないぜ。

			　だが、オーレルにはその理由に当たりが付いているらしい。

			「俺は『神罰』の可能性が高いと思う」

			　首をひねるフランに対して、自らの推測を口にした。

			「神罰？　神様の与える罰？」

			「そうだ。歴史上、神に逆らった者や、大罪を犯した者に与えられることがある。ゴルディシア大陸の神罰が有名だな」

			　それは俺も聞いたことがあるぞ。竜人の王トリスメギストスが、邪神の力を利用した魔獣を生み出したけど暴走させて、大陸を滅ぼしたとかいう話だ。永遠にその魔獣と戦い続ける罰がトリスメギストスには与えられたという。

			「いくら黒猫族が進化できなくなったのが大昔の話とは言え、これだけ情報が無いのはおかしいだろ？　実はゴルディシアの件でも、似たような現象があったらしい。魔獣の製法などの記憶が、全て神によって消し去られたって話だ」

			　さすが神様、世界中の人々の記憶をいじったりもできるのか。

			「獣人の進化の方法っていうのは、場合によっては種族内に秘匿されることもあるが、それでも文献さえほとんど残ってないのはありえねぇ。エルフなどに話を聞いても、知っているとか以前に、黒猫族が進化していたっていうことを覚えている奴がいねーんだ」

			　確かにそれは不自然だ。例え何百年前の話であっても、進化していたという伝承が残っていてもおかしくはない。むしろ、全く残っていないことの方が不自然だった。

			　本当に神の意思が働いて、人々から記憶を消してしまったと言われても信じられる。

			　だが、今の言葉には無視できない部分があったぞ。

			「文献がほとんど残ってない？」

			　そうだ、オーレルは確かにそう言ったな。という事は少しは残っている？

			「実は一つだけ、関連する文献を見つけることができてな」

			「それは、どんなもの？」

			　ダンとテーブルに手をついて身を乗り出したフランを、オーレルが苦笑しながら宥める。

			「つっても、直接黒猫族に関係あるものじゃねえ。ちょっと落ち着け」

			　どうやら、進化の方法が記されているような文献ではないらしいな。

			「嬢ちゃんは十始族って知ってるか？」

			「じゅっしぞく？　知らない」

			「遥か昔に獣蟲の神に生み出された、最初の獣人族と言われている種族のことだ。それぞれに神獣の力を宿していたらしい」

			「神獣？　格好いい」

			　神獣の力か。それは確かに強そうだ。

			「でだ、この十始族、現在だと九つの氏族が知られている。金火獅、白雪狼、黄塵鼠、紫風象、橙鉄狐、赤土馬、青水亀、碧命蛇、桜花牛だ。だが、何故か最後の一〇氏族目が分からないんだよ。長年、獣人族最大の謎と言われてきたんだが……」

			「それが黒猫族？」

			「かもしれん。俺が手に入れた文献には、今言った九つの氏族に加えて、黒天虎の名前があった。そしてルミナ様は黒虎だ」

			「黒天虎と黒虎は同じ？」

			　フランの疑問に、オーレルは首を振った。

			「いや、違う。似ているが、完全に同じじゃねー」

			「？」

			「例えば俺は白犬族の進化種である白狼だ。これは分かるな？」

			「ん」

			「だが、俺たち白犬族が進化の時に一定の条件を満たしていると、白狼ではなく白雪狼へと進化することがある。まあ、俺は白狼にしかなれなかったがな」

			　オーレルが言うには、十始族の一つである白雪狼の子孫が、白犬族なんだとか。それ故、進化の際に特別な条件を満たした個体が先祖返りのように、白雪狼の力を受け継ぐことがあるらしい。

			　その流れでいくと、特殊な条件を満たした黒猫族が黒天虎となり、満たせなければルミナの様な黒虎となるってことだろう。

			　現在、十始族というと子孫たちのことを指し、白犬族も十始族として獣人の中でも一目置かれているんだとか。

			「なのに、同じ十始族の子孫である可能性が高い黒猫族のことが、これだけあっさり忘れられてしまっているのは絶対に変だと思うだろ？」

			「ん」

			　色々な獣人族が一〇番目の氏族の事を調べており、中には自分たちこそがその氏族であると主張する者たちもいるらしい。ほとんどが眉唾であるが。

			　オーレルもルミナの存在を知らなければ黒天虎などという存在、作り話だと鼻で笑っていただろう。しかし、今では黒猫族こそが黒天虎の子孫であると半ば確信しているようだ。

			　つまり、昔は黒猫族が十始族に数えられていたが、神罰によってその記憶や記録が消されてしまった？　書籍や文献すらも？　だとすると、オーレルが見つけたという文献がなぜ残っていたのか疑問だが。ここで考えても分からんな。

			「俺が調べられたのはこれだけだ……」

			　オーレルが心底悔し気に俯く。

			　いや、神が情報を消し去った可能性がある中で、これだけ調べ上げたのは素直に凄いと思うがな。とは言え、フランにとっては悪い話である。フランの表情が目に見えて曇った。

			「神罰……。じゃあ、黒猫族は神様に怒られるような悪いことをしたの？」

			　単に修行を積めば進化できるという話ではなくなってきたからだ。

			「多分、だがな」

			「そう……。じゃあ、私たちは、ずっと進化できないまま？」

			「いや、それは違う！」

			　フランが不安げに呟いた言葉に対して、オーレルが食い気味に反応する。

			「神罰には必ず救いがある。トリスメギストスだって、魔獣を倒せば呪いから解放されるっていう話だ。なら、黒猫族にだって絶対に呪いを解く方法があるはずなんだ」

			　それは決して、フランを慰めるための出まかせではなかった。本当に、進化するための方法はあると信じている目だ。やはり彼にとって黒猫族というのは特別な存在であるらしい。自分の種族ではないのに、かなり入れ込んでいるのが分かる。

			「まあ、その方法については何も分からねえんだがな……。役立たずで済まねえ」

			「ううん。参考になった、ありがとう」

			「そうか？　そう言ってもらえると救われるぜ」

			　フランの言葉に、オーレルが自嘲気味に笑う。ただ、救われたという言葉も本当なのだろう。どこか肩の荷が下りたかのような、虚脱感みたいなものも感じることができる。そこにいるのは町の獣人族を束ねる強面の大親分ではなく、苦悩を抱えた一人の老人であった。

			「……」

			　食堂に沈黙が降りる。互いに軽口を叩く気分ではないのだろう。

			　微妙な雰囲気のまま、食堂の空気がどんどん重くなっていく。そんな暗い雰囲気を変えたのは、ワゴンを押して食堂に入ってきたメイドのシャラの声であった。

			「ご主人様、お待たせいたしました」

			「お、ようやく来たか」

			　オーレルが明らかにホッとした様子で微笑む。シャラの隣にいる恰幅の良い男性は専属料理人であるらしい。

			「お待たせして申し訳ありませぬ」

			「いい匂いだなアスト」

			「バルボラで仕入れたばかりの最新レシピですぞ」

			　アストと呼ばれた料理人はそう言って、ワゴンに載せられた鍋の蓋を開けて中を混ぜ始める。

			　スープだろうか？　その匂いを嗅いで、オーレルが興味深げに鍋を注視している。フランの目の輝きを見れば、かなりいい匂いであることは間違いない。

			「ほほう。そりゃ楽しみだ」

			「とは言え、まだ試作中なんですがね」

			「おいおい、そんなものを出すのかよ？」

			「ご主人様の舌は大変鋭いですからな。ぜひそのお力をお借りしたいと思いまして。バルボラで食べた完成品はかつて食べたことがない程に美味しかったのです」

			　完成品の味を思い出しているのか、アストが陶然とした顔で呟く。余程美味しかったのだろう。

			「お前さんがそこまで言うとは、楽しみだぜ」

			「この試作品も十分美味しいのですが、一味足りないのですよ。ですので、ぜひご助言を頂けたら嬉しいのですが」

			「はっはっは。それで美味い飯が食えるようになるんなら、いくらでも助言してやるぜ」

			「とは言え、お客様がいらっしゃっているのでしたら、普通の料理を用意したんですがね。今から何かお作りした方が宜しいですか？」

			「嬢ちゃん、どうする？」

			「ん。大丈夫」

			「では、お嬢さんもぜひご感想をお願いします」

			「まかせておいて」

			「オンオン！」

			　ウルシが食べそびれては大変とばかりに、自らの存在をアピールする。おい、涎垂らすな。絨毯を弁償とか言われたらどうするんだ！

			「ウルシの分もお願い」

			「ワンちゃんが食べるにしては結構味が濃いんですが、大丈夫ですかね」

			「ウルシは魔獣だから大丈夫」

			「オン！」

			「従魔でしたか。人懐こいので全然気付きませんでしたよ。分かりました。ではワンちゃんの分もご用意いたしますね」

			　そして、アストは白い粒上の穀物が盛りつけられた深皿に、鍋の中の茶色い液体をすくって掛けた。トロッとした液体の中には、芋などの野菜が入っている。

			　どこかで見たことがあった。というか、俺がバルボラで広めたものだ。

			「カレー？」

			「おお、お嬢さんはご存じで？　そうです、今年の料理コンテストで披露された最新の料理、カレーです！」

			　なるほど。匂いを嗅いだだけでフランのテンションが上がった理由がよく分かった。

			「そう言えばフラン嬢ちゃんはバルボラにいたんだったか？」

			「ん」

			「だったら食べたことがあるのですかね？」

			「ん」

			「おお！　それは頼もしい！」

			　食べたことあるっていうか、ほぼ毎日食ってるからね。それでもフランとウルシがカレーを見る目はキラキラと輝いている。俺以外が作ったカレーに興味があるのだろう。俺もレシピがどう広がっているのか興味がある。

			「では、どうぞ」

			「変な外見の食い物だな。香りはいいんだがな」

			「モグモグ」

			「ガウガウ」

			　オーレルが鼻をヒクヒクさせて食べるのを少し躊躇っている横で、フランたちはすでにカレーを口に詰め込んでいた。

			「おお、いい食べっぷりですね」

			　それを見たオーレルが、つられるようにカレーをすくい、口へと運ぶ。

			「ふむ……。おお、不思議な味だな！　だが、後を引くぜ」

			　オーレルもカレーを気に入ったようだ。最初はゆっくり口に含んでいたのに、段々とかき込み始めた。

			「おかわり」

			「オン」

			　その後、オーレルが食べ終わるまでにフランとウルシは三杯もお替わりをしていた。

			『美味いのか？』

			（まあまあ？）

			　どうやら不満があるらしい。あれだけ食べたのに。

			（ん。美味しいは美味しい。でも師匠のカレーには遠く及ばない）

			　ということだった。

			「こいつは美味いじゃねーか。名前は何て言ったか？」

			「カレーです。今やバルボラはカレーブームに湧いていますよ。カレーパンやカレーパスタ等の様々なレシピが考案され、何十軒もの店でカレーが提供されておりますな」

			「これだけの味ならそうだろう。これで未完成なのか？」

			「はい、私がバルボラで食べた完成品には及びません」

			「それ程か」

			「あの事件のせいでコンテストは中止になってしまいましたが、実質的な優勝レシピだと民たちが噂しております」

			「ん！　当然」

			　その言葉にフランが嬉しそうに頷く。優勝はできなかったが、認められたっていうなら俺としても嬉しかった。しかも順調にレシピは広まっているみたいだ。カレーパスタ？　早速面白そうなオリジナル料理が開発されてるじゃないか。

			「嬢ちゃん、嬉しそうにしてるがどうしたんだ？」

			「師匠が作った」

			「師匠？　誰だ？」

			「おお、もしかして噂のカレー師匠ですか？」

			　ちょっと待てアスト。今何と言った？　カレー師匠？　それってもしかして俺のことか？

			「嬢ちゃんの料理の師匠がカレーを作ったってことなのか？」

			「料理だけじゃない。全部の師匠」

			「剣や魔法もか？」

			「ん。師匠は何でもできる」

			「ほほう。そいつはスゲー御仁だ。だが、嬢ちゃんは一人でこの町に入ったよな？」

			「ん。師匠は神出鬼没」

			「まあ、嬢ちゃんは実力だけで言えばもう一人前だしな。独り立ちしてもおかしくはないか」

			「ええ？　では、本当にカレー師匠のお弟子さんなのですか？」

			　アストが驚いた様子で尋ねてくる。やっぱり聞き間違いじゃないよな。なんだその間抜けな異名は！

			『なあ、フラン。カレー師匠って俺のことなのか聞いてくれよ』

			　これだけは絶対に知っておかねば。

			「アスト、カレー師匠って、誰？」

			「いや、嬢ちゃんの師匠なんじゃねーのか？」

			「いえ、確かカレーを開発した人の名前が分からず、師匠と呼ばれていたということから誰かがカレー師匠と呼び始めたんだとか。私は偶然カレー師匠の名を呼び始めた冒険者たちと知り合いまして、レシピはその伝手で手に入れました」

			「冒険者？」

			「ええ、緋の乙女というパーティなのですが、お知り合いですか？」

			　やっぱり奴らだったか。バルボラの料理コンテストで、売り子として雇った三人娘だ。フランがカレーを作ったのは師匠だと教えたし、そこから名付けたのだろう。特に自称無表情キャラのリディア辺りが怪しいが、どうだろうな。

			「それで、どうでしょうか？　このカレーは？」

			「ん。普通」

			「そうですか……。いえ、これだけの料理、いきなり完璧にいくはずもない。ですが、次こそはさらに美味しく作ってみせます！」

			「ん。頑張って。味見はいつでもする」

			「おお、ありがとうございます！」

			　フランが食べたいだけだから、別にお礼とかいいですよ？

			　カレーの登場で盛り上がった食事の後、フランはいくつかの情報をオーレルに聞かされていた。ディアスが語ったことと同じ、獣王の危険性についてだったが。オーレルも獣王に対しては警戒心を抱いているらしい。

			　ディアスはともかく、同じ獣人のオーレルにまで警戒されるとは……。獣王には本当に注意しないと危険かもしれない。

			「色々ありがとう」

			「おう。また来いよ？」

			「ん」

			


			　オーレルの屋敷から外に出ると、たむろしていた青猫族の姿はもうなかった。諦めて帰ったんだろう。門番とエルザが和やかに談笑している。

			「あらフランちゃん。もう用事は済んだの？」

			「エルザ、大丈夫だった？」

			「心配してくれるの？　ありがとう！　でも平気よ。あの程度の子たちに私がどうにかされる訳ないじゃない」

			　まあ、そうだろう。エルザにも門番にも傷一つないし、圧勝だったようだ。

			「ちょっとばかりきつめにお仕置きしておいたから、しばらくは大人しくしてるんじゃない？」

			　むしろ青猫族に同情しそうになってしまった。奴らの自業自得なんだけどさ。

			（師匠、この後どうする？）

			『やっぱ、もう一度ディアスに話を聞きたいな。五三年前にウルムットにいたっていう黒猫族の少女について、知りたい』

			「ん」

			　俺たちは再び冒険者ギルドに向かうことにした。ディアスは出歩いていることが多いそうだし、まだいてくれるといいんだけど。

			「じゃあ、ちょっとギルマスがいるか確認してくるわねっ！」

			「あ──」

			　ギルドが見えてきたところで、エルザがそう言って駆け出す。別にそこまでしてくれなくてもいいんだが、フランが声をかける前に走って行ってしまった。ディアスに早く会えるに越したことはないし、アポ取りは任せよう。

			　だが冒険者ギルドの入り口前で、俺は言葉にならない、微かな違和感を覚えていた。なんと言えばいいか分からないが、妙にソワソワする。

			『……なんだ？』

			（どうしたの師匠？）

			『うーん……。え？』

			　違和感の正体を探り出そうと、周囲を見回す。そして、発見した。

			『あの扉、なんだ？』

			「扉？　ん？　あれ、なに？」

			「オン？」

			　そこにあったのは扉だった。応接間の入り口にでも備え付けられていそうな、重厚な木製の両開きの扉である。それが、なぜか道の真ん中にドンと鎮座していた。

			　そう。大きな扉それだけが、なぜか地面から生えているのだ。

			　ガチャ。

			　俺たちがどう反応して良いか分からず、その場で扉を見つめていると、扉が内側から押し開かれる。

			　その瞬間だった。

			　僅か数センチ開かれた扉の向こうから、強烈な気配が漏れ出す。その気配を感じ取った俺たちは、一斉に臨戦態勢を取っていた。いや、取らざるを得なかった。

			『む！』

			「ん！」

			「ガル！」　

			　それ程のプレッシャーがいきなり俺たちを襲ったのだ。殺気も闘志も感じない、だが、圧倒的強者の気配。これを肌で感じ取り、身構えないなど不可能だ。

			　フランの耳と尻尾は逆立ち、総毛立つとはまさにこのことだろう。

			　身構える俺たちの前で、扉がゆっくりと開いていく。チラッと見えた扉の向こうには、何か家具のような物が見えたな。やっぱりただの変な扉じゃないようだ。

			「ささ、どうぞリグ様」

			「おう」

			　その扉から誰かが出てくる。一人は小柄の魔術師風の男だ。その男が扉を押し開き、後ろに続く男性に道を譲る。

			　多分、従者なのだろう。その後に扉を潜って現れたのは、黄金に輝く獅子の鬣たてがみのような髪の毛を持った、風采の良い大男だった。エルザよりも分厚い筋肉で二メートル近い巨体を覆いながらも、その動きはネコ科の動物のようなしなやかさも感じさせる。悠然とした振る舞いと、その内側から溢れ出す覇気。正に獅子。王者と呼ぶにふさわしい迫力を備えている。

			


			

			


			　俺はその人物に対して咄嗟に鑑定を発動していた。これはもう、癖みたいなものだ。

			


			　　名称：リグディス・ナラシンハ 　年齢：38歳

			　　種族：獣人・赤猫族・金火獅

			　　職業：槍王

			　　Lv：71／99

			　　生命：１９６５　魔力：１０８１　腕力：１０８４　敏捷：７４９

			　　スキル：足裏感覚８、威圧10、隠密３、怪力６、火炎魔術７、擬態３、狂化８、気配察知８、硬気功７、拷問２、剛力10、爪牙技７、爪牙術８、再生８、指揮３、士気高揚６、状態異常耐性７、柔軟６、瞬発10、瞬歩５、精神異常耐性５、属性剣10、恫喝３、軟気功８、覇気８、火魔術10、咆哮８、魔術耐性５、魔力感知４、魔力障壁８、火炎無効、気力制御、心眼、槍技強化、槍術強化、属性剣強化、体毛強化、体毛硬化、デーモンキラー、ドラゴンスレイヤー、不退転、平衡感覚、捕食、魔力操作、夜目

			　　ユニークスキル：火炎吸収、槍王技、槍王術、槍神の祝福

			　　エクストラスキル：獣蟲神の寵愛

			　　固有スキル：覚醒、金炎絶火、槍神化

			　　称号：王殺し、親殺し、簒奪者、獣王、獣蟲神の愛し子、槍王、ダンジョン攻略者、デーモンキラー、ドラゴンスレイヤー、火術師、ランクＳ冒険者

			　　装備：炎龍牙の重槍、炎龍鱗の全身鎧、魔毒王蛇の闘衣、金火獅の外套、身代りの腕輪、理性の指輪、獣王の証

			


			『……！』

			　おいおいおいおいおい！　なんだこの化け物！　生命、腕力、魔力が１０００超え？　アマンダやディアスでさえ可愛く思えるぞ！　一見すると戦士なのに、魔術師としても凄まじい能力だ。

			　しかも見たことのないスキルが大量なうえ、エクストラスキル、固有スキルも複数持ってやがる。

			　だが最も目を引いたのが、称号覧の獣王とランクＳ冒険者だ。

			　そう、これが獣王。獣人の頂点に立つ、王。

			　圧倒的だった。獣王という名に相応しい、王者の貫禄を持っていた。

			『くっ……なにか弱点は……！』

			　さらにスキルなどを詳しく見ようとしたのだが、その前に何者かが立ちはだかっていた。獣王の後から出てきた男だ。巨漢と言ってもいい獣王とくらべて、縦も横もさらに大きい。

			「娘、どうしたんだ？」

			　見上げるような巨体。ストーンゴーレムと力比べをしても勝てそうなほどのはちきれんばかりの筋肉。その姿には見覚えがあった。昼間見た、豪華な馬車の護衛をしていた人物だ。確かゴドダルファという名前だったか。

			　一瞬、鑑定していることがばれたのかと思ったら、そんな様子ではない。

			　どうやらその場で立ち尽くしているフランを不審に思っただけのようだ。

			　このままだと獣王に目を付けられるかもしれない。さり気なく立ち去らないと。そう思ってフランに声をかけたのだが、全く返事がなかった。

			『フラン、行こう！　今ならまだ逃げられる』

			（……）

			『フラン？　大丈夫か？』

			（……）

			　フランは真っ青な顔で震えている。

			（強い……勝てない……）

			　ここまで怯えるフランは初めて見た。進化種であるオーレルやルミナを前にしても畏まるだけだったのに、完全に恐怖で竦んでしまっている。いや、こいつの種族は金火獅。オーレルの言っていた十始族だ。どうやら思っていた以上に圧倒的な存在だったらしい。

			　そもそも、戦闘態勢でもないのにこの圧力だからな。殺気でもぶつけられたら、それだけで心臓の弱い人間なら死んでしまうかもしれない。

			　フランは強くなったがゆえに、相手との絶望的な力の差をはっきりと認識してしまったのだ。獣人なら相手の種族などが感覚的に分かるというし、十始族でしかも高レベルの相手を前にしたら、こうなってもおかしくはないのだろう。

			「ああん？　おい小娘、お前黒猫族か？」

			　やばい、獣王にも気づかれた。獣王は値踏みするような目でフランを見ている。

			「黒猫族の冒険者とは珍しい」

			「ですな。それなりの腕のようですし」

			　獣王の呟きに反応したゴドダルファも、再びフランに目を向けた。そして、フランの実力を瞬時に見抜いて感心している。だが、獣王は首を傾げて、フランをさらに観察してきた。

			「どこがだ？」

			「リグ様の基準で考えんでください」

			「そういうものか？　まあいい。なかなか強そうな剣も持ってるみてーだし、興味がわいた。少し可愛がってやるか」

			　くそっ！　完全に興味を持たれた！　しかもあまり良くない意味で！

			　獣王の闘志が高まっていくのが分かった。その眼は獲物を見つけた獅子のように爛々と輝いている。

			　だが、フランは固まったままだ。それどころか獣王の気配に中てられ、完全に心を折られていた。

			（……だめ……殺される……）

			（……キュゥン……）

			　影に隠れているウルシも似たようなものだ。

			　動くこともできず、カタカタと体を震わせるフラン。

			　ダメだ、ここは次元跳躍で逃げよう。後々面倒なことになるかもしれないから、最後の手段だったのだが……。ここはフランの身の安全が最優先だ！　そう決意した直後だった。

			「リグ様、そのような暇ありませんぞ」

			「む、ロイス」

			　扉を開けたもう一人の従者だ。鷹揚な印象のゴドダルファと違い、神経質そうな表情の美形である。ロイスと言う名前であるらしい。ロイスが扉に手を振れると、扉は溶けるように消え去った。

			　扉自体が何らかの能力なのか。それとも次元収納に似たスキルで魔道具をしまったのか。俺はロイスも鑑定することにした。先程、獣王を鑑定したことはばれていないように思う。だったら、こいつらは鑑定察知能力を持っていない可能性が高かった。

			　敵対する可能性がある相手だ。だとすれば、このチャンスを逃したくはなかった。

			　もし感づかれたら転移で逃げて、そのまま町から逃げ出せばいいさ。武闘大会を楽しみにしているフランには申し訳ないがな。

			


			　　名称：ロイス　年齢：46歳

			　　種族：獣人・灰兎族・白銀兎

			　　職業：転術師

			　　Lv：74／99

			　　生命：４０１　魔力：１１９９　腕力：１５１　敏捷：４１９

			　　スキル：足裏感覚４、穴掘り４、音源感知６、隠密２、回復魔術８、月光魔術４、気配察知７、気配遮断４、時空魔術４、蹴脚技５、蹴脚術７、瞬発７、浄化魔術３、状態異常耐性４、振動感知３、精神異常耐性７、杖技５、杖術６、大地魔術３、跳躍４、土魔術10、補助魔術５、魔術耐性８、魔力感知４、魔力制御、オークキラー、ゴブリンキラー、自動魔力回復、聴覚強化

			　　固有スキル：覚醒、次元門、三日月紋

			　　称号：オークキラー、ゴブリンキラー、守護者、ダンジョン攻略者、土術師、ランクＡ冒険者

			　　装備：銀月石の長杖、三日月兎のローブ、土精の外套、影武者の腕輪、吸魔の指輪

			


			　こっちも化物かよ！

			　魔力１０００オーバー。しかも当然の如く進化している。

			　凄腕の魔術師なのに、近接戦闘でも強かった。兎の獣人であるようだが、その可愛らしいイメージが見事に裏切られた。種族の特性であろう高い脚力を生かした蹴脚術は想像以上に痛そうだ。

			　それでいて時空魔術などのレア魔術を複数所有している。

			　ランクＡの称号はだてじゃないな！　ウルムットの入り口で絡んできたなんちゃってランクＡのセルディオとは大違いだった。

			　あのドアは次元門という固有スキルが怪しそうだ。

			　化け物が三体。それぞれがフランを遥かに凌駕する強さを持っている。しかも友好的とは言い難い。

			　これで緊張するなという方が無理だった。

			　だが、ロイスはこちらの緊張に気付いているのかいないのか、至極冷静な口調で獣王に話しかけている。

			「ギルドマスターとの約束の時間に遅れておりますゆえ、急ぎませんと」

			「ちっ。そうだったな。仕方ない。小娘、命拾いしたな！」

			「リグ様、それじゃあチンピラみたいです」

			「王侯貴族なんざ、権力を持ったマフィアみてーなもんじゃねーか」

			「そこは違うと言ってほしいんですが」

			「あー！　うるせーうるせー！　とにかくもう行くぞ！」

			　どうやらこの場は助かったらしい。

			　リグディスはフランに興味を無くしたのか、従者と雑談しながらギルドの中に消えていった。

			　その瞬間、フランが膝から崩れ落ちる。

			　両手両膝を地面について、粗い呼吸を繰り返すフラン。

			「はっはっはっ……」

			　まずい、このままだと過呼吸になるかもしれん。

			『フラン！　落ち着け！　もっとゆっくり息を吸って！　深呼吸だ！』

			「はぁぁっ……はぁぁっ……！」

			　無理矢理に深呼吸を繰り返すフランの顔からは、大量の冷や汗が流れ落ちる。小刻みな震えは収まらず、呼吸に混じって嘔え吐ずく音も聞こえていた。

			　見ているだけで気の毒になる程、憔悴しきっている。

			『フラン、大丈夫か？』

			「うぇっ……ん……」

			　大丈夫そうじゃないな。

			　でも頷いたぞ。どうやら念話に反応する程度の余裕は取り戻したらしい。

			『とっととこの場を離れよう。宿に戻って休んだら、朝一番でダンジョンに戻る。ディアスに話を聞くのは後回しでいいよな？』

			「ん……」

			　俺はフランの背中をさすってやりながら、まずは宿のそばに転移した。目撃されたら目立ってしまうが、今は一刻も早く宿に戻りたかったのだ。そして、フランを休ませてやりたかった。

			『歩けるか？』

			「だいじょぶ……」

			　そう言って歩き出すフランの足取りは、激戦を経た後のように頼りない。それだけ消耗したっていうことなんだろう。

			　ヨタヨタと真っすぐ歩けないフランを念動で支えながら、部屋に誘導してやる。

			『次に獣王に会う前に、ランクＣに上がっておこう』

			　獣王のことを舐めてたぜ。あれ程の化け物だったとは……。多分、ディアスとの会談に臨むにあたり、多少気合を入れていたのだろう。組織のトップ同士の階段だ。政治的な戦いと言ってもいい。それゆえ、好戦的な気配を漂わせていたに違いない。

			　俺たちは、フランは、その気合に呑まれた。

			　逆に言えば獣王は、俺たちに直接向けられた訳でもない、わずかに漏れ出た威圧感だけで、あれだけの恐怖を俺たちに与えたということだ。

			　化け物などという呼び方が可愛く思える、隔絶した力。

			　あいつと戦う訳にはいかない。あれだったら、ドラゴンに特攻した方がまだましだ。

			　獣王と戦わずに済むのであれば、ランクでも何でも上げるべきだろう。

			


			　獣王との不意の遭遇から一時間。

			　ようやくフランは落ち着きを取り戻していた。

			『フラン、今日はもう休むか？』

			「だいじょぶ」

			　獣王から距離を取ったことで、多少は余裕が戻ってきたようだ。

			『そうか？　無理するなよ』

			　未だに顔色は悪いが、そこに怯えの色はない。

			『飯でも食うか？　それとも風呂に入るか？　もう寝ちまってもいいと思うけど』

			「ん。お風呂入ってくる」

			　フランは風呂が好きだから、気分転換にちょうどいいだろう。

			　それに戻ってくるまでに最低でも三〇分はかかるはずだ。いつもならスキルの練習をして待っているんだが、今日はその間にやりたいことがあった。

			『獣王が泊っている場所を突き止めておきたい』

			　宿が分かっていれば、そこを避けることもできるのだ。

			　まずは冒険者ギルドに行って、いるかどうかを確かめる。ギルドにいれば宿に戻るのを待つし、もう帰ったのならウルシの鼻と俺の気配察知で獣王たちの居場所を探せばいい。

			『ウルシ、行くぞ』

			「オウン……」

			『大丈夫だ、戦いに行く訳じゃないんだからな』

			「……クゥ……」

			　ウルシも獣王に怯えていた。だが、できれば宿だけは把握しておきたい。

			『奴らに近づく必要はない。離れた場所から気配を探るだけだ』

			「……オン」

			　こいつ、渋々な感じだな。それだけ怖かったってことなんだろうが……。

			　ここはご褒美作戦だ。本当は犬を躾ける時にご褒美で釣るのはいけないらしい。それ目当てでしか言うことを聞かなくなってしまうそうだ。だが、今回は仕方ないだろう。

			『帰ってきたら、超激辛カレーを作ってやる。フランでも食いたがらないくらいの、地獄激辛味だ』

			「……グル！」

			　よし、やる気スイッチが入ったみたいだ。ウルシが目を輝かせて立ち上がる。

			『行くぞ』

			「オン！」

			　そのまま急いで冒険者ギルドのそばまで戻ってみると、未だに獣王の気配がギルドの中にあった。

			　遠くからでも攻撃的な気配が感じ取れる。先程の遭遇時にはここまでの威圧は感じなかったが……。交渉相手であるディアスに対しての威嚇なのだろう。若く見えてもおじいちゃんだし、心臓止まらなければいいけど。

			　問題はこの会談が長引いた時だ。できればフランが風呂から上がるまでに部屋に戻りたい。あと二〇分くらいしか時間が残っていなかった。

			　だが、心配することはなかったようだ。すぐに気配が動き出した。ギルドの出口に向かっているのが分かる。やや離れた場所にある民家の屋根の上からギルドの入り口を注視していると、ギルドの中から出てきた獣王一行を視認することができた。

			　やはり帰りもロイスの次元門で帰るようだ。

			　ここからはウルシの鼻で後を追うつもりだったんだが……。

			『必要なかったな』

			「オン」

			　次元門が消えた後も、俺たちは獣王の気配を感知できていた。獣王たちが宿泊していたのは、目と鼻の先にある宿だったのだ。

			　考えてみればこの辺はウルムットの一等地なわけだし、獣王レベルの賓客が宿泊するに値する高級宿などこの近辺にしかないだろう。ディアスを威嚇するために放っていたと思われる強烈な存在感はすぐに消え去ったが、すでにその場所は覚えた。

			　問題はその宿がギルドから近いので、今後はギルドに来る時には警戒する必要があるってことだ。

			『ウルシ、しばらくは獣王の匂いに注意しててくれ』

			「オン」

			　俺も獣王の気配に注意して、出会わないように気を付けないとな。

			『とりあえず戻ろう』

			「オフ！」

			　転移で部屋に戻る。すると、すでに部屋にはフランが帰ってきていた。少し遅かったらしい。

			　だが、その様子が変だ。

			　フランはランプも魔術の灯りもつけず、体育座りのように膝を抱えてベッドの上に座っていた。

			『ただいま……。フラン？』

			「オン」

			　俺たちが声をかけても顔を膝に埋めて、微動だにしない。

			『灯りも付けないでどうしたんだ？』

			「ん……！」

			『おわっ！』

			　声をかけた直後、フランが俺たちに突進してきた。そして、俺とウルシを一緒に抱き寄せながら、ウルシの毛に顔を埋めてグリグリしている。

			『どうしたんだフラン？』

			「オン？」

			「師匠……ウルシ……」

			　声が震えている。

			『急にどうした？』

			「何でもない……」

			　そう言いつつも、その顔には強い不安の色があった。しかも、目じりが赤い。もしかして泣いていたのか……？

			「オンオン？」

			「ん。くすぐったい」

			　ウルシがペロペロと顔を舐めると、ようやくその顔に笑みが浮かんだ。

			　そうだよな。一見平気そうに見えたって、あんな化け物に威圧された後だ。折れた心はそんな簡単に元には戻らない。俺を心配させないように、平気そうに振る舞っていたんだろう。

			　それが、風呂から戻ってみると俺たちの姿が無い。きっと想像できない程の不安がフランを襲った事だろう。あの気の強いフランがべそをかくほどに。

			『馬鹿か俺は……』

			　俺は猛烈に反省した。俺が泣かせたも同じだ。奴らの居場所を突き止めるのなんていつでもできた。ただ、危険を感じたせいで焦ってしまったのだ。奴らの動向を少しでも早く把握したくなってしまった。だが、今日はフランを放っておくべきじゃなかったのだ。

			『済まなかったな』

			　俺は念動を使って、フランを抱きしめ返した。

			　こういう時に、人としての腕があればいいなと思ってしまう。

			　分体創造を使おうかとも思ったが、それもちょっと違う気がした。やはりあれは分身なのだ。俺の体はこの剣だし、念動が腕だ。そう考えたら、やはり念動で撫でてやるのが俺らしい気もする。

			『なにかしてほしいことはあるか？』

			「……今日は一緒に寝る」

			『俺とか？』

			「ん」

			　予想外の言葉だった。てっきりカレーやパンケーキをねだられるかと思っていたんだが。

			『いや、俺は剣だぞ？　硬いぞ？』

			「平気」

			　フランの意思は固いらしい。真っすぐな目で俺を見つめて、コクリと頷いた。

			『フランがいいなら構わないけど』

			「ウルシも一緒」

			「オン？」

			　ということでその夜、俺はフランの抱き枕と化したのだった。

			　こんな硬い抱き枕、絶対に寝づらいと思うんだが……。鞘があるとはいえ剣だぞ？

			　だが、フランは両手両足でヒシと俺に抱き付いて離さない。俺は右をフランに、左をウルシの毛皮に挟まれた状態である。

			　俺の柄がフランの頭にグリグリ当たってるんだが、痛くないのだろうか。

			　余程疲れていたのか、フランは寝辛い体勢でもすぐに寝息を立て始めた。普段から寝つきはいい方だが、今日は特に早かったな。

			「すーすー……」

			　それにしても暇だ。いつもだったらスキルの練習したりするんだが、この状態じゃそれもできん。フランを起こしちゃうかもしれないのだ。

			　仕方ない。たまには何もせずにフランの寝顔でも観ながら過ごすとしようかな。

			『おやすみ、フラン』

			「……すー……」

		

	
		
			第六章　立ち向かう心

			


			　獣王たちとの不意の遭遇から一夜経った。

			　非常に弱気になっていたフランも、一晩経って何とか立ち直ったようだ。まだ少し弱々しい感じもするが、昨日のような不安げな表情は微塵もない。

			　俺はベッドに腰かけて食事をしているフランに、今日の予定を聞かせる。

			『今日は東のダンジョンに潜る。そして、できるだけ早くランクを上げる』

			「ん。賛成」

			「オン」

			　二人も獣王の脅威を目の当たりにしたからな。俺の言葉に乗り気である。

			　護衛たちだけだったら、どうにかなるかもしれない。全スキルを使い本気を出せば、勝てずともそれなりに戦えるはずだ。逃げるだけならそれほど難しくはないだろう。まあ、向こうが一人であればだが。

			　だが、獣王に対しては戦いのビジョンさえ全く浮かばなかった。

			　圧倒的なステータスに、謎のスキルの数々。そして上位者としての貫禄。戦う場面をイメージしようとしても、フランが瞬殺され、俺が粉々に砕かれる場面しか想像できなかった。

			　そんな相手がいつ敵になるかも分からない状況だ。正直勘弁してもらいたい。

			『修行とか練習とか、今日は脇に置いておくぞ。一気に依頼を達成する』

			「ん」

			　目標は今日中の依頼達成である。それが無理だったとしても、絶対に明日にはランクを上げるのだ。

			　ダンジョン内の罠や魔獣に関してはもう頭に入っているからな。全力で急げば下層まではすぐに到達できるだろう。

			『じゃあ、行くか。ウルシは周囲を警戒だ』

			「オン！」

			『フランも、できるだけ目立たないようにな？』

			「ん。分かってる」

			　気配を消し、コソコソと移動しながら東のダンジョンへと向かう。今日は買い食いもなしだ。

			　その甲斐あってか、ダンジョンの入り口までは問題なくたどり着くことができていた。

			『よし、誰も並んでないな』

			　昨日よりも早い時間に来たことが良かったのか、受付には誰も並んでいない。このままさっさと受付を済ませてダンジョンに入る。あとはひたすら下層を目指してランクアップの条件を達成するのだ。

			　だが、受付をする直前、俺たちを呼び止める声があった。

			「フランちゃん！　おはよう！」

			　エルザだった。

			「もう。昨日は急にいなくなっちゃったから、心配したのよ？」

			　やべっ。獣王のことがあったせいですっかり忘れてた！

			「待ってても全然来ないし？　宿もどこなのか分からないから、ずっと探しちゃったわ」

			　完全にすっぽかした形だ。凄い怒っているという感じではないが……。

			「エルザ。ごめんなさい」

			　うん、ここは素直に謝っておくべきだ。

			「何かあったの？　急病？　お腹痛くなっちゃった？」

			「ギルドの入り口で獣王に会った」

			「ええっ？　は、鉢合わせしちゃったの？　も、もしかして、何かされた？」

			　フランの言葉にエルザの顔が真剣なものに変わる。そして、フランに駆け寄ると身を屈めて、両手で異常がないかを確認し始めた。

			　マッチョな男が美少女の体をペタペタ触っているんだが、止める気は起きない。

			　中身が女性のエルザからは嫌らしい気配が一切しないし、本気でフランを心配してくれているのが分かるからだ。

			　これがディアスだったら瞬殺だけどな。

			「だいじょぶ」

			「でも、何かあったんでしょ？」

			「へいき。ただ、私が弱かっただけ」

			　そう言ってフランが唇を噛みしめた。

			　昨晩のことを思い出し、恐怖ではなく悔しさが湧き上がったのだろう。

			　良い傾向だ。恐怖は体を縛るだけだが、悔しさは背中を押してくれる。少なくとも次は、獣王の前に立っただけで心が折れることはないはずだ。

			「フランちゃん。本当に平気なのね？」

			「ん」

			　エルザも、決定的な事件が起きたわけではないと理解したらしい。

			　どうやらエルザにも心当たりがあるようだ。

			「まあ、あれは反則よね……。実は私もギルマスと一緒に獣王と会談したの」

			「エルザも？」

			「ええ、正直威圧されっぱなしで、まともに目も見れなかったわ。いい男だったのに勿体ない！」

			　そっちなのか？　いや、考えてみたらその軽口を叩けることが凄いな。獣王はギルドの中では威圧感全開だったはずなのだ。その獣王と相対して、逃げずに踏み止まっただけでも尊敬に値する。

			「あれとやり合って、こっちに有利な条件で会談を終わらせるんだから、ギルマスも大概よね。久しぶりにあの人を尊敬したわ」

			　ディアスはエルザ以上に凄かったらしい。その話を聞いて、俺もちょっとだけディアスを尊敬してしまった。フランなど、目を輝かせている。

			「ディアス凄い」

			「あんなのでも、一応ギルマスだしねぇ」

			　ディアスもエルザにあんなの呼ばわりはされたくないだろう。

			「でも、フランちゃんが大丈夫そうでよかったわ」

			「ごめんね」

			「いいのよ。怖かったでしょう？　ギルマスに散々脅かされた後だったし。むしろ一晩で立ち直ったあなたが凄いのよ」

			「ありがと」

			「ねえ、これからダンジョン？　私も──」

			「エルザさん！」

			　護衛として、当然一緒にダンジョンへと潜るつもりであったのだろうが、一人の兵士が焦った顔でエルザに駆け寄ってきた。緊急の用件があるようだ。

			「どうしたの？」

			「それが、冒険者と貴族が揉めているようでして……。しかも片方がランクＡ冒険者なんです」

			「ちっ。こんな時に……！」

			　ランクＡ冒険者？　もしかしてあのセルディオというスカシイケメンのことだろうか。あの調子じゃ、至るところで揉め事を起こしているだろう。

			「それで、我々では話にならないから、エルザさんを連れてこいと」

			「私を名指し？　でも、フランちゃんの護衛も……。ギルマスはどうしたの？」

			「獣王陛下のお相手で外すことができないそうです」

			「ああ、もう！　本当に祟るわね！」

			　エルザがアフロをかきむしる。まさに体が二つあれば状態なんだろう。

			　そこにフランが声をかけた。

			「エルザ、行って。私は平気」

			「でも、ソラスがまだ捕まってないのよ？　一人じゃ危険よ」

			　エルザはソラスのことだけではなく、獣王との対面でダメージを受けているはずの、フランの内面についても心配してくれているのだろう。

			「一人じゃない」

			「オンオン！」

			　エルザの言葉に対して、ウルシが自分を忘れるなと咆えて主張する。

			「あら、ごめんなさいね。ウルシちゃんがいるものね」

			「オン！」

			「だから、だいじょぶ」

			　力強く頷くフランを見て本当に大丈夫だと分かったようだ。

			「そうね。フランちゃんは強いものね」

			「ん！」

			「じゃあ、お言葉に甘えて私は行くわ」

			　エルザはそう言って兵士とともに立ち去ろうとしたのだが、不意に足を止めて振り返る。

			「あ、そうだ。一つ気を付けて。昨日のあの傭兵団。もしかしたら獣王と繋がりがあるかもしれない」

			「青猫族の？」

			「ええ。以前は獣人国で活動していたそうよ。しかも捨て台詞で、獣人国そのものが後ろ盾のようなことも言ってたし。嘘の可能性が高いと思うけど、一応気を付けてね」

			　獣王だけじゃなくて、青猫族たちにも気を付けなきゃならないか。

			「わかった。ありがとう」

			「うふ。フランちゃん、まったねーん。チュッ！」

			　最後はおなじみの投げキッスを放ってエルザは去っていった。俺も段々エルザに慣れてきてしまったのか、もうビクッとはしない。あれ、毒されてる？

			「師匠、何かあった？」

			『だ、だいじょうぶだ。それよりもさっさとダンジョンに入ろう』

			　エルザが目立つせいでかなり注目されているのだ。

			　そうして俺たちは受付を済ませてダンジョンに突入する。しかし、ダンジョンの雰囲気が昨日とは一変していた。

			　ダンジョン内の魔獣の数が激減していたのだ。しかも、出現しても非常に弱い魔獣ばかりだった。

			　一体どうしたんだろうな。ルミナが何かをしているのは確かだと思うが、こんなことをする意味が分からない。

			「魔獣、弱い」

			『その分、攻略が楽になったけどな』

			　ただ、問題もあるが。今後俺たちが依頼達成のために狩らなくてはいけない魔獣の出現率も低下し、発見困難となっている可能性があるのだ。

			　残っている依頼は、ただでさえ発見しづらい魔獣のレア素材ばかりである。集めるのに一苦労しそうだった。

			　そして、残念ながらその懸念は当たってしまう。

			『全然、素材が集まらん！』

			　狙いの魔獣が全然いなかったのだ。

			　それでも俺たちは根気よく魔獣を探し、なんとか素材を集めることに成功していた。

			　いやー、かなり時間はかかったが、ウルシの鼻が大活躍だ。

			『偉いぞウルシ。激辛カレーに、激辛タンドリーチキンを付けてやる！』

			「オンオン！」

			「わたしも！」

			『フランも頑張ったからな。もちろん、フランにも普通のタンドリーチキンを用意しよう』

			「やった」

			「オン！」

			　こんな風に雑談ができるのも、魔獣が減ったからである。あれだけ苦労した場所と同じだとは思えない程静かだった。

			『フラン、前に考えておけって言った自己進化ポイントの使い道、決まったか？』

			「ん」

			　本当は昨日の夜に聞くつもりだったが、色々あったからな。

			　俺的な予想では、一番可能性が高いのは剣聖術、剣聖技だろう。最も使用率が高く、地力の上昇にも繋がる。

			　次点で気配察知かな。もう直ぐレベルマックスだし、戦闘中に相手の攻撃の察知などに使えることも分かった。他には火炎魔術や雷鳴魔術、属性剣が有力候補だろう。

			　そう思っていたんだが──。

			『何を強化する？』

			「鍛冶がいい」

			『はぁ？　鍛冶？』

			　全然予想が外れてしまった。しかし、なんで鍛冶なんだ？　意外すぎて声を上げてしまったぞ。

			「ん」

			『何でだ？　今まで鍛冶なんか興味なかっただろう？　武闘大会の直前だし、戦闘系のスキルじゃなくていいのか？』

			「いい」

			　俺の説得にも、フランは頑なだ。

			「師匠のお手入れは大事」

			『それで鍛冶なのか？　凄く有り難いが、フランがレベル上げたいスキルを選んでいいんだぞ？』

			「鍛冶がいい」

			　フランの意思は固いようだった。

			　本当に鍛冶なんかに大事なポイントを注ぎ込んでいいのかと思ったが、正直いうとメチャクチャ嬉しい。フランがそこまで俺のことを想っていてくれたってことなのだ。

			『じゃあ、鍛冶を上げるぞ？』

			「全部」

			『全部って、レベルマックスってことか？』

			「ん！」

			　ということで、俺は鍛冶に自己進化ポイントを割り振った。さすがにマックスにするのはどうかと思うが、フランがそうしたいと言っているわけだし、ここは思い切ってやっちゃおう。

			〈鍛冶がLvＭａｘに達しました。鍛冶魔術：Lv１がスキルに追加されます〉

			　これで自分の手入れも自分でできるようになるかもしれないし、悪くないんだが、やっぱり納得がいかない。戦闘に関係するスキルを強化した方が良かったんじゃないか？

			　俺がグダグダと後悔をしていたら、フランがいきなり俺を地面に置いた。そして取り出した布で俺を擦り始める。

			「ん！」

			『あ、おい。フラン何するんだ？』

			「師匠のお手入れ」

			『今からか？』

			「ん」

			　こんなダンジョンの中で始めなくても！　そう言おうとしたんだが、俺は言葉を発することができなかった。

			　得も言われぬ幸福感が俺を包みこんでいたのだ。

			　さすが鍛冶がカンストしただけはある。いつも通りフランが布で拭いてくれているだけなのに、ゼルドに手入れされた時と同じような心地良さが俺を襲っていた。何というか、全身をマッサージされてるみたいだ。

			『──あーそこそこ』

			「ん」

			『ああああー』

			　あまりにも気持ちよくて、ダンジョンの中であるということを忘れて三〇分間も磨いてもらっちまった。

			　今後毎日フランに手入れしてもらえると思うと、嬉しくなってくる。俺はなんて幸せな剣なんだろう。娘に肩叩きをしてもらう父親っていうのは、こんな気分なのかもしれない。

			『いやー、生き返った。ありがとうな』

			「また磨く」

			『おう。頼む』

			「……オフ」

			　俺が磨かれている間、周囲を警戒していたウルシの呆れたような視線が痛い。

			『……済まんかった』

			「オン」

			『フラン、ダンジョンの中では止めような？　危ないし』

			「わかった」

			　それにしても気持ち良かったぜ。体も軽くなったし、この世でも特に危険な場所であるはずのダンジョンの中でリラックスしてしまった。

			　ただ、やはりこれでは戦力の向上には繋がっていない。

			『他にレベルアップさせたいスキルはないか？』

			「うーん。師匠の次元魔術？」

			『え？　次元魔術？』

			　確かに俺も興味はある。だが他にも有用そうなスキルはたくさんあるし、現状で絶対に上げなくてはいけない理由も思いつかない。正直、フランの口から次元魔術の名が出るとは思わなかった。

			『いいのか？　剣聖術とか、剣聖技を上げなくて』

			「それよりも、次元魔術が気になる」

			『なんでだ？』

			「獣王の護衛が使ってた扉」

			『考えることは一緒か』

			　ロイスが使っていた次元門だ。名前からして、次元魔術を上げれば覚えられそうな気がしているのである。

			「あの術があれば、すぐにルミナに会えるかも」

			　なるほど。確かに次元門があれば気軽にルミナに会いに行ける可能性があった。

			　ロング・ジャンプではダメだ。

			　空間跳躍では一緒に跳べる質量が限られているうえ、使用者が触れている物しか一緒に運べない。つまり、俺がフランやウルシに触れていなければ一緒に空間跳躍できないし、大型時のウルシはデカすぎて一緒に運べなかった。しかも、一緒に転移する質量が多ければ多い程、飛距離は削られてしまうのだ。

			　また、ダンジョンの壁は転移を阻害する効力でもあるのか、ダンジョンの階層を跨いで転移するような真似はできなかった。やろうと思えばできるかもしれないが、数層を移動するだけで魔力が枯渇してしまうだろう。

			　だが次元門なら、扉さえ繋いでしまえば質量などは関係なさそうに見えた。戦闘時に使う暇はないかもしれないが、普通に移動をする分には次元門の方が優れているのではないだろうか。狙う価値は十分にあった。

			『じゃあ、次元魔術をレベルアップさせちゃうか』

			　ポイントの節約も考えて、とりえずレベルを１つずつ上げてみる。レベル２、３ではそれっぽい術は覚えない。もしかして固有スキルであるロイスの次元門は、次元魔術とは全く関係ないのか？　少しだけ心配になってきた直後だった。

			　次元魔術をレベル４に上げた時、ついに念願の術を覚える。

			『ディメンジョン・ゲート。これだな』

			　ディメンジョン・ゲートは自分のいる場所と、記憶にある場所の間にゲートを繋げるという術である。ゲートを潜り抜けられるサイズのものであれば誰でも利用が可能だ。魔力を最大限込めれば、大型サイズのウルシが通れるほどのゲートも作れた。

			　俺たちが欲していた、次元門に近い術と言えよう。こっちは単に穴を繋げるだけなので、全く同じではないけどね。しかも以外と距離が短い。さすがにダンジョン外からルミナの部屋に一気に転移することはできなさそうだった。残念だが、ルミナの部屋へショートカットは諦めよう。

			『さて、目的の術も手に入れたが、どうする？』

			　次元魔術はレベルを１つ上げるのに自己進化ポイントが３かかるので、Lv４に上げるのに９必要だった。残っている自己進化ポイントは21である。

			　このまま次元魔術のレベルを上げるか、それとも他のスキルに費やすか。

			「……気力制御？」

			『ふむ。何でだ？』

			「獣王が持ってたから？　進化に関係あるかも？」

			　なるほど。金火獅に進化していた獣王のスキルを真似てみるってことか。たぶん気力操作をレベルアップさせれば取得できるだろう。奴が持っていて、俺たちが持っていなかったスキルで今すぐ狙えそうなのが気力制御だ。試してみるのも悪くはないか。

			『じゃあ、やっちゃうぞ？』

			「ん」

			『おお！　きたぞ！』

			　予想通り、気力操作に５ポイント注ぎ込んで進化させたら、気力制御をゲットできた。

			『どうだ？』

			「……？」

			　フランは首を傾げている。残念ながら進化の鍵ではなかったらしい。

			　ただ、このスキルを取得した瞬間から、明らかに俺の中で何かが変わった。気力制御によって内部の魔力循環が滑らかになったおかげか、より察知系のスキルの感度が上がっている。

			　それだけじゃない。

			『今なら──』

			　俺は形態変形を発動させた。刀身の一部を紐状に変形させ、空中に幾何学模様を描いてみる。その後、さらに刀身を一〇本に細分化し、糸状にして操ってみた。

			「おおー。師匠凄い」

			『魔力を体内で練り上げる能力が段違いだ。これはいいスキルだぞ』

			　刀身が思った通りに姿を変え、思いのままに動かせる。今まで以上に細かい変形が可能だ。しかも、魔力の無駄が抑えられ、消費が減っているな。気力制御。地味だが有用なスキルだった。

			『さて、次は──フラン！』

			「ん！」

			「ガル！」

			　俺たちは相談を止め、その場で身構える。

			　突如、粘りつくような殺気が俺たちを襲ったのだ。

			　ダンジョンに出現する魔獣ではない。圧力が全く違っている。

			　邪人のリンフォード。黒虎のルミナ。そして獣王。俺たちが出会ってきた、足元にも及ばぬ圧倒的強者たち。この殺気から感じ取れる恐ろしさは彼には及ばぬものの、それとはまた別種の危うさを感じさせた。純粋にこちらを殺そうとする鋭さではなく、どう嬲り殺そうかと想像する者特有の、肌を侵食するかのような陰湿さがある。

			「くふふふふ……。久しぶりだね。会いたかったよ」

			　身構えたまま殺気の出所を睨みつける俺たちの前に現れたのは、三人の人間だった。

			「ソラスッ！」

			「いひひひひっ！　あたり～！」

			　脱獄していたというソラスだ。

			　フランの驚いた顔を見て、ソラスが哄笑を上げ始める。精神的にもどこかおかしくなっているようだ。その甲高い笑い声からは狂気の片鱗を感じとることができた。

			　だが、強い。俺たちに捕まった時とは放つ威圧感が違う。短期間で急激に強さを増したようだった。ドーピングでもしたのか？

			　そのソラスに付き従う者が二人。ソラスの後ろに立っている人間がいた。いや一人は本当に人間か疑問ではあるが。

			　そいつは全身がはちきれんばかりの──いや、はちきれてしまった結果、こうなってしまったのかと思わせるほど異常に発達した筋肉で覆われていた。

			　普通の人間がどれだけ鍛えたとしても、こうはならないだろう。エルザを筋肉ダルマと表現したが、こいつは筋肉モンスターだ。あまりにも肥大化し過ぎた筋肉を纏うその姿は、もはや人の範疇を逸脱してしまっている。

			　バルボラで戦ったイビル・ヒューマンに似ている気もするが、あれとは別物だった。邪気を一切感じないし、皮膚の色も黒くはない。さらに、頭部の筋肉までもが膨れ上がって、顔の判別も付かない。よくこの姿で歩くことができるな。関節さえ、動かすのが難しそうに思えるんだが。

			「誰？」

			「教えなーい！　まあ、僕の協力者から貸してもらった下僕ってところだねぇ。少し不格好だけど強そうだろ？　ひゃははははは！」

			　ぶった切ったはずの手足が再生しているところを見てもそうだろうとは思ったが、やはり協力者がいたのか。

			　そしてもう一人。体格は普通だな。顔を布の覆面で隠しているが、鑑定を持っている俺たちにはその正体が分かっていた。

			「セルディオ」

			「おや？　ばれてしまったかい？」

			　フランに指摘されたセルディオは、あっさりと顔の覆面を剥ぎ取る。その下からは、ウルムットの外でフランに絡んできたイケメン貴族、セルディオの爽やか面が現れる。

			　フランがセルディオに向ける視線は、イニーニャを殺したソラスに向けるものとはまた違ったものだ。憎悪よりは、憤怒。俺を自分から奪おうとした者へと向ける、怒りの視線である。

			「セルディオ様。そんなあっさりとバラされては困るのですが～？」

			「どうせここで殺すのだ。構わんだろう？」

			「ひひひ。そりゃそうでしたな！」

			「君が欲をかいてその剣を渡そうとしないからだよ？　その剣は、僕のような人間にこそ使われるべきなのに……。自己中心的な考えで僕の手を煩わせるとは、悪い子だ。命で贖あがなってもらおう」

			　セルディオの異常っぷりは相変わらずだった。まるでこちらが悪いかのような、自分に都合のいいことをベラベラと口走っている。悪意や邪念が感じられないのも一緒だ。本当にフランが悪で、自分こそが善だと信じ切っているらしい。ここまで行くと、普通の悪人よりもたちが悪いだろう。

			　だが、異常なのはソラスたちの精神や、謎の筋肉モンスターの外見だけではなかった。むしろ最も異常な部分はそこではなかった。

			『おい、あいつら、剣がブッ刺さったままなんだが……』

			　ソラスたちの首の後ろ。三者ともになぜか細剣が突き刺さっていたのだ。後頸部の中心から、まるで背骨の代わりに剣を差し込んでいるかのような異様な姿である。多分、背骨に沿うように、エストック状の剣が体を刺し貫いているはずだ。

			　ハンドカバーに苦悶の表情を浮かべた男の顔が彫りこまれた、不気味なエストックだった。

			　剣からは禍々しい魔力が感じ取れる。それ以上に、強い嫌悪が感じられた。あれだ、今も感じているセルディオに対する嫌悪感に似ている。それをもっと濃厚にしたモノである。魔剣から発せられる異様な魔力のせいだろうか？

			　ソラスたちに出血は見られないが……。あの剣がこいつらの異常の原因か？

			　だが、エストックには鑑定が利かなかった。余程高位の魔剣ということなんだろう。

			「その剣、なに？」

			「剣？　この剣かい？　知りたいかい？　いひひ！　こいつが刺さってると、最高に気持ちいいんだ！　ひゃははははは！　しかも、こいつのおかげで力が溢れ出してくるぅぅ！」

			「ああ、そうだな！　ソラスの言う通り、この剣は最高だ！　あははは！」

			　力以外にも、脳内麻薬とかそういったものまでバシバシ溢れ出ていそうだった。ドーピング薬ではなく、ハッピーになれるクスリでもキメちゃってるのか？　だが、短期間でソラスが強くなった理由の秘密は、背中の魔剣にあるようだった。

			　セルディオも、以前とは段違いの存在感を放っている。この力なら、ランクＡ冒険者とまではいかずとも、ランクＢ程度の力はあるだろう。つまり、それだけの強敵が、俺たちの前に立ちふさがっているということだった。

			「脱獄は、セルディオの仲間のおかげ？」

			「ひひっ！　なんだい、今更そんなことが気になるのか？　ああ、そうだよ！　セルディオたちのおかげさ！　彼らが牢の見張りをぶち殺して、外に出してくれただけさ！」

			「他に仲間は？」

			「知りたければ、力ずくで聞き出してみなよ！」

			「……そうする」

			　ソラスの躁状態が激しすぎて、会話するだけでも疲れるな。

			「あー、それにしてもようやく君をぶち殺せるんだね～！　あの時は散々酷い目にあわされたし、念入りにいたぶってあげる！」

			「これも君の強欲さが招いた事態だ。せめて後悔しながら死ぬといい。なに、君の魔剣は僕がきっちりと有効活用するから、心配しないでくれ」

			　やはりセルディオは俺が目的か。しかし、こんな時に白い歯を見せて爽やかに笑われても、異常さが際立つだけで嫌悪感しか湧かないな。

			「私の剣が目的？」

			「まあね。勿論、君への復讐が一番だけど、協力者たちがその剣を欲しがっててさ。君を殺して奪ってこいってさ！　あの方への献上品にするんだろうね」

			「あの方？」

			　誰だ？

			「あひゃひゃひゃ！　それも教えてあげなーい！」

			「どうせここで殺されるのだ。あの方のことを聞いたとしても意味がないだろう？」

			　セルディオもあの方と言ったな。つまり、ランクＡ冒険者で子爵のセルディオが、敬語を使う相手ということか……。

			「いひひひひ！　怖い顔してるね！　そんなにイニーニャが殺されたのが許せないのか～い？」

			「……！」

			　フランから押し殺していた殺意が一気に溢れ出る。まずい、ソラスは狂っているように見えて、やはりクレバーだ。

			『フラン！　挑発に乗るな！』

			「お前は、許さない」

			「やはははは！　それはこっちのセリフだよ～！　僕が味わった苦痛を百倍返しにしてやる！」

			　以前、フランに瞬殺されたくせに妙に自信満々だが、今のソラスにはその自信を裏付けるだけの強さがあった。そのステータスは信じられない程に変化している。倍増と言ってもよいくらいだった。スキルも、異常再生、痛覚遮断などが増えていた。これもあの魔剣の能力か？

			　さらに目を引いた部分が、状態だ。狂信となっている。見たことのない状態だった。

			　狂信。確かに狂っている感じはするが……。分からないことだらけだ！　剣の正体も！　変貌の理由も！　狂信という状態異常の理由も！

			「ひゃははは！　お前もイニーニャみたいに無様な死に様を晒してくれよ！」

			「殺す！」

			　謎のパワーアップを果たした今のソラスとセルディオ相手に、怒りのままに戦いを始めてしまうのは危険だ。

			　しかし、フランはそのまま斬り掛かっていってしまう。

			　やはりイニーニャの死に様を馬鹿にされたことが我慢ならなかったのだろう。

			「ひははは！　嬲り殺してやる！」

			「その後、剣を回収するとしよう！」

			　途端にソラスたちの内蔵する魔力が爆発的に高まった。それだけではない。明らかに二人から感じる危険度が跳ね上がった。

			　慌てて再度鑑定する。すると、状態が変化していた。狂信は残っているが、さらに潜在能力解放となっていたのだ。俺は慌ててフランに警告を発した。

			『フラン！　やばい！　こいつら潜在能力解放状態だっ！』

			「！」

			　フランも目を見開いて驚いている。何せ、潜在能力解放には殺されかけたことも、救われたこともある。当然、その爆発的な効果も理解していた。

			　スキルを確認しても、潜在能力解放スキルはない。なのに、状態は潜在能力解放だ。能力も跳ね上がっている。ただでさえ強化されていたステータスが、さらに強化されてしまった。その数値は獣王の護衛には及ばぬものの、十分脅威だ。それでもフランが足を止めることはない。

			『くそっ！　フラン、戦略的撤退をしよう！　危険すぎる！』

			　逃げようと言ったら意固地になるかもしれないと思って、戦略的撤退と言ってみたんだが──。

			「はぁぁ！」

			　ダメだった！　頭に血が上って、もうソラスたちしか見えていない！

			「ひひひひ！　死ねぇぇ！」

			　本当であれば再び捕らえて全てを聞き出したい。だが、今のソラスたち相手に手加減などできるわけがなかった。むしろ俺の心の内は、フランの意思を無視してでも逃走するべきかどうか考えている。

			「こっちのセリフ！　お前が死ね」

			　あーもう！　とりあえず一当てするしかない！

			『ステータスは圧倒的に向こうが上だ！　以前のソラスは忘れろ！　セルディオも、ただのクサレ貴族じゃない！』

			「ん！」

			『ウルシはデカイのを頼む！』

			「ガルル！」

			　俺の指示に従ってウルシがここまで一切言葉を発しない筋肉男に向かって飛びかかる。

			　男の名前はダールム。まだ信じられないが、種族は人間だ。この肉体の原因は筋肉異常強化というスキルが原因であるようだった。腕力が８００を超えているが、敏捷は１００に満たない。ソラスと同じ異常再生、痛覚遮断を所持しているものの、ウルシだったら対処できるはずだ。と言うのもこいつはどう見てもまともに戦えなかった。

			　斧術や斧技、盾術、盾技のスキルを所持しているにもかかわらず、徒手空拳なのだ。格闘スキルはレベルが非常に低く、そのステータスの高さにさえ警戒していれば、どうとでもなる相手だった。

			「──」

			　ウルシが釣るように通路を駆けていくと、ダールムはそれを追うように俺たちから離れていく。

			　しかしダールムは全く喋らないな。そこも不気味ではあるが、こいつはウルシに任せて俺たちはソラスたちに集中しよう。

			　そして、狭い通路で激しい戦闘が始まった。

			「はぁぁ！」

			「ひゃははは！」

			　ソラスたちの装備品はかなり上質なものだ。剣も、俺とまともに打ち合えるほどの魔力剣である。

			「おらおらおらぁ！　どうしたぁ！」

			「む！」

			　ソラスの戦法は荒っぽく、しかし非常に理にかなったものだった。

			　武術スキルでフランに負けている以上、まともな斬り合いでは及ばない。それゆえ、自分がフランを圧倒しているであろうステータスを生かし、早さと腕力で押し切る戦い方である。

			　しかも隙を見て反撃したんだが、牽制程度の攻撃では異常再生で即座に回復してしまった。痛覚遮断も備えているせいで、こちらの攻撃で全く動きを止めることができない。

			「そちらばかり注意していていいのか？」

			「くぅ！」

			「ひゃはは！　俺ごとかよ！　いいねぇ！」

			　セルディオはソラスと真逆の動きをしていた。ソラスをブラインドにするように立ち回り、隙を見つけて鋭い一撃を放ってきたのだ。しかも、ソラスに当たることも厭わずに。高い再生力を持っているうえ、痛覚がないがゆえの戦法なのだろう。

			　それだけでも厄介なのに、セルディオの剣の軌道がおかしかった。

			　まるで素早い蛇のような不規則な動きだったのだ。その刀身からはシャラシャラという、甲高い金属音が鳴っている。

			「ほう、魔力剣チェインスネイクの一撃を躱したか。だが、掠ったぞ？」

			　セルディオの手にあるのは魔力連接剣であった。魔力によって刀身がばらけ、鞭のように変化する特殊な武器であるようだ。

			　ソラスごとセルディオの剣で攻撃され、フランの腕から鮮血が舞い散る。同時に、その傷の周囲がどす黒く染まっていった。

			『アンチ・ドート！　ヒール！』

			　あの剣、掠っただけで相手に猛毒を注入できるらしい。なんと厄介な！

			「ほう！　再生スキルでも持っているのか？　しかも毒も消えたようだ」

			「ひははは！　てことは、より長く嬲れるってことだな！」

			　ソラスの攻撃がより激しさを増した。どうやらフランの血を見て興奮したらしい。

			　しかし、その分攻撃が大雑把になったぞ！　一人で前に出てきたせいで、セルディオとも僅かに距離ができた。奴の援護も間に合わないだろう。

			　その隙をフランが見逃すはずがなかった。

			　ソラスの斬撃を受け流し、カウンターで刺突を繰り出す。狙いは頭部だ。

			「しぃ！」

			「ひゃははは──かぺっ？」

			　その攻撃は血走った眼で哄笑をあげるソラスの口蓋を貫き、後頭部へ貫通する。ついでに属性剣で脳内を焼いてやった。ソラスの眼球の水分が沸騰し、白く濁るのが見える。

			『これで一人！』

			「ん」

			　次はセルディオを。そう思ってフランが視線をそらした瞬間だった。

			「っ！」

			　その場から思い切り跳び退る。

			「よけられたぁ～？　いい勘してるなぁ～」

			『馬鹿な！　脳を破壊されて再生しやがった！』

			　ソラスであった。なんと、未だに動き、フランに反撃してきたのだ。

			　これがイビルヒューマンなどのように人間を辞めていれば、まだギリギリ納得ができる。しかし、ソラスの種族は人間のままだ。それなのに、頭部を内部から破壊され、まだ生きている。

			「この程度で死ぬかよ！　きゃはは！」

			　頭部を貫かれるのがこの程度だったら、どうすりゃ殺せるっていうんだ！

			　多分、異常再生スキルの効果なのだろう。魔力を多く消費するうえ、生命力さえ削る代わりに通常の再生スキルよりも高い再生能力を有しているのだ。さらに、潜在能力覚醒のおかげで、スキルの効果がアップしている。疑似的な不死とも言えるほどに。

			　あっと言う間に頭部が元通りに再生したソラスが、今までと変わりない様子で攻撃を仕掛けてくる。

			「ほらほら！　この狭い場所に逃げ場なんざないぜ！」

			　確かに狭い空間だ。だが、だからこそソラスたちにとっても逃げ場はない。

			『デカイのいくぞ！』

			「ん！」

			　急所を潰しても殺せないのなら、再生する部分が残らない程完膚なきまでに全身を叩き潰し、消滅させてしまえばいい。

			『くたばれ！』

			　俺はフランごと巻き込む位置で、火炎魔術フレア・エクスプロードを多重起動させた。高熱と破壊力を伴った爆炎が狭い通路を飲み込む。本来は広い範囲を攻撃するための魔術が、狭い空間で収束して暴れ狂い、その威力を何倍にも増していた。

			　赤い炎の渦がソラスとセルディオを巻き込むのが見える。

			　同時に俺は時空魔術ディメンジョン・シフトを発動して、爆炎を受け流した。

			　無詠唱で高位魔術を多重起動したため、魔力の消耗が凄まじい。これは保有魔力の大きな俺だからこそ可能な戦法だろう。

			『フラン、油断はするな！』

			「ん！」

			　これで奴らを仕留めるつもりだが、あの不死身っぷりだ。生き残ってしまう可能性もある。だが、ある程度のダメージを負えば再生するまでに多少の時間がかかるだろう。障壁系のスキルを所持していない以上、防ぎきることはできないはずだった。

			『そこに最大火力を叩きつける！』

			「ん！」

			　俺たちは爆炎に紛れて一旦後ろに下がった。同時にフランが俺を腰だめに構える。空気抜刀術の準備だ。

			　次はフランの斬撃と俺の魔術を叩き込む。

			『──なに？』

			　しかし、その狙いは大きく外れることとなってしまった。爆炎が内側からはじけ飛び、無傷のソラスたちが姿を現したのだ。その体には汚れさえ付いていなかった。

			「……再生した？」

			『違う。防具に焦げ跡すらないのはおかしい』

			　何らかの方法で魔術そのものを防いだとしか思えない。

			「くふふふ！　凄まじいな！　以前の俺は、よくお前みたいな化け物に挑んだもんだ！」

			　魔術が効かないのか、炎が効かないのか。

			「あれ程の火炎魔術、そうそう見れないぞ？　少々驚いた！」

			　口ではそんなことを言いつつも、ソラスたちに焦った様子はない。自分たちが今の火炎魔術で傷つくことはないと、確信していたのだろう。

			『何をしたか、見極める必要があるな』

			「ん」

			　逃げ場の無いように、通路を埋め尽くす密度で雷鳴魔術、風魔術、土魔術を同時に放つ。これで、奴らが無傷だった絡から繰くりを見極める！

			「きははははは！　多芸だな！　だが無駄あぁ！」

			　なんと、ソラスが魔術の弾幕に向かって自ら突っ込んできた。そのままガードする素振りさえなく、魔術と正面からぶつかり合う。

			「はっはぁ！　甘いんだよ！」

			『魔術を完全に無効化しやがった！　あの魔剣の能力か！』

			　魔術がソラスに着弾する寸前、土の弾丸も、雷の鎖も、風の刃も、全てが雲散霧消して虚空に溶けてしまっていた。完全なる魔術の無効化だ。その時、ソラスの背中に刺さった魔剣が光り輝くのが見えていた。

			『魔術完全防御……？　だが、代償はデカいぞ！』

			　どうやら魔術を無効化するには奴らの魔力をかなり必要とするらしい。まるで大地から栄養を吸い上げる植物のように、魔剣がソラスから大量の魔力を吸い上げるのが感じられた。だからこそ、序盤では使っていなかったのだろう。さらに、潜在能力解放状態であるため、生命力もジワジワと減ってきている。

			　時間をかければ勝手に自滅するはずだ。

			　それを分かっているからこそ、二人は短期決戦で一気に勝負をかけてきているのだろう。

			　魔力の弾幕を突っ切ったソラスが、速度を落とさずに跳びかかってくる。

			「やはー！　死にやがれ！」

			「しぃっ！」

			　しかし、フランの空気抜刀術はすでに準備が完了していた。ソラスの繰り出した高速の突きを、体を半身にするという最低限の動作で躱す。死角からセルディオの連接剣が伸びていたが、それも首を傾けるだけで回避だ。

			　それとほぼ同時に、フランによって撃ち出された俺の刀身がソラスの首筋を襲った。

			　俺たちの狙いは、奴の首を切断したその後だった。

			　地球にも不死身の魔物を封印した逸話は古今東西存在している。その中でよく取られる手段は、手足をもいで離れた場所につないで、復活できないようにするというものだった。

			　ソラスの首を斬り落とし、体と引き離す。そうしたら再生できないのではないか？　そう考えたのだ。まあ、最悪頭部が生え代わってしまう可能性もあるが、まずは試してみなければ。

			『その首、もらったぁぁ！』

			「ひゃはははー！」

			　ソラスが左腕を首と俺の間に滑り込ませるのが見える。

			『今更無駄だ！』

			　ほぼ完ぺきに近い空気抜刀術に加え、ソラス自身が高速でこちらに向かってきていたのだ。腕一本程度、盾にさえならない。

			　そのはずだった。

			「きひっ！　残念だったなぁ！」

			『馬鹿な！』

			　しかし、ソラスの腕ごとその首を落とすはずだった俺の刀身は、なぜかソラスの腕の半ばまでを切り裂くだけで止められてしまっていた。

			「あぅ！」

			　それどころか、カウンターで振るわれたソラスの剣がフランの脇腹を深々と抉る。

			　とっさに後ろへ跳んだフランだったが、完全に躱すことは無理だったらしい。傷が内臓にまで達してしまったのか、噴き出す血の量が尋常ではない。

			『今回復を──な、なんでだ！』

			　回復魔術が発動しなかった。何度試みても、魔術が起動しない。

			『フラン！　再生を使え！』

			（もう、やってる）

			　フランはそう言うが、一向に傷が塞がる様子がなかった。いや、ほんのちょっとずつ傷が塞がろうとしている。どうやら効果を大幅に軽減されてしまっているだけであるらしい。だがこの進み具合では、完治するまでに三〇分以上はかかってしまいそうだった。それでは手遅れだ！

			『奴の魔剣だ！　離れた場所の魔術やスキルも打ち消せるんだ！』

			　空気抜刀術が防がれたのもそのせいか！　あの魔剣は魔術だけではなく、離れた場所のスキルさえも無効化してしまうらしい。結果、振動牙や属性剣が打ち消され、普通の抜刀術となっていたのだ。勿論、それでもかなりの威力はあったはずだが、ソラスの強化された肉体を断ち切るには及ばなかったのだろう。

			　慌てて転移しようとしたが、それも打ち消された。

			『くそっ！』

			　転移が使えないとすると走って距離を取るしかない。それどころか、いざとなった時に転移で逃げるという手が封じられてしまった。

			　だが、深手を負ったフランが今のソラスたちと追いかけっこをして、勝てるとは思えない。

			　最悪の状況に追い込まれていた。唯一の救いは、身代りの腕輪を装備していることだろう。最悪、一度は復活できる。

			　そう思っていたんだが──。

			「くふふ！　もしかして、その身代りの腕輪に期待してるのか？　無駄だよ！　魔力を打ち消す効果の前じゃ、それも単なる装飾品でしかない！」

			　まじか！　くそ、最後の希望もあっさり打ち砕かれた！

			「ひゃははは！　さっき言った通り、このまま嬲り殺してやるぜぇぇ！」

			　さらに激しく攻勢を仕掛けてきたソラスとセルディオ。

			「穿て！　ブリッツ・ホーン！」

			「くっ！」

			「穿て穿て穿てぇぇ！」

			　セルディオが新たな魔法武器を取り出しやがった。「穿て」というキーワードで風の槍を撃ち出す武器であるようだ。威力はさほどでもないのだが、回復を封じられている今、見えない風の攻撃は非常に厄介だった。

			「おらららぁぁ！」

			「穿て！　穿てぇ！　ふははははは！」

			　防御に専念しているおかげで直撃は避けているが、体に刻まれる傷が増えていく。特にセルディオの風の槍によって穿たれる傷が多いだろう。しかも、脇腹の傷からは止めどなく血液が溢れ続けていた。ダンジョンの床が、フランの流した鮮血で赤く濡れている。

			　出血の影響でわずかにフランの動きが鈍り始めた中、これまで優先して防いでいたセルディオの連接剣がついに牙をむいた。セルディオ自身が斬られる覚悟で一気に前に出て、ソラスどころか自分すら巻き込む勢いで広範囲に連接剣を振るったのだ。

			　結果、フランの左肩に微かに連接剣が掠っていた。

			　この状態でも、不規則な軌道を描く連接剣を躱したフランはさすがだ。だが、この武器は掠ることさえ許してはいけなかった。

			『アンチ・ドート！　ちっ！　やっぱだめか！』

			　左肩に付けられた傷がどす黒く染まり、周囲の血管も少しずつ変色していくのが分かる。

			「かふっ……」

			「ひゃははは！　どうした！　動きが鈍ったな！」

			　十秒もすると毒によって体が蝕まれ、フランの動きが目に見えて悪くなってきた。時おりフランの体を激痛が襲うらしく、急激に動きが乱れることもある。

			　それでも驚くべき精神力で、フランは足を止めない。

			『フラン！　大丈夫か！』

			（師匠、平気。落ち着いて……）

			　そ、そうだな。俺が焦ってどうする！　フランはまだ戦意が挫けていない。戦う気だ。だが、フランの声の弱々しさは、残り時間が少ないことを表してもいた。

			『なんとか距離を取れそうか？』

			（無理。だから、距離は取らない）

			『なに？』

			（師匠、ポイントを──に振って。全部上げていい）

			『わ、わかった』

			　こうなったら、フランの作戦に賭けよう。いざとなったら潜在能力解放を使うことになるかもしれない。再生を封じられた状態で、潜在能力解放にどこまで耐えられるかは分からないが、最悪、フランだけでも逃す。

			　そう覚悟しつつ、俺はフランに言われた通りに自己進化ポイントを割り振った。

			　直後、アナウンスさんの優しくも無機質な声が、福音のように脳内に響き渡る。

			〈──がLv10に達しました。──がスキルに追加されます〉

			〈条件を全て達成しました。ユニークスキル──がスキルに追加されます〉

			〈──を獲得しました。装備者フランが称号──を獲得します〉

			　なんか色々起きた！

			『きたぞ！　しかも予想以上だ！』

			「ん……！」

			「ひひひ！　まだやるつもりか？　だが、お前の攻撃じゃ俺たちは殺せねーんだよ！」

			　ソラスが勝ち誇った顔で突っ込んでくる。馬鹿の一つ覚えのような突進だ。

			　しかし、この突進が厄介である。分かっていても、止める術がない。先程も結局はこちらが深手を負わされた。

			『来るぞ！』

			　俺がフランを焦らせてはいけないと思いつつも、どうしても焦燥にかられた声が出てしまう。

			　だが、俺の情けない声を聴いても、フランはいつものフランだった。

			（ん。平気、私は、勝つ）

			『フラン……』

			　フランの冷静な思念を感じ取ったからなのか、自分でも驚くほど落ち着くことができた。

			　そのおかげか？　俺を握りしめるフランの状態が手に取るように把握できる。肉体的限界が近いことも、その反面精神が水鏡の如く凪いでいることも、全てが理解できた。

			　まるでフランと一体化しているかのような感覚。

			　だが、それが心地良い。フランが同じように感じてくれていることも分かり、嬉しかった。

			　互いの抱えている不安を、互いの存在を感じ合うことで打ち消す。そんな感覚だ。　

			　フランの左目がどす黒く変色し始めている。毒がそこまで回り始めたのだ。まるで泣いているかのように、目じりから流れる血涙が頬を伝っていた。左目の視力はかなり低下しているのだろう。その焦点が定まっていない。痛みも、相当なものであるはずだ。

			　しかし、フランの思考に乱れはなかった。

			（あいつを斬って、イニーニャの仇を取る。だから力を貸して？）

			『……そうだな。勝とう！』

			（ん！）

			「ぎゃっはははー！」

			　突進してくるソラスを前に、フランは再び俺を腰だめに構える。

			　空気抜刀術ではない。ソラスの背の魔剣によって、空気圧縮が無効化されてしまっているからだ。鞘もなく、抜刀術ですらない。俺の形態変形は使用可能なことから、内部で魔力を練るタイプのスキルには魔力消失の効果が低いと思われるが、そんなことは気休め程度にしかならなかった。攻撃に使えそうなスキルというのは、ほとんどが外部放出系のスキルばかりだからな。

			　ソラスの初撃を、体を半身にすることで躱す。

			　それは先程と全く同じ動きだ。

			　ソラスもそれが分かっているのか、その顔にはフランへの嘲笑があった。

			「そらぁ！　こっからどうする？」

			　ソラスは攻撃を躱されたというのに、笑顔だ。完全にフランを舐めているな。

			　それでも、フランの行動に変わりはなかった。

			　左の脇腹から大量の血を流し、自らの命が風前の灯火であるというのに、常日頃と変わらぬ様子で攻撃を繰り出す。尊敬する程の冷静さだ。

			（いくよ）

			『ああ。いこう』

			　フランは全身のバネを使って、ソラスの首へ向かって俺を振り抜く。

			　しかし、すでにソラスは腕で首をガードしてしまっていた。先程と全く同じ光景だ。

			「きひひひっ！」

			　勝利を確信したソラスがニンマリとした笑みを浮かべる。

			　直後、そのニヤケ面を浮かべたまま、ソラスの首が深々と切り裂かれていた。

			　本当は刎ね飛ばしたかったのだが、首の後ろからソラスに刺さった魔剣が邪魔だったのだ。魔剣がなければこれで決まっていたのに！

			「がっ……なん、だと……」

			　あっさりと斬り飛ばされた自らの左腕と、自分の首から溢れ出す鮮血を信じられないといった表情で見つめるソラス。何が起きたのか分かっていないのだろう。

			「なんだ、その青い、光……」

			「はぁぁ！」

			　だが、フランの攻撃は終わっていない。

			　驚くほどに流麗な動きで、残った右手を斬り落とし、足の関節を切って体勢を崩し、心臓を突き抜いた。既に再生を始めていた首を再度薙ぎ、脳天を唐竹割に叩き斬る。魔力とスキルで強化されているはずのソラスの体が、面白い程あっさりと斬られていた。

			　僅かな間に一五閃。うち一二の斬撃が急所を狙った攻撃だ。

			　やはり急所の傷を再生するにはより多くの負荷がかかるらしい。ソラスの生命力の減少が一気に加速した。勝手に発動し続ける異常再生スキルがソラスの生命力を食って、体を無理やり再生させようとしているのだ。

			「え……？　なんで……」

			　最後まで事の次第が理解できなかったのだろう。その間抜けな呟きが、ソラスの最後の言葉となったのだった。そのままソラスの瞳は光を失い、体がゆっくりと崩れ落ちる。

			　しかし、フランの残った右目はすでにソラスを見ていなかった。フランが見据えるのはセルディオだ。

			　単なる斬撃に殺された仲間を見て、驚愕しているセルディオにフランが静かに近寄る。

			　その姿を見て我に返ったのだろう。セルディオは咄嗟に剣を繰り出してきた。

			「何をした！　私に逆らう悪党めぇ！」

			「悪党はそっち」

			「私は選ばれし人間だ！　私こそが正義なんだ！　だから、それに逆らうお前こそが悪なんだ！」

			　フランはその言葉に対して、何の言葉も返さなかった。出血と毒のせいで喋ることが億劫になったということもあるのだろうが、それ以上にセルディオに興味を失ったのだろう。精神がイカレた、絶対に相容れない相手だと分かったのだ。

			「ぜやあああ！」

			　ソラスと違って剣聖術スキルを会得しているため、セルディオの攻撃はかなり速い。

			　同じように潜在能力解放状態ではあるが、もとの実力が違うのだ。セルディオの方がソラスよりも手ごわいだろう。

			　実際、咄嗟とは言えセルディオが繰り出した斬撃はかなり鋭かった。それこそ、ハイ・オーガ程度であれば真っ二つにできるかもしれない。フランでさえ、初見では手こずった相手だ。

			　それだけの威力を秘めた斬撃が、連接剣特有の変則軌道でフランに迫る。同時に、セルディオは風の槍を連続で放っていた。

			　どちらかを回避しようと思えば、どちらかが直撃する。そんな攻撃だ。

			　しかしフランはゆったりとさえ見える動きで、前に出る。

			　一見、風の槍を躱しながら、一か八かで連接剣を俺で弾こうとしているように見えるだろう。

			　しかし、今のフランにとってこの行動は一か八かの賭けではなかった。

			　セルディオが隙の無い必殺攻撃のつもりで放った連撃も、今のフランにとっては動揺に支配された稚拙な攻撃でしかないのだ。フランはソラスの連接剣の腹に俺の柄頭をぶつけ、その剣筋を逸らす。たった一回、連接剣の力の流れを乱しただけ。だが、連接剣は最初からフランを避けて放たれていたかのように、その横をすり抜けていった。

			　これは攻撃が完璧に見えているうえ、圧倒的な腕の差がなければ不可能な対処法だろう。

			　渾身の斬撃の軌道をいきなりズラされ、セルディオの体が泳ぐ。

			　そうなってしまえば、あとはフランの餌食になるだけだった。ソラスを倒した時と同じように、フランの連撃がセルディオに襲い掛かる。

			「くそぉぉ！　なぜ俺がこのような！　これは間違いだ！」

			　仲間が倒された姿を見ていたセルディオは、なんとか腕や剣で急所を守ろうと足掻いている。

			　だが、フランの攻撃はまるで防御をすり抜けているかのように、セルディオの体を切り刻んでいった。

			　ここにもまた、互いの腕の差が如実に表れている。

			　フランはセルディオの動きを完璧に見極め、ガードの間に合わない場所を攻撃しているのだ。頭を守れば体を、体を守れば足を、他に意識が散れば頭を。超高速で行われる駆け引きに完璧に勝利していた。

			　その攻防の中、セルディオの魔力武器をフランが破壊した後は一方的である。

			　魔力武器自体の強度はさほどでもなかったことと、フランが狙って同じ場所を攻撃し続けてきたことから起こった事態である。

			「ああぁ！」

			　フランが最後の力を絞り出すかのように、短い気合いの声を発した。

			　ソラスを倒した時よりもさらに速く、多彩な剣閃がセルディオの命を切り裂く。

			「な、なぜぇだぁぁ！」

			　瞬く間に二〇以上の致命傷を受け、セルディオは大きく吹き飛んでいた。

			　最早、再生に必要な生命力も魔力も残っていないのだろう。手足を失い、塞がる気配のない傷口からはおびただしい量の血が流れ出ている。

			　セルディオは床からフランを見上げながら、震える口を開いた。

			「そのような、虚こ仮け威おどしに……！」

			　虚仮威し？　何言ってるんだ？　いや、何か俺光ってるな。青い光が俺とフランを包んでいる。魔力は打ち消されているはずなのに……。

			　これって、前に浮遊島でも同じ現象があったはずだ。不思議な青い光が俺とフランを輝かせ、力が湧いてくる。一体何なんだろう？　思えば、バルボラでリンフォードに最後の一撃を加えた時、あの最中もこの光が俺たちを照らしていたように思う。

			　共通点といったら、強敵と戦っている最中で、しかもピンチ。あとは俺とフランが乾けん坤こん一いっ擲てきの大勝負に出ようとした時だろうか？

			　まあ、いいや。悪いものじゃないのは分かる。これは俺とフランを助けてくれるものだ。だったら、それでいい。

			「馬鹿な……！　私は……選ばれし……にん、げん……」

			　こいつの遺言もソラス並みに間抜けだったな。

			「ぐっ……」

			　セルディオの死を確認し、張っていた気力の糸が切れたのだろう。フランの体が傾ぎ、ゆっくりと倒れ込んだ。

			『グレーター・ヒール！　アンチ・ドート！』

			　よし、発動したな！　ソラスたちが死んだことで、魔剣も力を失ったようだ。

			　傷が塞がったことで、ギリギリ意識は保ったらしい。フランは目を瞬かせながら、天井を見上げている。

			『目は見えるか？』

			「ん」

			　解毒も後遺症が残る前に間に合ったな。

			「勝った……」

			『ああ、セルディオを仕留めた最後の連撃は凄かったぞ』

			　まるでスキルで強化されているかのような切れ味だった。しかし、フランは属性剣などは一切使用していない。使っていたのは、ただ一つ。魔力があろうがなかろうが関係ない、単なる技能である剣術スキルだけだった。

			　最初にソラスに空気抜刀術を防がれた時、俺はスキルを打ち消されたことによる威力の不足を嘆いたが、フランは己の技量不足を思い知ったらしい。

			　スキルを打ち消されていようが、ソラスの肉体が硬かろうが、自分の技量さえ足りていればそのまま切り伏せることができたはずだったと悟ったそうだ。

			　これは使われる側だった俺には理解できない感覚だろう。フランだからこそ、分かったのだ。

			　そして、考えた。だったら単純に技量そのものがレベルアップすれば問題ないだろうと。

			　あの時俺たちがレベルアップさせたのは、剣王術・地であった。

			　勿論、剣術スキルのレベルを上げただけではその真の力を使いこなすことはできない。地道に反復練習を繰り返して、スキルを操れるようにならなくてはならないだろう。だが、完璧に使いこなせていなくとも、僅かに技量が上がることは確かなのだ。フランはそれに賭けたのである。

			　その賭けの勝敗は、結果が示していた。

			　先程のアナウンスを思い返す。

			〈剣王術・地がLv10に達しました。剣術強化がスキルに追加されます〉

			〈条件を全て達成しました。剣王術・地がユニークスキル・剣王術に進化します〉

			〈剣王術を獲得しました。装備者フランが称号・剣王を獲得します〉

			　剣王術・地をマックスにすることで剣術強化スキルを得たうえに、剣王術という新たなユニークスキルまで習得することができている。

			


			　　剣王術：全ての剣を扱うことが可能。

			


			　うむ、アバウト！　だが、これこそが剣術の頂点であることは疑いようがないだろう。今はまだ手に入れただけで、使いこなしているとは全く言えない。それでも剣聖術を所持していたセルディオを子ども扱いした程、フランの剣の腕前は上昇していた。

			　使いこなせた時どれほど強くなるのか。想像もできないな。

			　しかも称号までゲットしている。

			


			　　剣王：全ての条件を満たし、剣王術を手に入れた者に与えられる称号。

			　　効果：全能力20上昇。剣術強化スキルの効果が増加。剣に対する目利きが可能。

			


			　以前、英雄が得る称号だと言っていた百戦錬磨や超大物喰いを上回る称号だった。全能力が20上昇って、それだけでレベルが４、５上昇したのと同じようなもんだぞ。

			　だが、あっさりとソラスを葬ることができたのはこの称号のおかげだろう。ただでさえ剣王術を得たことでフランの腕が上がったのに、剣術強化と称号の二重の強化が加わったのだ。

			　ソラスを倒した連撃は、それぞれが剣聖技に匹敵する鋭さを秘めていた。

			　ただ、ここで勝利の余韻に浸っているわけにもいかない。

			「ウルシの加勢に行く」

			『ああそうだな！』

			　ウルシは俺たちが同時に攻撃を受けないよう、ダールムをかなり引き離してくれていたようだ。

			　百メートル以上離れているだろう。

			『ウルシ、かなりピンチじゃないか！』

			「早く助ける！」

			『ダールムの魔剣も、魔力を打ち消す効果があるようだな』

			　ウルシの戦法は、闇魔術を使ってのヒット＆アウェイだ。魔剣の能力によって魔術を封じられてしまうと、かなり厳しいだろう。実際、筋肉モンスターと向き合うウルシは満身創痍だった。

			　再生能力も封じられ、じわじわと追い詰められているのだろう。

			　通路の至るところに赤い飛沫が飛び散っているが、それは全てウルシの血であった。逆に、ダールムにはまともな傷が全くない。

			　それでも決定的な敗北に至っていないのは、回避と牽制に終始しているからだ。

			　それは、俺とフランを信じているがゆえの行動である。

			　俺たちがソラスに必ず勝利すると確信しているからこそ、自分の役目はダールムを引き付けてその邪魔をさせないことだと考えているのだ。

			「ガルルルル！」

			　よくやった！　普段は野性の欠片も感じさせないが、やる時はやる狼なのだ。

			　しかしあの筋肉だ。ソラスのように、抜刀術だけで倒しきれるかは不明だった。

			『フラン、俺達まで近づくのはリスクが高い。ここから仕留めるぞ』

			　それに、血を流し過ぎたせいでフランが本調子ではない。俺を握る手の力が弱々しいのも分かった。

			「ここから？」

			『ああ、この距離なら魔術もスキルも使えるらしいからな。俺がやる』

			「ん。分かった！」

			　フランも狙いが分かったらしい。

			　俺を逆手に持つと、大きく振りかぶるように構える。

			『よし、行くぜ？』

			「ん！　はぁぁぁぁぁっ！」

			　大きく弓を引き絞るかのように、最大まで自らの体をしならせたフランが、風魔術を纏わせた俺を力を振り絞って投擲する。

			　これだけでもかなりの速力だろう。だが、投擲されるとほぼ同時に自分でも風魔術、火炎魔術を使って加速しつつ、、練りに練り上げた念動を爆発させる。

			『ひゃっはぁぁー！』

			　全力全開の念動カタパルトだ。

			　例え魔剣に魔力を打ち消されたとしても、俺自身が得た加速力までは打ち消されない。

			　俺は一切減速をせぬまま、ダールムに向かって突き進んだ。

			「ガル！」

			「──」

			　奴は僅かに反応をしていたが、ウルシがその足に噛み付いて動きを阻害してくれた。直後、俺がダールムの胸板に深々と突き刺さる。

			『ちっ！　凄まじく硬いな！』

			　俺としてはこの一撃で決めるつもりだった。それくらい自信のある攻撃だったのだ。

			　しかし、ダールムの防御力は想像以上だった。その分厚い筋肉が衝撃を受け流し、威力を分散させてしまったらしい。

			「──」

			　俺を引き抜こうと、ダールムの手が迫ってくる。

			　だが、この最大のチャンスを逃すわけにはいかない！

			『死んどけデカブツ！』

			　魔剣のせいで念動などは全て使えない。だが、それでも手はあるのだ。

			　俺は形態変形を発動させた。

			　ボールバグとの戦いで、イメージはものにしている。俺の刀身は瞬時に無数の棘と化し、ダールムを体内から貫いた。

			「──……」

			　脳や心臓だけではない。体内にあるありとあらゆる重要器官が、針と化した俺によって刺し貫かれている。外から見ると、人かどうかも怪しい筋肉塊から、無数の針が生えている異様な光景だろう。

			　ダールムが俺の柄を掴み、引き抜こうとするが、針が返しとなって引き抜くことができない。

			『このまま死ぬまで付き合ってもらうぞ』

			「──」

			　やはり声を出すことができないのか、ダールムはこの期に及んでも無言で、その動きを次第に弱めていった。

			「──」

			　完全に動きが止まる。

			『勝ったな……』

			「ん」

			「オンオン！」

			『ウルシもよくやったぞ』

			「えらい」

			「オン！」

			　俺の魔術で傷が癒えたウルシは、フランに撫でられてご満悦だ。

			『この剣、結局鑑定がきかないか……。名前でも分かれば出所が探れたかもしれないのに』

			「かっこ悪い」

			『このハンドカバーか？　確かに趣味は悪いな』

			　分からないのは剣の正体や能力だけではない。

			『あの方、とか言っていたな？』

			「偉いやつ？」

			『ああ、黒幕がいるってことなんだろう』

			　ソラスとセルディオとダールムは殺してしまったが、まだセルディオのパーティメンバーが残っているはずだ。奴らが無関係だとは思えない。捕らえれば、何らかの情報は得られるだろう。証拠として三人の死体を収納していると、ウルシが通路の奥に顔を向けた。

			『フラン、気づいたか？』

			「ん」

			　俺たちから全速力で離れていく気配があった。まるで逃げていくかのように。

			『やつらの仲間かもしれん！』

			「追う！」

			　もちろん、全く無関係であるという可能性もあるが、それは追い詰めてから判断すればいい。

			　そう考えてフランとウルシに後を追わせたが──。

			『ビンゴだったな』

			「な、なんだテメー！　いきなり攻撃をしかけてきやがって！　何のつもりだ！」

			「今さらとぼけても無理。お前の顔は覚えてる」

			『俺がな』

			　フランは完全に忘れていたようだが、セルディオの従者としてフランに絡んできた斥候の男だ。

			　フランの蹴りを背中に食らい、バランスを崩して床に倒れている。

			　この期に及んでとぼけようとしたが、逃がすわけがない。

			「お、俺はこれでも貴族だぞ！　俺にこんな真似をして許されると思っているのか！」

			「うるさい」

			「ぐふっ！」

			　ギャーギャーと喚いていた男だったが、フランが何度か撫でてやったらすぐに大人しくなった。

			　ソラスよりも根性がないな。ただ、それなのにこちらの質問にはほとんど答えなかった。剣に関してや、ソラスとの関係をどれだけ聞いても口を割らない。

			　分かったことといえば、こいつらがあの方と呼ぶ高位貴族の手下であるということと、魔剣を収集しているということ、あの筋肉男がパーティメンバーの一人である鎧の戦士であるということだけだった。元々所持していた筋肉異常肥大というスキルが、剣の能力で暴走した結果であるらしい。

			　だが、本当にそれ以外の話だとだんまりである。

			「ほんどうに……いえないんでず……」

			　ちょっと顔面の形が変わったせいで喋り辛そうだが、情報を喋らないのはそれが原因ではないようだ。男が喋ろうとすると、体内で微かに魔力が動くのである。

			　根性があるなーと思っていたんだが。どうも違っているようだ。

			　魔術による制約がかけられ、重要なことは喋れないようになっているらしい。ダンジョンマスターが混沌の女神に与えられた制約に似ているだろう。こちらの方が遥かに簡単なものではあるのだろうが。

			『ダメだな、これは俺たちじゃどうもならん』

			（どうする？）

			『ギルドに引き渡そう。それにまだもう一人、女魔術師が残っているはずだ。そっちを捕まえれば、何か分かることもあるかもしれない』

			（わかった）

			『とりあえず、こいつを運ぼう』

			　あとはもう慣れたものだ。

			　ササッと縛って、パパッとウルシの背に括りつけて、チョチョッと覆面を被せる。

			『急ごう』

			　脱出は、最下層の転移陣を使えばいいだろう。歩けばすぐそこだ。

			　ただ、フランの視線は違う場所を向いている。

			『フラン。今はディアスのところに行くのが先決だ』

			「……わかってる」

			　ルミナに会いに行きたかったんだろう。可哀想だが、今はこいつの護送が優先だ。女魔術師が何らかの方法で仲間の全滅を知れば、逃げてしまうかもしれない。時間との勝負なのだ。

			　フランに済まないと思いつつもダンジョンを脱出した俺たちは、冒険者ギルドへ急ぐ。

			　それでも、俺とウルシは獣王に出くわさないように細心の注意を払っていた。自分たちでも驚くほど、昨晩の遭遇がトラウマになっているようだ。

			　その甲斐もあってか、今回はさすがに獣王たちに遭遇するようなことはなく、無事ギルドにたどり着いていた。

			　あらかじめフランがやってきたら通すように告げられていたらしく、ディアスへの面会も簡単だった。受付でお願いしたら、そのまま部屋に通されたからね。

			「おや、もう依頼を達成したのかい？」

			「ん」

			「それと……また何か問題が発生したみたいだねぇ。はぁぁ」

			　フランの顔色を読むという高等技術を発揮したディアスが、深いため息をつく。

			『実はダンジョンで──』

			　俺は詳しい経緯をディアスに説明した。

			　そして、ソラスたちを倒して、この男を確保したことを告げる。

			「ほう？　つまり、ソラスの仲間ってことだね？」

			『ああ。ただ貴族らしくてさ、正直この後どう扱っていいか分からないんだよ』

			「まあ、それはこちらでどうにかするよ。引き渡してくれるんだろう？」

			『それしかやりようもないしな。ただ、ソラスの時みたいなことが無いように頼む』

			「それは勿論だ。今回は本当に迷惑をかけた。済まなかった」

			　ディアスが真摯な表情で頭を下げる。フランが死にかけたと聞いて、本気で謝罪してくれているのだろう。それが伝わったからか、フランも素直に頷く。

			「別に、いい」

			「そう言ってくれると助かるよ」

			『助かる？』

			「ああ、僕の身の安全的にもね」

			　なるほど、そっちの話か。フランがアマンダ達に告げ口した時のことを考えていたのだろう。あれ、そうすると、意外に個人的な理由で頭を下げやがったなこいつ。

			『これは貸しだからな？』

			「分かっているよ。僕にできる事なら何でもしよう。とりあえず、今回の件でフラン君が貴族に睨まれるような真似は絶対にさせない。全て僕の指示でやったことにするから」

			　それは確かに助かる。

			「じゃあ、すぐに人が来るから、それまでに他の報告を聞こうか？　依頼の方は本当に全て達成したのかい？」

			「ん」

			　フランはコクリと頷くと、自分で部屋の隅に置いてあったビニールシートモドキを広げて、そこに素材を並べていった。その素材たちを、ディアスが苦笑しながら確認してくれる。

			「ダンジョンに異常が発生して、魔獣が少なくなったという報告があったけど、よく探してこれたね」

			「ウルシが頑張った」

			「なるほどなるほど。他の冒険者たちは、むしろ異変を恐れてダンジョンに潜るのを控えているのに、やっぱり勇気があるね。若いな～」

			　ダンジョンに異常が起きた話をしているのに、ディアスの顔に焦りがない。普通なら非常事態宣言を発令したっておかしくない事態だと思うんだが。ディアスは暢気にフランの持ち込んだ素材を査定している。

			『ディアス、ここにいていいのか？』

			「どういうことだい？」

			『ダンジョンに異常が起きてるんだろ？　ルミナと交渉できるのはディアスだけなんだし、言っちゃなんだが一介の冒険者にかまってていいのか？』

			「あはは。そういうことか。こっちにも色々あるんだよ。でも、大丈夫。そう酷いことにはならないから。多分ね」

			　多分というところにそこはかとない不安があるが、ディアスが大丈夫と言うのであれば本当に平気なんだろう。理由を知っているのかもしれないな。

			「ああ、ついでにソラスたちの死体も出してもらっていいかい？」

			『わかった。そこでいいか？』

			「構わないよ」

			　俺はソラス、セルディオ、ダールムの死体をビニールシートの上に取り出した。

			　それを見たディアスが目を丸くしている。さすがにこの筋肉オバケの姿は、ディアスにとってもインパクトのあるものだったらしい。

			「それは、人間かい？」

			『ああ、名前はダールム』

			「セルディオのパーティメンバーの……。どうしてこんな姿に？　しかもこの剣は？　三人とも刺さっているようだが……」

			『詳しくは分からないが、こいつがこんな姿になったのもその剣の能力らしい。刺さっている相手を強化する効果と周囲の魔力を打ち消す能力があるみたいだった。ソラスもセルディオも、段違いに強くなってたからな』

			「ふーん。強化か……。でも、この変貌ぶりを見るとまともな品じゃなさそうだ」

			『俺もそう思う。ソラスなんかあからさまに性格が変わっていたし、人を狂わせる効果もあるかもしれない』

			「うわー、強化して狂わせる？　最悪じゃないか。下手したら、暴走するよそれは？　そんな奴らにどうやって命令を聞かせているんだろうね？」

			『それはそっちで調べてくれ』

			　俺に聞かれても分からないのだ。

			　分かることは、この魔剣から発せられる魔力の波長が、妙に気持ち悪いってことだな。フランは特に嫌な感覚はないらしい。俺が魔剣同士だからなのか？　今思うと、ウルムットの外でセルディオから感じた嫌悪感。あれは別にイケメンに対する憎悪とかではなく、この魔剣の魔力を感じたからだったのだろう。首に差してはいなくても、所持していたのだと思う。

			「嫌な魔力かい？　僕も特に嫌悪感は覚えないけど」

			『やっぱ俺だけか……』

			　そうやってディアスと情報交換をしていたら、部屋のドアをノックする音が聞こえた。

			「エルザ君かい？」

			「ええ、そうよ」

			「入ってくれ」

			「フランちゃん！　さっきはごめ──ええ？　なにこれ？」

			　エルザにディアスにしたものと同じ説明をしてやると、その顔が憤怒に染まった。

			「そんな……あの女～！　態度がおかしいから裏があると思ってたけど、まさかフランちゃんと私を引き離すのが目的だったなんて……！」

			　なんと、エルザを出せと騒いでいたのは、セルディオのパーティメンバーだった女魔術師であったらしい。さらに、顔を隠した状態でセルディオと名乗る男もいたそうだ。だが、セルディオはその時間にフランを襲っている。

			　エルザをフランの護衛から引き離し、アリバイも作れる一石二鳥の作戦というわけか。

			「エルザ君。今すぐ彼女らの捕縛を頼む。ギルドの人間はいくらでも使っていい。僕の膝元でふざけた真似を繰り返した報い、必ず受けさせてやらないとね」

			「分かったわ！　任せておいて！」

			「私もいく」

			「いや、フラン君にはまだ話がある。ここはエルザ君に任せて、残ってくれ」

			「でも……」

			『フラン、ここは従おう。それに、まだ本調子じゃないんだ。今は休んだ方がいい』

			「……わかった」

			　イニーニャの仇は討ったものの、ソラスの仲間が残っているとなれば自分で片を付けたいのだろう。しかし、俺としてはここで一休みさせたかった。

			「じゃあ、行ってくるわ！」

			「頑張って」

			「ありがとう！　フランちゃんに応援してもらっちゃった！　これで元気百倍よー！」

			　騒がしく部屋を出ていく、エルザを苦笑で見送りながら、ディアスが何やら手元の水晶を操作している。

			「まあ、不届き者の捕縛はこちらに任せてくれ。そして、素材の方は問題ない。これで君はランクＣ冒険者だ」

			『ついに来たな！』

			「ん」

			「オン！」

			　これで獣王の脅威がだいぶ減る。本当に有り難かった。フランもウルシも嬉しそうだ。

			　ディアスがエルザと違っていかにも文官風の部下を呼んで何かを指示する。どうやらフランがランクＣに上がることと、指名依頼を受けたことが大々的に発表されるらしい。

			『指名依頼を受けたなんて、発表していいのか？』

			「構わないよ。馬鹿な権力者に対する牽制だからね。盛大に周知しないと。獣王も、冒険者ギルドにはさすがに敵対しないよ。彼自身が冒険者だから、怖さもよく知っているだろうし」

			　ならいいけど。

			　セルディオたちのことも、獣王のことも、全く解決はしていないんだが、一応の区切りがついた。少なくとも、俺たちが表立って動くことはしなくてもいい。となると、残った問題は一つだけだ。

			「ディアスに聞きたいことがある」

			「なんだい？」

			『五三年前にウルムットにいた黒猫族の少女について聞きたい』

			「なるほど……オーレルかな？」

			「ん」

			「僕の話もそのことについてさ。教えておこうと思ってね。それにしても……。君たち、もしかして獣王に会ったかい？」

			『何で分かった？』

			　思考完全遮断があるんだぞ。読心は通用しないはずだ。

			「ふふ。僕はこれが仕事みたいなものだからね。思考遮断系のスキルを持っていたって、顔色を読むくらいはできるさ」

			『まじか』

			　さっきも思ったが、もはやスキル並の勘の良さだった。

			「獣王の名が出た時、フラン君が僅かに反応したからね」

			　ディアスには相手の虚をつくようなタイプのスキルが多い。マジシャンぽいし、そういうことができてもおかしくはないか。

			「ギルドの前で会った」

			「もしかして昨日？」

			「ん」

			『ディアスに会いにきたら、偶然な』

			「そりゃあ災難だったね。君が来ないって、エルザ君がえらく心配していたんだが……。そういうことだったのか。まさか、戦いになったりしてないよね？」

			「……ん」

			『それ以前の状態だったからな』

			　それだけで、ディアスも昨日何があったか悟ったらしい。

			「獣王は交渉を恫喝と勘違いしてるような奴だから。ギルドの前から威圧感全開だったろう？　でも、それだったら獣王に喧嘩を売るような真似はしないか……。これは全部教えちゃってもいいかもね」

			『どういうことだ？』

			「立ち話もなんだから座りなよ」

			「ん。わかった」

			　ディアスが手ずからお茶を入れてくれた。それを飲みながら、俺たちはその言葉に耳を傾ける。

			「五三年前。僕やオーレルはまだ駆け出し冒険者でね。冒険者ランクもＤだった」

			　そう言うが、それって結構凄くないか？　その頃はディアスたちはまだ一〇代のはずだ。それですでにランクＤっていうのは、十分早い。フランには及ばないけどね！

			「当時はそれなりに天狗になってたんだけど、ある日僕らのプライドをズタズタに引き裂く人物が現れた」

			「それが黒猫族の少女？」

			「ああ。キアラという名の一五歳の少女だったよ。別に黒猫族であるとか関係なく、幼い彼女に冒険者たちは厳しい目を向けた。あんな子供に何ができるのかってね。僕らもそうだった」

			　今も昔も冒険者は変わらないな。

			　その後の行動は聞かなくても想像できる。恫喝に恐喝、そして暴力だろう。

			「ただ、彼女は実力で全てを黙らせた。少々やり過ぎだったけどね。馬鹿にする者を容赦なく叩きのめし、ソロでダンジョンに潜り、成果を上げ続けたんだ。いつしか彼女は黒猫という異名で呼ばれ、冒険者の口に上るようになっていったよ」

			　それは凄い。何か魔道具でも持っていたんだろうか。それとも、単に天才だっただけか？　ともかく、フランが似ていると言われるのも少し分かる話だった。

			「それから色々あってね。僕やオーレルは彼女に命を救われ、たまにパーティを組んだりするようになっていた。一緒にいると、退屈しない娘だったよ」

			「その子が好きだったの？」

			「あっはっは。直球だ！　どうだろうね。憧れていたことは確かだけど。まあ、彼女が美しかったことは確かだよ」

			　笑っているが、その笑みはどこか寂しそうだ。やはりまだ忘れていないんだろうな。

			「彼女は進化の方法を探してた。その時にすでにレベルが上限に達していてね。どうすれば進化できるか悩んでいたんだよ。ウルムットに来る前も各地を放浪して進化のヒントを探していたみたいだった。そして、ダンジョンに潜ってルミナ様に何度か会っている内に進化へのヒントをつかんだらしい」

			「らしい？」

			「ああ。結局、それが何なのか教えてもらう前に、彼女は姿を消してしまったから」

			『進化するために姿を消したの？』

			「いや、違うね。何せ僕とオーレルに、進化するために力を貸してほしいと頼んできた矢先のことだったし」

			　それは確かにおかしいな。自分の意思で姿を消したんだったら、何か理由の説明があってもいい気がする。

			「つまり、何かの事件に巻き込まれた結果なのだろうね。僕たちは必死にキアラの行方を追ったよ。手掛かりも探した。そして、いくつかの証言を得ることができた」

			「それは？」

			「まず一つ、失踪の直前にキアラはルミナ様と大喧嘩になったらしい。詳しいことは分からないが、余計なことをするなとキアラが怒鳴っていたそうだよ。オーレルから聞いた話だけどね」

			　何があったんだ？　ルミナの様子から見ても、黒猫族に害があることをするとは思えないが。

			「まあ、結論から言うと、この失踪にルミナ様は無関係だった。僕の読心で確認したから間違いない」

			　キアラが失踪したことに驚き、悲しんでいたのは確かなことだったらしい。

			「ただ、どうもキアラが進化の条件に気づいていたのは確からしいよ。そして、そのことがキアラの失踪に大きくかかわっていると考えている」

			『進化の条件を知ってしまったから、誰かに狙われたとか？』

			「僕もそう考えた。そして、怪しい相手を見つけたのさ」

			「誰？」

			「当時の獣王。現獣王の父親さ。実行犯としては、その配下の青猫族たち。無論、確証はないが僕はかなり怪しいと思う」

			　キアラが失踪した後、彼女の宿に青猫族が数度にわたって訪ねてきていたという噂を聞いたディアス達は、彼らについて調べて回った。

			　そして、オーレルが獣人たちの伝手を辿り、ある情報を掴んでくる。それは古いにしえの時代、獣王は金獅子ではなく黒虎だったという話だった。

			　ディアス達は、黒虎が神の怒りに触れて進化に制限をかけられた後、彼らを追い落として金獅子が王座を奪ったのだと考えたらしい。

			　だからこそ現獣王家は手に入れた王座を再び黒虎に奪われることを恐れている。過去の書物や情報を消し去り、進化へのヒントを与えないようにし、青猫族を使って黒猫族を迫害して力を削ぐようにしたのもそのせいだ。だから、同じ獣人族を奴隷にするという青猫族の行動も咎められなかったのだろう。なにせ王家が後ろ盾だ。

			　青猫族も今まで上位者だった黒猫族を抜くチャンスだった。また、神に記憶などは操作されても、大罪を犯した黒猫族への嫌悪や侮蔑は残っていたらしい。青猫族たちは喜々として黒猫族を捕らえていったようだ。

			「当時町にいた青猫族を拷も──尋問して聞き出した情報によると、獣人国の長老にキアラのことを報告したそうだよ。すると、獣王の側仕えをしていた、一族でも腕利きの戦士がなぜか派遣されてきて、キアラと接触を図ったということだった」

			　となると、キアラは獣王に殺されたか、攫さらわれたってことになるのか……。黙っていてくれて正解だ。

			　何せ、フランの全身から殺気が噴き出しまくっている。ソラスと相対した時とくらべても遜色がないかもしれない。目の前にいるのがディアスで良かった。格下が相手だったら絶対怯えられる。

			「それは、本当？」

			「さっきも言ったが、僕たちの推測に過ぎない。でも、前獣王が関わっているのは間違いないと思う」

			「そう」

			　暗い目で虚空を見つめるフラン。もし獣王に出会う前だったら、今から獣王の下へ突撃していったかもしれない。

			　だが、今の俺たちは分かっている。獣王に闇雲に向かっていっても死ぬだけだと。獣王だけでも化け物なのに、その周囲も実力者ばかりなのだ。せめて進化をしなくては勝負にならない。

			　フランは激情を鎮めるために、血が出る程に拳を握りしめる。だが堪えないようのない怒りによって、その全身が震えていた。

			「その様子なら、獣王に向かっていくような真似はしないよね？」

			「ん……」

			　心底悔しそうに頷くフラン。本当なら今すぐにでも戦いを挑み、全てを問いただしたいのだろう。

			「いいかい？　まずは進化をして、力を付けるんだ。無謀なことはしないでよ？」

			「……ん」

			　ディアスはルミナとの関係も教えてくれた。

			　キアラが失踪したことを気に病んでいた彼らは、いつか現れる第二のキアラ──つまりは進化を目指す黒猫族の為に、協定を結んだのだ。

			　それぞれがダンジョンマスター、ギルドマスター、国との交渉役として他の二人に協力し続けてきたのだ。キアラの仇を探すとともに、黒猫族を保護するために。そりゃあ、フランに好意的なはずだよな。

			「明日にはフラン君の昇格を発表するから」

			「ん。わかった」

			『早いな』

			「こういうのは早い方がいいのさ。ただ、ランクアップそのものはもうできるから、下で手続きをしていくといいよ。簡単だし」

			　ディアスが言った通り、ランクアップ手続きは非常に簡単だった。

			　何せ、渡したギルドカードを水晶にかざすだけだ。一分かかっていないだろう。有難味も何もない。

			　だが、返されたギルドカードには、確かにランクＣの刻印が刻まれていた。

			『ついにランクアップしたな！』

			「ん」

			　宿のベッドに腰かけながら、フランはギルドカードを眺めている。

			　久々に満面の笑顔のフランが見れた。このところ、色々と大変だったからな。

			『お祝いだ。今日はカレー食べ放題！　しかもトッピングは好きなだけオーケーだ！』

			「ん！　からあげトンカツハンバーグ温玉載せ超盛で」

			　フランに言われるがままに盛り付けていったら、メガ盛りチャレンジメニューみたいになっちゃったぞ。まあ、フランなら問題なく平らげるんだけど。

			『好きなだけ食べろよー』

			「ん！」

			『で、ウルシには約束の超激辛カレーだ』

			「オンオン！」

			　元々あった激辛カレーに、さらに激辛スパイスなどをぶち込んだ超激辛なカレーをウルシに出してやる。グツグツと煮える真っ赤なカレーは血の池地獄のようだが、ウルシは涎を垂らしてカレーを見つめていた。いやー、たとえ体があったとしても、あれはいらないな。フランでさえ欲しがらない。

			「オフオフ！」

			　真っ赤なカレーで口の周りを汚すウルシは、生肉を貪り食らう魔狼のような迫力があった。

			　その横でフランはすでにカレーマウンテンを半分制覇している。この勢いなら、あっと言う間に登頂を成し遂げ、即座に次の山に取りかかるだろう。今の内に用意しておかねば。

			「おかわり！」

			「オン！」

			　久々に満面の笑顔での食事を続ける二人。

			


			

			


			　このところ色々あったからな。これで少しはストレス解消になればいいが。

			『後は、このまま何事もなく武闘大会が終わってくれればいいんだけどな……』

			


			Side　獣王

			


			「リグ様、お呼びですか？」

			「おい、ロイス。ゴドたちはどうした？　暇だから模擬戦の相手でもさせようかと思ったんだが」

			「対象を監視中です」

			「お？　そうかそうか。どうだ？　動きはあるか？」

			「まあ、あると言えばありますが……。そこまで特別なものではありませんね」

			「例えば？」

			「この町の実力者。オーレル殿と言いましたかね？」

			「おう。ウィジャット・オーレルな。くくく。俺を前にして、睨みつけてきやがった。ありゃあ、殺しがいがありそうな爺さんだったなぁ？」

			「殺さないでください。この国でも顔が広い有力者ですから。利用価値はいくらでもあります」

			「へいへい。で、オーレルのジジイがどうしたって？」

			「監視対象はオーレル翁の屋敷へ赴いたり、冒険者ギルドに顔を出したりしているようです」

			「それだけか？　怪しい動きは？」

			「ありません」

			「つまらんな」

			「ですがゴドたちが見張っておりますので、すぐに何か情報を持ち帰ってくるでしょう」

			「あの猫娘はどう出ると思う？」

			「どうと言われましても……」

			「俺の命令に大人しく従うと思うか？」

			「その可能性は限りなく低いと思われますが」

			「俺は王なんだがな？」

			「ですがここは国外ですし、リグ様が出した黒猫族の奴隷に関する布告。あれで相当恨まれているでしょうからね」

			「くくく。だよな～」

			「なぜ嬉しそうなのですか」

			「いやいや、俺様に逆らってくれたら──」

			「逆らってくれたら？」

			「ぶっ潰す理由ができるだろ？」

			「別に潰さなくても良いのですが？　少々脅しつけて、言うことを聞かせればいいでしょう？」

			「ダメだ！　それじゃあ面白くねぇ！」

			「結局それですか。せいぜい殺さないようにしてくださいよ？　奴隷にはいくらでも使い道はあるのですから。まあ、オーレル翁と比べれば微々たる利用価値ですので、できれば、ですが」

			「だったら少しは遊んでもいいだろう？　どんな抵抗を見せるのか、今から楽しみだぜ。わざわざクランゼル王国まで来たんだ、精々楽しませてもらわんとな？　くくく……くはははははははは！」

		

	
		
			あとがき

			


			　おはようございます、棚架ユウと申します。

			『転生したら剣でした　五巻』をお届けいたします。

			　いやー、なんとか五月の発売に間に合いましたね～。お届けできて本当に良かった。

			　ちなみに、朝の挨拶に特に意味はありません。毎回「こんにちは」なので、ちょっと変えてみただけです。別に夜にお読みくださっても構いません。

			


			　そう言えば、どこかで自分がケモノナーだと書いたことがあるんですが、どうも私ごときがケモナーと名乗るのはおこがましかったようです。

			　過激派ケモナーの友人からすると、獣頭、複乳、全身モッサモサを愛せなければケモナーとは認められないんだとか。

			　いえ、あくまでもその友人基準では、ということですが。

			　他にもモフナーとかシッポリアンとか、色々な団体があるようで、獣人界隈も中々奥が深いようです。

			「な、なにぃ！　お、俺がケモナーじゃないって……？　だとしたら俺は何なんだ？　そもそも、今まで間違っていたってことは、過去に作品内で誤用していた可能性があるじゃないか！」と思って大慌てでネットで調べてみたんですが……。

			　定義や用語が多すぎていまいち理解しきれないんですよね。

			　まあ、とりあえず分かったことは、ケモ耳ケモ尻尾だけで十分な私はケモミミストと名乗るべきだということでした。

			　今後はケモナー改め、ケモミミストの十字架を背負って生きていきます。

			


			　さて、今回は二作品同時発売ということで、仕事量がいつもの倍でした。書いている最中、何度泣きそうになったことか……。

			　間に合って本当に嬉しいです。

			　苦労して書き上げた棚架のもう一つの作品『出遅れテイマーのその日暮らし』もぜひお読みください。今回はレーベル移籍しての再出版ということで、以前出版させていただいた他社版一巻とは多少内容が変わっておりますので。

			　イラストも素晴らしい出来ですよ。

			


			　まあ、他作品の宣伝はこの辺にして、転剣について少しお話をさせていただきますね。

			　ここから先は少しネタバレも含みますのでご注意を。

			　先に後書きからお読みになっている稀有な方がおられましたら、お気を付けください。

			


			　五巻は過去最高に難産でした。

			　三巻のように加筆するのではなく、すでにあるストーリーを改変して後々のための伏線を足したりするような作業が多かのが一番の理由ですね。頭がパンクする寸前でした。

			　ウェブ版でもお読みの読者様には、「あー、あそこに繋げたか～」と分かっていただけるかと思います。

			　ウェブ版では以外とあっさりとしたフェードアウトだったソラス君たちにも出番が増えて、作者的にも嬉しい限りです。「お前の匙加減一つじゃねーか！」というツッコミは無しの方向で。

			　それにしても、もう五巻ですか。ここまでシリーズを続けてこられたのも、皆様のご声援のおかげです。代わり映えしませんが、ここで感謝の言葉を。

			　出版元のマイクロマガジン社様と、編集Ｉさん。今回は二作品同時ということで非常にタイトなスケジュールの中、色々と助けて下さりありがとうございました。

			　あいかわらず最高としか言いようのないイラストの数々を描いてくださるるろお様。本当に素晴らしいです。

			　また、出版に携わって下さった全ての方々と、読者の皆様。そのお力あってこその当作品です。感謝しております。

			　コミカライズもとても順調で、今回の特装版はなんとドラマＣＤも付属という……。もうね、それが決まった日はちょっと良いご飯を食べましたよ。

			　前回のあとがきで予言した通り、「転生したら剣でした」の世界はどんどん広がりを見せていますし、これからも広がるように努力していきます。

			　そんな当作品をこれからもよろしくお願いいたします。

			　最後まで読んでくださり、ありがとうございました。
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“I became the sword by transmigrating”
Volume 5
Story by Yuu Tanaka. Illustration by Llo
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